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第1節　問題の所在

1.教室談話研究の前提

(1) ｢教室談話｣という現象

近年,授業の言語的コミュニケーションの解明を目指して, ｢教室談

話｣ (classroom discourse)を対象とする研究が進められている｡

｢談話｣ (discourse)とは,言語学では, ｢実際に使われる言語表現｣

であり, ｢単語一語でも談話と言えるが実際には複数の文からなってい

ることが多く,何らかのまとまりのある意味を伝える言語行動の断片で

ある｣ (メイナード1997,pp.12-13)とされる｡言語学では,談話には,

話しことばだけでなく,書きことばも含まれる｡また,話しことばには,

会話のほか,営業の呼び声も含まれるし,書きことばには,描写文のほ

か,広告や新聞記事なども含まれており,対象とされる談話の範囲は広

い｡ ｢談話は発話からなる｣といった場合の発話とはコンテクスト化さ

れた文であり(橋内, 1999),言語学における強調点は,談話は｢ある

状況で実際に使われ｣ ｢何らかのまとまりのある意味を伝える｣ことば

であるという点にあるだろう｡

ただし,研究者の立場によって｢談話｣あるいは｢ディスコース｣の

意味は違うものとしてとらえられている点は,言語学や言語人類学など

いくつかの学問分野で指摘されている(メイナード1997;橋内1999;

松木,. 1999)｡例えば,言語学では,スタップズ(1989)のように談話

を｢文よりも大きい単位｣＼として言語構造の分析を目指す構造論の立場
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と, ｢言語使用｣のあり方に着目する機能主義の立場とでは,談話のと

らえ方が異なっている｡このように｢談話｣の多様なとらえ方について,

言語人類学者の松木(1999)は,生きたことばをなんとラベルづけする

かは研究者の視点の問題にすぎない,と指摘する｡つまり, ｢今-ここ｣

の相互作用で実際に現れている具体的なことばを｢ディスコース｣と秤

んでも,あるいは｢談話｣, ｢言説｣と呼んでも,そのことばと創造さ

れた意味は当事者たちにとっては同じはずであり,日本語での異なるラ

ベルの使い分けは,研究者自身の立場を省みる機会を与えているかもし

れない,という｡

教育研究においても, ｢ディスコース｣という語の多様性,多義性が

指摘されている｡川嶋(1994)は, ｢ディスコース｣には① ｢テクスト｣

の次元, ② ｢プラチック(慣習行為)｣あるいは｢相互行為｣の次元,

③ ｢構造｣の次元, ④ ｢制度｣の次元,という四つの次元のうち,どの

次元に分析の焦点を当てるかによって,研究の多様性が存在する,とい

う｡ ｢社会理論的ディスコース分析｣の立場では｢ディスコース｣は｢言

語表現化されたイデオロギー｣, ｢言表｣や｢言表群｣,叙述の｢体系｣

や｢方法｣を意味し, ｢言語学的ディスコース分析｣では｢会話(対話)｣

すなわち｢音声言語による相互作用の過程｣を意味する(川嶋, 1994)｡

教育研尭で｢談話｣ということばを採用するということは, ｢会話｣や

｢相互作用｣に焦点を当てる後者の立場をとることを示すことになる｡

つまり,教育研究における｢談話｣とは,言表としてのテクストやその

イデオロギーというより,発話という音声言語であることを前提とし,

｢今-ここ｣における現実の社会的相互作用,あるいは,相互作用で使

用される文脈化されたことばを指す｡

では,談話に｢教室｣を付して, ｢教室談話｣とする研究上の意味は

-3-



なんだろうか｡

教皇談話における｢教室｣ (classroom)とは,具体的な物理的空間と

しての教室という場所を指すばかりではなく,学習の現場の象徴として

用いられている｡焦点の当て方によって, ｢教室｣の意味は多義的であ

る｡教室談話研究で実際に主たる対象となっているのは,学校教育にお

ける集団での学習活動としての話し合い場面であり, ｢授業｣であるが,

日常生活と差異化させ｢学校教育｣という特殊な状況としての意味が強

調されることもある｡また,固定化されたメンバーとしての子どもと教

師から成る｢学級｣という閉ざされた社会的環境としての意味をもつこ

ともある｡さらに,授業といっても,一斉授業,子どもの発表活動やお

話の時間,小集団学習,個別作業など様々な場面が含まれる(Cazden,

198′6; Weinstein, 1991)

｢教室｣についてどの意味を強調して用いるかは,まさに研究者の拠

って立っ研究領域や関心によるが,どの立場であっても教室談話研究の

遂行には,次の二つの問いが随伴する｡

一つには,教育の実践研究として｢談話｣という視点をもちこむ意味

は何か,という問いである｡ ｢教育という社会的行為は, 『言語集約的』

な活動である｣ (川嶋1994, p.75)といわれるように,学校教育の授業

では,談話は量的にも質的にも重要な媒介物となっている｡例えば,開

始時の儀礼的挨拶,発間,応答,指名,講義,討論,意見表明,質問,

朗読など,様々な機能の発話が認知的社会的環境において生成されるこ

とで,授業は進行し成り立っている｡授業｢参加｣において,教室談話

にいかに参加するか,ということは重大な問題である｡秋田(1998)は,

心理学の立場から, ｢談話｣という概念の使用は,日常生活の様々な活

動のなかで実際に人々が使用していることばや,ことばが生成される状
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況や文脈,集団のあり方までを研究対象にするというスタンスを示すこ

とになると指摘する｡教育実践研究に｢談話｣という視点をもちこむこ

とには,授業でいえば,子どもや教師の現実の発話を対象とし,発話が

生成された授業進行や課題解決過程の文脈,活動の形態,学習者集団と

しての学級の文化や関係性までを視野に入れて, ｢今-ここ｣で生成さ

れる言語的相互作用によって成立する授業のありようを明らかにする意

味があるだろう｡

二つには,談話研究を｢教室｣に象徴される教育実践の現場で行うこ

との意味は何か,という問いである｡主に社会言語学や社会学の会話分

析の立場では, ｢教室｣は｢風変わりな社会的環境である｣ ′(Weinstein,

1991)とされ,法廷や医療などと並んで特徴的な制度的状況であるとと

らえられている(好井, 1999)｡子どもの学業不振が,家庭と｢教室｣

との言語活動の非連続性によることなどが指摘されたり(Heath, 1982),

談話の組織化過程に｢教室｣特有の秩序の成立がみいだされたりした(稲

垣1989b;秋葉, 1997,1999)このように, ｢教室｣には,個別の学級や

授業を超えて,学校教育ならではの琴話の構成がみられることが分析さ

れ, ｢教師一生徒｣という権力作用の含まれる社会的関係や,秩序に基

づく制度的状況,学校でしか通用しない文化の存在が明らかにされた｡

つまり, ｢教室｣は日常生活と差異化され,社会的,制度的,文化的に

いかに特殊な場所であるのか,ということが強調された｡

｢教室談話｣とは,この二つの問いの交差としてみるならば, ｢『教

室』あるいは『授業』という社会的,制度的,文化的に特殊な教育実践

の場において現実に使用され,認知的社会的環境によって文脈化された

話しことばによる相互作用である｣といえよう｡ただし,このなかの｢こ

とば｣とは,ミクロな一つ一つの発話や単語や文を指しているわけでは
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ない｡また,状況や場面を超えて一義的に意味がとらえられることばを

指し七いるわけでもない｡ ｢文脈化されたことば｣とは,ある状況にお

いて意味の確かさをもつことばであり,状況次第で意味が異なる可能性

があることばである｡前掲のように,教育実践場面における社会的相互

作用の流れのなかで用いられている点が重要であり,言語的相互作用そ

のものを含意としている｡その意味で, ｢教室談話｣は,談話の参加者

や観察者にとって可視化可能な事実であり,､教育的,社会的,言語的な

｢現象｣として定義づけられる｡

なお,実際の研究では,学校教育における集団活動としての授業が,

研究のフィールドとされることが多く,研究も蓄積されている｡以下,

本研究では,対象とする｢教室談話｣としては,学習者集団と教師が時

空間を共にし,共通の課題や話題を集団活動として解決する｢授業｣の

状況において生成される｢談話｣としたい｡

(2)教室談話研究の多様性

教室談話研究の実際では,前掲の二つの問い,すなわち｢教育の実践

研究として『談話』という視点をもちこむ意味は何か｣と｢談話研究を

『教室』で行うことの意味は何か｣の比重をどうとるかによって,研究

の多様性がみられる｡一つは, ｢談話｣を授業実践､として分析すること

によって,授業における子どもの学習活動のありようを明ちかにしよう

とする研究である｡二つには,学校教育の授業特有の談話構造やルール

を明らかにしようとする研究である｡三つには,教育実践よりは,談話

そのもの-の関心を背景に,教室場面を事例に,言語コミュニケーショ

ンの対話的特質を明らかにしようとする研究である｡
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本項では,それぞれの研究の立場で,教室談話という現象はどのよう

にとらえられているか,ということについて論じる｡そして,次項で,

問いのたて方の相違を超えて, ｢教室談話｣を共通の対象とする研究と

して,教室談話のどのような性質を前提としているのか,ということに

ついて検討し,教室談話研究の課題を指摘する｡

①　学習活動の社会文化性

教育実践としての授業における子どもの言語的相互作用の分析から,

子どもの学習活動のありようを明らかにしようとする立場がある｡この

立場の研究では,子どもの知的行為と社会的文化的環境との媒介物とし

て教室談話をとらえ,学習活動がいかに社会文化的に構成されるのか,

という課題が取り組まれている｡佐藤(1999)は,社会的構成主義の学

習論の立場として,人間の学習は,他者との社会的相互作用や社会･文

化的状況の諸変数に相互規定されながら行われる,という見方に立っこ

とを示したうえで,言語コミュニケーションについて次のように指摘す

る｡すなわち,この立場では,差異のある考えをもっている者同士が言

語というコミュニケーションの道具によって｢合意形成｣に向かう活動

を重視するのであり,差異性を尊重しながらより整合性の高い認識-と

向かう可能性を対話や相互作用に求める,という｡

例えば,佐藤(1996)は,小学4年の国語科の話し合い場面を記述的

に分析し,教材解釈をめぐる子どもたちの発話が,自らの意見を排他的

に主張するモノローグ的なものから,相手の視点を含み,自他の違いを

より自覚的,明示的に表出するダイアローグ的なものになる過程を明ら

かにした｡同様のことは,日本の小学校における理科の授業の話し合い

を分析したWertsch&Toma (1995)によっても報告されている｡
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従来,学習者の理解過程や読解過程は,実験室的に｢事前一事後｣の

調査の比較でしか明らかにされなかったが,佐藤やWertschらによって,

他者との相互作用で実現されていく過程が明らかになった｡

これらの研究に特徴的なのは,個人間の多様な考えの差異を認めたう

えで,個人の知的営為を学級に媒介し,授業参加者間の合意形成を志向

する過程として言語的相互作用がとらえられている点である｡授業には,

行為者としての子どもの様々な意志に基づく発話が存在する｡発話の逮

鎖である教室談話は,葛藤を出現させ調整を行う学級集団独自の営みと

してとらえられている｡

②　コミュニケーション規範

言語的相互作用に制約を与えるコミ′ユニケ-ション規範に注目し, ｢教

室｣という社会的制度的環境の特殊性を明らかにしようとする研究がな

されている｡

とりわけ｢発話の順番どり｣ (turn-taking),すなわち,誰がどのタイ

ミングで発話するのか,ということに関する規範は,初期の教室談話研

究以来の課題である｡ Mehan (1978, 1979)は,授業はⅠ (Ⅰ血血tion :敬

師の働きかけ) -R (Reply:子どもの応答) -E (Evaluation:敏師の

評価)という相互行為の連続から成ること,整然とした相互作用はこの

ような｢発話の順番配置｣ (turn-allocation)を経て達成されることを明

らかにした｡すなわちI-R-Eのような構造のもたらす｢発話の順番｣ (turn)

をいつ,どのように取得するかをめぐる規範が,参加者たちに認識され

ているのである｡教師に続く子どもの順番どりが,教師の指名を受ける

か,子どもによってなされるかによっても,その後の相互作用のあり方

が違ってくる(Green, Weade, & Graham, 1988)0 1-R-Eの場合にはMcHoul
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(1978)が明らかにした順番どり(turn-taking)の例と同様,子どもは

教師の後に続き,再び教師に受け渡すという権利しかもたず,それが規

範として認識されてーいるため,整然とした相互作用が進行するのである

とされた｡

ただし,このようなコミュニケーション規範の運用は,教師と子ども

の間で異なる｡教師はI-R-Eのような構造を,指導の資源としている｡

例えば,それを,子どもに情報を伝達し,応答する子どもの人数を把握

し,授業進行を修正し,予期しない子どもの反応に対処し(Doyle, 1986),

子どもの発話を方向づけたり,評価するための質問を生成する(French

& MacLure, 1981; Cazden, 1986)ための資源と_している｡

一方,子どもはI-R-Eのように構造化されたやりとりに参加するた

めには次のことを理解していなければならない｡すなわち,教師の働き

かけに挙手で応答する場面と全体で唱和する場面を判別すること

(Weade & Evertson, 1988),自分の発話が教師に復唱されたとき,イン

トネーションが上昇すれば誤答であり,下降していれば正答であること

(Gumperz, 1981),発話権を保持したければ関連する話題を話し,授業

展開を変えたいなら新たな話題を導入すること(Mehan, 1979),などで

ある｡子どもは,ことばのトーンや表情,誤答-の反応など,教師の発

する手がかりやキューに敏感になり(Gumperz, 1981),文脈に応じた適

切な発話や行動の仕方を学ぶのである｡結果として,コミュニケーショ

ン規範は,授業や学習活動を円滑に展開させるための資源として機能し

ているといえる｡

これらの研究では,教室談話は,何らかの規範に基づいて生成されて

おり,発話は単なる認知の内的表象ではなく,社会的な行為であること

が示された｡
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③　言語コミュニケーションの対話的特質

認知や話しことばの研究の一領域として教室談話研究を位置づけ, ｢教

室｣場面を例に,人間の知的営みである談話が相互行為としてどう成り

立っているのか,ということを明らかにしようとしている研究がある｡

この立場では,日常的会話をコミュニケーションのひな型としたうえ

で,教室談話は,このひな型から歴史的に複雑な変化を遂げたもの(茂

呂,1997a)であるととらえる｡つまり,教室談話を,話し手と聞き手が

出会う場ととらえたのである｡教室は,数十人の潜在的な話し手と聞き

手がいる空間であり,教室はいくつもの｢声｣がとび交う場である｡内

容をみても,教室談話には教科の内容,仲間うちの話,家庭の話題など

教室には多様な｢声｣が潜在する(茂呂, 1997a)｡そこで,教室におけ

る言語的多様性が注目された｡

その例として, ｢発話の型｣の使い分けが挙げられる｡発話の型とは,

発話の｢らしさ｣や｢表情｣ (茂呂, 1997d)である｡発話の型には,使

用する社会集団や地域集団による型の差異を指す｢方言｣や,使用状況

による型の差異を指す｢レジスター｣,内容と相関する型の差異を指す

｢ジャンル｣,個人的な特徴に基づく型の差異を指す｢スタイル｣,な

どがある｡茂呂(1991, 1997d)は,山形県の教室で｢方言｣と｢共通

語｣という二つの型が使い分けられていることを明らかにした｡彼によ

れば,教師の方言使用が,子ども自身の生活経験についての語りを誘発

し,授業進行の停滞を打開していた｡また,子どもの方言使用は自由発

話と,また,共通語使用は｢挙手一指名一起立｣を経る公式度の高い発

話権取得と,強い相関を示していた｡さらに,岡本(1997)は,教室に

おいて, ｢丁寧体｣が｢フォーマル｣, ｢普通体｣が｢インフォーマル｣
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というメタメッセージとなっていることをみいだした｡教師は,丁寧体

と普通体とを使い分け,子どもの発話の抑制と促進を行って授業の効率

的進行を図っていたという｡また,教師と子どもの非公式な交渉(普通

体)や,教師による公的権限の行使(丁寧体)もみられたという｡

このように,教室談話においては,いくつもの発話の型がぶつかり合

い,調整されている｡その発話の型も,学校対家庭という単純な対立を

超えて,教室内の関係性や他の参入行為のありようを反映し,複雑化し

ている｡この限りで,教室談話は,対話的特質として,聞き手と話し手

の関係性や背後の文化によって,多様な｢声｣から成っていることが示

される｡

(3)研究課題としての成立機制

以上のように,研究の立場によって,教室談話という現象のとらえ方

が異なっていた｡そのとらえ方の違いは,教室談話の分析を通して明ら

かにしたい研究課題の違いに主に由来している｡教室談話という現象は,

学習活動の社会文化性という研究課題からすれば差異ある｢声｣の合意

形成の実践であり,コミュニケーション規範の有用性という課題からす

れば権力の非対称性が現れる秩序のかたまりであり,認知の社会性や対

話的特質という課題からすれば話し手と聞き手の相互行為であった｡

教室談話という現象をどうとらえるか,という問題は,教室談話はい

かに成立しているのか,という問題でもある｡なぜなら,ある現象を教

室談話としてみいだすことは,ある現実の相互作用に対し,教室談話と

して成立していると判断することであり,判断する研究者の解釈でしか

ない｡本山(1999)は, ｢学習｣･という事象をとりあげ,それは,子ど
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もの活動としての行為と,その行為の意味を｢学習｣としてみいだそう

とするおとなの解釈行為との連関によって生成される,と指摘している｡

そうすると,教室談話をどうとらえるのか,という問題は,現象につい

ての研究者の記述や解釈の問題であり,研究者の立場に依存する｡そし

て,教室談話という現象をどのようにとらえたか,ということを記述す

ることは,教室談話が現象としてどのように成立していたか,というこ

とについての解釈となる｡例えば,教室談話は｢差異ある『声』の合意

形成の実践｣という現象であると表明することは,実際に,ある学級に

おいて考え方の異なる発話が先行する発話に対して反発や賛同を示しな

がら,一方では個人の認識を高め,他方では集団としての合意の方向に

進んでいく現象を記述することであり,それは同時に,､その学級では教

室琴話がどのように成立しているのか,ということについての解釈を示

していることでもある｡ここに,教室談話はどのように成立するか,と

いう成立機制の問題が,教室談話研究の本質的な問題として現れてくる｡

しかし,今まで,成立機制の問題は,それぞれの問題関心からアプロ

∵チされており,問題関心によって限定的に論じられてきた｡例えば,

特定の授業における相互作用に参加する者の行為の問題であり,規範や

ルールを共有する学級集団の文化の問題であり,制度的状況における対

話システムの問題であった｡

研究者の問題関心によって教室談話のとらえ方が異なっていても,そ

れは研究者側の問題である｡教室談話としてみいだしうる言語コミュニ

ケーションは,授業参加者の教育的言語的｢実践｣であることは紛れも

ない事実である｡問題は,教室談話の成立機制の議論を,授業当事者の

実践感覚にどのように近づけるか,ということである｡

教室談話の研究は,教室のコミュニケーション･システムの研究であ
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るとしたCazden (1988)は,コミュニケーションの言語機能として,吹

の｢三つの核｣を挙げる｡一つには,命題情報のコミュニケーションと

しての｢命題的機能｣であり,二つには,社会的関係の形成と維持とし

ての｢社会的機能｣であり,三つには,発話者のアイデンティティや態

度の表現としての｢表現的機能｣である｡そして,発話はたいてい多機

能であるという｡

つまり,言語的コミュニケーションとしての授業とは,子どもや教師

という授業参加者が,ことばを媒介に,学習材あるいは教材となる文化

財をめぐって自らの考えをもち,それを表現し,社会的関係を築き,痩

業実践の認知的社会的環境に自らを位置づけるという一連の｢生の営み｣

として成立している｡教室談話がどのように成立しているのか,という

ことをみることは,授業実践というものがどのように生成されるのか,

ということをみることにつながっている｡言い換えれば,教師や子ども

が発話行為者としてどのように授業に参加しているのか,という問題を

捨象して,教室談話の成立機制の問題は成り立たない｡

そこで,本研究では,教室談話の成立機制自体を課題とし,より包括

的な視点から議論していくことにしたい｡

改めて,成立機制の問題として前掲の多様な研究を見直したとき,研

究上の立場の違いを超えて,教室談話の成立にとって必要なコミュニケ

ーションの性質として,何が前提とされてきたのだろうか｡

一つには,教室談話の｢集団性｣である｡教室談話の集団性とは,授

業は学級集団の社会的相互作用によって協同的に成立しているという悼

質である｡それぞれの研究では,次のような点に特徴的に示されている｡

学習活動における,授業参加者間で異なる意志が,葛藤や調整を経て学

級集団としての合意形成に導かれるという点に,個と集団との関係性や,
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集団内の葛藤が表れている｡学級の成員でコミュニケーションの規範や

ルールを共有し運用したり,教師と子どもの間の権力作用を前提として

いる点で,集団の文化や関係性に焦点が当てられている｡教室談話を対

話としてみると,数十人の潜在的な話し手と聞き手が存在し,様々な

｢声｣が交錯するとみている点で,集団単位の対話が想定されている｡

二つには, ｢発話順行性｣である｡発話順行性とは,集団において一

人の発話者とそれ以外の聞き手という役割のもと,発話者の交替によっ

て順次進行する談話の性質である｡前掲の研究では,発話の順番どりは,

参加者にとって教室談話に参入するために重要であることが示されてい

た｡発話の順番どりに関する学級の規範を教師が利用し,子どもは規範

によって制約を受けていると指摘されている点や,教室談話のひな型と

して原初的対話が想定されている点で,発話者と聞き手が存在し,話者

交替をくり返すことが教室談話の特徴であるとみなされている｡だとす

れば,どうやって話者が交替するのか,ということが重要な問題となる

だろう｡

以上のように,教室談話の成立に必要なコミュニケーションの性質と

して｢集団性｣と｢発話順行性｣が前提とされてきた｡項を改めて,こ

の二点について,先行研究に示される議論を検討することにする｡

2.教室談話の成立機制に関する問題点

(1)集団性

教室談話の集団性とは,授業は学級集団の社会的相互作用によって協

同的に成立しているという性質である｡発話は社会的現象である(パフ
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チン, 1989)と同時に, ｢ことば｣は個々の話者の具体的な発話のかた

ちをとる(バフチン, 1988)ということを前提としている｡以下では,

発話生成の個別性と,教室談話における個人と集団の関係性は,どのよ

うにとらえられうるのか,ということを検討する｡

①　発話生成の個別性

教室における発話生成の個別性は,課題解決の遂行や学級内での関係

悼-の対応として論じられてきた｡例えば,討論における子どもの発話

内容や表現形式は,自分なりの観点や経験などに基づく,課題内容との

関わり方に応じている(山住, 1994, 1998)｡また,子どもなりの課題解

決の進め方に応じて,発話のタイミングが異なることもあるし(佐藤,

1996;佐藤･星野･竹本, 1987),自己中心的に発話することで,他者と

の乳蝶を生み出すこともある(本山, 1998, 1999)｡さらに,発話内容に

確信をもっていても,聞き手に受容されない可能性があれば発話するの

をとどまる場合もある(大谷1997;佐藤,′ 1996;佐藤ら, 1987)｡子ども

の発話生成は,課題解決-の関与の仕方を反映するだけでなく,挙級や

下位集団での位置関係に応じて,発話の相手や内容を選択して個別性を

示す(庄井･邑岡,1992)

このような,子どもの発話生成の個別性は,発話方略に解消されるの

ではなく,それぞれの子どもの,授業-の自己定位の仕方を示している

(保坂, 1999)可能性がある｡そうすると,子どもが教室の社会的環境

でどのようにふるまい,集団の中にどのように位置づきうるのか,とい

うことが問題となるだろう｡
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②　教室談話における個と集団の関係性

教室談話の生成に現れる参加者と集団との関係性については,二点指

摘できる｡

一つには,個人の発話生成と集団としての談話の過程とは,連動的な

関係にあるだろう｡授業に参加する子どもの個性の生成と,学級文化の

生成とは連動する,と指摘されている(本山･無藤, 1999)｡それと同

樵,個々の子どもの発話行為が?集団としての談話の内容や展開に影響

を及ぼされると同時に,子どもの個別的な発話行為の新奇性や反復によ

って,談話進行自体が変化したり新たなルーティンが生成されるなど,

個人の発話生成と教室談話の生成は連動している可能性がある｡

二つには,個人の学習活動に基づく発話の内容やタイミングの差異が,

集団としての談話過程を活性化するという関係性である｡佐藤(1996),

および佐藤ら(1987)によれば,討論場面において,個人の学習活動に

基づく相互交渉の利用の仕方の違いが,学級の話し合いのなかで果たす

役割の違いとなって現れる｡例えば,話し合いの初期に問題提起的な発

言をする子どももいれば,ほかの子どもの意見を整理し,焦点化の役割

を担う子どももいる｡また,話し合いの展開上重要なカギとなる発言を

行う子どももいる｡このように,学習活動における参加者間の発話行為

の差異が,学級としての談話の進行を促進している可能性がある｡

一方,発話生成が個別性をもつからこそ,集団の場で発話することに

は心理的負担が伴う｡例えば,一斉授業において,発話するとき,子ど

もは蹟蹄したり円滑さを失うことがある(中田, 1997)また,子ども

の挙手行動は,結果予期や結果価値,自己効力の影響を受けているとい

う研究(藤生, 1991, 1992, 1996)からは,子どもにとって挙手を行うこ
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と自体が,心理的負担を伴う行為であるということが示唆される｡

そうすると,個人の行為を集団の談話進行に媒介する手だてを,人為

的に作りだすことも必要となる｡手だての一つとして,教師による明示

的暗黙的な誘導があるだろう｡例えば,教師は子どもに質問をくり返す

ことで,暗黙的な発話要求や意見の再検討の要請を行うことがある(檀

口, 1995 ｡また,日本語非母語児に対して,挙手をしていなくても指

名を行い,次第に挙手を促すことで,あたかも自主的に意見表明してい

るようにみえる発話を行わせようとすることがある(石黒,1998)｡

別の手だてとしては,話し合い活動におけるルーティンの導入が挙げ

られよう｡例えば,集団に向けて発話する不安を軽減するため, ｢①結

論を先に, ②理由づけを正確に(｢そのわけは00だからです｣), ③内

容を整理して(｢第一に00--,第二に00日-です｣), ④長い話は

題目を提示して(｢わたしは00について発表します｣)発言する｣と

いったような, ｢集団を意識した発言形式｣ (杉山, 1987)を学級のとり

きめとすることもある｡また,小学1年生の学級担任が,入学後初期の

段階で,授業参加の手段として｢ハイ, --ガ, --マス｣といった発

表のスタイルを教えることもある(石黒,1995)

以上より,個人の行為としての発話生成と集団活動としての談話生成

は相互に影響を及ぼし合い,集団活動としては行為者同士による｢今-

ここ｣でのやりとりが生々しく展開しているという点で,集団の協同的

な談話の営みを示す集団性は,教室談話の成立に貢献している｡

(2)発話順行性

発話順行性とは,集団において一人の発話者とそれ以外の聞き手とい
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う役割のもと,発話者の交替によって進行する談話の性質である｡パー

ティーのような複数の小集団による会話の同時多発的な状況や(後安,

1999),講演会のような独話的な談話の状況とは異なる｡

①　発話の原初的対話性

談話における｢発話者｣と｢聞き手｣の存在や話者交替については,

言語実践の具体性に注目する言語論や自常会話研究において論じられて

いる｡例えば,ロシアの言語学者パフチンは,発話生成に｢発話者｣と

｢聞き手｣の存在を措定し,全ての言語活動を,応答を想定して行われ

る｢対話｣であるととらえている｡パフチン(1988)が指摘する発話の

特質のうち,次の二点は発話順行性と密接な関係をもつ｡

一つには, ｢境界性｣である｡発話の境界は,基本的に話者の交替に

よって定まる｡どのような発話も,先行する｢他者の発話｣に｢自分の

発話｣が続き,さらに｢他者の返答｣が後続する点で,絶対的な始まり

と終わりをもっている｡発話という単位は,話者にとってはことばを引

き渡すことで終わり,聞き手にとっては話し終わりによる沈黙を感知す

ることで終わる｡言い換えれば,次の話者が参入し発話が移行する可能

性がある箇所が知覚されることによって明確に画定される｡

二つには, ｢完結性｣である｡話者交替は,話者が言おうとしたこと

を全て言い終えたことで成立する｡発話の｢完結性｣に重要な基準は,

発話に対して返答することが可能になることである｡発話に対して,何

らかの反駁を可能とするためには,発話は｢完結性｣をもたなければな

らないのである｡

パフチンの論に基づけば,発話は,そもそも順行性を前提としている

といえる｡言い換えれば,発話順行性とは,反応のために発話する発話
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者と,返答という能動的なコミュニケーション行為を行う聞き手との｢対

話｣わ連鎖を指しているということになる｡

ただし,発話順行性は会話の機制の絶対的な原理ではない｡菅原

(1996,1998)は,ブッシュマンのグイという集団における｢同時発話｣

に着目し,発話順行性に基づかない会話のあり方を明らかにした｡並行

的同時発話が起こるのは,限られた人数同士の濃密な交際のなかで,互

いに発話の文脈を共有しているためであったり,彼らは聞き手を｢聞く

義務｣に拘束することなしに, ｢話す権利｣を行使しているためである

という｡したがって,聞き手の｢聞く義務｣と話し手の｢話す権利｣を

同時に成立させることを条件とする発話順行性は,広く用いられている

けれども,文化的な特殊性をもつ性質であるといえるだろう｡

バフチンが想定しているのは一対一の対話であるが,教室談話では,

発話者は聞き手の集団との間で｢一対多の対話｣ (中田, 1993, 1997)を

行うことが要求される｡つまり,教室談話において,集団には, ｢一人｣

が｢発話する権利｣と, ｢集団｣で｢聞く義務｣とが同時に課される｡

教室談話において発話順行性は,集団単位で社会的相互作用を円滑に促

進するシステムとしてみることができる｡

②　発話順行性を支える言語現象

近年,会話研究や談話研究において会話や談話の成立機制を明らかに

しようとする試みのなかで,発話順行性の存在が逆照射されている｡す

なわち,談話成立の実現や維持に貢献するような言語現象が注目され,

｢発話者｣ - ｢聞き手｣という役割に基づく談話-の参加の仕方や話者

交替のメカニズムが確かに存在することが明らかにされている｡

では,どのような言語現象が注目されているのだろうか｡
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例えば, ｢いいよどみ｣である｡話し手の発話に出現する｢リスター

ト｣, ｢ポーズ｣, ｢イントネーション｣ (Goodwin, 1981)や, ｢あの-｣

といういいよどみ(西阪, 1999)は,会話者たちにとって｢話し手｣や

｢聞き手｣としての仕事を達成し,協同的に会話を遂行していくための

工夫となっている｡教室談話においては,教師が｢話し始めを言い違え

る｣という言語現象が,子どもには自由発話を停止して教師の発話に注

目するための手がかりとなる(茂呂, 1996a, 1996b, 1997b, 1997c, 1997d,

1999)｡つまり, ｢いいよどみ｣という現象によって,誰が｢発話者｣で

誰が｢聞き手｣であるのか,ということが示されるために,参加者は｢発

話する｣あるいは｢聞く｣という行為を遂行することができるのである｡

談話における,発話者一間き手という参加の仕方が,談話を進行させる

重要な要件になることが示唆される｡

また,相互作用の展開において,談話に発話を参入させるタイミング

である｢カイロス･タイム｣が,文脈に適切であるかどうかの手がかり

として利用されるといわれる(Erickson, 19声2, 1996)｡ ｢カイロス｣ (kairos)

とは,時計に代表される量的物理的な時間を示すクロノス(chronos)

と異なり,季節や天気,歴史的な転換点など質的な時間であり,社会的,

現象的な時間である｡時には速くなったり遅くなったり,あるいは規則

的に刻まれたりするテンポの変化に注意を払うことで, ｢聞く｣行為を

遂行したり,話者交替の時機に注意を向ける際に,参加者は認知的心理

的負担を軽減させ,話者交替が円滑化されるのである｡

以上のような言語現象は,談話の参加者に,自らを｢話し手｣, ｢聞

き手｣のどちらに位置づけているかという参加構造(Erickson & Shultz,

1981)を示し,'確認し合わせる資源となっている｡

以上,教室談話において発話順行性は,授業参加者の行為や学級集団
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の教室談話の生成を支え,また,制約を与える談話システムであるとい

えるだろう｡同時に,行為者や学級集団は,発話順行性/を維持するため

に何らかの手がかりを共有し,運用しているともいえるだろう｡行為者

が参加している特定の集団としての談話のあり方を示す集団性と異な

り,発話順行性は,授業に参加する各個人の行為や特定の学級集団の独

自な営みを超えて,学校教育における｢教室｣での言語的コミュニケー

ションを支えている点で, ｢制度的装置｣の一つとしてみなすことがで

きるだろう｡

(3)集団性と発話順行性をめぐる問題点

教室談話は,現実の社会的相互作用の母体としての集団性と,談請の

構造やシステムとしての発話順行性という二つの性質をもつ｡しかし,

研究上では,集団性と発話順行性は必ずしも相互に関係づけられてこな

かった｡言い換えれば,特定の学級集団や授業という現場における現実

の発話運用と,特定の学級や授業を超えて用いられる談話システムによ

る作用との間に研究上の分断や混同があった｡

①　談話システムの優先

教室談話の構造化が可能であるという前提で,特定の現場を超えて一

般化可能なモデルやパターンの構築が目指され,学級独自の発話運用の

あり方が捨象されることがあった｡先行研究では,教師一子ども間の相

互作用と子どもの学習成果とを因果論的に結びつける｢過程一成果｣モ

デル(Cazden, 1986)や, ｢送信者-通信路-受信者｣という単方向的,

単線的な通信モデル(シャノン&　ウイ-ヴァ-, 1969)に基づき,発
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詰問の関連(砂沢･鈴木1960;鈴木･阿部1962;阿部1973;岸1981a,

1981b)や,連続する二発話の連鎖(Flanders, 1970),カテゴリー間の

遷移パターン(赤堀, 1989)が構造化,類型化されたのである｡

こうした汎用モデルやパターンの,構築や適用には問題がある｡第一

に,構築されたモデルやパターンの機能主義的な用い方である｡汎用モ

デルの適用は,発話行為を機能に限定することで成り立っ｡発話者が誰

か,発話は誰に向けられ,どんな文脈において生成されたかなど,その

現場特有の発話運用はモデルの適用外であり,視野には入れられない｡

第二に,発話順行性は,教室状況において支配的に機能するために,自

明のシステムとされ,それ自体が議論の対象とされない｡モデル構築が

可能であったのは,発話が時系列的に展開するという発話順行性をゆる

ぎないシステムとして利用したからである｡しかし,自明祝されたため

に,発話順行性はなぜ教室状況を特徴づける談話のシステムとして機能

するのか,といった順行性自体の運用はそもそも問題にされなかった｡

したがって,モデルの構築や適用を目指す限り,教室談話の成立を機

制するのは, ｢教室｣ならばどこでもみられうる固定的な談話の構造で

あることになる｡談話のシステムは,相互作用の現実と分断されたうえ

で,機制上の優先性をもたせられている｡しかし,モデルの適用によっ

て,教室談話のマクロな構造については後づけとしての説明が可能とな

っても,その談話自体を支えている行為はなぜ生成されるのか,という

ことは説明されない｡そもそも,そうした構造を行為者が自らの意志の

実現のために活用しているかどうかは,別の問題である｡

②　談話システムと社会的規範との混同

談話システムとしての発話順行性が,学級集団の社会的規範やルーテ
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インと必ずしも区別されなかった｡例えば, Mehan (1978, 1979)が,

教室における相互作用の構成として, Initiation-Reply-Evaluationとい

う連鎖を示したとき,それはある学習者集団でみられる行為として提示

され,発話順行性の一つの表れだとされた｡しかし,その後I-R-Eの

連鎖は,教室談話の分析枠組みとして援用されたり(Edwards　&

Westgate, 1994;鹿毛･上淵･大家, 1997),教師を課題導入や質問や評価

など主導的な役割に,子どもを教師の求める応答を埋め込んでいく役割

に,限定する装置とみなされた(稲垣, 1989a)｡つまりI-R-Eの連鎖は,

引用されるうちに, ｢教室｣という環境における談話の成立を機制する

談話γステムとして,一般性がもたせられていったのである｡したがっ

てI-R-Eが研究で分析の道具として使われるうち,それは談話システ

ムなのか,談話生成の現場における規範やルーティンなのか,その境界

が唆昧になり,使い分けが不明確になっていった｡

集団性と発話順行性に着目することで,個人の発話生成行為,集団と

しての発話運用,そして発話順行性のような談話システムという,教室

談話の生成をめぐる三つの極が示された｡しかし,学級集団における発

話運用と,談話システムによる作用との分断や混同の問題が提起してい

るのは,教室談話の成立機制を,支配する談話システムと,規定される

行為との一方向的な二極面でとらえることの問題である｡正確にいえば,

個人の行為が現場の文化と混同された談話システムを子規定されるとみな

されることと,現場の学級や授業なりの発話運用が制度的な談話システ

ムに支配されるとみなされることとの二つの場合がある｡そのため現莱

の発話行為を規定しているのは,制度的環境なのか,ローカルな現場の

文化なのか,行為は規定されるだけなのか,あるいは,行為者は自らの

意志の実現に向けて能動的な対応を示すのか,など,行為生成の内実に
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充分迫れなかった｡次項では,成立機制の問題を行為と現場の文化と制

度的談話システムとの三項関係として,よりダイナミックにとらえるこ

との可能性を検討したい｡

3.行為一口ーカルな文化一制度的装置

の相互関連

談話システムと,現場の集団の文化と,個人の行為とは,教室談話の

成立機制として,どのように関係し合っているのだろうか｡

日常会話の進行を説明するシステムに｢順番どりシステム｣

(turn-taking system) (Sacks, Schegloff, & Jefferson, 1974;シェグロフ&

サックス, 1989)がある｡このシステムは,単一の会話では基本的に一

時に一人の話者が話し,話者の交替によって会話が進行する,という会

話の特徴を説明するものである｡重要なのは,会話者たちは発話の切れ

目を予測し,話者の順番をどのように割り当てているか,という問題で

ある｡ Sacksらは,話者交替の仕方について基本的なルールのセットを

提示した｡すなわち,現在の発話が最初の切れ目に達し,話者交替の移

行適切箇所に至ったとき,現在の話し手が次の話し手を選ぶのか,現在

の話し手以外の者が話し始めるのか,現在の話し手が引き続き話すのか,

いずれかの仕方で,話者交替が起こるというルールである｡ (Sacks,

Schegloff, & Jefferson, 1974)

この｢順番どり｣は, ｢会話をしながら話し手の順番を継続的に秩序

づける『装置』｣ (シニグロフ&　サックス, 1989)であり,英語のみな

らず言語を超えて｢どんな会話｣ (any conversation)でも通用しうる可
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能性をもっている点で(Sacks, Schegloff, & Jefferson, 1974),教室談話

における発話順行性と同様, ｢制度的装置｣であると考えられる｡

ここでいう｢制度｣とは,教育や学校,行政や司法など,人間が意識

的に作りだし,法制化したり実定化したものばかりを指すのではない｡

『コンサイス20世紀思想事典(第2版)』によれば, ｢制度｣とは, ｢個

人に対して外在的で,拘束力をもつ人び`との間の関係または行動様式の

範型のこと｡意識的につくり出されることもあれば無意識的に成立する

こともある｣ (山口1997,p.556)とされる｡発話順行性や順番どりシス

テムは,会話者にとって,教室談話や日常会話を進行させるために従わ

なければならないルールである点で拘束力をもつ行動様式の型である

が,特定の会話を超えて汎用性をもつルールとして取り出せる点で外在

的であり,会話実践において習慣的に成立している点で,より無意識的

に成立している｡

さらに前掲の事典は, ｢制度｣の機能として次の二点を挙げる｡

(1)人びとの関係や行動様式を標準化し,統制することによって,

相互間の行為予期と調整を可能にし,社会関係や社会秩序の維持

･安定化をもたらすと同時に,人びとをその都度の意思決定の負

担から解放する｡

(2)制度的行為としての役割を通して個人の経験のなかに具象化さ

れることによって人びとの社会化に寄与すると同時に,標準化さ

れた様式に基づく欲求充足を保証することによって社会統合を可

能にする｡ (山口1997,p.556)

このうち, (1)については,今までの議論にも部分的に出ているよう
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に,発話順行性や順番どりシステムにもあてはまるだろう｡これらの装

置は; ｢カイロス･タイム｣や｢話し始めの言い違い｣にみられるよう

に,会話者たちに発話の切れ目を予測させ,次の話者が誰になるのか,

調整させる機能をもっている｡会話の参加者たちは,この装置に従うこ

とで,発話の終わりをどうやって感知するのか,適切な発話のタイミン

グはいつか,次に誰が発話するべきか,発話の切れ目ごとにくる発話の

移行の問題,について,いちいち意思決定をする負担を軽減される｡教

室談話の発話順行性や日常会話の順番どりシステムによって会話者の会

話行為が標準化され,会話が円滑に進行,成立し,会話者間に社会的関

係や｢教室｣の社会的秩序がもたらされ,維持,安定する｡

成立機制に関して注目したいのは, (2)の方である｡これは,次のよ

うに,制度的装置と個人の行為との関係について,相互方向的である可

能性を示唆している｡一つには,制度的装置は個人の経験や行為に具象

化されるという点である｡制度的装置は,全くの外在的あるいは支配的

な装置として機能するわけではない｡ルールとして外在化や可視化が可

能であると同時に,個人の行為において様式として採用され,実際に使

用されることでルールとしての機能を果たしていることが示唆される0

もう一つには,標準化された,あるいは,成員に既に共有されている様

式や型に従って行為を生成することで,その行為の目的を達成する欲求

の充足を保証するという点である｡発話順行性や順番どりという談話シ

ステムに従っているために会話者は少ないストレスで会話に参加でき

る｡発話は,自らの意志の表明あるいは実現という目的のある行為であ

るが,会話者は,会話の進行には円滑に参加することで,発話による意

志の表現欲求を充足させやすくしていると考えられる｡

シェグロフらは,前掲の｢順番どり｣は,一発話ごと局所的に作用す
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ると指摘する｡つまり,次の話者が選択されるのは,現在の発話の内部

においてであり,次の話者-の移行が適切になされるのは,まさに現在

なされている発話が完了する場所においてである｡つまり,順番どりと

いう制度的装置は,分析者の構成物として作られたものでも,会話を支

配的に決定づけるモデルなのでもなく,会話者たち自身が適切な会話を

構成する際に考慮に入れていることを, -そのまま記述したものである,

という(シェグロフ&サックス,1989)｡

このような見方に立つと,談話システムは,日常会話あるいは教室談

話といった会話のジャンルのなかで汎用的に使用される可能性をもつけ

れども,実際の運用では,当事者である行為者同士が参照し,使用する

ことで相互作用を生成している点で, ｢制度｣的装置といえるだろう｡

言い換えれば,日常会話の順番どりシステムは,会話の当事者が｢実際

にそのつど自分たちの相互行為を組織するために,自分たちでもちrk､て

いる『やり方』｣であるとの指摘にあるように(西阪1997,p.14),制度

的装置とは,相互作用行為を組織する仕方として行為のなかに現れるも

めであり,相互作用のために利用されることなしには機能しないという

点で,行為とは相互関係にあるといえるだろう｡だとすれば,行為者は,

制度的装置の利用にあたって,何らかの能動性を発揮できる可能性とも

つと考えられる｡

ただし,前掲の順番どりシステムは日常会話の制度的装置である｡日

常会話では,参加者数が比較的限られており,話題も可変的で, ｢話す｣

という目的と手段が一致しやすいのに対し,教室談話では,数十人の潜

在的な話し手と聞き手が課題解決という目的のためにその手段として請

し合う｡教室談話の成立機制を考える際に,制度的装置と個人の行為と

の相互関係のみでは,集団性をどう位置づけるか,という問題をみおと

-27-



すことになる｡

好井(1999)は,教室での秩序を解読するときI-R-Eが授業の秩序

化において核心にあるとは,無前提に主張することはできないとしたう

えで,授業という実践は,談話システムとみなされたⅠ-良-E以外の,樵

々なプラクティスから構成されており,教師と生徒がつくりあげている

教室に個別のローカルな｢歴史性｣ ｢文化性｣は,会話データを解読す

るうえでの重要なリソースであると述べる｡好井の指摘からは,教室談

話の成立機制として,制度的装置とは別に, ｢ローカル｣な集団の文化

に着目することの重要性が示唆される｡

ここで用いる｢ローカル｣ (local)とは,地方や地域といった地理的

な特性を示すことに限らない｡文化の｢局在性｣あるいは｢局所性｣を

示す語であり,例えば,社会集団,会話参加者間,もっと狭くいえば｢今

ここ｣で起きている相互作用の固有性を強調する語である｡

ギア-ツ(1999)は,著書『ローカル･ノレッジ』において, ｢法｣

を事例にとりあげ,事実と法との関係のとらえ方が文化圏によって異な

ることを明らかにした｡彼によれば,法は｢ローカル･ノレッジ｣であ

る｡事実あるいは出来事と,法あるいは規則とを別のものだとするアメ

リカの法観念は,全世界的なものではない｡ギア-ツは, ｢法｣に相当

するものとして,イスラム的な｢ハック｣ (haqq:真実)やインド的な

｢ダールマ｣ (dharma:義務,徳),マレイシア的な｢アダット｣ (adat

:慣習)をとりあげ,それぞれの概念の違いを論じている｡例えば, ｢ア

ダット｣とは,できごとと規則と,政治,慣習,信仰,感情,象徴,過

程と形而上学が精妙に一体となっている概念である｡このように,欧米

で普遍的な概念だと思われていた｢法｣が,実は,文化圏独自の観念と

して｢ローカル｣に存在するのである｡つまり,人類学者のギア-ツに
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よれば, ｢ローカル｣とは,場所,時間,階級など多様な問題のほか,

語調(アクセント)にも関わっているものだという｡語調とは起こって

いる現象の特徴についての地方のことばによる描写であり,地方のこと

ばが示す想像力と関係している｡したがって,法とは, ｢ローカル･ノ

レッジ｣であって,場所と無関係な原則ではない｡そして法は社会生活

を構成するもので,社会における価値の単なる反映ではない,という｡

以上のギア-ツの論文からは,教室談話のローカルな側面に関して次

の三点が示唆される｡一つには,発話順行性のような制度的装置は,敬

室談話を構成するものである｡ただし,学級集団の価値や秩序の反映で

はない点で,ローカルな文化と区別される｡二つには,発話順行性とい

う観念は汎教室的であるが,発話順行性の現れは学級に特殊であり,ロ

ーカルである｡三つには,学級集団における教室談話の実際のローカル

な運用の仕方に,発話順行性と呼ばれるルールが現れる｡

つまり,制度的装置は,ローカルな学級や授業の文化と無関係な原則

ではない｡確かに,発話順行性のような制度的装置は,特定の学級集団

を超えて,学校教育の教室談話を構成するという点で汎用的である｡例

えば, ｢交替に話す｣, ｢他人の話は,黙って聞く｣などの教師の指示に,

発話順行性は意識的にルールとして用いられていることが示される｡し

かし,制度的装置は,それぞれの学級で実施に供されなければ,汎教室

的にはならない｡それは,それぞれの学級の文化や関係性に応じるかた

ちで,使用されることになる｡例えば, A学級的, B学級的に,発話順

行性が運用されるのである｡それは, ｢法｣がイスラム的,インド的,

マレイシア的な観念で運用されるのと同様である｡その意味で,制度的

装置は｢ローカル｣の影響を免れない｡

ただし,教室談話を構成するのは,発話順行性のような制度的装置ば
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かりではない｡教室談話でいえば,次のような点に,相互作用を行う固

定的な集団である学級のローカルな文化や関係性をみることができるだ

ろう｡

授業には,課題解決という目的がある｡教室談話は,集団としての課

題解決や合意形成を志向しており,集団の課題解決に関わるかたちで,

参加者個人の課題解決が行われる｡基本的に,発話者の意志や,発話の

内容やタイミングといった発話行為は,課題やその解決方法,進行状態,

談話-の貢献のあり方などに規定される｡また,発話行為は,特定の集

団の中でしか通用しないようなものを含めて,学級独自のルーティンや

言い回しなど行動の型にも影響を受ける｡さらに,発話行為は,それま

で形成されてきた学級内の関係性や,教師の子ども理解や信念などにも

影響を受ける｡以上のような,発話行為と課題解決をめぐる認知的社会

的環境との相互作用的な諸関係を包摂して,授業や学級のローカルなあ

り方をもった教室談話が成立していると考えられる｡

だとすれば,子どもや教師の行為は,制度的装置やローカルな文化に

規定されるだけではない｡ワトチ(1995)に｢社会文化的に状況づけら

れたものとしての媒介された行為こそが一方の文化的,歴史的,制度的

な状況と,他方の個人の精神機能とに本質的な連続性を与える｣ (ワト

チ1995, p.70)と指摘されるように,ローカルな文化や制度的環境に状

況づけられる行為は,教室談話における課題解決のあり方や課題解決の

遂行をめぐる参加者間の合意形成を｢学習｣という活動に結びつける0

例えば,子どもはいかを羊も授業に参加しているようにみせるために｢い

いでェ-す｣と文節尾を強調する独特な韻律を用いたり(宮崎1996a,

1996b),教師に反発しながらも自分なりの課題を追究したり(本山,

1998, 1999),授業進行の停滞の打開に向けて,教師は意図的に方言を
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使用したり(茂呂, 1991, 1997c)している｡これらの事例からは,発話

は社会的制度的な状況-の適切性だけではなく,授業の社会的環境のな

かで,いかに自分の意志を実現させるかという,行為者なりの対応の仕

方を反映して生成されることが示唆される｡また,こうした個人の行為

が集団で共有されれば,それがまたローカルな文化となっていく可能性

を秘めている｡学級集団の規範やルーティンは可変的であり(無藤･本

山, 1997),例えば,文節尾の強調や方言の使用は,集団の中で社会的

に認知され受容されれば,くり返し用いられ,時にルーティンとなって

いく｡

以上より,教室談話の生成は,子どもや教師の行為,行為者の参加す

る学級集団におけるルーティンや課題共有のあり方などローカルな現場

の文化や関係性,発話順行性のように特定の現場を超えて作用する制度

的装置,という三極面の関係のなかでみていく必要があるといえる｡ま

た,行為とローカルな文化と制度的装置の間には相互関係があるという

前提に立つ必要があるだろう｡行為者は行為を規定されるだけではなく,

意志の実現に向けて能動的にローカルな文化や制度的装置を利用する存

在としてとらえられる必要があるだろう｡集団もまた,個別の行為者の

発話生成や制度的装置を参照し使用している可能性があり,制度的装置

も,行為や集団の文化に影響を及ぼす一方で,行為者や集団が談話実践

を行うことで維持されているという可能性がある｡
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第2節　本研究の目的

本研究の目的は,教室談話の成立において,子どもや教師の発話行為

は,学級集団の関係性や文化,あるいは,発話順行性のような制度的装

置にどのような影響を受けるのか,その一方で,子どもや教師はどのよ

うにそれらのローカルな文化や制度的装置を利用して発話を運用するの

か,ということを明らかにすることである｡

本研究の基本的立場としては,一つには,教室談話の成立機制を, ｢子

どもや教師の行為一学級の社会的関係や文化一制度的装置｣,の三極面

からとらえることである｡二つには,三極面の間の,相互的な関係をみ

ていくことである｡例えば,行為者はシステムに規定されるばかりでな

く,システムや文化を利用し,改変する者としての可能性を認める｡

つまり,予測される教室談話の成立機制は,固定的で強固な談話シス

テムに従って発話行為が生成されるという｢予定調和的｣なものではな

く,行為とローカルな文化と制度的装置との,可変的で双方向的な連関

のなかで,状況に応じて発話行為が生成されるという｢臨機応変的｣あ

るいは｢柔軟性を伴う｣ものであろう｡

授業に参加する行為者には意志や関係性などの点で個別の事情がある

一方で,教室談話という学級集団の物語を作る責務を負わされている｡

行為者は,教室談話の秩序を損なわない範囲で,自らの意志を表明する

必要がある｡とすれば,行為者や集団は,矛盾や葛藤を含みうる状況に

応じて,その軽減や差異の調整のために,発話の内容やタイミングに幅

をもたせるなど対応を工夫しうるだろう｡言い換えれば,相互作用が｢今

ここ｣で生成されている学級や授業という現場で,意志の異なる行為
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者には,秩序ある教室談話を成立させるために,ローカルな学級の文化

や制度的装置などを参照しながら,柔軟な発話の運用が求められるだろ

う｡本研究では,学級での話し合いにおける,発話運用の柔軟性に焦点

を当てる｡

研究課題の一つには,教室談話という現象を発話行為者の側からみて,

子どもは,どのように,社会文化的環境や制度的環境に能動的に対応し

ているのか,ということを発話スタイルの独自性を例に明らかにする(研

究1)｡教室談話は統一体のようにみえるけれども,子どもは,画一的

に発話を生成するのだろうか｡子どもによって異なる意志や関係性は,

教室談話という統一体の前に埋没させられているのか,あるいは子ども

の発話行為に表されているのだろうか｡後者だとすれば,同じ授業に参

加する子どもの発話スタイルは異なっているだろうし,発話スタイルの

違いは,子どもなりの環境-の能動的な対応とみることができるだろう｡

二つには,教室談話という現象を学級集団の側からみて,学級は,隻

団としての教室談話の生成において,行為者の意志や制度的環境にぞの

ように対応しているのか,ということを明らかにする(研究2,研究3)｡

授業は,子どもの課題解決を目的としており,教室談話は,原則とし

て,課題に関する話題を内容とし,課題解決-の道筋として進行する｡

学級としての合意形成を目指して生成される教室談話のなかで,果たし

て,課題解決や授業進行-の異議申し立てや自分なりの課題解決-の関

与といった子ども個人の意志や,教師の授業進行-の意志は,表されて

いるのだろうか｡そうした意志は,教室談話のなかでくみ取られるのだ

ろうか｡もし,参加者の意志の表出や受容がなされるのだとすれば,学

級集団はそのために発話運用上のどのような工夫をするのだろうか｡

本研究では,行為者の意志が明示的に示されない二種類の発話に着目
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した｡すなわち,課題解決に沿っているともいないとも意味的にとれる,

子どもの両義的な発話(研究2)と,子どもの発話を単純にくり返す,

教師の復唱(研究3)である｡行為者の意志は明示されないだけに,そ

うした発話の扱いに,学級としての対応が表れると思われる｡また,な

ぜ子どもや教師はそうした意味的に暖味な発話を用いるのか,というこ

との追究に,教室談話の成立に向けた集団の工夫が示されるだろう｡

本研究では,教室談話についての撤密な事例分析によって,対象の学

級や授業の教室談話の特徴を明らかにすることを志向している｡

本章第3節で詳述するように,本研究では,特定の学級の特定の授業

を限定的,集中的に観察し,得られた記録から各分析で着目した事象を

端的に示しうる事例を抽出し,次のように分析を行った｡第一に,きわ

めてローカルなやりとりを微視的にみて,詳細に記述した(Erickson,

1992)｡第二に,その記述にどのエピソードを取り出しても成り立ちそ

うな(無藤, 1997)範囲で解釈的分析を加えた｡そのことで,各事例に

みられる現場の特殊性を明らかにすると同時に,対象授業において典型

性をもった分析結果を導くことを心がけた｡

本研究では,どの学校,,どの教師,どの授業にもあてはまるという意

味での一般化を目指すわけではない｡対象学級において,対象児独自の

発話スタイルによる発話生成や,子どもの両義的な発話の生成とそれ-

の教師の対応,教師の復唱という現象は,-教室談話の事実として確かに

生じている｡そうした現象は,他の学級や学校においても生じうる可能

性はあるが,重要なのはその現象を教室談話として一般化することでは

ない｡そうした発話の現象を例に,制度的装置と個人の行為と集団の文

化との相互関係における発話の柔軟な運用によって教室談話が成立する

という見方自体を提示することを志向しているのである｡
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算3節　本研究の方法

1.対象

(1)対象学級

本研究において分析対象となるS学級は,東京郊外の住宅地にある,

全校児童350名ほどの公立小学校の, 5年生の1学級(男子11名,女子13

名,計24名)である｡授業者でもある担任教師は30歳代後半の男性で,

教員歴は約15年の中堅であった｡調査した年の四月に当該小学校に転勤

してきており,対象学級は赴任して初めて担任する学級である｡ 5年生

は,四月に学級編成替えを行っており, 2学級から成っていた｡

なお,本研究では,子どもや保護者のプライバシーを守るために,対

象学級の関係者の氏名はすべて仮名を用いることとした｡仮名は,筆者

が新たに姓名を作り,無作為に子どもに当てはめた｡アルファベットな

どの記号や実名の簡略化ではなくこの方法を用いたのは,それぞれの子

どもの発話に表れる人格や主体性,志向性をよりみえやすくしたかった

ためである｡人間の相互作用とは,匿名の個人間または個人と集団の間

で行われるものではなく,具体的な呼称を備えた,人格と個性と主体性

をもつ人間同士の行為であるからである｡

まず,この学級の子どもの人間関係については,観察した時点では次

のようであった｡教師によると,男子には,仲の良い特定の4名から成

るグループが一つあり,そのグループとつかず離れずの者が2名,そし

て,上述のグループに属さないで比較的一緒にいる者が4名;そうした
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グループのどれからも離れがちでいる者が1名いるということであっ

た｡女子には,かなり固定した三つのグループがあり,宿泊を伴う移動

教室のグループ分けにおいても,解体,再編成することができなかった

ということである｡筆者の観察においては,男子については,教師が語

るような関係はあるにレても,グループに属している者もいない者も相

互交渉があり,固定的な構成は認められなかった｡しかし,女子につい

ては,担任教師のいう通り,グループ間の区別がかなり明確で,自分の

所属グループ以外の女子との相互交渉は限られており,むしろ,同性の

ほかのグループの者よりも,席の近い男子とのやりとりが多い傾向があ

った｡なお,対象学級の座席は,男女2名ずつ(うち一班は男子1名,

女子3名)の条件内で子どもたちに自由に決めさせており,必然的に仲

の良い者同士が近い座席になっている｡男女間の対立関係はなく,互い

に,相談し合ったり,教え合ったりしている場面がみられた｡

次に,学習場面についての全般的な傾向は,担任教師による言明と筆

者の観察によると,以下のようであった｡

一つには,教師によると,子どもは他者のミスや欠点を見つけ,きつ

く批判する傾向が強いということであった｡ただし,教師としては,授

業中は学習内容に関わることであるので,批判や指摘も,その子どもの

意見として認めているということであった｡なお,筆者が観察した授業

においては,他の子どもの発話を激しく批判するといった場面はみられ

なかったので,実際はどのようであるのか,わからなかった｡

二つには,教師によると,子どもは人前で間違えることを恥ずかしが

る傾向があり,そのため授業中も自分なりの意見があっても挙手する子

どもが少ないという土とであった｡ただし,教師が指名すれば,答えら

れる子どもは多く.,一　よって,教師は,リラックスして自分の意見を気軽
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に言えるような授業の雰囲気作りを心がけているということであった｡

例えば,対象学級における教室の机の配置は,全員の机が黒板に対面し

ているという配置ではなく,黒板に向かって｢コの字型｣となっている｡

教師は,このような机の配置の理由として次の二点を挙げている｡一つ

には,黒板に対面していると,子ども同士で顔を見られなくなるので,

コの字型にすることでみんなの顔を見てフランクに話し合える雰囲気を

作るためである｡二つには,黒板に対面するような机の配置では学習活

動がすべて個人作業になってしまい,何も学習活動を起こせない子ども

が出てきてしまうためである｡筆者の観察では,テストの場面を除き黒

板に対面して机が配置されることはなかった｡通常の授業中はコの字型

がほとんどで,班を単位とする小集団学習のときのみ集団単位で机を向

かい合わせる配置がとられた｡したがって,机の配置次第で話し易さの

雰囲気が変わるのか否か,ということは定かではない｡ただし,次章第

1節でも述べるように,全般に子どもは挙手したり指名を受けたりする

ことなく,自発的に談話に参入しており,発話行為を妨げる雰囲気はな

いように思われた｡

三つには,教師によると,子どもは自分の考えを言語化することが苦

手であるということであった｡確かに,一斉授業のような公共性の高い

場で,発話数の多さではなく,自らの意見表明を論理的に行える子ども

はごく少数に限られていたが,筆者には,そのことは個々の子どもの言

語能力や思考力の問題ではないように思われた｡例えば,社会科で作っ

た新聞などの掲示物をみると,ほぼ全員の子どもの新聞にイラストや4

コマ漫画が描かれており,そうした視覚表現を効果的に用いている子ど

もも少なくなかった｡子どもなりに表現したり自分の考えを伝達したり

すること-の志向をもっていると思われる｡
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では,子どもの側は,教師の指摘する談話状況をどのように考えてい

るのだろうか｡観察を行うにあたり実施した子ども-の質問紙調査の結

果から,次のことが明らかになった(24名対象の質問紙調査の詳細は

論文巻末の資料1を参照)

｢授業中にみんなの前で自分の考えを発表する｣ことについては, 24

名中11名(45.8%)が｢(とても)きらい｣と回答した｡また, ｢先生の

質問の答えがわかっているのに,みんなの前でうまく発表できるか心配

で手を挙げることができない｣ことについては, 18名(75.0%)が｢あ

る｣とする回答を示している｡この結果は,前掲の教師による学級の評

価と一致する｡ただし, ｢国語の授業中にみんなの前で文章や詩などの

朗読をする｣ことについては, ｢(とても)すき｣または｢ふつう｣と

回答した者が16名(66.7%)と大半であった｡このことから, ｢みんな

の前で発話する｣こと自体ではなく,みんなの前で｢自分の意見を言う｣

ことに抵抗を感じていると考えられる｡そもそも｢自分ひとりで考える｣

ことを約半数の11名(45.8%)が｢(とても)きらい｣と回答しており,

考えること自体を嫌う傾向にある｡

一方, ｢授業中にわからないことがあるとき,先生に気軽に質問する｣

ことについては｢あまりできない｣と回答した者が6名(25.0%)で,

･｢まったくできない｣と回答している子どもはいなかった｡よって,こ

の学級の傾向として,教師との個別のやりとりについては,抵抗を感じ

ていないといえる｡

さらに, ｢授業中に答えのわからない友だちがいたら答えを教えてあ

げますか?｣という質問には15各(62.5%)が｢教えてあげる｣または

｢ヒントを教えてあげる｣と回答している｡また｢授業中にわからない

ことがあるとまわりの席の友だちに,小さな声で答えを教えてもらった
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り相談したりすること｣については, 19名(79.2%)がよくまたはとき

どき､｢する｣と回答している｡したがって,子ども同士による学習上の

やりとりに抵抗感はなく,子ども間の相互作用によって授業における課

題を解決することを好む傾向があるといえる｡

子どもが個別の活動よりも集団活動を志向していることは,次の結果

からも明らかになる｡先述のように｢自分ひとりで考える｣ことについ

ては嫌う傾向があったのに対し, ｢班になって話し合う｣ことについて

は, ｢ふつう｣と答えた18名を頂点に正規分布を描いた｡また, ｢実験

をした.り,地図帳や資料集などで調べる｣ことについては, ｢自分ひと

り｣でやる場合では嫌う者が13名(54.2%)と半数以上であったが,班

別の場合にはその数が4名(16.7%)と激減している｡ただし,授業中

におしやべりをすることがある(18名, 75.0%)傾向があり,黒板を向

いて先生の説明を聞くことを嫌う(6名, 25.0%)傾向にあり,集団志

向とはいっても,よりインフォーマル､なコミュニケーションの形態を好

んでいるといえよう｡

以上のことから,対象学級の子どもにおいては,挙手して自分の意見

を発表するようなフォーマルなコミュニケナションの形態よりも,仲間

同士のやりとりや教師との個別のやりとりなどインフォーマルな形態を

好む傾向があることが明らかになった｡この傾向は,教師の指摘とほぼ

一致し,実際の授業観察においても認められた｡つまり,教師の働きか

けに対して,挙手して発表するよりも,個々の子どもが思い思いに発話

したり,教師の働きかけを意識しながら仲間同士で相互作用を行うこと

の方が日常的であった｡つまり,この学級の学習場面での談話状況とし

ては,子どもは子どもなりに充分発話してはいるものの,教師が願って

いるような論理性をもった言明を挙手のようなより制度的な方法で表現

-39-



することは少ないという点が,教師,子ども,観察者の一致した見方だ

といえる｡

なお,分析対象の教科である社会科については, 6名(25.0%)が好

む傾向にあるだけで,全教科の中では最低の頻度であった｡同時に嫌う

者は12名(50.0%)と担任教師が担当するほかの教科と比べても最も多

かった｡教科としては,社会科は必ずしも好かれているわけではない｡

また, ｢社会科の授業でわからないことやもっと知りたいことを地図帳

や資料集,参考書などで調べる｣ことについては, ｢しない｣と回答す

る者(14名, 58.3%)の方が過半数で,話し合いを好む一方で,手間と

根気のいる学習活動は敬遠する傾向があった｡

(2)対象授業

本論文で分析対象とした授業は　Tableト1に示す,社会科単元｢日本

の水産業｣の導入の第1時から第7時までの7時間である｡単元自体は,

第8時以降,新聞作りやビデオ視聴,テストを行う4時間が加えられて

いるが,分析対象を一斉授業に限ったため,計7時間になっている｡

対象授業として,社会科を選んだ理由は次の二点である｡一つには,

事前に行われた質問紙調査のうち,教科の好みについて問う質問項目に

おいて,社会科が好きな子ども(｢とてもすき｣, ｢すき｣, ｢ふつう｣と

回答した者)と嫌いな子ども(｢きらい｣, ｢とてもきらい｣と回答した

者)が12名(50.0%)ずつと,どちらか一方-の偏りがなく,学級全体

の教室談話が教科の好みに左右されることが少ないと予想されたからで

ある｡二つには,社会科という教科自体が,子どもの日常生活から,社

会や制度,国際的な問題までを幅広く扱うため,教師や子どもの認知内
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Tablel-1分析対象授業一覧

時 月 日 曜 日 校時 内 容 主な教材媒体 備 考

1

2

3

4

5

6

7

6.19

6.22

6.23

6.26

6.30

7.01

7.03

月 5

3 ■

3

5

2

4

5

水産業の導入 教科書 , 地図帳

保護者参観 日

木 日本の漁獲量が世界第二位のわけ 教科書 , 資料集

金 ■ マグロ遠洋漁業の工夫 資料集 , プリン Pト

月 遠洋漁業 プ リン ト

金 200海里問題 資料集 ,■教科書

土 ハマチ養殖 ワークシー ト

月 栽培漁業 ワークシー ト
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容や発話内容に多様性がみられ,とりわけ,子どもの発話内容が教科書

の内容や教師が提示する教育内容に限らず自らの経験などを含む点で自

由度が高いと思われたからである｡また,対象授業として,社会科単元

｢日本の水産業｣を選んだ理由は次の二点である｡一つには, -ケ月と

いう限られた観察期間で,単元の導入からまとめまで,すべての授業の

記録を採取できたためである｡二つには, ｢日本の水産業｣の単元は,

自分の食卓にのぼる食品から国家間の貿易まで,また,経済的,政治的

な問題から環境問題まで,総合的で多岐にわたる内容を扱うため,社会

科の単元の中でも,とりわけ,子どもの発話内容や認知内容,教師の発

話内容が多様性をみせる可能性があると思われたためである｡

-単元のねらいは,教師によれば次の三つである｡一つには｢漁業を中

心とする日本の水産業の現状と　200海里や養殖,水産資源の問題を理

解する｣ということである｡二つには｢自分の生活にひきつけて漁業の

問題を考える｣ということである｡三つには｢生業としての漁業に関わ

る人の立場に立って漁業の行為を考える｣ということである｡特に二つ

目と三つ目の両方がそろって,産業の全体構造がみえるようになるとい

うことを強調していた｡

授業自体の構成は,大きく分けると,次の四つの活動場面の組み合わ

せであった｡

A.導入･課題提示場面

B.個別作業場面

C.話し合い場面

D.その他(教材の朗読)

｢A.導入･課題提示場面｣は,教師によって,子ども全体に対し,

主発聞か学習内容あるいは学習活動の紹介を通して,その授業の学習課
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題が提示される場面を指す｡通常,′子どもの学習活動が本格化する前,

っまり授業の導入部に位置する｡ただし,第3時では,課題提示がない

ままに話し合い活動が始まっているため,この場面はない｡また,第5

暗では, ｢導入･課題提示場面｣が2場面あるが,これは,別種の学習

活動が展開したために,授業の途中でおかれたものである｡

｢B.個別作業場面｣は,白紙のカード-の記述やワークシートの課

題解決など基本的に子どもが個人で学習に取り組んでいる場面を指す｡

｢C.話し合い場面｣､は,基本的に集団を単位として,話し合いを行

っている場面を指す｡一斉授業の中核を成す学習活動である｡ほとんど

が学級全体を単位としているが,第7時の第2場面は,班を単位とする

話し合い場面である｡

｢D.その他｣は,上記A, B, Cのいずれにも含まれない活動を指

す｡具体的には,教材の読み上げという静的な場面である｡すなわち,

第3時の教師による教材プリントの文章の読み上げと,第5時ゐ子ども

による教科書の朗読場面である｡

Bの個別作業場面を｢一斉授業｣に含むことについては異論があるか

もしれない｡しかし,本研究における, ｢一斉授業｣とは様式の概念で

あり,ある集団,具体的には学級を単位として,教師の集団全体-の働

きかけのもと,子どもが同一の学習課題を遂行する授業で,基本的に教

師のイニシアチブのもとでの集団全体での話し合いを主たる学習活動と

し,それ以外の活動も話し合いの遂行を目的としている授業である｡し

たがって,対象授業における個別作業は,いずれもその後の話し合いを

前提として行われており, ｢一斉授業｣の範境で行われているといえる｡

Cの話し合い場面については,話し合いの話題の推移に伴い,新たな

場面とした｡したがって,異なる話し合い場面が連続することがあった｡

-43-



教材は,学校で採択している使用教科書(教育出版版『新版社会5上』,

1995年),資料集(文渓堂版『社会科資料集5, 7年度版』 1995年-論

文巻末の資料3を参照),および地図帳(帝国書院編集部編『楽しい小

学校社会科地図帳　　　　6年最新版』 1995年)に加え,適宜,教師

が用意したプリント資料やワークシートが用いられた｡

子どもは,筆記するときはノートではなく,･ ｢カード｣と呼ばれる,

教師が用意したB5版の白紙に記述している｡この｢カード｣は,同じ

く教師が用意した八つ切りの厚紙に,授業中に配られたプリント資料や

ワークシートとともに貼り付けられ,保存されている｡

授業ごとの具体的な展開と,その授業で特に中心的な教材については,

論文巻末の資料2に示しておいた｡さらに,子どもの座席位置は, Figure

1-1に示しておいた｡

授業の基本的な進行は,まず,教師による課題提示があり,子どもが

個別に課題に取り組む時間がとられ,学級全体での話し合いがもたれる,

という手順に従うことが多い｡教科書や資料集,地図帳は,そこに掲載

されているグラフや図表などの資料を意見の根拠として用いるために使

用されることがほとんどであった｡教師が配布するプリント資料やワー

クシートは,そうした資料とは異なり,漁法や漁船などの図を中心とし

たもので,通常,漁業に関わる行為をイメージさせるために使われてい

た｡学習活動は,教師や子どもたちの間での対話を通して,子どもの気

づきが促される話し合い活動を中心として地道に行われた｡

なお,分析対象となる詳細な文字記録は,論文巻末の資料4に掲げて

ある｡
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Figure 1-1対象学級の座席表

1) 6月17日-7月2日

黒　　　　　　板

牧原由美 園田裕一

I(裕ちやん)

片山誠二

(誠ちやん)

屋敷麻紀

涌井明恵 川島文弘

竹下幸彦

小島律子 大友清孝

藤村慎也 野口郁子

渡辺光代 長瀬和典

森島聡美

室田清美 芹樺太一 岡本沙貴 田所敏也 寺内瑞穂

井原美雪 矢野隆太

(隆くん)

原田沙知 野村宏明 ■斉藤好恵

2) 7月3日-7月18日

野村宏明 寺内瑞穂

井原美雪 芹樺太一

川島文弘 岡本沙貴

室田清美

黒　　　　　　板

園田裕一

(裕ちやん)

森島聡美

涌井明春 ､長瀬和典

竹下幸彦 野口郁子

原田沙知 大友清孝

片山誠二

(誠ちやん)

斉藤好恵

矢野隆太

(隆くん)

渡辺光代 屋敷麻紀 藤村慎也 小島律子 田所敏也 牧原由美
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2.調査方法

(1)観察

対象学級でのデータ収集は,授業に加え,その前後の休み時間も含め

た約-ケ月間,延べ57時間にわたるフィールドワークによる(Table 1-2

参照)0 ｢フィールドワーク｣とは, ｢調べようとする出来事が起きるま

さにその現場(フィールド)に身を置き,そこに住む人々と出来事の体

験を共有し,現場に流れる時間のリズムやテンポに身を添わせることを

通して,調査地の社会と文化をまるごと理解し,またそこに住む人々を

理解しようとする作業(ワーク)とその方法｣である(佐藤1994,p.101)｡

本研究の目的に沿って言い換えれば, ｢フィールド｣とは対象学級の教

室を中心とする生活空間であり, ｢フィールドワーク｣とは,教室談話

が生成される時空間に身をおき,発話生成の出来事を共有し,教室に流

れる時間のリズムやテンポに身を添わせることを通して,行為者の参加

するローカルな文化としての学級の談話空間を理解し,教師や子どもの

当事者としての行為を理解しようとする作業と方法である｡

本研究では,調査方法として,いくつかの方法を組み合わせてはいる

が,中心的な方法は｢参与観察｣である｡本研究において,/調査者が参

与観察によって授業の参加者と談話空間を共有する必要があるのは,場

当たり的な解釈ではなく,可能な限り当事者である教師や子どもの発話

行為のリアリティを損なわずに,その行為を｢翻訳｣し, ｢解釈｣した

かったからである｡発話という行為は学級で生活する主体の人格や関係

性と切り離せない｡また,談話における｢間｣や｢語感(抑揚や強弱な

ど)｣, ｢意志｣なども,当事者間の談話の意味の共有に重要な役割を果
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たしている｡そもそも,談話はこうした諸要素の統合体として立ち現れ

ており,その意味は,単なる文字記録から読み取るには限界がある｡し

たがって,教室という状況に潜在するその人格や関係性を理解し,学級

文化としての談話空間を解釈するには,まさに｢教室に身をおき,教室

文化のリズムやテンポや呼吸に身を添わせる｣ことが重要なのである｡

フィールドワークの方法的な利点である,統合的な｢生の体験｣を活用

していることになる｡

言い換えれば,本研究を行うにあたって,筆者は,授業を｢眺める｣

のではなく,研究者自身が身をもって授業に｢臨む｣ことを大切にした

いと考えた｡すなわち,あくまでも研究者自身が教室談話が生成されて

いる実際の場面に身をおき,子どもたちとともに誰かの冗談に笑ったり,

課題がなかなか解決できないことに対してもどかしい思いをしたり,教

師の叱責に緊張を感じたりしながらその場で感じたこと,考えたこと,

疑問に思ったことを研究の仮説とし,それを実際の教室の中で追究し,

事後的にデータで論証していくというかたちをとりたいと考えたのであ

る｡無藤･本山(1996)は,時折研究授業をみることと,日常の授業を

普段の教室で継続してみることは,まったくといってよいほどの違いが

あるとしたうえで, ｢フィールドワーク｣を授業観察に用いる理由とし

て次のことを挙げている｡すなわち, ｢出来事が起こる『場』に居合わ

せること自体に意義をみいだすこと｣と｢その『場』で見たこと聞いた

ことに戸惑い疑問をもつこと｣を重視するからだという｡そして, ｢フ

ィールドワーク｣の過程で,戸惑いや違和感や｢なじむ｣感覚を調査者

自身が対象化し,見直す思考過程の重要性を述べている｡無藤らは,フ

ィールドワークに基づく質的研究が,仮説生成的あるいは仮説発想的だ

とされることを端的に語っているのである｡観察当初から,社会科の授
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Tablel-2　観察授業一覧

※ が分析対象授業｡

月 日 曜 日 校 時 教科 内 容 場 所 備 考

6.17

6.19
､■

土

⊥｣

3 社 会 農 業新 聞 の相 互評 価 教 室

m a

4 算 数 小 数 同士 の か け算 (34.5 ×0 .8) 教 室

5
■■■■■■■■■-

生会 水産 業 の導入 一■■■一▲■▲▲▲▲一▲▲｢▲▲▲▲▲▲■ 藍 室ー

6.22

-■■-■-■-■■-■■■-■■■-■■■■

6.23

一

6.26
■■■■■■■■■■■

木

-■---■-W

金

l～

月
l～

1, 2 理 科 ■水 中の微 生 物 理 科 室

3
I-■■■-■■■■

!ア｣ sm sK SK u 冒 喜 託 一 教室…

5 算 数 お 互 い に に てい る図 形 教 室

1 国 語 大 陸 は動 く 教 室

2 算 数 図 形 の合 同 教 室 ■

3
一ー､-■､■一

鑑 会 0 ｣& M=K l…Y 託 墓真 一

4 学 活 学 級会 の 進 め方 教 室

5 体 育 マ ッ ト運 動 , バ ス ケ ッ トボ ール 体 育館

5
■■-■■■■■■■■■■

生会 遠藤 ▲漁 業 盈 蓋ー

6.29

6.30

■､一-､ ､■､

7●1

一､

木

金

-■■■■-W

土

～

1, 2 理 科 水 中の微 生 物 , 花 粉 理 科 室

3 道 徳 人 間愛 の 金 メダ ル , 尾瀬 を守 る 教 室

1 国 語 大 陸 は動 く

､＼

教 室

2
■■-■■■■■■■■

鑑 会 299海旦 問題 盈 真一

3 , 4 体 育 水 泳 プ ー ル 学 年

学 年

■5
算 数 作 図 教 室

1, 2 算 数 作 図 教 室

3 読 書 自 由 図 書 室

4
■､

生会 ′)二ア▲チ養 殖 J ■ 盈真 一

7●3

■､�"*�">､ ､

月

l～

1 学 活 席 替 え 教 室

2 国 算 大 陸 は動 く■, ひ し形 教 室

3 , 4 体 育 水 泳 プ ール

5
■■-■■■■-■■-■■

法会 栽鹿 漁 業 ■ 教室ー

(次ページに続く)
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Table 1-2 (前ページからの続き)

月 ■日 曜日 校時 教科 内■容 場 所 備 考

7●5

7●6

7●7

7.10

7.ll

7.12

水

木

金

月

火

水

1 国語 大陸は動く 教室

学年

YTR視聴

ⅤTR視聴

他学級

2 算数 練習問題 教室

1, 2 理科■ガスバーナーの使い方 理科室

3 社会 水産業の新聞作 り 教室

1 サォ[ 答え合わせ, ■テスト 教室

2 社会 テスト, 新聞作 り 教室

3, 4 体育 水泳 プール

1 国■語 語句, ドリル 教室

2 算数 図形調べ 教室

3 国語 さよならの学校, テス ト 教室

4 理科 テスト直し 教室

2 算数 図形調べ 教室

7.13 ､

7.14

7.15

7.17

7.18

木

金

ア

月

火

1 理科 テスト 教室

2 国語 テスト, ドリル 教室

3 道徳 水と共に生きる 音楽室

1 算数 宿題, 教科書 教室

2 社会 テスト直し, 変わりゆく漁業基地 音楽室

3 国語 さよならの学校 サ'4c

1 算数 内角の和 教室

2 社会 水産業まとめ 教室

3, 4 社会 育ててとる漁業, テス ト 新周 音楽室 ⅤTR視聴

他学級

1 算数 ■四■角形の内角の和, テスト直し 教室

2 社会 水産業まとめ 教室

2 社会 水産業まとめ 教室 他学級
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-業の分析を志していたが　Tableト2に示すように他の教科も多く観察し

たのは,少しでも対象学級になじみ,解釈の妥当性を高めたかったから

にほかならない｡

では,対象学級において実際に筆者はどのように振る舞ったのか｡

まず,調査者である筆者の学級での位置づけを述べたい｡筆者は,敬

師から子どもには｢授業をよくするために見に来ている人｣と紹介され

た｡続けて,教師は,教師自身の勉強にもなり,ひいては子どもが得を

するということも話した｡また,教師は,保護者には学級通信でFigure 1-2

のように筆者の観察を連絡した｡

筆者は,教師には調査目的を事前に文書で伝えており,教師も｢授業

のコミュニケーション研究｣であると調査の趣旨を正確に受け取ってい

る｡この教師は調査に大変協力的で,依頼期間の間,観察に制限を設け

ることなく,自由に出来事を観察させてくれた｡調査を引き受けた理由

を自分の成長のためだとし,教師自身も自分の指導について研究熱心で

あることがわかる｡筆者は,教師にとっては,研究協力者という位置づ

けになるだろう｡

そして,学級通信の字義通り受け取ってもらえれば,保護者にとって

も,筆者は,教師の研究協力者であり,長期的には子どもの学習の向上

に役立っ人だと思われたことだろう｡

実際の教室では,筆者は,基本的に普段の学級の生活を尊重すべく,

目立たないようにしていた｡子どもたちとは,不自然でない程度には相

互交渉をもったが,必要以上の直接的な接触は行わないようにした｡そ

れでも,筆者はその学級では｢異人｣であり,現場にいることは子ども

や他の教師にもしっかり認識されていた｡隣の学級の子どもには｢なん

でうちのクラスには来ないの?｣と尋ねられることもしばしばあった｡
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Figure 1-2　対象学級の学級通信における調査者の紹介文

EKa

先週から, [略]教室に学芸大学の大学院に在籍する藤江さんが,学

習の様子を見ています｡これは, [略]研究と.して, ｢授業の様子を教

師と児童のコミュニケーションの内容から分析しよう｣ということから

です｡彼は,小学校での教育実習の経験もあり,授業についてはそれな

りの見識を持っている方です｡ [略]

私がこの研究のお手伝いを引き受けた理由は,

○授業をマンネリ化させてはいけない｡ [略]

○教師の力が向上すると子どもの能力が伸びる｡ [略]

とにかく,子ども達の立場に立った学習を展開するために,自分を見

つめるよい機会にしたいという気持ちです｡ (『学級通信』 No.1)
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そのときは｢先生(担任教師)のお友だちだからね｣と応えた｡

対象学級の子どもは,ピースを連発するなどの過剰反応を起こすこと

はなかった｡ただし,教室に通い続けるうちに｢新人さん｣とあだ名を

つけられ,呼ばれ続けた｡筆者は,その学級にとってはまさに｢新参者｣

であった｡観察も後半にさしかかると,いたずらや似顔絵など子どもた

ちのふざけの対象にもなった｡それでも,学級での在籍期間を規準とし

たあだ名の命名やふざけの行為からは,関係性形成の志向が読み取れ,

｢新参者｣であっても準メンバーとして認知してくれたといえるだろう｡

また,観察記録は次のように採取した｡外部マイクを装着したビデオ

カメラは基本的に2セット用い,教室の前と後ろに設置し,映像･音声

記録を採取した｡ただし,保護者が参観する授業のみは,教師の要望で

教卓脇に1セット設置するにとどめた｡授業中は,カメラの操作をしな

がら観察メモをとり文字記録とした｡休み時間は,基本的に,カメラを

固定し,カメラから離れてメモをとった｡観察終了後,帰宅してから改

めてその日の記録を見返しながらフィールドノーツを作成した｡なお,

記録の採取には,調査協力者として,教職を経て,授業研究を8年間継

続している大学院生が参加した｡

さらに,適宜,教師に対してインタビューを行った｡たいていの場合,

観察終了時に行った｡放課後や専科担当の授業時など,担当授業外の時

間におけるインタビューは,かなり時間をかけることができた｡

加えて,子どもたちの作った新聞などの作品や記述は,適宜コピーを

とらせていただいた｡いずれも,解釈や分析の重要な資料となっている｡
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(2)質問紙調査

本研究での調査は,前掲の参与観察が中心であるが,子どもが自分の

発話行為や授業参加をどのようにみているのか,ということを明らかに

するために,質問紙調査を学級全員24名を対象に観察直前に実施した｡

フィールドワークにおいて用いられる方法は,参与観察ばかりではな

い｡用いられる調査技法の短所や制約を補い克服するために,いくつか

の方法が併用される｡ ｢トライアンギュレーション(三角測量)｣

(triangulation)もしくは｢マルチメソッド(多元的方法) ｣ (multiple method)

と呼ばれる手法である｡例えば,佐藤(1992)は, ｢参与観察｣,統計を

とる｢サーベイ｣, ｢実験｣,文献資料などによる｢非干渉的方法｣の四

つの組み合わせを述べている｡また,若松･小川(1992)は,使用頻度

の差こそあれ｢参与観察｣と｢インタビュー｣と文献･資料等の記録な

どからデータを得る｢ドキュメント｣の三つの手法から二つ以上を組み

合わせ,網羅的･総合的･多角的にデータを得ることを勧めている｡こ

のようなデータ収集の｢技法｣以外に, Denzin (1988)は,時間,場所,

人物という｢データ｣自体,複数の｢調査者｣, ｢理論｣の次元を加え,

トライアンギュレーションを四類型に分類している｡実際のフィールド

ワークにおいては,これらの四つの類型を組み合わせ,多様な方法が用

いられる｡

本研究のフィールドワークにおいては,前掲のように参与観察のほか

インタビュー,ドキュメントに相当する子どもの作品の収集,そして,

質問紙調査を用い,マルチメソッドを志向した｡`参与観察は,発話生成

の出来事を包括的にとらえる点で利があるが,当事者の談話状況につい

ての認識をより正確に知るという点では観察者側の見方に偏りかねな
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い｡そこで,教師にはインタビュー,子どもには質問紙調査,というよ

うに他の方法を併用し,解釈の助けとした｡後述する分析方法について

も同様で,エピソードの解釈による質的分析のみでは｢木を見て森を見

ず｣のように談話空間の全体的な特徴を描ききることができない｡そこ

で,カテゴリー分析を行い定量的処理を用いることで,解釈的アプロー

チの短所を補うようにしてある｡

質問紙調査の集計結果は,論文巻末の資料1に示しておいた｡必要な

考察は,前掲の対象学級の項で既に行っているので,ここでは省略する｡

本研究での質問紙調査は,先述のように,データの補完と解釈の裏づけ

を目的としているため,質問紙調査単独の考察を包括的に行うことは避

け,以後,適宜,質問紙調査の結果を用いていくことにする｡

3.分析方法

(1)分析の構成

①　分析資料の作成

前掲の分析対象となる社会科単元｢日本の水産業｣の一斉授業計7時

間について,参与観察による映像･音声記録,文字記録をもとに,トラ

ンスクリプトを作成した｡カテゴリー分析,質的分析いずれの場合にも

分析の資料とする｡

可能な限りすべての発話を文字転記して時いるが,機材の性能の限界

から,全35場面中,第1時場面2,第3時場面2,第6時場面3の,個

別作業を行う3場面についてトランスクリプトに不完全さを残してい

る｡教師,子どもとも,座席近辺でのマンツーマンでの会話が増えたか
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らである｡しかし,分析については,個別作業でも発話を記録できた場

面があることから取り上げる対象とし,授業全35場面を分析対象とする｡

発話者の特定はビデオカメラによる映像･音声記録に基づき,筆者と

調査協力者の2名によって行った｡対象学級における発話頻度と,子ど

もの個人別発話頻度をTable 1-3,およびTable 1-4に示しておいた｡聞き

取り可能であった発話を,後述する発話の単位に基づいてカウントした

ところ2377回あり,うち,教師のものと特定できた発話は1214回

(51.1%),子どものものと特定できた発話は1163回(48.9%)であった｡

さらに子どもの発話のうち発話者が特定できたものは801回(うち同時

発話21回)あり,特定できなかったものは362回(うち同時発話20回)

あった｡本研究において同時発話とは,複数の発話が同時に開始された

場合と複数の同一内容の発話がほぼ同時になされた場合を指す｡他者の

発話中の割り込みは同時発話とはみなしていない｡また,教師の発話と

子どもの発話が同時になされた場合も同時発話とはみなしていない｡な

お,発話者が特定できた子どもの発話は第1時が30.8% (90回)で第2

時-第7時が81.6% (711回),特定不可能な発話は第1時が69.2% (202

回)で第2時-第7時が18.4% (160回)であった｡第1時で特定不可

能な発話の生起率が高いのは, ｢よく食べる魚は何か?｣という教師の

働きかけに対して,子どもが魚の名称や漫画の登場人物名を口々に発話

する場面があったためである｡ 5分4秒間のこの質疑応答場面では,特定

不可能な発話は84回あった｡
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Table 1-3　対象授業における場面別発話頻度
Jァw l

､ 人

1 2 3 ■■ 4 5 6 7 計

頻 度 % 頻 度 % 頻 度 % 頻 度 % 頻 度 % 頻 度 % 頻 度 % 琴 度 %

第 教 師 1 9 8 6 .4 4 8 0 .0 3 8 5 8 .5 6 6 5 1 .6 9 0 2 8 .2 34 2 8 .1 5 0 4 7 .2 2 3 3 く4 4 .4 >

1

時

子 ど も 3 13 .6 1 2 0 .0 2 7 4 1 .5 6 2 4 8 .4 5 6 7 1 .8 8 7 7 1.9 5 6 5 2◆8 2 9 2 く5 5 .6 〉

計 0 0 (4 .2 5 1.0 6 5 12 .4 ) 12 8 (2 4 .4 ) 7 8 (14 .9 1 2 1 (2 3 .0 ) 10 6 (2 0 .2 ) 5 2 5 [2 2 .1 ]

第 教 師 4 1 6 9ー5 3 3 3 5 .5 9 1 5 3 .2 1 6 5 〈5 1 .1〉

2

時

子 ど も 1 8 3 0 .5 60 6 4 .5 8 0 4 6 .8 1 5 8 く4 8 .9 〉

計 5 9 ( 18 .3 ) 9 3 (2 8 .8 ) 17 1 52 .9 ) 3 2 3 13 .6 ]

第
教 由

7 2 5 9 .5 5 8 3 .3 2 4 5 3 .3 4 6 6 .7 3 8 4 9 .4 1 4 3 < 5 6 .1 >

3

時

与 ど も 4 9 4 0 .5 1 16 .7 2 1 4 6 .7 2 3 3 .3 3 9 5 0 .6 1 1 2 < 4 3 .9 >

場 面 計 1 1 9 (4 7 .5 ) 6 (2 .4 4 2 (17 .6 6 (2 .4 ) 7 7 (3 0 .2 ) 2 5 0 10 .7 ]

第 教 師 6 10 0◆0 8 6 6 .7 7 1 5 5 .9 3 8 3 1二1 2 9 4 1.4 1 5 2 く4 5▲1〉

4

時

子 ど も 0 0●0 4 3 3 .3 5 6 4 4 .1 8 4 6 8 .9 4 1 5 8 .6 1 8 5 く5 4 .9〉

場 面 計 6 ( 1 .8 1 2 3 .6 12 7 37 .7 ) 1 2 2 (3 6 .2 ) 70 (2 0 .8) 3 37 [ 14 .2

第 教 師 15 9 3 .8 2 7 6 9 .2 8 8 0 .0 1 0 5 8 .8 34 7 0 .8 94 く7 2 .3〉

5

時

子 ど も 1 6 .3 1 2 3 0 .8 2 2 0 .0 7 4 1 .2 14 2 9 .2 3 6 く2 7 .7〉

場 面 計 16 12 .3 ) 3 9 (3 0 .0 10 7 .7 1 7 (1 3ー1) 4 8 (3 6 .9 ) 1 30 5 .5

第 教 師 3 8 5 9 .4 1 2 8 0 .0 4 4 0 .0 12 2 5 1.9 3 1 3 3 .3 2 0 7 < 4 9 .6 >

6

時

子 ど も 2 6 4 0 .6 3 2 0 .0 6 6 0 .0 1 1 3 4 8 .1 6 2 6 6 .7 2 10 く5 0 .4〉

場 面 計 6 4 15 .3 ) 1 5 3 .6 10 2 .4 2 3 5 (5 6 .4 ) 93 (2 2 .3 4 17 1 7 .5

第 教 師 8 10 0 .0 5 7 1.4 3 8 5 0 .7 9 8 5 5 .7 7 1 5 7 .3 22 0 く5 6 .4 >

7

時

子 ど も 0 0 ●0 0> 2 8 .6 3 7 4 9 .3 7 8 4 4 .3 53 4 2 .7 17 0 く4 3 .6 >

場 面 計 8 2 .1 ) 7 ( 1.8 7 5 (1 9 .4 ) 1 7 6 4 5 .1) 12 4
(占1.8 )

39 0 [1 6 .4 ]

全 教 師 12 14 51.1

授

莱

子 ども 1163 48.9

計 2377 100.0

注)各頻度の右欄の数字は,以下に述べる出現率である(単位: %)0

･括弧のついていない数字は,場面ごとの総発話頻度に対する,教師,子どもそれぞれ

の発話の出現率である｡

･ ( )内の数字は,各時の総発話頻度に対する,場面ごとの発話の出現率である｡

･く　〉内の数字は,各時の教師,子どもそれぞれの総発話頻度の比率である｡

･ [ ]内の数字は,対象授業における総発話頻度(2377)に対する,各時の総発話頻度の

比率である｡
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Table 1-4　対象授業における個人別発話頻度

名 前 轟 第 1 時 第 2 時 第 3 時 第 4 時 革 5 時 第 6 時 第 7 時 計 順 位

井 原 美雪 3 1 2 0 1 0 0 7

大友 清孝 0 0 2 0 0 0 6 8

岡本 沙貴 ■ 3 4 1 7 1 2 3 2 1 9

片 山 誠 二 14 13 13 22 ′7 19 ll 99 3

川 島 ■文 弘 2 12 1 4 1 4 5 29 7

小 島 律 子 2 2 5 17 0 0 1 27

斉 藤 好 恵 0 1 1 ■0 0 0 0 2

芹 樺 太 一 0 0 1 1 1 9■ 1 13

園 田 裕 一 17 10 13 20 1 10 6 77 4

竹 下 幸彦 P 3 8 1 0 2 0 0 14

田所 敏 也 0 0 1 0 5 1 b 7

寺 内 瑞 穂 10 1 3 2 1 6 12 4 57 5

長瀬 和 典 0 0 1 0 0 b 2 3

野 口 郁 子 0 0 1 0 0 0 0 1■

野 村 宏 明 0 0 1 0 0 L 0 0 1

原 甲 沙 知 5 17 1 l l 1 9 1 4 5 6

藤村 慎 也 5 5 4 1 30 0 4 1 3 9 1` 1 1

牧原 由美 1 2 1 0 1 1 1 ,■7

室 田 清 美 0 0 1 0 2 0 4 7

森 島 聡 美 1 0 1 0 1 0 1 4

屋敷 麻 紀 3 2 8 3 2 1 2 2 1 9

天 野 隆太 2 0 3 8 3■ 9 4 4 7 38 15 9 2

涌井 明恵 1 1 1 1 0 0 3 7

渡辺 光 代 0 8 1 0 0 0 15 24 8

C (発話者 不 明) 195 30 7 32 0 52 2 6 342

C n (発話者 不 明) 7 3 0 7 0 ■2 1 20 ll

計 292 158 1 12 185 ∴36 2 10 170 1 163

range 0 -20 0-38 ト4 1 0-30 0●7 0 -47 0-39 1-16 1

最多頻 度者 矢野 天野 藤 村 藤村 片 山 夫 野 藤村 藤村

注:強調は時間ごとの最多頻度である｡
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②　分析の目的と分析方法

本研究における中心的な分析方法は,解釈による質的分析である｡

質的分析のよさは,一つには,学級という社会における当事者の論理

こ沿って出来事の意味を明らかにすることができること,二つには,少

ない数の対象に対してより深く人間の実際に起こす行為の事実に多方面

うゝら迫ることができること,が挙げられる｡いずれも,対象社会の状況

を参与観察によって直観的にとらえるがゆえに可能になることである｡

本研究についていえば,対象学級における対象児や教師の発話生成行為

D解釈を微視発生的(Cole, 1990; Wertsch, 1979;田島, 1988, 1992)に行

うことで,対象児や教師の発話生成における意図に沿って彼らの行為の

旨味を明らかにすることができる｡そして, 0)で後述するように,授

菓という学級レベルの相互作用過程で生まれる発話行為の解釈とは,授

業の状況の解釈に基づいてこそ,解釈の妥当性が高まるといえる｡

しかし,質的分析だけでは説得力が弱くなる部分がある｡例えば,あ

5子どもが｢発話が多い｣という場合,学級のほかの子どもに′比べてど

D程度多いのか,実際にどのくらいの頻度で発話しているのか,という

ことを示すには,数量の方が説得力がある｡~また,学級全体としては,

どのような発話の傾向をもっているのか,ということを端的に示す場合

こは,カテゴリーのコーディングを用いた数量による分析の方が,一目

寮然にとらえられて便利である｡水越(1982,p.378)が指摘するように,

わテゴリーを用いた数量的分析単独では授業の本質をとらえきれない

うミ,目的に応じて方法を使い分けることで,授業の事実に,より迫るこ

とができ,論証をより強くすることができる｡

本研究において,カテゴリーによる数量的分析(以下,カテゴリー分
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析)と,解釈による質的分析の二つの方法を用いるのは次の理由による｡

すなわち,対象児や教師という個人の発話生成はまったく単独で行われ

ることはなく,学級全体の談話状況において他の人間との直接的間接的

な相互作用によって行われるものだからである｡つまり,微視発生的な

質的分析を分析の中心にはおくものの,ミクロな発話生成のエピソード

が生まれてくる背景としての談話状況の特徴をマクロにとらえる手段と

して,カテゴリー分析を用いることにする｡

以下,本研究における各分析方法の目的を述べておきたい｡

カテゴリー分析では,次の二点を目的とする｡第一点として,研究1

において,学級の発話の全体的特徴と対象児の発話の概括的特徴を明ら

かにする｡これは,対象児が属するS学級の対象授業自体がそもそもど

のような特徴にあるのか,ということや,質的分析の直接的な対象とな

る子どもが,どのような位置にいるのか,ということを概括的に示すた

めである｡第二点として,研究2,および研究3において,それぞれの

研究で着目する言語現象の,対象学級における現れ方や,当該の言語現

象が引き起こす言語的相互作用の全体的な特徴を明らかにする｡

解釈による質的分析では,次の二点を目的とする｡第一点として,行

為者としての子どもや教師の発話生成,学級の教室談話の生成の現時の

ダイナミズムをとらえる｡実際にどのような発話生成行為が起きている

のか,それがどのような状況で起きているのか,という点を発話事例を

中心に詳しく論じていく｡第二点として,その発話生成や教室談話生成

の意味,つまり,発帯生成行為や教室談話の生成の特性がなぜみられる

のか,という点を文脈を含めて明らかにする｡教室談話は連続する発話

の集積で成り立っており,発話の生成や運用は特定の文脈の中でのみ意

味をもつ｡そのため,各事例の中で着目する言語事象がいかに前後の発
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話と相互に影響を及ぼしているのか,ということを把握する必要がある｡

(2)カテゴリーのコノーディングによる数量的分

析の方法

①　カテゴリー分析の問題点と本研究における運用上

の留意点

カテゴリーのコーディングによる数量的分析(以下,カテゴリー分析)

は, Flanders (1970)による相互作用分析の研究に用いられて以来,多

くの授業研究者によって使われてきた｡ ｢カテゴリー｣は,発話につい

ての一定の基準であるために,カテゴリー分析では,授業の状況や特殊

性に関係なく,授業についての｢ある傾向｣を明らかにすることができ

ると同時に,授業間の｢傾向｣の比較が可能になるという利点をもつ｡

しかし,問題点も指摘されている(演名1983;山田1986;やまだ,

1997;藤崎1986; Furlong & Edwards, 1986)その問題点は,研究課題か

ら具体的な統計処理まで多岐にわたっているが,次の三点にまとめられ

る｡一つには,枠組みとしてあらかじめ設定されたカテゴリーが授業に

おける事象を網羅しきれないという問題である｡分析単位はすべてコー

ディングされなければならないために,分析対象をカテゴリーに無理に

閉じこめてしまわなければならなくなるという問題がある(演名1983;

Furlong & Edwards, 1986)二つには,連続する二つ程度の小さな単位

に分断して発話を扱うために〉,一時間や単元七いうまとまりの中での発

話間のつながりや関連,行動の流れや行動間の有機的関連がみえにくい

という問題である(山田1986;やまだ1997;藤崎, 1986)｡これらの問

題を解決するために,カテゴリーを多数組み合わせたり,多変量解析で
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処理しても本質的な改善にはならない(山田1986;やまだ, 1997)三

つには,状況を無視したコーディングによって,実際の行為の意味とコ

ーディングの結果に不一致が起こるという問題である(潰名1983;山

田1986;やまだ, 1997)

以上指摘されるような問題点を自覚化し,可能な限りそうした短所を

減じる工夫をしたうえで,分析の目的に合わせてカテゴリー分析を用い

る必要がある｡そこで,本研究では,カテゴリー分析を行うにあたり,

次の点に留意した｡

本研究では,発話事例の解釈による質的分析を主な方法として用い,

カテゴリー分析は,各研究で着目する言語事象の概括的特徴を多角的に

明らかにし,発話事例の分析を補うために用いる｡その点では,本研究

におけるカテゴリー分析は,大量のデータを数値化し統計的検定処理を

施して仮説の検証を行うための分析ではなく,対象学級の教室談話にみ

られる言語事象の学級集団のマクロレベルの事例分析であり,定量的分

析というよりはむしろ定性的分析に近い｡そのため,カテゴリーの設定

にあたっては,対象授業の教師や子どもの言語的行為を網羅するよう心

がけたし,コーディングにあたっては,発話が生成された文脈や発話者

の意志を可能な限り反映させるよう考慮した｡しかしそれでも｢網羅的｣

という点では不充分である｡しかし,その点は質的分析が充分補いうる

し,そもそも本研究では限定的にカテゴリー分析を用いるにすぎない｡

ただし,コーディング作業に対する信頼性を保障するために,調査協力

者と筆者の2名によってコーディング作業を行い,評定の一致率を算出

した｡さらに,コーディング結果の統計的処理については,人間の行動

や社会的秩序の一面を発見することを目的とする定性的研究に近い(辛

佐美, 1999),頻度と割合の算出を行う記述統計にとどめた｡ただし,
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当該の言語現象の特徴を,出現頻度の差に基づいて論ずる際には,各発

話が互いに独立であるとみなしたうえで, x2検定を行った｡

本研究では以下のように分析を進める｡研究1においては,対象児の

発話行為と学級全体の談話の概括的特徴を把握し,両者を一定の基準で

対比させることで明らかになる対象児の発話行為の独自性に,対象児の

発話スタイルを把握するための手がかりをみいだすために行う｡研究2

においては,子どもの両義的なタイプの発話が授業の言語的相互作用に

おいてどのような機能をもちうるのか,教師はその発話にどのように対

応し,教室談話の中にどのように位置づける傾向にあるのか,というこ

との全体像を把握するために行う｡研究3においては,教師による子ど

もの発話の復唱は,どのような形状で行われることが多く教授行動とし

てどのような機能をもちうるのか,教師の復唱に後続する発話にはどの

ようなものがあるのか,ということの全体像を把握するために行う｡

②　発話の単位

発話の単位の設定,および,カテゴリーのコーディングは,筆者を含

む2名の評定者によって行われた｡第1時の授業については,すべて2

名で協議のうえ,作業を行った｡第2時以降第7時までは,別々に作業

を行い,後日,作業結果を参照し合った｡不一致の箇所については, 2

名による協議のうえ,最終決定した｡それぞれの項目における一致率は,

2名の間の第2時以降第7時まで,計6時間分の結果である｡

発話の単位の設定は,次のように行われた｡

まず,話者の変わり目を,発話の切れ目とし,切れ目と切れ目の間の

発話を一つの単位とした｡

次に,発話が同じ話者によって続けられていても,資料の配布や体の
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ま

反転,考えごと,文章の黙読,板書など別の行為が起きたために｢間｣

がとられたところは発話の切れ目とし,切れ目間の発話を一つの単位と

した｡発話の単位の設定における評定者間の一致率は　89.6%であった｡

なお,カテゴリーのコーディングについては,次章の各研究において

詳述する｡

(3)解釈による質的分析の方法

①　分析の単位

本研究における解釈による質的分析の単位は, ｢発話事例｣である｡

発話事例は,文字記録化された社会科単元｢日本の水産業｣の計7時

間の授業から,本論文の目的とする事柄についてより明確に示しうると

思われる事例を選択し,さらに,その事例の必要な部分について可能な

限り詳細に記述することにした｡

事例の選択基準は次の二点である｡すなわち,一つには,各事例で論

じようとする事柄が端的に示されることを基準とした｡具体的な行為と

して子どもや教師の発話をみていくためには,誰のどの発話に対応して

いるか,どのように対応しているか,ということが行為のレベルで明確

に判断できる必要がある｡二つには,場面単位の学習課題と,それに基

づく発話者の意図が端的に示されるという点を選択基準とした｡授業-

の参加者の発話は,逸脱も含めて基本的にはその場面の課題や授業の目

標に基づいてなされるため,子どもや教師の発話を解釈的に検討するた

めには,その場面における学習課題や発話者の意図が判断できている必

要がある｡例えば,同じ意味内容をもつ複数の子どもの発話に対して対

応が異なった場合,その違いはそれぞれの対応の背景にある教授意図の
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違いによると考えられる｡

また,事例を限定して詳細に記述し解釈を加える理由は次の二点であ

る｡一つには,トランスクリプトに示される発話から,その状況を端的

に示される事例でないと,教師や子どもの発話が,なぜそうなるのかに

ついての解釈が冗長になってしまうからである｡二つには,限られた紙

幅に多くの事例を提示することによって,発話が生成された文脈の説明

や発話の解釈についての記述が不充分なものになってしまうことの方が

分析の信頼性や妥当性と関わって問題であるからである｡

②　分析上の留意点

解釈ヰこよる分析は研究者の｢主観的な解釈｣にすぎないという指摘が

なされる｡それは,解釈による分析が,観察によって得られた事例の記

述によるため,数量的分析のように,観察によって得られたデータを数

量化し,結果の再現性を保証することで客観性を支える方法をとらない

ためである｡しかし,そうした考え方が依拠する｢主観一客観｣という

軸そのものがそもそも近代科学のイデオロギーによるものである｡

このような,質的分析の主観性-の批判に対して,事例研究や民族誌

的研究では,解釈における相互主観性をどう保証するか,ということが

問題になっている(南, 1991, 1994)｡相互主観性とは,山田(1986),

およびやまだ(1997)によれば, ｢はじめは個人の主観に発するもので

あっても,その個人の主観を越えて,個人相互間の共通性, -敦性を獲

得して,公共性,共有性をそなえること｣ (山田1986,p.46　やまだ1997,

p.180)である｡

この視点に立つと,相互主観的な解釈とは,ある事例や出来事につい

ての,観察者のみの解釈ではなく,その出来事が生じた場に居合わせる
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人たち同士が共有する解釈であるといえる｡例えば,南(1991)は, ｢事

例研究でめざされるべきは,研究者の独裁的な解釈や説明ではなく,対

象主体の視点からとらえた相互主観的な現象領域-の接近であり,それ

に近づいている程度に応じて記述は妥当性の高いものとなる｣ (p.47)

と述べている｡

では,相互主観性を保証するとはどういうことなのだろうか｡

南(1991)は,相互主観性を保証し,妥当性の高い記述や解釈を行う

ための手だてとして,人類学者のギア-ツによる｢厚い記述｣が有効で

あるとする｡南によれば｢厚い記述｣とは, ｢ある行為や出来事の断片

を,それがおかれた具体的な状況･文脈やそこに至った歴史的(短時間

のエピソードも含む)な経過と合わせて記述し,内包された意味構造を

読み取る｣ことである｡そして, ｢厚い記述｣のためには｢対象主体と

長期的な関わりを持つ事が望ましく,対象の経験してきた文脈を研究者

がどれだけ把握しているかが,記述の『厚み』を決定する｣のである(南,

1991, p.47)

このように｢厚い記述｣は,事例とされている出来事や観察の対象を

知らない人たちにとっても,出来事や対象をリアルに伝えるだけの精密

さや詳細さをもちうるし,論証の可能性を席めるのにも有効である｡ ｢厚

い記述｣ができなければ,論証は不可能である｡

｢厚い記述｣を用いることによって相互主観性を保証したうえで,さ

らに解釈の信頼性や妥当性を高めるにはどうすればよいのか｡

山田(1986),およびやまだ(1997)はデー'9の信頼性について触れ,

｢数量的データでは,相互一致性があるほど信頼性の高い良いデータに

なるが,質的データは新しい変数が発見できるほど良いデータ｣ (山田,

1986,p.47　やまだ1997,p.181)であると述べている｡つまり,ある特
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定の事例について,観察者自身の解釈とは異なる解釈や,事例の新たな

側面の発見などが可能であるデータほど多くの人たちの解釈にさらされ

ることになり,信頼性や妥当性が高まるのである｡ ｢解釈可能性が開か

れていること｣が,解釈による質的分析の妥当性や信頼性を高めること

となるのである｡

すると問題は,別の解釈可能性をどうつくるかということになる｡別

の解釈可能性をつくるためには,南(1991)がいうようにオルタナティ

ブな解釈や批判に向けて開かれていること,共同的な認識作業を可能に

するデータが提示されていることこそが,解釈による質的分析甲厳密性

や妥当性を高めることになるのである｡

しかし,そのように解釈のもとになっているすべてのデータや資料を

開示することは,プレゼンテーションの問題として,現在の論文形態で

は限界がある｡解釈の根拠となる裏づけのすべてを言い尽くすというこ

とは現実的には不可能なのである｡

したがって,研究上,あるいは理論の構成上重要な部分が実際には詳

細な論証の対象となり,その部分を中心に論証の精度が上げられるので

ある｡ただし,読者に対して他の解釈可能性を開くという意味で,デー

タをできるだけ読者と共有すること,少なくとも解釈の直接のもととな

っているデータを開示することは,研究者の最低限の義務であろう｡

よって,本研究においては,先にも述べたようにトライアンギュレー

ションを用い,分析にあたっても,解釈による質的分析のほかに,カテ

ゴリー分析を併用するなど,,複数の手だてを用いることで,様々な解釈

の可能性を開示するようにする｡
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③分析の手順

本研究における質的分析の手順は,以下の通りである｡

研究1においては次の手続きを経た｡ (1)授業記録をもとに対象児の

発話スタイルを同定し,発話の運用のされ方を示した(2)授業外のエ

ピソードの記録や質問紙調査などに基づき,対象児の知的欲求や関係性

を示した(3) (2)に基づき対象児の発話スタイルの意味を考察した｡

研究2においては次の手続きを経た｡ (1)事例における学習課題を明

示した(2)事例における教師のねらい,子ども-の要求を明示した｡ (3)

事例における発話の流れを明示した(4)事例で着目する子どもの両義

的な発話が,なぜ両義的であると判断されるのか,ということを,フォ

ーマルと判断できる理由とインフォーマルと判断できる理由の双方を明

示することで示したこ(5) (4)で示した両義的な発話がなぜ生成されたの

か,ということを談話の展開に即して述べた｡ (6)(4)で示した発話に対

する教師の対応を,悉意的にどのエピソードをとりだしても成り立ちそ

うな(無藤, 1997)範囲で解釈し,述べた(7)事例において,両義的

な発話が生成されたことで果たした意味を考察した｡

研究3においては次の手続きを経た｡ (1)事例における学習課題を明

示した(2)事例における教師のねらい,子ども-の要串を明示した(3)

事例における発話の流れを明示した｡ (4)事例で着目する教師の復唱が,

なぜ生成されたかを談話の展開に即して述べた｡ (5)事例において,敬

師の復唱がどのように機能しているのか,ということをどのエピソード

をとりだしても成り立ちそうな(無藤, 1997)範囲で解釈し,述べた｡

(6)事例において,復唱が生成されたことで果たした意味を考察した｡

なお,いずれの研究においても,筆者の解釈について,対象授業の観
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察に参加した調査協力者による閲読および不同意の指摘や別の解釈可能

性の開示を受け,適宜,修正を加えた｡
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第　2　章

S学級の社会科授業に

おける教室談話の分析
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第1節　子どもの発話スタイル

の独自性(研究1)

1.問題と目的

本節では,子どもが発話行為者として,どのように社会文化的環境や

制度的環境に能動的に対応しているのか,ということを明らかにする｡

具体的な課題としては,教室談話において,子どもは独自の発話スタイ

ルをもちうるのかどうか,独自の発話スタイルをとることにはどのよう

な意味があるのか,ということを明らかにする｡

前章第1節で論じたように,特定の教室を超えて一般化可能な,授業

のモデルやパターンの構築が目指されるなかで,教師一子ども間の相互

作用と子どもの学習成果とを因果論的に結びつける｢プロセス-プロダ

クト｣モデルに基づき,授業の言語的相互作用は, ｢教師の働きかけ一

子どもの反応｣であるとのみとらえられ(Cazden, 1986;茂呂, 1997a),

教師と子どもは｢情報の送り手一受け手｣という関係性に固定された0

このような因果論的なとらえ方は,教室談話の見方に対して次のような

問題点をもたらした｡

問題の第一点は,教室談話研究においては,主として集団の談話パタ

ーンが注目されてきたことである｡例えば, Mehan (1978, 1979)が明

らかにした,主として教授場面における｢教師の働きかけ(Initiation)

一子どもの応答(Reply) -教師の評価(Evaluation)｣という,教師主

導のマクロな相互行為のパターンは,教室談話の分析カテゴリーとして
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援用された(例えば　Edwards　&　Westgate, 1994;鹿毛･上淵･大家,

1997)｡つまり,教室談話は,談話システムとしての発話順行性や,学

級集団における規範に沿う範囲で展開されているという側面のみが強調

されてきたのである｡結果的に,参加者の行為の画一性と発話の匿名性

を前提に教室談話がとらえられることとなり,行為者としての子どもや

教師の発話生成の能動性は検討されなかったのである｡

第二点は,子どもの側の発話行為については,主として教師の働きか

けに対する反応の多さや正確さが注目されてきたことである｡例えば,

発話頻度の低い子どもは｢お客さん｣とみなされたり(吉本編,1981),

教師や子どもは,挙手を積極的に行う子どもほど学業成績や学習意欲が

高いとみなしている(藤生, 1996)つまり,子どもの発話の能動性は

発話や挙手行動の頻度の高さという表面的な行為と主に結びつけられ,

子どもの授業参加は制度的環境-の適応としての顕在的な反応の形成に

しかみいだされなかったのである｡

さらに,第三点は,分析手法や結果の一般化のために,主としてカテ

ゴリーの符号化による数量的分析が用いられてきたことである｡カテゴ

リーの数量的分析では,コーディングシステムに再現性をもたせるため

に,個々の発話を文脈から分断するため,対象学級独自の授業展開にお

けるその発話の位置づけやつながり,発話者の意志や聞き手の反応など

発話生成の内実が捨象されることになったのである｡

以上より,教室談話は,教師の統制と集団の秩序のもとで,匿名化さ

れた子どもが教師-の反応として生成する発話の集積であるととらえら

れてきたといえる｡これらのとらえ方は,行為者としての教師や子ども

の発話生成を,社会文化的環境や制度的環境から一方的に制約を受けて

いるとみなすと同時に,教室談話の均一性を前提とし,子どもの発話生
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成における意志や関係性を教室談話のマクロな構造のなかに解消させて

しまう点で問題である｡

しかし,一方で,発話は社会的現象であり(バフチン, 1989),教室

談話は,教室における参加者なりの関係性を反映した相互作用過程であ

るともみられている｡つまり,発話主体となる参加者側からみれば,敬

室の社会文化的環境や課題解決の認知的環境にどのように関わるか,と

いうことが問題となる｡近年では,言語実践の具体性(茂呂, 1997b)

に注目する立場から,発話は,出来事が生成する｢今-ここ｣という状

況において, ｢関係性の網目｣のなかで生成されるとされ,次のことが

指摘された｡

一つには,教師と子どもは｢情報の送り手一受け手｣ではなく,協同

的に教室談話を構成する関係性にある,ということである｡例えば,ワ

トチ(1995)によれば,教師の用いるレジスター*1が優先,特権化され,

子どもに共有されていく過程が教師と子どもによる協同的な相互作用の

過程である｡また,茂呂(1991, 1997d)によれば,教師と子どもは,

発話のテーマや内容,構成のあり方に応じて共通語と方言の使い分けを

互いに認知し共有し,発話タイプの使い分けに協同的に関与している｡

二つには,発話者個人の発話の編成の仕方はそれぞれ異なっていると

いうことである｡例えば,国語の討論場面で,自分の読みを検証するた

*1レジスター(言語使用域)とは,特定の言語形式が特定の状況を形成する上で果たす機能,

あるいは特定の状況の下で使用される特定の言語形式の慣習化である(茂呂, 1997d)｡と

りわけ,語嚢選択と密接に関係している(マッカーシー, 1995)し,語嚢の違いが異なる

レジスターを区別するのに重要となる(ロメイン, 1997)0 Wertsch (1991/1995)は,教師

の発話に,特定の生徒との関係や特定の教科内容との関連に応じてレジスターが出現する

と説明している｡
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めに討論の場の情報を利用し自分の考えを明確にしてから発話する者も

いれば,明瞭な根拠や理由がなくても討論の初期の段階で意見として発

表し,話し合いのなかで他者の意見を取り入れ,自らの教材文の読みを

構成させていく者もいる(佐藤1996;佐藤･星野･竹本, 1987)｡つま

り,子どもは各人の学習の状況に応じて子どもなりに発話のタイミング

や内容を調整している｡

三つには,子どもの発話の能動性は, ｢反応｣数ではなく行為を問う

ことで明らかになるということである｡例えば,子どもは,教師の要求

に応じ,いかにも授業に参加しているようにみせるために発話を方略的

に利用している(宮崎, 1996a, 1996b)｡一斉授業で広くみられる<文節

尾強勢>語調(例えば｢いいでェ-す｣)は,教材の部分的引用や読み

上げによる回答を求められる場面などで出現し,自らの経験や考えを発

話する場面では出現しなかったという｡つまり,子どもにとっては,授

業においてどのようにふるまうのか,ということが問題なのである｡

四つには,教室談話の分析において,出来事が生成する｢今-ここ｣

という状況と分断せずに発話をみるという視点,そして｢関係性の網目｣

のなかで発話をみるという視点の導入が必要であるということである｡

言語実践は具体的であり(茂呂, 1997b),教室談話には参加者の具体的

なふるまいや関係性が反映される｡これら二つの視点に立てば,数量的

分析により発話の具体性を捨象するのではなく,発話者の関係性も含む

文脈のなかで発話の意味を解釈的に検討する必要が生じるだろう｡

このように,教室談話は社会的環境としての教室において参加者によ

って協同的に生成されており,子どもは情報を受け取るばかりではなく,

授業-の能動的な対応として発話を生成しているといえるだろう｡さら

に,子どもの発話編成がそれぞれに異なっているとすれば,子どもなり
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の能動的な対応は発話編成の個人差にみいだされる可能性がある｡本研

究においては,発話に一貫してみられる発話者なりの,独自な発話編成

の型を｢発話スタイル｣とする｡発話スタイルに注目することで,子ど

もは授業の認知的環境や社会的制度的環境にどのように対応しているの

か,ということが明らかになるだろう｡

先行研究では,次の二点から子どもの発話に注目している｡一つには,

発話対象である｡バフチン(1988)によれば,発話の本質的な特徴はそ

れが誰かに向けられていることである｡発話の宛て先,発話者と受け手

との関係性,発話に及ぼす受け手の影響,によって発話スタイルは異な

る(パフチン, 1988)｡このことは,教室談話における子どもの発話生

成についてもいえる｡すなわち,一斉授業では,発話は誰からも聞かれ

ていることが前提となる｡しかし,発話者は学級全体に向けて発話する

とは限らない｡発話が誰からも聞かれる可能性があるということを了節

していても,子どもは発話しようとすると,蹟蹄したり円滑さを失うこ

とがある(中田, 1997)｡それは,発話が,聞き手に受容されるか否か

が不確定だからである｡例えば,規範に反しても,逸脱-の兵感から受

容される場合がある(茂呂, 1996b)｡また,発話内容や時機が適切か否

かではなく,発話者に対する聞き手の評価や好悪感情,発話者と聞き手

との関係性が,聞き手側の対応に影響することもしばしばある｡いずれ

にしても,発話者にとっては,自分の発話を聞き手がどのように評価し,

受容するのか,ということが問題となる｡発話が受容されるようにあえ

て発話対象を選択する可能性もある｡以上より,発話対象に注目すると,

発話者と聞き手との社会的関係や,発話者は学級内の関係性をいかに調

整しながら発話を生成しているのか,ということが明らかになるだろう｡

二つには,課題解決における発話運用である｡認知は他者との相互作
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用や協同活動する経験と過程のなかで成立する(佐藤, 1996)のであり,

発話は相互作用において媒介物として機能する｡佐藤(1996),および

佐藤ら(1987)の研究は,子どもが,課題解決結果の確認や課題解決の

手がかりの取得など自らの課題解決の進行状態に応じて,他者から課題

解決の資源を得るために発話を生成していることを示唆している｡また,

茂呂(1991, 1997d)によれば,教師の方言使用を契機に生じた子ども

の方言使用が,具体的な生活経験に基づいて問題をとらえなおすための

契機を子どもにもたらした結果,課題解決の行き詰まりが打開されたと

いう｡このほかにも,ふざけや反発によって援助要求が表明される可能

性もある｡以上より,課題解決における発話運用に着目することで,発

話者が自己の課題解決の進行状態の把握や遂行,停滞の打開を他者との

相互作用のなかでどのように図るのか,ということをみることができる

だろう｡

これまでの議論より,授業における子どもの発話生成について次の二

点が予想される｡一つには,同じ一斉授業に参加していても,発話スタ
Jq

イルは子ども間で異なるだろう｡二つには,発話スタイルの違いは,自

分の課題解決を成功裡に遂行することや自分の発話が他者に受容される

ことを実現しようとする発話者の意志を反映しているだろう｡

そこで,本節では, 2名の男児を対象児として,以下の三点について

対比的に検討する｡一つには,学級全体と比較しながら,対象児の発話

の概括的特徴を,発話タイプと参入についてのカテゴリーを用いた数量

的分析により明らかにする｡二つには,発話スタイルは発話者間でどの

ように異なるのか,ということを,発話事例の解釈的分析により明らか

にする｡三つには,対象児それぞれの発話スタイルの違いの意味を,対

象児の知的欲求と学級内での関係性を示す事例をもとに検討する｡
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2.方法

(1)対象児

①　対象児の選定

対象児は次の手続きを経て選定した｡分析の信頼性を高めるためには,

データとなる発話の頻度が高い子どもを選択する必要がある｡そこで,

対象授業7時間における総発話頻度の高い2名の抽出を試みた｡しかし,

総発話頻度が第一位の藤村慎也は,対象授業のうち, 1時間の欠席があ

ったため,対象から外すこととし,第二位の大野隆太がまず選定された｡

さらに,矢野と総発話頻度第三位の片山誠二,第四位の園田裕一の3名

について,後述する,発話タイプと参入のカテゴリーの出現頻度のクロ

ス集計を行い,クラメ-ルの連関係数を算出したところ,矢野はF-.252,

園田はK-.408,片山はK-.116であった｡この結果から,園田のほうが片

山に比べてカテゴリー間の連関がより強く,発話としても特徴的である

と判断し,総発話頻度は第四位であったが,園田裕一を選定した｡

発話頻度はともに高く, 1時間あたりの学級平均6.9に対し矢野が22.7

(range:3-47),園田が11.0 (range:1-20)であった｡両名に共通している

のは,社会科の学期末テストの成績がともに学級で3位以内に入るなど

学業的に優秀である点と,担任教師によれば,両名とも男子の特定の下

位集団に属さず関係性上不安定になりがちである点である｡具体的な対

象児の特性を,教師や対象児自身,ほかの子ども,観察者の見方に基づ

き,以下に述べておきたい｡
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②　矢野隆太

矢野隆太は,少しやせ型の中背の男子である｡子どもからは,女子を
りゆう

含めて｢隆くん｣の愛称で授業中も呼ばれることがある｡

教師によれば,人間関係については,矢野はほかの男子のグループと

つかず離れずの関係を保っている,ということであった｡どちらかとい

えば,主力の男子4名のグループとつくことが多いが,矢野は気が強い

ので時に離れてしまう,ということだった｡教師としては,学級レベル

での凝集力を高めるために,矢野がそのグループに入ることで,そのグ

ループの｢パワーが出てくる｣ことを期待しているようだった｡

人物評としては,自分の思い通りにいかないとすぐ｢ふくれ｣てしま

い,ほかの子どもからは社会的な評価が必ずしも高いわけではない,と

いうことだった｡

学習面については,よく発表するということだった｡観察中の道徳の

授業の後では,矢野の発話が学習を深めるのに｢ありがたい｣と話して

いたこともあった｡

矢野が回答した質問紙から,彼の学習活動に関する自己評価をみてみ

よう(論文巻末の資料1参照)｡一つには,授業中に発話することには

ためらいがないことがわかる｡例えば,文章や詩の朗読や,自分の考え

の発表,教師-の質問や冗談のやりとり,授業中の私語,授業中の教え

合いにちいては,肯定的で好む傾向にあった.二つには,質問11および16-

オの結果から,地図帳や資料集などで調べる作業をいとわず好む傾向に

あった｡三つには,ユーモアを好む傾向があった｡例えば,授業中のふ

ざけや,教師との冗談のやりとりを｢ときどきする｣ことがあり,人を

笑わせることが｢すき｣だと回答としている｡教科については,国語科
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と社会科が｢すき｣で,その他の教科は｢とてもすき｣だと回答してお

り,好き嫌いはないといえる｡総じて,矢野の回答には,質問15で｢う

まく発表できるかしんぱいで手をあげることができないことがときどき

ある｣とした以外は,否定的,嫌悪的なものはなかった｡いわゆる｢学

校文化｣によくなじんでいるといえるだろう｡

観察していた筆者がみる限りでは,教師の言うように,矢野はほかの

男子のサブグループとつかず離れずの関係を保っていた｡相互交渉は,

主力の4名のグループと行うことが多かったが,日常的ではなかった｡

社会科の新聞作りやビデオ視聴のために音楽室に移動したときは,どの

グループとも離れ,ひとりで座っていた｡

質問紙では,調べる作業を好むと回答しているが,観察期間において

は新聞作りのような表現活動も積極的に行うように見受けられた｡矢野

は得意なイラストを効果的に使い,構成も工夫して新聞作りを行ってい

る｡社会科の日本の農業の単元実施時期に作った矢野の新聞に対し,ほ

かの子どもから｢矢野君は,ぜんたいてきにていねいにできています｡
し/

マンガをつかってせつめいしている所もあれば,色のつかいかたもいい

し,矢野君はこうゆうのにさいのうがあるとぼくは思います｣といくつ

か賛辞のことばが寄せられている｡ただし,矢野の反省の弁は謙虚で,

｢次のときがんばること｣として｢もうすこし,うまく絵を書けるよう

にして,マンガもパワーアップして[以下略]｣と書かれていた｡彼は,

彼なりに自己内規準を設定しており,その基準に到達しようとする完壁

さを志向しているのだろう｡

それと同時に,ひとりで自分の思うとおりに作業を仕上げたいらしか

った｡作業に没頭しているときの矢野は,近寄りがたい雰囲気をかもし

だしており,ほかの子どもからの働きかけはほとんどみられなかった｡

mum



話しかけにくいのだろう｡また,教師の言うように思い通りにいかない

と｢ふくれる｣こともあった｡体育でバスケットボールの練習をしてい

たときに,ペアを組んだ園田の鈍調な動きのために,たびたび大野がシ

ュートできないことに対していらだちを顕わにしていた｡

授業中の発話については,教師,矢野本人が言うように,発話頻度は

高く,学習の展開に沿って適切な発話を行っていた｡観察者には,矢野

は,視覚的にも言語的にも表現能力が高く,社会的関係よりも自分の意

志を尊重するなど意固地なほど自意識が発達しており,自己評価に厳し

い子どもにみえた｡

③　園田裕一

園田裕一は,教師によれば,人間関係について自分で｢マイペースで

いいよ｣と言っており,教師の目からも特に誰かに合わせることなくマ

イペースでいるようにみえる,ということであった｡気の｢合う子がい

ない｣だろう,ということであった｡ただし,最近サッカーを始めた関

係で,チーム仲間の大友や藤村といることもある,ということであった｡

学習面では,成績がよく, ｢いろいろなことを知っている｣というこ

とであった｡難しい詣でも理解でき,例えば,瀬戸内海の塩田と天候の

関係の話などは｢園田にしかわからないだろう｣,ということであった｡

質問紙に対する園田の回答(論文巻末の資料1参照)からは次の三点

が明らかになる｡一つには,授業中はほかの子どもとはあまりインフォ

ーマルに関わらないという自己認識がうかがえる｡授業中は｢あまりふ

ざけない｣で,授業に関係のないおしやべりは｢あまりしない｣｡教師

との冗談の言い合いや友だちとの教え合いiま｢どちらともいえない｣と

回答している｡二つには,学習に対しても積極的に取り組もうとしてい
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る｡自分ひとりで考えたり,地図帳や資料集を調べたりすることが好き

で,実際に調べることがときどきあると回答している｡また,教師の説

明を聞くのが好きで,教師に気軽に質問することができると回答してい

る｡三つには,ただし,学級全体に対する発表は特に得意なわけではな

いようである｡というのも, 4年生の時より｢発表しなくな｣っており,

文章や詩などの朗読や自分の考えの発表についての好みは｢ふつう｣で

あるとしている｡

観察する限りにおいては,彼の人間関係は希薄で,ひとりでいること

が多かった｡ほかの子どもを寄せつけないというよりも,積極的な働き

かけをすることが苦手なようであった｡本人としては,それなりに社会

的でありたいと思っているようで,ほかの男子の行動を不器用そうにま

ねたり,ほかの子どもの話や行動に体を向けていることはあるのだが,

ほかの子どもから特にそのことで積極的に関わりをもたれることもあま

りなかった｡体育や遊び場面の観察からも,運動に優れているようでも

なかった｡一方,学習面では, Figure 1-1に示したように席替えがあっ
しノ

たにもかかわらず,観察期間中はいつも教師との距離が最も近いところ

の座席をとり,教師の話をよく聞いているようであり反応を示していた｡

ほかの子どもとの関わりが希薄な分,本人が質問紙に回答しているよう

に,インフォーマルなコミュニケーションはあまりないようにみえたが,

どの教科でも発話自体は多かった｡学習課題に対しては,独力でまじめ

に取り組んでいた｡観察者である筆者には,学校での学習活動に好んで

積極的に関与するが,ほかの子どもとの関係性形成がうまく行えないが

ゆえの単独志向にある子どもにみえた｡
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(2)分析方法

①　カテゴリー分析

聞き取り可能な子どもの全発話に前述の発話の単位を設定し, ｢発話

タイプ｣と｢参入｣についてコーディングを行った(Table2-1)｡作業

は7時間の対象授業で記録された全発話について,筆者を含む2名の観

察者により,映像記録を参照しながら行われた｡第1時の授業について

は, 2名で協議しながら行い,第2時以降第7時までは別々に作業した

後,結果を照合した｡不一致箇所については協議の上最終決定した｡

1)発話タイプ

発話内容の公式度のカテゴリーである｡茂呂(1991)による発話タイ

プの分類を参照した｡発話内容が,学習課題の文脈や授業進行に沿って

いるか否かに基づいて分類を行った｡とりわけ, 〔両義的〕は,科学的

概念を優先する学習の文脈に,子どもが日常生活の論理や個人的な経験

し′をもち込む場合に主にみられる｡評定者間の一致率は91.1%であった｡

2)参入

発話ターン取得手続きのカテゴリーである｡子どもの発話ターン取得

の仕方は学級特有であり,教師の統制の度合いが影響を及ぼすという

(Mehan,-1978, 1979)｡また,子どもの発話権取得を,子ども自らが求

めるように仕向ける教師の学級ではその後の言語的相互作用が集団志向

的になり,直接子どもを指名する教師の学級ではその後の言語的相互作

用が教師と子どもの個人的なやりとりになったという(Green,Weade,&

Graham, 1988)｡つまり,発話権取得手続きによって,その後の相互作
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Table2-1発話タイプと参入のカテゴリー

カテゴリー　　　　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　　　発　話　例

〔フォーマル〕　学習の本流に沿った内

容の発話,学習課題に

ついての発話｡

(敏師の, ｢一人当たりが食べる量が多い国を調べてみ

ましょう｣という課題提示に対して)

C :デンマーク｡ (課題の対象国デンマークを認識する)

タ　〔両　義　的〕　フォーマルな内容とも,

イ　　　　　　　　　　インフォーマルな内容

プ　　　　　　　　　ともとれる発話｡

(上述の課題について)

C:さあ,デンマークってどこにあるでしょうか?

(課題の対象国の位置を問う質問(フォーマル)にも,地図

遊びのようなクイズの質問(インフォーマル)にもとれる)

〔インフォーマル〕ふざけなど,学習の文

脈とは全く関係のない

内容の発話｡

(上述の課題について)

C :デンマークってお店であったよ｡

(デンマークを,課題の対象国ではなくふざけに用いる)

〔要求挙手〕 明示的挙手･発話要求

一子どもの挙手-

一教師の指名-

一子どもの発話

T :まだ,ありますか?　　　　(発話要求)

C : (挙手)　　　　　　　　　　(挙手)

T:はい, Cさん｡　　　　　　(指名)

C:アメリカやイタリアは--0 (発話)- 〔要求挙手〕

〔挙手指名〕　　挙手一指名一発話

:子どものほうから挙

手をして,発話をす

る｡

C : (挙手)

T:はい, Cさん｡

C :魚を獲っていない国なんだけど

なぜか食べている｡　　　　(発話) - 〔挙手指名〕

参　〔指名発話〕　指名一発話

:教師の指名を受けて,

入　　　　　　　　　　発話者が決まる｡

T :それでは発表してもらおうかな｡

じやあ,一班から｡　　　　(発話要求一指名)

C :みんなの意見では,

右側の意見に賛成です｡　　(発話) - 〔指名発話〕

〔暗黙要求〕 暗黙的挙手･発話要求

一発話

:教師の働きかけなど

で暗黙的,誘発的に

応答行為が求められ

る｡

Cl :魚を獲っていない国なんだけど

なぜか食べている｡　　　(発話)

T　:どこ?　　　　　　　　　(暗黙的発話要求)

Cl :オーストラリアとイギリス(発話)- 〔暗黙要求〕

(-C lに発話の優先権がある)

〔自　発〕 自分から発話する

:上記以外｡挙手や指

名,発話要求がなく

始められた発話｡

T :負,獲ってないのかねえ,この国は?

Cl :獲ってるよ｡　　　-( 〔暗黙要求〕 : T-の応答)

C2 :輸入してるんだよ｡ -( 〔暗黙要求〕 : T-の応答)

C3 :イワシをたくさん食べているんだよ｡　- 〔自発〕

C4 :日本から輸入してるかも｡　　　　　　- 〔自発〕
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用のあり方が違ってくる可能性もある｡ここで着目する参入は, 〔要求

挙手〕から〔自発〕 -と進むにつれ,発話ターン取得の手続きの省略が

進むとともに教師の統制度が低下する｡そのため,参入の公式度は低く

なり子どもにとっては発話機会の自由度が高くなるといえる｡参入と発

話タイプの出現率をクロス集計することで, ｢どのようなタイプの発話

をどのような手続きを経て生成したのか｣という点から対象児や学級全

体の発話の特徴を明らかにする｡評定者間の-敦率は96.5%であった.

②　解釈的分析

発話事例は,対象児の発話スタイルを端的に示す発話連鎖を抽出した｡

発話は具体的な他者に向けられており(パフチン, 1988),発話と文

脈は相互に影響を及ぼし合っている(茂呂, 1997c)子どもの行為は,

具体的な文脈において,他者の存在や話し合われていた話題などの社会

的状況も含めて詳細に分析する必要がある｡そこで,出来事の｢参与観

察一記録一記述-解釈｣という一連の調査行為からなるエスノグラフイ
しノ

ーの手法を導入し,観察者自身が子どもの行為が生成される文脈に居合

わせ,エミックな(行為者の内在的な)視点から当事者の行為の意味の

解釈を行う(LeCompte &Preissle, 1992)こととした｡

解釈の妥当性を高めるために,次の手続きを経た｡ (1)授業記録をも

とに対象児の発話スタイルを特定し,発話の運用のされ方を示した(2)

授業外の記録や質問紙調査などから対象児の知的欲求や関係性を示し

た｡ (3)(2)に基づき対象児の発話スタイルの意味を考察した(4)調査

協力者による解釈のチェ,)クを受けて,部分的に修正を加えた｡
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3.結果

(1)発話の全体的特徴

学級と対象児のカテゴリーの集計結果をTable 2-2-Table 2-4に示す｡

①　学級全体

〔両義的〕と〔インフォーマル〕の出現率の合計が31.2%であり,発

話内容は学習内容に沿っているばかりではないといえる｡また,挙手を

経ない〔暗黙要求〕と〔自発〕の出現率の合計が95.1%と高く,参入の

公式度が低い｡発話機会や内容の自由度が比較的高いと考えられる｡

②　矢野

教師の指名を経た発話は〔フォーマル〕しか出現せず, 〔インフォー

マル〕は〔自発〕のときにのみ出現する∫｡また, 〔フォーマル〕の出現

(率が64.2%と学級全体(68.9%)より低く, 〔両義的〕の出現率が27.7%

と学級全体(22.9%)より高いが,とりわけ, 〔暗黙要求〕による〔両

義的〕の出現率が6.3%と学級全体(3.1%)､より高い｡発話権取得-の

教師の関与度に応じて発話タイプを切り替えていると考えられる｡

③　園田

〔フォーマル〕の出現率が74.0%と学級全体(68.9%)よりも高い｡

また, 〔暗黙要求〕の出現率が48.1%と学級全体(28.2%)よりも高い｡

挙手を経た参入が全くないことと, 〔暗黙要求〕による〔フォーマル〕

の出現率が48.1%と約半数を占める点が特徴的である｡発話生成は,揺
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Table2-2　発話カテゴリーの出現頻度(学級全体)
参 入 要求 挙手 指名 ■暗黙 自廃 合 計

タイ プ 挙手 指名 発話 要 求

フォーマ′レ

両 義 的

イ ンフォーマル

12 457 80 1

(1.0 ) (0.2) (3.6) (24.8) (39 .3) (6 8.9 )

0 36 229 266

(0.0) (0.0) (0 .1) (3.1) (19 .7) (22 .9)

0 0 92 96
(0.0 ) (0.0) (0 .0) (0.3) (7 .9) 8.3

合 計 ■ 12 43 328 778 1163
(1.0) (0こ2) (3.7) (28.2) (66 .9)

注( )内の数字は,総発話頻度(1163)に対する出現率(%)
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Table2-3　発話カテゴリーの出現頻度(矢野隆太)

参 入 要求 挙手 指名 ■暗然 自 発 合 計

タイプ 挙手 指名 発話 要求

フォーマル

両 義 的

イ ンフォーマル

4 6 50 102
(1.9 ) (0.6) (1.3) (28.9) (3 1.4 ) (64●2)

0 0 0 10 34 4 4
(0.0 ) (0.0) (0.0) (6.3) (2 1.4 ) (27●7)

0 0 0 0 13 13■
(0.0 ) (0.0) (0.0) 一(0.0) (8.2 ) (8.2

合 計 56 97 159
(1.9 ) (0.6) 1.3) (35.2) (6 1.0)

注( )内の数字は,発話頻度の総計(159)に対する出現率(%)
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Table2-4　発話カテゴリーの出現頻度(園田裕-)
参 入 要 求 挙 手 指名 席 黙 自 発 合 計

タイプ 挙手 指名 ノ発話 要求

フォーマ ′レ

両 義 的

イ ンフォーマル

0 0 37 19 57
(0 .0) (0 .0) ､′(1.3) (48 .1) (24.7) (74●0)

0 0 0 15 15
(0.0) (0.0) (0 .0) (0.0) (19.5) (19●5)

0 0 0 5
(0.0) (0.0) (0 .0) (0.0) (6.5) (6●5)

合 計 0 0 37 39 77
(0.0) (0.0) (1.3) (48.1) (50.6)

注( )内の数字は,発話頻度の総計(77)に対する出現率(%)
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業内容や展開には忠実であるが,もっぱら非公式になされていると考え

られる｡

(2)対象児の発話スタイル

以下では,対象児それぞれの発話スタイルを,対象授業における発話

事例の解釈的分析から明らかにする｡

①　矢野

1)学業的認知と｢おかしみ｣の混在

矢野の,発話スタイルの一つは, ｢学筆的認知と『おかしみ』の混在｣

である｡発話が学業的認知と｢おかしみ｣の両面をもつ点が特徴的であ

る｡学業的認知とは,学習の内容や活動についての認知やメタ認知を指

す｡ ｢おかしみ｣とは,逸脱としての｢ふざけ｣とは異なる｡授業進行

や課題に関する発話や行為に対して観察者などの他者が感じるユーモア

や滑稽さで,発話者の意図性は問わない｡ ｢学業的認知と『おかしみ』

の混在｣がみられた事例は計7例であった｡なかでも《事例1 》(Table 2-5)

は,第6時の事例である｡第6時は,ハマチ養殖の仕事を主題とする課

題解決が行われた｡ ､子どもにはハマチ養殖についてのワークシート｢ハ

マチ養殖の秘密を発見しよう｣ (論文巻末の資料2-11参照)が配布され

た｡ワークシートには,ハマチ養殖の仕事の各段階におけるイラストが

四点掲載されていた｡イラストの配置は,養殖の作業手順とは無関係で

あった｡それぞれのイラストには説明文が付されていたが,どれもが未

完成のものであった｡子どもは,養殖の作業手順に従ってイラストに番

号を付すことと,未完成の説明文を完成させるという課題に取り組んだ｡
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Table2-5　《事例1 》第6時｢ハマチ養殖｣ 20-46-I-23-30--の

トランスクリプト

分7秒" 教 師 園 田 矢 野 そのほかの子 ども

20'46"

20'48"

20'49"

20 50日

20ー59"

21ー00■ー

21ー0 1ーー

21'02ーI

21'03ーー

21'04ー●

2r O7"

21ー08■ー

21ー13"

211 6"

21'20"

21'2 1"

21'24ー●

2 1'27 'ー

い よいよ出荷で何が心配なんだろ う?

腐 る? ノ

何が考えられ るか ?

食べ られ るか どうか0

何が ?

人マチが ?

ハマチが食 べ られ るか どうか○

まだあるかな ?

心配0 何が心配なんだろ うか0

え ?

ああ, 死ん じやつてないか ?

腐 る ?

魚が●…‥0

魚が死ん じや

つてないか0

(片 山 の ほ うを克

る)

痩せ る0 へヘへ0

だ, あれ あれ , ハ

マチ0 ヘへへ0

片山 ‥食べ られ る

■か○

1中略:この間,教室下のプールでダンス用の音楽が流れると,子どもたちはそちらを注目し始め,授業は中断する]

(次ページに続く)
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Table 2-5 (前ページからの続き)

分ー秒▼ー 教 師 園 田 矢 野 ■そのほかの子ども

22*24"

22ー27日

22ー33ーー

22ー34lー

22ー35ーー

22'42"

22ー47■ー

23'12ーー

23'16"

23ー23"

23ー27ーー

23ー30日

つてことは, この育てた人たちにとつ

てはどうなるの?

つくつた意味がない0

そうい う魚だつたら0 逆に, あ, この

魚たちはもつてつたらだめだ■つてこと

がわかつたら0 どうするわけ? どうし

ちやう?

出荷できるの, できないの?

出荷つていうのはそれを獲つて市場へ

運ぶこと0 できない0

市場へ運べないつてことは, その魚

は?

育てた意味がない0

つくつた意味

が……0

育七た意味が

ない○

あれ, 犯罪つてい

うか○

原 田 : 終わつちや

うの0 人生○

C :楽 しい0

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

仙川は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡
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本事例はそのうちの四番目のイラストの説明文完成課題をめぐるやりと

りである｡説明文は｢--いよいよ出荷です｡でも,心配なのは,　｣

と表示されており,子どもは, ｢心配なのは｣に続く文を考えている｡

つまり,本事例は, ｢養殖ハマチの出荷に際して生産者が心配している

ことは何かを考える｣という課題に子どもが取り組んでいる場面である｡

本時の学習内容はハマチ養殖の仕事であるが,教師の発話(20-46",

21'01'', 21'08日, 21'16", 22'03'', 2214", 2216", 22'27", 22'47''-23'23'', 2330")

には, ｢心配なのは｣の主語にあたる｢生産者｣の立場から課題解決を

進めたいという意図がみられる｡それに対し,矢野は一貫して｢消費者｣

の立場から発話している(22'15", 22-19日, ＼22-21--, 22-23--, 22-35")

矢野の発話は次のように解釈できる｡ ｢食べた人が食中毒を起こして

死ぬと育てた人は犯罪者となる｣との一連の発話内容は,養殖ハマチの

品質管理の重要性の認知に基づく,出荷時の心配ごとについての課題解

決の表出である｡同時に,次の二点でおかしみを示す｡一つには,内容

が,誇大な表現を用いてブラックユーモア的になっている点である｡二
(J

つには,矢野と教師との間に,立場の違いによる論理展開のズレが生じ

たままやりとりが成立しており,結果的にテンポのよい｢かけあい｣の

ように対話が進行している点である｡また,この場面で,両義的なタイ

プの発話が連続して出現していることに示されるように,矢野は, ｢『心

配なのは』, 『食品として安全か』｣であるという,生活上の論理を持ち

込み,生活者として課題をとらえ解決していこ′うとする｡教師が進めよ

うとする生産者の立場からの課題解決とは対抗している｡

このように,教師と対話を成立させることは,矢野の発話生成にとっ

て,二つの点で有効であったといえる｡一つには,一方的な意見表明で

はなく,発話の順行的な進行に沿って,他者との話者交替を伴う,問答
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の形態をとっていたために,かえって自分の論を教室談話の進行のなか

で展開することが可能になったという点である｡二つには,その問答が,

教師との対話として進行したために,自分の論が学級のほかの子どもた

ちにも媒介されたことである｡つまり,矢野はそのままでは受容される

かわからない発話であっても,それを直裁的に表出するのではなく,発

話順行性を利用し,教師とのやりとりとして展開させることで,学級に

向けて表出できたのである｡実際に,ほかの子どもからの応答や同調も

あった(22-18--　22'22-　22-24", 22-34-7).

2)  ｢まじめ｣と｢おかしみ｣の切り替え

矢野の発話スタイルの二つは, ｢『まじめ』と『おかしみ』｣の切り替

え｣である｡ ｢まじめ｣とは教科学習や授業の規範に沿う内容の発話や

相互作用の形式を指す｡ ｢学業的認知と『おかしみ』の混在｣において

は,一連の談話過程が両方の側面をもつのに対し, ｢『まじめ』と『お

しかしみ』の切り替え｣は, ｢まじめ｣な発話と｢おかしみ｣の発話が切

り替わりながら談話が進行する点に特徴が､ある｡事例は, ｢まじめ｣と

｢おかしみ｣が単独でみられる事例も含むと計9例であった｡なかでも,

《事例2》 (Table2-6)は,第2時において｢日本の漁獲量が世界第二

位のわけ｣を,各自資料を見ながら考えている場面である｡

矢野は,当初の仮説■を教科書で検証しようと試みたが行き詰まった

(16'03-I)｡別の仮説を立てるが(1045'-, 17'02", 1722'', 17'30", 19-49-M9-53-',

20-00''),教師から否定的評価がなされると(17'06", 20-02", 20'05'-),

当初の仮説を再提示し(20-10T'),肯定的評価を得た(20'20'.)｡その後,

すでに否定された仮説に基づく原田の発話(29-29--)を抑冷した(29-31")｡
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Table 2-6　《事例2》第2時｢日本の漁獲量が世界第二位の

わけ｣ 16-03---2931'-のトランスクリプト

教師は, ｢どうして日本は,こんなによく[魚が]獲れるんだろう｣と子どもたちに働きかけ

(oO'35"), ｢日本の漁かく高が世界で第二位のわけを考えよう｣と板書した(01-14"),さらに,

｢教科書とか資料集や地図帳とかめくって探して｣と,課題解決の方法を提示した(04-52--)｡

16-03''矢野: (教科書を閉じる)何も書いて

ないな｡網で魚を獲るために｡

網でいっぱい魚を獲るために

16-20--T　: [｢漁場｣の説明をしている]魚

を獲る場所｡魚が獲れる場所｡

だけどそこに行けば必ず魚が獲

れるってもんでもないんだよ｡

16'26川矢野:天気｡

16-27--T　:いろんな理由があるからね｡

16'33川T　:でもまあ,そのあたり行って

探せばいいんだろう｡

16-45M矢野:寿司とかにしてるから｡

16'50-'T　: [岡本に]どんなことが言いた

いの?

17'02日矢野:先生,寿司とかにしてるから

じやダメなの?

17-04''T　:それは,

17'06''T　: [矢野に]魚を食べるための一

つの理由だよね｡それは,魚を

食べるなかの理由として,生で

食べたり,焼いて食べたり仙川

17-14''原田:あ,わかった｡何かわかった｡

17-22'一矢野:魚は日本が好きだから｡

17'26''園田:だからなんだっていうんだ｡

17-28--T　:魚集めて･･日日

17-30''矢野:日本が好きだから｡

17'32''園田: [矢野に]日本が好きなら,日

本の何が好きなの?

17-33''矢野:魚がね,魚がね｡

17-34''片山: [園田に]海じやん｡

[中略:この間,矢野は,原田,井原と話

し合っている]

19'49''矢野:先生,猫が魚を食べるからで

もいいの?

19-53-.矢野:先生,猫が魚を食べるからじ

やダメなの?

19-57''原田:動物園のゾウが日日･･

20-00-一矢野:ペンギンにエサをあげるから

じやダメなの?

2002''T　:それはどこに｡

20-03''原田:アシカに･･-･

20-05'-T　:その[資料集の]中から見てみ

て｡

20-10''矢野:じやあ,これなら絶対にいい

よ｡網で魚をいっぱい獲ってる

から｡

20'20-'T　:ああ｡なるほど｡

(次ページ-続く)
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Table 2-6 (前ページからの続き)

[作業結果を共有する場面に切り替わり,　29-24--園田:缶詰にしているから多いの

矢野は挙手し, ｢網で魚をいっぱい獲って　　　　　　　か?

るから｣と発表｡その後,原田が挙手し,　29-26'-T　:缶詰にしてるから多いのか?

発表する]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って｡

29-18''原田:缶詰にしているから｡　　　　　29-29'-原田:あ,猫がいっぱいいるから｡

29-20''T　:缶詰にしているから｡　　　　　29'31M矢野:それさっき言ってたよ｡

29-21''Cn : (笑う)

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

仙川は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は夫野の発話｡
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矢野の発話は次のように解釈できる｡彼の発話は,課題解決過程を反

映している｡彼は,当初は教科書や資料集から得た科学的概念を用いて

おり, ｢まじめ｣な発話で課題解決を遂行しようとしている｡しかし,

検証には至らなかったため別の仮説をいくつか立てる｡それらの仮説の

検証は, ｢おかしみ｣を示す発話を教師に投げかけ,その反応をみるこ

とで行っている｡結果的に,次のような両義的な発話が用いられている｡

｢消費量の多さ｣については｢寿司｣という具体的な食品名からせまり,

｢漁場｣の概念につながる｢魚にとっての生育環境の良さ｣については

魚の擬人化を行ってみる｡あるいは,イワシの消費量として大きな割合

を占める｢飼料用の水揚げ｣については｢猫が食べる｣という日常的な

事例を挙げる｡そうした試みに教師から否定的評価がなされると,矢野

は,教科書の情報に基づく｢まじめ｣な発話による仮説を再提示した｡

矢野が,教師の否定的評価に,逐一,対応していないのは,教師に発

話が受容されることや教師との対話を成立させることよりも,仮説の検

証を優先させたためだろう｡その結果,矢野は当初の仮説を｢まじめ｣
31!㌧

に確信をもって発話し,自分が教師に否定された仮説に基づく原田の発

話には同調しなかった｡つまり,仮説の検証にあたっては｢まじめ｣な

発話と｢おかしみ｣の発話を使い分け,この場合は,個別作業が優先さ

れる場面でも,教師を主たる発話対象とする発話スタイルをとって教師

の反応をみることで仮説を絞り込み,課題解決の遂行と結果の妥当性の

獲得を行ったといえる｡

3)発話対象の不特定

矢野の発話スタイルの三つは, ｢発話対象の不特定｣である｡この場

令,発話は対象を特定せず生成され,他者には受容や応答を強制しない｡
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Table 2-7　《事例3》第6時｢ハマチ養殖｣ 3613---37-52"の

トランスクリプト

ハマチ養殖についての学習後,教師は｢栽培漁業のようすをまとめてみよう｣というワー

クシート(論文巻末の資料2-12参照)を配布し(31-45'--31'56"), ｢教科書と全く同じ部分と似

たようなところがありますから,比較しながら書き込んでってみましょう｣と,栽培漁業に

関連する施設や道具の名称をワークシートに書き込むという課題の解決方法を説明した

(33'16'')｡しかし,教科書(論文巻末の資料2-13参照)には載っているがワークシートには

載っていないものがあると子どもから指摘があり,ワークシートに書き加えることになった｡

36'13''園田:人工衛星がこっち[教科書]に

36-16-- T

36-21''c

36'29" T

36'33" C

36'35'- C

36-37-- T

36-42-- T

36'47''C

36'48-- C

あるよ｡

:人工衛星がなかったら,人工

衛星, [ワークシートの]絵に描

いたら?

:ピーピーピーピーピーピーピ

ーピー｡ [人工衛星から発せら

れる電波の擬音]

:人工衛星,絵で描いたら｡

:どこに描くの?

:人工衛星って何描こう｡

:人工衛星,空に描いてさ-0

:でも,これは餌まくロボット

じやないよ｡これ[教科書の魚

群探知機のイラスト]でしょ｡

これ｡

:餌まきロボットでしょ｡

:魚群探知機だよ｡これ｡

36-57''片山:先生どう,

36'58''矢野:人工衛星描けた｡ (机から顔を

上げずに,誰に言うともなく)

36'59''片山:先生,どう描くの?

37'01MT　:うん?どう描くのってどうい

うこと?

37'03-'片山:こうやっていいの?

37-06'-T　:自分がわかるように描いてく

ださい｡

37-08"藤村:何がなんだかわからないよ｡

37-09''矢野:ティツティキリー｡ [ファンフ

ァーレの擬音]

37'10'-C　:あー措けない｡

37'12''矢野:先生,これでいいの?人工衛

星｡

37'13''T　:はい｡

37-14--藤村:先生,わかりません｡

37'15''T　:わかるところをやってくださ

い｡

37-21'-C~ :あー,違うわー｡

37-23川C　:下にこんなの[何を指してい

･るか不明]があるじやん｡

37-26''T　:魚群探知機だとか餌をまくロ

ボットとか｡

37-30M矢野:ブイをねえ｡ブイロボットを

ねえ,付け足そう｡

37-38'-寺内:先生よくわかんないよ｡これ｡

37-49--C　:違うこれ｡魚群探知機だよ｡

37-52-'矢野:ブイができた｡ブイロボット｡

こんなちっちやいの｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡強調されている発話は矢野の発話｡
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矢野自身の自己内対話が顕在化されている場合もある｡ ｢発話対象の不

特定｣がみられた事例は,計13例であった｡なかでも,《事例3》(Table 2-7)

は,第6時において,栽培漁業の様子が描かれたワークシート｢栽培漁

業のようすをまとめてみよう｣ (論文巻末の資料2-12参照)に施設や道

具の名称を記入する個人的な作業が優先される場面である｡

矢野は,人工衛星を描き終えると,誰に言うともなくいち早く終了を

宣言した(36'58--, 37-09T-)｡一方,ほかの子どもは作業の困難さを表明

していた(3033日, 36-35'', 36'57-I 36'59'', 37-03-I, 37-08", 37-10--, 3714--,

37'21' 37-38'T)｡さらに矢野は,ブイロボットを描き込みながら自分の

作業プランや作業過程をひとりごとのように表出している(37-30--,

37'52")o

矢野の発話は次のように解釈できる｡人工衛星の描写終了の宣言やフ

ァンファーレを模した発話によって,苦労しているほかの子どもに先駆

けて課題を達成したことの効力感や仕事の出来-の満足感を表出してい

る｡発話対象を特定せずひとりごとのかたちをとり,自らの課題達成を
｣/

学級に向けて示そうとしている｡同時に,発話を行動調整言語として用

いて課題解決のテンポを整えようとしているともいえるだろう｡さらに,

彼は, ｢ブイロボット｣を描き込みながら自己内対話を顕在化させるこ

とで,自分の活動状況の確認を行うとともに自らの発想の独創性を顕わ

にしている｡ただし,ほかの子どもからの反応はなく,矢野も反応を強

制はしていない｡つまり,矢野は,課題解決の状況や成果,活動の独創

性を報告したり,成就感を表したり,行動調整を行うにあたり,特定の

他者に受容や応答を強制しない発話スタイルをとることで,他者に劣等

感や嫌悪感を与えることによる関係性上の串L蝶を避けているといえる｡
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②　園田

1)教師の働きかけに対する忠実な応答

園田の発話スタイルの一つは, ｢教師の働きかけに対する忠実な応答｣

である｡三の場合,発話は教師の働きかけに対してフォーマルな発話タ

イプを用いた直接的応答として生成される｡事例は計4例であった｡な

かでも, 《事例1》 (Table 2-5)にみられる発話生成は,矢野とは対照的

である｡

園田の発話タイプは全て〔フォーマル〕,参入は全て〔暗黙要求〕で,

発話対象は一貫して教師であった｡事例後半における,教師の問いかけ

(22-27", 23-23日) -の園田の応答(22-33'-, 23-27日)は,生産者の立場

からのものであった｡

園田の発話は次のように解釈できる｡この場面において,生産者の視

点から発話している点で園田の発話は適切であった｡それは,教師が,

矢野の発話(22-15'-, 22-19--, 22-21'-, 22-23--, 22-35'-)による,意図しな

しい授業進行を,園田の発話を復唱する(22'42")ことで軌道修正しよう

としていたことからもわかる｡園田は,矢野の一連の発話に同調や応答

を行わなかった｡その点で園田は,矢野-の異議ではなくもっぱら教師

-の応答として一連の発話を行っていたといえる｡つまり,教師を発話

対象とし,教師-の応答としての適切性を優先させた発話スタイルをと

ることで,結果的には授業進行において適切な発話となり,教師から受

容されることとなった｡

2)教師への排他的な働きかけ

園田の発話スタイルの二つは, ｢教師-の排他的な働きかけ｣である｡
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Table2-8　《事例4》第1時｢水産業の導入｣ 21-48'--23-51--

のトランスクリプト

課題に先立ち,子どもたちは｢世界の主な国の漁かく量｣, ｢国民1人1日当たりの魚を食

べる量｣のグラフ(論文巻末の資料2-2参照)を見てわかったことを発表している

(1516''-20'55J')｡その際, ｢中華人民共和国は漁獲量が多いのに国民一人一日あたりの消費量

が少ない｣ (15'36")との発話があった｡

21-48'-T　:確かめて,中華人民共和国[の

位置]｡

21'49--園田:　｡ (教師に話しかける)

21-50''C　:あった｡

21-52t'C　　一番目立ってるよ｡

21-54''C　　一番っていうかさあ｡

21'56''T　: [園田に]ああ,いっぱい獲れ

てもでかすぎちやって,国がで

かすぎる｡

21-57--C　:オーストラリアのほうが目立

KB

22'00''T　: [学級全体に]中華人民共和国

ってさあ,

22-01--園田: [教師に]一人一人の食べる量
Jq

があんまりなくなっちやう｡

22'03--T　: [園田に]ああ,一人の量がな

くなっちやう｡

22-06--T　: [学級全体に]人口どれくらい

か知ってる?

22-07-一夫野:百億万人｡

22-08--竹下:知らないけど,一番大き′いん

じやないの?

[中略:この間,何人かの子どもは中国の

人口を推測して発話した｡また,世界最大

という点について,人口と国土面積とを混

同している子どもがおり,教師は地図帳に

ある資料を参照させ,人口が最大なのは中

国,国土面積が最大なのはロシア共和国で

あることを確認した]

23'20''T　: (立ち上がって歩き出す)人口

が世界で一番多いのは中華人民

共和国なんです｡

23'24--C　:ロシア連邦｡

23-27''T　:上のロシア連邦は何人?二億

四千万?約二億五千万｡アメリ

カの四倍以上いるんだね,中国

では｡

23-41'-T　:だからいくら獲っても人口多

すぎちやってわり算すると一人

あたりの食べる量が減っちやう

の｡

23-46--園田:一人一人にまわらないかもし

れない｡

23'51'-T　　一人にまわらないかもしれな

い｡一切れだとか?

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

仙川は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は園田の発話｡
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この場合,発話が,教師と学準全体とのやりとりとは独立に,教師一人

-の働きかけとして生成される｡事例は計4例であった｡なかでも, 《事

例4》 (Table2-8)は,第1時で,教科書に掲載されている｢世界の主

な国の漁かく量｣, ｢国民1人1日当たりの魚を食べる量｣のグラフ(請

文巻末の資料2-2参照)に掲載されている国の位置を地図帳で調べてい

る場面である｡

｢二つのグラフの比較｣という課題解決の途中で, ｢漁獲量の多い国

と消費量の多い国とが必ずしも-敦していない｣という子どもの意見が

あり,その検討が新たな課題となった｡教師は,その下位課題の一つと

して｢中華人民共和国の位置と人口｣の確認を学級で行おうとしている

(21-48", 22-00'', 22-06-り｡園田はそれには応答せず,教師に直接的に

働きかけている(21-49日, 22-01'-)｡教師は,学級全体に向けた発話と並

行して園田の発話を復唱することで受容している(21-56--, 22-03")｡

園田の発話は次のように解釈できる｡園田は, ｢教師一学級全体｣の

やりとりに割り込み,グラフ解釈について教師と一対一の対話を成立さ

せようとしている｡発話内容としては,中国の位置確認という下位課題

を遂行しているほかの子どもに先行して,漁獲量がそのまま消費量に結

びつかない理由を彼なりに推論している｡だが,学級全体の談話の流れ

に対しては排他的であり,教師によって発話が学級に媒介されても,教

師以外に向けて発話を行おうとしない｡つまり,自らの課題解決の成果

を表出するのに,教師のみを発話対象として排他的にやりとりを成立さ

せる発話スタイルをとることで,教師に受容されることを目指している

といえる｡
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(3)対象児の発話スタイルの意味

では,対象児の発話スタイルは,なぜ,これまでの分析で明らかにな

ったような独自性を示すのだろうか｡質問紙調査の結果と授業内外の辛

例をもとに,知的欲求と学級での関係性の点から検討する｡

①　対象児の発話に潜在する知的欲求

1)　矢野

矢野は,質問紙調査では, ｢自分ひとりで実験したり,調べたりする｣

ことは｢とてもすき｣と回答しており,学級全体(肯定的　29.2%,杏

定的:54.2%)に比べ,自分なりの課題解決の遂行を保障しようとする

傾向がある｡それは,ほかの子どもの作業進行に歩調を合わせず,自分

なりに新たな課題を設定したり(《事例3》),教師との対話を独自に成

立させ,自分なりの課題解決を展開させる(《事例1》)点と共通する｡

2)園田

園田は,質問紙調査では, ｢授業中にふざける｣ことや｢まわりの友

だちとおしやべりをする｣ことを｢あまりしない｣と回答しており,学

級全体(ふざけ-肯定的: 62.5%,否定的:20.9%/おしやべり-肯定

的:75.0%,否定的: 8.3%)に比べ,教師の授業進行から逸脱すること

なく,追随しようとする傾向があるといえる｡また,園田は教師も認め

るほど知識が豊富で知的能力も高い｡例えば,教師によれば,課題とは

無関係な未習事項について質問しても即応できるのは園田と矢野のみで

あるという｡園田も自分の知的能力や知識を発揮したいという知的欲求

をもっているが対応できるのは教師のみである｡例えば, 《事例4》で
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は,グラフから直接わかる事実のみに注目するほかの子どもとは異なり,

彼なりのグラフ解釈を推論している｡しかし,彼は,それを教師とのや

りとりでしか表出せず,ほかの子どもと共有できなかったのである｡

②　対象児を取り巻く関係性

まず, 《事例5》 (Table 2-9)から,彼らとほかの子どもとの関係性を

みてみよう｡

1)矢野

片山らに無条件に同調して親和性を示すほどには,集団に属すること

に社会的安定をみいだしてはいない｡むしろ,他者から邦冷されるリス

クを恐れず,園田と同じ作業を行っている｡社会的地位の高さを得るよ

りも自分の好きな課題の遂行を優先しているといえる｡矢野は,ほかの

男子に同調し｢群れる｣ことよりも自らの関心事を優先させ｢我が道｣

を選んでいる点が,質問紙調査の結果や授業の発話事例とも共通する｡

2)園田

流行している遊びを取り入れて自分なりに工夫し仲間に入れてもらお

うとしても,そういった行為自体が邦冷されてしまう｡園田にはゲーム

を共有してくれる仲間がおらず,矢野に比べ,遊び道具を媒介物にして

も関係性が改善されない｡加えて,彼自身もー緒に遊びたいということ

を表現できず仲間入りに失敗している｡仲間入りや関係性改善のための

対処の仕方を身につけていないと考えられる｡例えば, 《事例6》 (Table

2-10)のような出来事もあった｡この事例からは,次の二点が明らかに

なる｡一つには,園田は,ふざけ合いの場面であっても,本気になって

しまうということである｡二つには,園田は,仲間､とのいざこざが生じ
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Table 2-9　《事例5》ゲーム用鉛筆をめぐる,対象児とほか

の男児とのやりとり

園田が,市販のゲーム用鉛筆をまねて鉛筆の塗料を削って作ったゲー

ム用鉛筆をもってきていた｡中休み,園田が席を外している間に,市販

のゲーム用鉛筆で遊ぶ集団に属する男子が園田の鉛筆を見つけ,リーダ

ーの片山らに報告すると,片山が仲間を連れてきてその鉛筆を抑輸した｡

しかし,その場にいた矢野は片山らには同調せず,嬉々と自分の席に

ついて自分の鉛筆の塗料をカッターで削り,ゲーム用鉛筆を作り始めた｡

それを見た片山は, ｢何作ってるの?園田と同じの?｣と矢野に話しかけ

るが,矢野は｢園田とはひと味違う｣と動じることなく,自分の作業に没

頭した｡それ以上,片山も話しかけることはなかった｡

注)ゲーム用鉛筆:テレビゲームのキャラクター商品｡ 2名以上で転がして遊ぶ｡六角柱の

側面にはキャラクターのイラストと攻撃の仕方が記されている｡参加者は好きな鉛筆を

選ぶ｡持ち点(HP) 100からスタートし,一人ずつ順番に転がし,出た面に書いてある攻

撃(ほかの者にダメージを与えること)を行う｡攻撃を受けた者はダメージの分持ち点

が減少する｡持ち点が0になった者から抜け,最後に残った者が勝者となる｡
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Table2-10　《事例6》中休みにおける,園田と藤村らとの

いざこざ

中休みに,園田と大友,藤村,長瀬がふざけ合っていた｡ふざけ合い

のなかで園田は大友の頭をこづいた｡大友が腹を立てると藤村と長瀬は

大友に加勢して｢謝れ｣と,園田を非難した｡園田は謝らずに教室から出

ていってしまった｡藤村は,中休みが終わってほかの男子が教室に戻っ

てくると, ｢園田が大友をたたいたのに謝らない｣と話してまわった｡

やがて,矢野以外のほとんどの男子が,園田を連れ戻そうと教室外-

出たため園田は校舎内で追いつめられた状態になった｡この後,教師は,

園田に対して,大友に謝るよう注意した｡また,騒ぎ立てた藤村にも注

意をした｡教師は, ｢[園田は]謝れないんだよなあ｣と調査者に話した｡
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た際にうまく対応できないということである｡つまり,ほかの子どもの

｢ふざけ｣を解せなかったり,教師が述べるように｢謝れない｣など,

子ども同士での遊びの場面でうまくふるまうことができないのである0

また,園田は,教室内にある自己紹介の掲示物に｢ぼくは,はずかしが

りやなので自分の考えをみんなにあまり言わないほうです｣と記述して

おり,他者-の働きかけが消極的であると自ら感じていると思われる｡

③　対象児の発話スタイルの意味

以上の事例より, 2名の対象児の独自な発話スタイルには,次のよう

な意味があるといえるだろう｡

1)矢野

矢野の発話スタイルは,自分なりに課題に取り組み,その成果を独創

的に表現したいという知的欲求と,知的欲求を充足させることで生じる

と予想される,関係性上の乳蝶を避けるという関係形成上の欲求に基づ

いていると考えられる｡そして,どの集団ともつかず離れずの不安定な

関係性のなかで自分の好きなように課題に取り組むという,彼なりの授

業参加を目指すという意味がある｡

2)園田

園田の発話スタイルは,授業にまじめに取り組み教師と対話を行いた

いという知的欲求と,自分の知的側面を認め発話を受容してくれる教師

と心理的に安定した関係性を形成したいという関係形成上の欲求に基づ

いている｡そして,ほかの子どもと,遊びや高い知的欲求を共有する関

係性を築けないために,より安定した関係性を求めて教師との一対一の

対話に閉じこもることで,安定した授業参加を目指すという意味がある｡
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4.考察

以上より, 2名の対象児は,同じ一斉授業に参加していながら,それ

ぞれ発話対象や課題解決における発話の運用の点で発話スタイルが異な

っていた｡すなわち,発話対象については,矢野は,学級全体,教師,

ひとりごとと,発話対象を柔軟に切り替えていたが,園田は,教師のみ

を発話対象とすることを強く志向していた｡課題解決における発話の運

用については,矢野は,独創的な発想の表出,あるいは課題解決のプラ

ンの確認や共有を目的とし,自己内対話を顕在化させることもあったが,

園田は,自分の課題解決の遂行結果を直裁的に表出していた｡結果的に,

発話スタイルとしては,矢野は,学業的認知と｢おかしみ｣を混在させ

たり, ｢まじめ｣と｢おかしみ｣を切り替えたりして,状況に応じて発

話対象や発話の運用の仕方を使い分けていた｡具体的には,教師の進め

ようとする課題解決に対してあえてズレを生じさせ,教師を潜在的な対

話者とすることで自分の論を学級に問うたり, ｢おかしみ｣やひとりご

とによって課題解決の成否を確認するなど,集団のなかで自らの学習を

成立させようとしていた｡一方,園田は,教師の質問に対し直接的に応

えたり,教師-と排他的に働きかけるなど,状況にかかわらず,教師を

発話対象とすること-の強い志向を示した｡具体的には,自ら率先して

教師の問いかけに応じたり,教師と学級とのやりとりに割り込むなどし

て,教師とのやりとりのなかで学習を成立させようとしていた｡

また,発話スタイルの違いは,彼らの集団との関わり方,つまり学級

内での関係性-の対応の仕方の違いによるこ_とも示された｡すなわち,

矢野は,どの集団ともつかず離れずという不安定な関係性のなかで,自
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分なりの課題の取り組み方を保障するために,状況判断を行い,それに

基づき自らの発話が教室談話において正当なものとなるようにしたり,

状況に応じて選択的に発話対象を切り替え,関係性を形成することで安

定した環境を築こうとしていた｡園田は,関係形成上の不器用さによる

不安定な関係性のなかで,学級内でほかの子どもとの関係性を築くこと

よりも,発話を受容してくれる教師-の依存を高め,教師との閉鎖的な

関係性のなかで自らの学習課題を遂行することで安定した環境を築こう

としていた｡

言い換えれば,対象児の発話には生存戦略としての意味があるといえ

る｡対象児はともに,学業成績が高く発話頻度も高かったため,観察当

初は,授業には成功裡に参加しているようにみえた｡しかし,対象児の

把握をその段階で完結させず,彼らの発話を詳細に分析し授業内外のエ

ピソードと照合することで彼らの学習に対する性向や学級内の関係性を

明らかにした結果,対象児はともに学級内での関係性や学習課題に対応

し,学級内に自己を位置づけようとしていることが明らかになった｡対

象児の独自な発話スタイルによる発話生成は,学習課題や授業展開とい

った授業におけるローカルな現場の文化や,発話権の取得や他者との協

同など,学校教育の制度的システムに規定される一方で,行為者として

の欲求を充足させて自分にとってより安定した授業参加が実現できるよ

うな環境の創出-と向けられている点で生存戦略的であるといえる｡

そうすると,学級のほかの子どもも,同様に,独自の発話スタイルを

もって生存戦略的に発話生成を行っていたことが予想される｡だが,対

象学級の教室談話は,個々の参加者の発話が錯綜することにはなってお

らず,教師の進める課題解決の達成が優先され,教室談話全体としては

統一体であるように観察された｡それは,子どもが発話生成するにあた
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り,制度的装置や学級のローカルな文化を参照したり利用したりしなが

ら,自らの意志や欲求を発現しようとしていたからだと考えられる｡
＼

例えば,矢野の発話は,論点としては教師との間に顕著なズレを生じ

させていたり,ふざけともとれる内容であったりした左　しかし,それま

での談話進行が問答型の相互作用であったことを踏襲し,話者交替を整

然と行い,教師の問い-の応答の形態をとることで｢質問一応答｣の連

鎖を形成した｡そのことによって,談話進行からは逸脱することなく自

分の論を授業に位置づけることや仮説を検証することができたのであ

る｡つまり,矢野は,自らの論を学級に提示するにあたり,発話順行性

を利用し,独善的な演説ではなく,教師との｢やりとり｣として成立さ

せていた点で,授業における,自らの発話の正当性を獲得したのである｡

加えて,矢野の発話生成と教師とのやりとりは,結果として,教師の進

めようとする課題解決の結論を提示することとなっており,学級文化と

しての課題解決の遂行とその成果甲共有に寄与しているともいえる｡こ

の点については次節で詳しく述べる｡

一方,園田は,教師とのみのやりとりを志向し,教師と学級全体との

ゃりとりに｢割り込む｣ことで,教師に働きかけ,教師からの応答を得

るという｢働きかけ一応答｣の連鎖を形成した｡そのことによって,学

級全体としての談話進行を阻害することなく,教師との相互作用-の意

志を充足させていたといえる｡ただし,園田が教師との間に形成した｢働

きかけ一応答｣の連鎖は,学級全体としての談話進行とは並行している

だけで,発話として教師に利用されることはあっても学級全体で共有さ

れることはなかった｡つまり,園田の発話生成は,制度としての発話順

行性には沿っていたといえるが,学級文化としての授業の進行には教師

による引用や媒介がなければ関与することがないと考えられる｡
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以上より,行為者である子どもの発話スタイルの独自な運用は,授業

の制度的社会的環境の制約を受けながらも,制度をうまく取り込むこと

で生存戦略的に生成されていると考えられる｡同時に,子どもの発話ス

タイルが集積されることで,学級としての課題解決や授業進行が達成さ

れている点で,学級文化を支えている可能性もある｡

さらに,対象児の発話スタイルは,従来の一斉授業や子どもの発話の

とらえ方について再検討の可能性を示す｡一つには,子ども間の発話ス

タイルの違いは,学習の場を共有し,協同的に教室談話を生成していて

も,課題のとらえ方や解決方法は子ども間で異なることや,一斉授業は

純粋な認知活動の場ではなく,授業時間外や教室外の子どもの社会的関

係を取り込んで成立していることを示唆している｡二つには,対象児の

発話スタイルは,これまでの学業成贋の高い子どもの発話に対する見方

とは異なっていた｡園田の,フォーマルな発話タイプを｢挙手一指名｣

を経ずに非公式に発話するという発話スタイルは,挙手行動の頻度の高

さと学業成績の高さとの相関を前提とする従来の見方とは異なる｡また,

天野の,両義的な発話タイプの多用は,学業成績が高い子どもは教師の

意図に忠実なフォーマルな発話タイプを多用するという見方とは異な

る｡

これまで,一斉授業は,相互作用の型や子どもの課題-の関与の仕方

の画一性,教師による統制度の高さが強調され,時には批判されてきた｡

だが,実際には,限定的ではあるが,子どもなりに参加の工夫があるの

だといえる｡また,これまで,学業優秀児は,挙手行動など反応頻度の

高さと関連づけられてきたが,実際には,いかに独自の発話スタイルを

もって参加できるか,ということが,学業的な成功と関連があるかもし

れない｡さらに,教師は,公式度の高い｢挙手一指名｣の手続きを経た
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発話を,子ども全体の総意として授業進行に利用するとは限らない｡子

どもの発話スタイルに個人差があるがゆえに｢多声的｣になる教室談請

を,課題解決の促進や授業進行の資源としている可能性がある｡

-110-



第2節　子どもの両義的な発話

の生成と教師の対応(研究2)

1.問題と目的

本節では,学級集団は,集団としての教室談話の生成において,発話
し/

行為者の意志や制度的環境に対して,どのように対応を行っているのか,

ということを明らかにする｡具体的な課題としては,次の三点を明らか

にする｡一つには,子どもの発話のうち,課題解決の文脈においてフォ

ーマルともインフォーマルともとれる｢両義的｣なタイプの発話がどの

ように生成されているのか,ということである｡二つには,それに教師

がどのように対応しているのか,ということである｡三つには,子ども

の｢両義的｣なタイプの発話は,教師に対応されることで,学級の教室

談話の進行においてどのような意味をもつのか,ということである｡

従来,授業の言語的相互作用に関する研究は,科学的な内容をもち,

公式度の高い表現形式で生成される発話を,主たる分析対象としてきた｡

それに対して,近年,言語実践の具体性(茂月, 1997b)に着目する研

究では,教室談話に複数の発話タイプが存在することを指摘している｡

例えば, ｢科学的概念のレジスター｣と｢生活経験に基づくレジスター｣

(ワトチ, 1995), ｢共通語｣と｢方言｣ (茂呂, 1991, 1996a, 1996b, 1997b,

1997d, 1999), ｢丁寧体｣と｢普通体｣ (岡本, 1997)などである｡これ

らの研究は,授業における発話が, ｢科学的概念｣, ｢共通語｣, ｢丁寧体｣

といった公教育において正統的であるとみなされている点で｢フォーマ
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ル｣なタイプと, ｢生活経験｣, ｢方言｣, ｢普通体｣といった日常的な認

知表出や表現の手段とみなされている点で｢インフォーマル｣なタイプ

に分類されうることを明らかにした｡つまり,教室談話が教育システム

という制度的環境や学級集団の社会的環境に加え,非制度的なもの,個
m

人的なものから成立していることを明らかにしたといえるだろう｡

だが,授業における発話生成の当事者である子どもや教師にとって,

授業における発話タイプは,フォーマルかインフォーマルかに収欽でき

るのだろうか｡前節で論じたように,子どもは授業の社会的制度的環境

-の対応として,独自の発話スタイルをと?ているならば,授業の当事

者による発話タイプの運用は,課題解決が進行している｢今-ここ｣の
l

状況においてダイナミックに展開するのではないか｡そうすると,次の

二つの問いが立てられるだろう｡

第一の問いとして,子どもの発話生成は発話タイプの使い分けによる

のだろうか｡先行研究からは,子どもの発話生成について,次のことが

予想される｡

一つには,子どもの発話生成は課題解決-の関与の仕方を反映してい

るだろう｡例えば,社会科の討論場面での子どもの発話は,共通の課題

についてのものであっても,発話の意味内容や表現の形式は個人的な経

験や印象の表出である場合もあれば,科学的概念の使用である場合もあ

り,多様である(山住,-1994, 1998)｡子どもの発話内容は,自分なりの

観点や経験に基づく,課題内容との関わり方に応じているといえる｡ま

た,国語の討論場面では,はっきりとした理由や根拠がなくても意見を

述べ,話し合いのなかで他者の意見を取り入れ,自らの読みを構成して

いく者もいれば,自分の意見が確定するまで発話を留保する者もいる(佐

藤1996;佐藤･星野･竹本, 1987)あるいは,単独では自信がなくて
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も,他者と共感できる点について自分なりの疑問を提示することで,算

数の問題の構成に参加する者がいる(大谷, 1997)｡子どもの発話内容

は,子どもなりの課題解決の進め方も反映しているといえる｡そうする
′1/

と,子どもは,課題解決の活動において,インフォーマルなタイプの発

話を用いることもあるだろう｡

二つには,子どもの発話生成は授業進行-の意志を反映しているだろ

う｡例えば,子どもは,教師からの指名を拒絶したり,授業の続行を要

求するときには,丁寧体ではなく普通体を用いて,教師に非公式に交渉

しようとする(岡本, 1997)｡また,自分なりのこだわりや合理性の追

求により,教師の発話に茶々を入れたり反発するなど,自己中心的に発

話を生成し,他者との乳蝶を生みながら課題解決を遂行する者もいる(本

山, 1998, 1999)｡さらに,自らの経験や考えが表出できない場面で,い

かにも授業に参加しているようにみせるために独特な韻律特徴(例えば

｢いいでェ-す｣)を用いることもある(宮崎, 1996a, 1996b)子ども

の発話内容は,教師の授業進行-の追随や課題解決の遂行-の不満を表

したり,不満から生じるストレスを軽減するための反発ややり過ごし方

を反映することもあると考えられる｡そうすると,一見フォーマルなタ

イプの発話で教師に対応するようにみせながら,同時に,個人の欲求を

充足させようとすることもあるだろう｡

以上のように,子どもの発話生成は,子どもなりの課題解決の状況や

授業進行-の関わり方を反映している｡そうすると,当事者としての子

どもの発話の運用は発話タイプの使い分けにあるのではなく,授業にお

ける,学級集団のローカルな文化と制度的装置のなかでの個人的な経験

や意志の発現であるといえるのではないか｡そうだとすれば, ｢フォー

マル｣, ｢インフォーマル｣のほかに,次のようなタイプをみいだせる
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のではないだろうか｡すなわち,課題解決の文脈に即していろ点ではフ
/

オーマルといえるが,認知表出としては不完全さを残していたり,個人

的経験や意志に基づいていたりする点でインフォーマルとみなすことも

できるタイプである｡このような発話は,フォーマルともインフォーマ

ルともとれるという点で｢両義的｣なタイプの発話(以下,両義的な発

請)であるといえる｡

だが,授業は学級としての課題解決を目的としており,教室談話は学

級としての課題解決の手続きについての合意形成や課題解決成果の共有

を目指して生成される｡上述のように,授業における子どもの発話が彼

らなりのこだわりや経験に基づいているとするならば,教室談話は錯綜

し,学級としての課題解決を行うという授業の目標が達成されなくなる?

そうすると,教師としては,協同的課題解決の遂行と成果の共有という,

学級集団のローカルな文化を生成し維持するために,教室談話の管理者

として,何らかの措置を講じなくてはならない｡そうすると,第二の問

いとして,両義的な発話に対して,教師はどのように対応するのか,と

いうことを問わなくてはならない｡

教師は,子どもの発話が自らの進めようとする授業進行に沿っていた

り貢献しうる内容であれば,両義的な発話であっても,肯定的評価や支

拷,同調を行うだろう｡しかし,そうでない場合にはどのように対応す

るのだろうか｡例えば,国語科の話し合い場面で,子どもの意見が教師

の教材解釈と異なっていると,教師は,その子ども-の質問を継続した

り発話内容を追求することによって,自らの教材解釈に子どもの発話を

近づけるようにする(樋口, 1995 ｡また,同じく国語科の授業におい

て,学級全体の話し合いのなかで生じた,ある子どもの｢こだわり｣に

基づく｢枝葉の議論｣を先に行わせてから,再び学級全体の話し合いに
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戻すこともある(佐藤, 1996)｡このように,教師は,子どもの発話が

教師の進めようとする課題解決や授業進行に沿っていなくても,明示的

に否定することはなく,個人的な発話意志の受容と学級全体での話し合

いの促進との両立に向けて対応している可能性がある｡

ただし,両義的な発話のインフォーマルな側面は,否定的評価や無視

の対象ともなりうる｡例えば,教師は,子どもによる非公式な要求や発

話の拒否を,丁寧体を用いた公的権限の行使によって処理する(岡本,

1997)｡このように,授業進行を停滞させるような子どもの要求や教師

の働きかけ-の拒絶,ふざけを,否定的な評価を与えるたりうけながす

ことで抑制し,授業進行が滞るのを回避しようとするのではないか｡

さらに,教師自身が両義的な発話を用いることもあるだろう｡例えば,

東北地方のある学級で,授業ではふさわしくないとされる｢方言｣の,

教師自身による使用が,子どもに生活経験を問い直させることになり,

話し合いを活性化させ授業進行の停滞を打開した(茂呂, 1991)｡この

ように,教師は,両義的な発話を自らも用いて話し合いに導入すること

によって,子どもの発話機会や内容の自由度を拡大し,子どもの発話生

成を促進することで,授業進行の円滑化を図る可能性がある｡

以上より,子どもの両義的な発話-の教師の対応は,課題解決の促進

や授業進行の円滑化に向けられているといえる｡つまり,教師は,授業

進行の管理者として,子どもの両義的な発話に対して何らかの対応を行

うことで,課題解決の達成を行おうとしている可能性がある｡そうする

と,子どもの両義的な発話は,成員によって課題解決の達成が目指され

る,授業という社会的制度的環境における,行為者としての子どもの意

志や経験の能動的な表出を実現すると同時に,学級文化の生成と維持に

向けた何らかの対応を教師から引き出し,教師からの対応を受けること
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によって課題解決の促進や授業進行の円滑化に貢献することになるので

はないか｡

以上より, ｢両義的｣な発話について次のことが予想される｡ -ちに

は,子どもは授業においてフォーマルともインフォーマルともとれる両

義的な発話を生成しているだろう｡二つには,教師は,子どもの両義的

な発話-の対応を使い分けることで子どもの認知促進や授業進行の円滑

化を図るだろう｡三つには,子どもの両義的な発話は,教師からの何ら

かの対応や運用を受けて,授業において意味をもつだろう｡

そこで,本節では,一斉授業の話し合い場面における子どもの両義的

な発話と,教師の対応や運用に着目し,次の三点について検討する｡一

つには,カテゴリーの数量的分析から,子どもの両義的な発話の特徴を

明らかにする｡二つには,カテゴリーの数量的分析から,教師の対応の

特徴を明らかにする｡三つには,解釈的分析から,両義的な発話につい

て,どのように生成されたのか,教師はどう対応し運用したのか,そし

て,その生成は授業の展開にどのような意味をもつのか,ということを

微視発生的に明らかにする｡

2.分析方法

(1)全発話のコーディング

①　発話タイプ

子どもと教師の発話内容の公式度を示すカテゴリーである｡発話内容

が課題解決の文脈や授業進行に沿っているか否かに基づいて分類した｡

評定者間の一致率は91.1%であった｡カテゴリーの定義を以下に示す｡
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発話例は,前節　Table2-1を参照のこと.

〔フォーマル〕 :学習の本流に沿った内容,学習課題についての内容の

発話｡

〔両義的〕 :フォーマルな内容とも,インフォーマルな内容ともとれる

発話｡

〔インフォーマル〕 :ふざけなど,学習の文脈とは全く関係のない内容

の発話｡

②　参入

子どもの発話のターン取得方法を示すカテゴリーである｡発話権入辛

の手続きに着目して分類した｡評定者間の-敦率は96.5%であった｡前

節における参入のカテゴリーを参照した｡ただし,本節では子どもの発

話スタイルの同定を目的としてではなく,両義的な発話の出現が,発話

権取得の公式度とどのように関連するのか,ということをクロス集計に

よって把握することを目的として本カテゴリーを用いるので, 〔要求挙

手〕, 〔挙手指名〕, 〔指名発話〕の三つを,指名を経ている点で共通す

るとみなし,統合した｡発話例はTable2-1を参照のこと｡

〔指名〕 :教師の指名を経て子どもが発話する｡

〔暗黙要求〕 :他者の暗黙的発話要求を受けて子どもが発話する｡

〔自発〕 :子どもが自発的に発話する｡

なお, 〔指名〕の公式度が最も高く, 〔暗黙要求〕や〔自発〕が頻出す

るほど子どもの発話機会は自由度が高いといえる｡

(2)両義的なタイプの発話のカテゴリー分析

話し合い場面における,子どもの両義的な発話に対し,それぞれの発
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Table2-11両義的な発話の社会的機能のカテゴリー

カテゴリー　　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　　　　　発　話　例

(思いつき)　課題-の直観的印象や

思いつき,不確定な意

見などをとりあえず表

出した発話｡

(日本の漁獲量が世界第二位の理由を述べている)

原田:缶詰にしているから｡

園田:缶詰にしているから多いのか?

原田:あ,猫がいっぱいいるから｡

(-思いつき:初めの自分の意見に対して,園田から疑問を出

され,噛嵯に応答した)

(いいよどみ)課題解決結果の表明で

あるが,いいよどんだ

り,意を得た言い方が

できていない発話｡

(上位8ケ国の漁獲量と消費量をグラフで比較し,中国の消費量

について述べている)

大野:あれー,食べる量｡

T　:食べる量｡食べる量が?

矢野:なんか,中華人民共和国載ってないよ｡

(-いいよどみ: ｢消費量のグラフに載っていないから,中国の

消費量は少ないだろう｣と述べるべきところを｢載ってい

ない｣としか発話できなかった)

(対話の志向)他者と対話を成立させ

たり,自分の発話欲求

を満たすためになされ

る発話｡他者の返答や

同調,笑い,ウケなど

を期待する｡他者-の

指示などを含む｡

(はえ縄漁の方法について教師が説明している)

T　:どんどん引っかかるんだね｡いれば｡

藤村:でさあ,混じってサメがくっついてたら?

(-対話の志向:説明は下記を参照)

T　:ねえ｡

藤村:マグロが食べてるときにサメがそのマグロに食いついて,

そのマグロ引き上げちやったら?

(-対話の志向(ウケねらい) :説明した教師に質問を返し,近

答を求めるかたちで発話されている｡非現実的な発想が示

されている)

T　:引き上げたら｡

片山:サメが獲れちやう｡

(自己内対話　課題解決過程における

の顕在化)気づきの表出や進行状

況の報告である発話｡

ひとりごととして生成

される｡

(栽培漁業センターの設備名を記入している)

矢野:ブイができた｡ブイロボット｡こんなちっちやいの｡

(-自己内対話の顕在化:自分の作業過程をひとりごとで報告

している)
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Table2-12　両義的な発話への教師の対応のカテゴリー

カテゴリー　　　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　　　　発　話　例

(追究･質問)　再度の発話や言い換えを

要求したり,発話内容に

ついて問い返す｡

(教科書に掲載されている国の位置を地図帳で調べている)

C　:チリはすごいよ｡

T　:チリは?何がすごいの?

(-追究･質問:子どものつぶやきに,再度の発話を要求し

たり問い返したりして,気づきの言語化を促している)

(説明-の静行)子どもの発話に続けて,

具体例を挙げて説明した
り,経験談を説話的に語

る｡

(教材文を読み,遠洋漁業従事者の気持ちを予想している)

片山:給料のためにがんばろう｡

T　:やだったらこの仕事はやんなきゃいいんだけど,やら

ざるをえない｡ [略]ニュースかなんかでみたことある

のは[以下略]o

(-説明-の移行:片山の発話に呼応し,以前視聴したテレ

ビ番組の内容を子どもに紹介した)

(支持･同調)　明示的に肯定的評価を行

ったり,子どもの発話を

引用して同調したり,学

級に紹介する｡

(日本人はどのような魚を食べているのか,ということを話

し合う場面｡子どもから｢サメ｣という発話があった)

T　:ちょっと待って｡サメって食べるの?

C　:スープ｡フカヒレの｡

T　:ああ,サメをスープにする｡フカヒレだ｡

(-支持･同調:子どもの発話を引用し受容的に応答する)

(うけながし)復唱や,相づちのみで処　(イワシの漁法について話し合われている場面)

理する｡ 藤村:手みたいな機械がウィーンってでてきてバシヤバシヤ

って･日日｡

T　:バシヤバシヤって? (笑う)

(-うけながし:叱責したり無視したりせず,笑いながら発

話を復唱するが,それ以上,追及はしてしない)

(否定的評価)　明示的暗黙的に否定的評

価を行う｡

(日本人が一番よく食べる魚は何かについて話し合っている)

片山:あじなソーセージ｡

T　:いい?なんページのこの資料から,この魚だって思い

ますっていうふうにいえるように｡

(-否定的評価:調べ学習の正統な手続きを提示することで,

思いつき-否定的評価を間接的に行っている)

(事後的対応)直接的に応答しないが,

後の展開で引用したり,

他の発話とともにまとめ

てとりあげる｡

(デンマークの位置を地図帳で確認しようとしている)

小島:先生,オーストラリアの先のとがったところが｡

藤村:あった｡デンマーク｡

C　:あったよ｡

T　:デンマークっていうのは,ドイツのすぐ北側でしょ｡

(-事後的対応:これらの発話にいちいち応答せず,一括し,

後でまとめて応答し授業を進行させようとしている)

(対応なし)　直接的対応も間接的対応

も行わない｡

(ハマチ養殖に消費されるイワシの量について話し合ってい

る)

矢野:なんか,イワシってさあ,食べられる運命じやん｡

藤村:食べられるために生まれてきたイワシ｡

藤村:人間は幸福だねえ｡

T　:で,一匹のハマチを育てるのに, -ケ月あたりのそこ

にでてる量だから【以下略]

(-対応なし:教師はこれらの発話に対しては直接的な応答

をせず,自らの説明を続けた｡また,この後,対応する

こともなかった)
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話自体がもつ｢社会的機能｣ (Table 2-ll)と,それぞれの発話-の｢教

師の対応｣ (Table 2-12)についてのコーディングを行った｡授業分析の

カテゴリーシステムは,客観性,再現性の高いものでなくてはならない

とされる(加藤, 1977, 1982)が,本研究においては,対象授業におけ

る,ローカルな発話の集積のなかで,いかに子どもの両義的な発話が生

成され,いかに教師がそれに対応しているのか,ということを数量的,

解釈的に検討することを課題としている｡したがって,カテゴリーの設

定にあたっては,対象授業の教師や子どもの言語的行為を網羅するよう

心がけたし,コーディングにあたっては,発話が生成された文脈や発話

者の意志を可能な限り反映させるよう考慮した｡

①　社会的機能

子どもの両義的な発話が,課題解決の文脈においてどのように生成さ

れたのか,ということを示すカテゴリーである(Table 2-11参照)｡評定

者間の一致率は87.4%であった｡

②　教師の対応

子どもの両義的な発話に,教師が,どのように言語的対応を行ったの

か,ということを示すカテゴリーである(Table 2-12参照)｡評定者間の

一致率は93.7%であった｡

(3)発話事例の解釈的分析

解釈的分析では,両義的な発話がどのように生成されたのか,教師は

どう対応し運用したのか,そして,その生成は授業の展開にどのような

意味をもつのか,ということを微視発生的に明らかにする｡
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解釈の妥当性を高めるために,次の手順で分析を進めた｡ (1)事例に

おける学習課題を明示した｡ (2)事例における教師のねらい,子ども-

の要求を明示した｡ (3)事例における発話の流れを明示した(4)事例で

着目する子どもの両義的な発話が,なぜ両義的であると判断されるのか,

ということをフォーマルと判断できる理由とインフォーマルと判断でき

る理由の双方を明示することで示した(5)(4)で示した両義的な発話が

なぜ生成されたのか,ということを談話の展開に即して述べた｡ 6　4

で示した発話に対する教師の対応を,悉意的にどのエピソードをとりだ

しても成り立ちそうな(無藤, 1997)範囲で解釈し,述べた(7)事例

において,両義的な発話が生成されたことで果たした意味を考察した｡

(8)筆者の解釈について,対象授業の観泰に参加した調査協力者による

チェックを受けて,部分的に修正を加えた｡

3.結果

(1)両義的な発話タイプの特徴

｢個別作業｣場面を除き,学級全体で談話が進行する｢導入･課題提

示｣, ｢話し合い｣, ｢その他｣の三場面ごとに発話タイプの出現傾向を

検討すると(Table2-13),子ども,教師ともに有意な連関がみられた(千

ども　z2=29.0 df=4, p<m　教師　z2=l10 df=4, p<.05)｡基本

的に｢導入･課題提示｣場面, ｢その他｣場面では,教師も子どもも〔フ

ォーマル〕な発話タイプしか用いていない｡ 〔両義的〕な発話タイプは,

｢話し合い｣場面に特徴的に現れている｡

また,話し合い場面における子どもの発話タイプを,談話-の参入の
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Table2-13　発話タイプと場面との関連

場 面
発話

タイプ

導入 ●課題提示 話 し合い その他 合 計

子 ども 教 師 子 ども 教 師 子 ども 教 師 子 ども 教師

フォーマノレ 53 (100.0) 147 (100.0) 693 (68.3) 899 (93.0) 13 (100.0) 31 (96.9) 759 1077

両 義 的 0 (0.0) 0 (0.0) 238 (23.4) 65 (6.7) 0 (0.0) 1 (3.1) 238 66

インフォーマル 0 (0.0) 0 (0.0) 84 (8.3) 3 (0.3) 0 (0.0) 0 (0.0) 84 3

合 計 53 147 1015 967 13 32 1081 1146

注) ( )内は,場面別発話者別の総発話頻度に対する,各発話タイプの出現率(%)
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Table2-14　発話タイプと参入との関連

タイ 彪入 指 名 暗黙要求 自 発 合 計

フォーマノレ 47 (6.8) 259 (37.4) 387 (55○8) 693

両 義 的 1(0.4) 37 (15.5) 200 (84.0) 238

イ ンフォーマル 0 (0.0) 2 (2.4) 82 (97.6) 84

合 計 48 298 669 1015

注) ( )内は,各発話タイプの総出現頻度に対する,参入の出現率(%)
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Table2-15　発話タイプと教師の対応との関連

対 応 積極的 否定的 事後的 対応なし 合計
タイプ 受 容 受 容 対■応

両 義 的 45 (18 .9) 2 1 (8 .8) 77 (32 .4) ､95 (39 .9) 238

インフオ⊥一マル 2 (2 .4) 4 (4 .8) 10 (ll.9) 68 (8 1.0) 84

注) ( )内は,各発話タイプの総出現頻度に対する,教師の対応の出現率(%)
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仕方によって分類すると(Table 2-14),子どもの発話タイプと参入との

間には有意な連関がみられた(z -106.219　df=4, p<.Ql)｡なかでも,

〔両義的〕な発話タイプの出現率は,参入が〔自発〕の場合に高かった

(84.0%, ^2=283.47, df=Q, /K.01)｡発話機会の自由度が高い状況で

両義的な発話が出現しやすい傾向にあった｡

話し合い場面における〔両義的〕と〔インフォーマル〕それぞれのタ

イプ-の教師の対応を, (積極的受容) ((追究･質問), (説明-の移行),

(支持･同調)), (否定的受容) ((うけながし), (否定的評価)) (事後

的対応), (対応なし)の四項目に統合し,出現率を比較した(Table2-15)

(対応なし)の出現率が〔インフォーマル〕で高い(81.0%)が,残り

の三項目で〔両義的〕な発話に対しての出現率が高かった　Or2=43.00,

0> p<0｡両義的な発話は,教師から何らかのカ,'たちで受容され

る場合が多い点で,そのほとんどが無視の対象となっているインフォー

マルな発話とは区別されていたといえる｡

(2)両義的な発話タイプへの教師の対応

子どもの両義的な発話-の教師の対応について,両義的な発話の社会

的機能ごとに分類し,出現率を算出した(Table2-16) (対応なし)と

(事後的対応)の合計が172 (72.3%)であり,教師は両義的な発話に

対して無条件に応答しているのではなく,選択的に応答していた｡さら

に,教師の対応を(積極的受容), (否定的受容), (事後的対応), (対

応なし)の四項目に統合したところ,両義的な発話の社会的機能と教師

の対応との間に有意な連関がみられた(x2=4626, df=9, p<.Ol)｡ま

た,両義的な発話の社会的機能それぞれ-の教師の対応については次の
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Table 2-16　子どもの両義的な発話の社会的機能と教師の対応

との関連

敏 師の

対応

社会 的

積 極的受容 否 定的受容
事後 的

対 応

対 応

な し

A
口
計追 究 ● 説 明へ 支 持 ● 計 う け 否 定的 計

機 能 質 問 の移 行 同調 なが し 評 価

思い つき 3 (4 .3 ) 3 (4 .3) 1 (1.4 7 (10 .0 6 (8.6) 6 (8.6 12 (17.1) 17 (24 .3 ) 34 (48.6 70

いい よ どみ 1 (3 .3 ) 2 (6.7) 4 (13.3) 7 (23 .3) 0 (0 .0) 0 (0.0 0 0.0) 16 (53 ◆3 ) 7 23 .3 ) 30

対話 の志 向 2 (2 .8) 2 (2.8 9 (12.7 ) 13 (18.3) 1 (1.4) 4 (5.6) 5 7.0 12 (16.9 ) 4 1 (57 .7 ) 7 1

自己内対話 4 (6 .0) 8 (l l.9) 6 (9 .0 ) 18 (26 .9) 2 (3.0) 2 (3.0) 4 (6 .0 ) 32 (47 .8) 13 19 .4 6 7

合 計 10 (4 .2) 15 (6.3) 2 0 (8.4 ) 45 (18.9) 9 (3.9 ) 12 (5.1) 2 1 (8 .8 77 (32.4) 95 (39 .9 23 8

注) ( )内は,各社会的機能の総出現頻度に対する,教師の対応の出現率(%)
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ような特徴がみられた｡ (思いつき)のうち,ほぼ半数(48.6%)には

教師の対応がなされていない｡思いつきやあてずっぽうでなされた両義

的な発話は,学習活動にはつながりにくいといえる｡ (いいよどみ)に

対しては,否定的受容はなされておらず,応答される場合には常に積極

的受容がなされる｡加えて(対応なし) (23.3%)よりも, (事後的対応)

(53.3%)の対象となる傾向があり(^=3.52,ォpl, p<.10),何らか

の受容的な対応がされやすいといえる｡ (対話の志向)は,半数以上

(57.7%)が無視されている｡とはいえ,応答される場合には否定的評

価ではなく支持や同調が多い(18.3%, >'=11.44, df=4, p<.Ql)｡他者

から応答されることを優先的に志向している両義的な発話には,教師は

暖味な対応をせず,無視するか授業で取りあげるかを明確にして対応し

ているといえる｡ (自己内対話の顕在化)は積極的受容(26.9%)や事

後的対応(47.8%)の対象となることが多い(x2=Q.0.52, #=3, p<.01)｡

ひとりごとであっても,課題解決の状況や結果が示されていれば,教師

には受容されやすく学習活動につながりやすいといえる｡

以上より,教師による子どもの両義的な発話-の対応は,受容するか

しないかというように一義的に決まっているのではなく,選択的に行わ

れているといえる｡また,応答する場合には,否定的評価であることは

少なく,比較的受容的である｡子どもの課題解決状況を反映することの

多い,いいよどみや自己内対話の顕在化に対しては,積極的な受容がみ

られたが.,思いつきやウケねらいなどの対話の志向に対しては,対応が

なかったり否定的評価を行っているといえる｡
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(3)話し合い場面における両義的な発話タイプ

の意味

以下では,実際の談話の文脈のなかでどのように子どもの両義的な発

話が生じ,教師がどのように対応しているのか,ということを検討し,

話し合い場面で両義的な発話がもつ意味を考察する｡

①　課題解決の方向づけ

教師は,子どもの両義的な発話に対し,追究することで課題解決の方

向づけを行うことがある｡

《事例1′-a》 (Table 2-17)は,教師の主発問(20-46")に示されるよ

うに, ｢養殖ハマチの出荷に際して生産者が心配しているのは何かを考

える｣という課題の解決場面である｡具体的な作業として,ワークシー

ト(論文巻末の資料2-11参照)上の｢仙川いよいよ出荷です｡でも,

心配なのは, ｣に語句を続け,文を完成させる課題が課せられている｡

本時の学習内容はハマチ養殖の仕事である｡教師は,インタビューに

おいて, ｢働く人の姿に気づかせたい｣と調査者に話しているが,この

場面の課題解決過程として｢生産者｣の視点から, ｢[生産者は]出荷

で何が心配か(20-46") - [心配なのは]食べられる[魚]かどうか(21-01")

- [つまり魚を]出荷できるのか,できないのか(23-12")一心配なの

は売れないということ(23-36")｣という展開を想定していた｡

ところが,子どもは必ずしもそのように課題解決を進めなかった｡生

産者の視点から課題解決を促す教師と対立して,矢野は一貫して｢消費

者｣の視点から発話を生成した｡彼の｢食べた人が食中毒を起こして死

ぬと,育てた人は犯罪者になる｣との一連の発話内容(22-15'-, 22-19--,
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Table2-17　《事例1 ∫-a》第6時｢ハマチ養殖｣ 20'07---24-44--

のトランスクリプト

第6時における｢養殖ハマチの出荷に際し生産者が心配していることは何かを考える｣と

いう課題の解決場面である｡

20-07''T　:はい｡そして右下が,四番｡ ｢体

重が四キロほどになりました｣｡

4キロか｡ 4キロっていうこと

は,だいたい20ヶ月位か｡ねえ,

資料集のほうは5キロで80セン

チでっていうからまあ,だいた

い,

2037''矢野: ｢でも,心配なのは｣ (課題文

を読み上げる)

20-38''T　:なんだろう?

20-42-.矢野:心配なのは?

20-46''T　:いよいよ出荷で何が心配なん

だろう｡

20-48日園田:腐る?

20-49■-T　:腐る?

20-54--T　:何が考えられるか?

2α59M片山:食べられるか?

21-00-,矢野: (片山のほうを見る)

21'01川T　:食べられるかどうか｡

21-02M矢野:痩せる｡ヘヘヘ｡ く思い〉

21-03'-T　:何が?

21-04''矢野:だ,あれあれ,ハマチ,へ-

E2iiZl
O

21-07'.T　:ハマチが?

21'08''T　:ハマチが食べられるかどうか｡

21'13''T　:まだあるかな?

2116"T　　心配.何が心配なんだろうか｡

21-20--園田:魚が仙川｡

21-21'-T　:え?

21-24-一国田:魚が死んじやってないか｡

21'27''T　:ああ,死んじやってないか?

[中略:この間,教室下のプールでダンス

用の音楽が流れると,子どもたちはそちら

を注目し始め,授業は中断する｡]

22'03'7T　:えっと,食べられるかどうか

っていうのはね,どういうこと

なの?

22'09"園田:腐ってる｡

2210--T　:腐ってたら困る｡

22-14-'T　: [ハマチが]腐ったら,食べら

れないことは?

22-15''矢野:なんか｡毒っつうか,食中毒

つつうか｡

22'16''T　:起こしてたら,どうなるの?

2218'-原田:死ぬ｡　　　　　　　　く思い〉

22-19M矢野:死ぬっつうか｡　　　く思い〉

22'20'.T　:誰が?

22'21''矢野:オレ｡　　　　　　　　く患い〉

22'22--c　:人間.　　　　　　　　く自己〉

22'23"矢野:食べた人が.　　　　く自己〉

22'24--原田:終わっちやうの.人生o

く自己〉

22'27'-T　:ってことは,この育てた人た

ちにとってはどうなるの?

(次ページ-続く)
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Table 2-17 (前ページからの続き)

22-33--園田:つくった意味が仙川｡

22-35''矢野:あれ,犯罪っていうか｡

くよどみ〉

22-40--寺内:だから,そのために調べるん

じやない｡

22-42--T　:つくった意味がない｡

22-47--T　:そういう魚だったら｡逆に｡

あ,この魚たちはもってったら

だめだってことがわかったら｡

どうするわけ?どうしちやう?

23-12'-T　:出荷できるの,できないの?

23'16'-T　:･出荷っていうのはそれを獲っ

て市場-運ぶこと｡できな})

23-23"T　　市場に運べないってことは,

その魚は?

23-27'-園田:育てた意味がない｡

23-29--T　:育てた意味がない｡

23-30--T　:どうしようっていうと?

2331"矢野:捨てられちやうから｡捨てら

れちやうの｡

23-36'-T　:ここまで育てるために,費用

がかかってる｡ねえ｡儲けよう

と思うのに売れないんじやあ,

全然のらない｡心配なのはそう

いうことなんですね｡魚のね｡

23-56M矢野:心配なのは,えーつと｡ (のび

をしながら)心配なのは｡

23-59川T　:なんだろう｡なんだろうな｡

24-01--T　:魚が食べられるのか,売れる

かどうか,ですね｡

24'08--芹滞:もしさあ,どっかでさあ,一

匹が病気になって,それがこの

中に一気に入れたら,全部うつ

っちやう｡

24-09日矢野:魚が売れて･･日日｡

24-16'-T　:うん｡だめなの｡

2418'-C　:全部ね,終わり｡

24-19''矢野:利益がでない｡

24-20''T　:ほっとくと,海じゆうに病気

が広がるから｡

24-21-一矢野:あーれ-0

2022--T　:他のいけすに広がったら大変

だから,全部引き上げて,焼却

処分しないといけない｡逆にい

うと,病気をすごく怖がるんで

すよね｡魚の病気っていうのを

ね｡

24-38--藤村:じやあ,病気を怖がるの?

24-40-一夫野:じやあ,心配なのは魚が売れ

るか?

24-44--T　:売れるようになるかなのね｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

日日-は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は両義的な発話｡

下線が引かれている発話は子どもの両義的な発話への教師の対応｡

子どもの両義的な発話に付された記号は,次の社会的機能を表す;く思い〉 :思いつき,

くよどみ〉:いいよどみ,く対話〉:対話の志向,く自己〉:自己内対話の顕在化三
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22-21--, 22-23--, 22-35")は, ｢出荷時の心配ごとを考える｣という課題

を遂行している点でフォーマルととれるが,教師の進めようとする課題

解決の展開とは異なる,消費者の視点で｢死ぬ｣ ｢犯罪｣など誇大で飛

躍した表現を用いている点でインフォーマルともとれ,両義的である｡

なぜ,矢野は両義的な発話を生成したのだろうか｡理由として次の二

点が考えられる｡一つには,この場面で先行する教室談話によって消費

者の視点が誘発されたということである｡本事例の前半部における子ど

もの発話(200--, 20-59--　21'02-I, 22'09")には主語が明示されない｡

そうすると,発話者や聞き手の都合で主語を決める余地が生じる｡ ｢心

配する｣主体は生産者であるが,主語を唆味にした談話が展開し｢食べ

られるか｣, ｢痩せる｣という発話を経て主語が入れ替わり,矢野は,

消費者の視点に立ったのだろう｡二つには, ｢食中毒｣という語句が,

｢死ぬ｣, ｢犯罪｣という語句を想起させる文脈で用いられたというこ

とである｡本事例の直前に,ワークシート左下に位置する｢生産者｣の

イラストをめぐり, 《事例1′-b》 (Table2-18)のようなやりとりがみら

れた｡

既にここで矢野は｢食中毒｣という語句を使用している｡そしてそれ

は,生産者が｢ニヤけた顔で怪しく何か考えてる｣とされる文脈におい

てである｡この事例の2分30秒後に再度｢食中毒｣を用いたとき, 《事例

1′-b》における｢生産者は悪｣という連想をもちこみ, ｢死ぬ一犯罪者｣

と展開させた可能性がある｡

教師は,矢野の一連の発話に対し,質問をくり返し,追究を行った

(2216'-, 22-20--, 22-27")自分の予想とは異なる課題解決過程であっ

ても許容している｡矢野の発話は意図的なふざけのようにみえるにもか

かわらず,教師はなぜ発話に対応し許容したのだろうか｡その理由とし
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Table2-18　《事例1 '-b》第6時｢ハマチ養殖｣ 19-29"-19'45--

のトランスクリプト

19-29-'矢野:先生,なんか,真ん中の人おかしい｡

19-30--C　:すっごくニコニコ｡

19-33''矢野:なんか,ニヤッて顔している｡

19'35--原田:ほんとだよ｡怪しい｡

19-37--T　:ニヤッてことは,何か考えてるんじやないの?

19-43-一矢野:そうだよ｡

19-45-一矢野:食中毒｡
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て,矢野の発話が,消費者という実生活上の自分の立場でなされた可能

性があると教師が判断した,ということが考えられる｡そこで,教師は

質問を重ね矢野-の対応を続けながら｢育てた人たち｣ (22'27'-)に主体

を移し,矢野-の対応をやめ,視点の転換を図った｡すなわち,生産者

の視点に立つ園田(22-33")の発話を引用し, ｢心配なのは出荷できるか

どうか｣であると自ら提示した｡また,教師が,矢野とのやりとりにお

いて,それまでの談話の展開と同様,質問をくり返し, ｢質問一応答｣

からなる談話進行を維持させたのは,学級集団としての課題解決を進め

るペースを維持しようと意図してのことであろう｡

これを受けた矢野は,生産者の立場からの心配ごとについての意見を,

自ら発話しようとし,いくつかのいいまわしを検討している(23-31'',

23-56", 24'09--　2419")｡前章の《事例2》でもみられたように, ｢まじ

め｣な発話に切り替えたのだろう｡結局,矢野は, ｢じやあ,心配なの

は魚が売れるか?｣と教師に尋ね(24-40")教師が方向づける課題解

決に同調を示した｡

本事例では, ｢教師と矢野との相互作用｣, ｢[教師と矢野]と子ども

全体との相互作用｣という二重の談話空間(茂呂, 1991)がみられる｡

教師と矢野とのやりとりは,結果として,学級全体に対する教師の求め

る課題解決-の方向づけとなっている｡矢野が消費者の視点を課題解決

にもちこんだので,教師としては,矢野の発話を自らが意図する生産者

の立場からのものに軌道修正する必要がでてきた｡そこで,それまでの

談話進行を維持するとともに, ｢心配な｣主体は誰かを問い返したり

(22-20.-), ｢育てた人たち｣と主語を明確化した(2277'')のである｡

矢野の発話-の,教師の個別的な対応が,学級全体に向けた間接的な提

示になっていたといえる｡
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以上より,教師は,自分の要求と異なっていても,矢野をはじめとす

る子どもの発話をふざけとは断定せず,考えられうる課題解決の過程と

してとらえている｡そして,両義的な発話を一度は受容し,教師のねら

いに授業の展開を戻す契機を作ろうとしている｡さらに,両義的な発話

の生成を契機として,学級の子どもたちは,教師に方向づけられ,生活

レベルの認知を養殖漁業全体に拡張させている｡

②　授業進行をめぐる主導権の維持

教師は,子どもの両義的な発話に同調することで,授業進行の主導権

を維持することがある｡

《事例7》 (Table2-19)は,教師が,原田(29-18--)の｢缶詰にして

いる｣という発話をきっかけに, ｢保存方法｣についての理解を子ども

に促そうとしている場面である｡

本時の課題は,日本の漁獲量が世界第二位であることの理由を明らか

にすることであり,原田の｢缶詰｣の発話もその理由として生成された｡

ここで,教師が求める正答は近海の海流の影響(21'55'' 22'07'')や漁

法の発達(26-35'り　などであり,缶詰は正答ではない｡しかし,教師は

原田の意見を採用し,話題を保存方法に切り替えた｡その理由として,

次のような目的があったことが考えられる｡すなわち,教師は筆者によ

るインタビューにおいて,子どもたちが互いにあら探しをし合う傾向に

あることを憂慮していた｡そこで,この場面では,子どもたちがあら探

しをし合うことの改善を試みたのだろう｡事実,原田の発話は,笑い

(29'21")や反問(29'24--)によって,ほかの子どもから反応された｡

教師は原田の発話を復唱し(29-20"),課題との関連を暗示する(30-00'')

ことで受容を示し,課題として一時的に,缶詰に関連する保存方法を取
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Table2-19　《事例7》第2時｢日本の漁獲量が世界第二位

のわけ｣ 29-15"-3312"のトランスクリプト

｢日本の漁獲量が世界第二位であることの理由｣についての話し合いが行われている｡

29'15''T　:はい,原田さん｡

29-18'-原田:缶詰にしているから｡

29-20--T　:缶詰にしているから｡

29-21--Cn : (笑う)

29-24'-園田:缶詰にしているから多いの

か?

29-26''T　:缶詰にしているから多いの

か?って｡

[中略]

29-55''T　:実はねえ,もうちょっと考え

てねえ｡その理由が出てくるか

もしれないよ｡

30*00"T　　決してこれはねえ,違うとか

いうもんじやなくてねえ｡

[中略]

30-43''T　:さあ,これ考えたら次｡缶詰

にするといいことってなんなん

だろう?

30-50--片山:冷凍保存｡

30-53--小島:保存が利く｡

30'55''T　:保存ができる｡

30-58''c　:うまい｡ く思い〉

31-04--T　:魚にとって保存っていうこと｡

これは,非常に難しい種類で,

31-17-'T　:ほっとくと?

31-18-'矢野:腐っちやう｡

31-20''T　:その腐り方も,

31'22-'T　:野菜に比べたら?

31-24'-C　:臭い｡

31'25''T　:臭いわ,

31-27--T　:腐りやすいスピードっていう

のは?

31-28''矢野:早い｡

31-32川T　:非常に腐りやすい｡保存しに

くい｡ものなのね｡

31-43'-T　:上中略](この間,保存方法とし

ての缶詰についての説明が続

く)缶詰にしておく保存の方法｡

缶詰にしとくよっていうのは大

きいんだ｡保存が利く方法があ

るから,魚をたくさん獲ってき

ても大丈夫なんだよ｡原田さん｡

ね｡

32-26-- T これもし缶詰という方法がな

かったら,負,保存する方法っ

て?

32-28川C　:ない｡

32-29'-T　:ないと?ないとどうなる?餐

っても?

32-34-一矢野:腐る｡

32'35''c　:臭い｡

3236',矢野:腐る山｡

32-37-'矢野:臭い山｡

32-38''T　:獲ってもしょうがないよ｡す

ごい臭いになっちやう｡

(次ページ-続く)
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Table 2-19 (前ページからの続き)

32-39'-C　:生ゴミ,生米,生卵｡

32-40''Cn : (口々に発話する)

32'41''T　:保存法は缶詰だけではないよ｡

32-58--c　:え,食べたことない｡く対話〉

33'00''T　:くさやはおいしいけども,周

りに迷惑かけるよねえ｡

アジの開きみたいな干物も保存　33'04''Cn :臭いよ｡

方法ですからね｡　　　　　　　　33'05'-T　:はい,まだありますか?渡辺

32'50''矢野: (歌うように)くさや-｡　　　　　　　　さん｡何かなかったっキナ?

く対話〉　33'12-'渡辺:日本の漁船は,世界の各地の

32'54''T　:え,くさや?-くさやおいしい　　　　　　　海-出かけて行って漁をしてい

ね｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るから｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

--は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は両義的な発話｡

下線が引かれている発話は子どもの両義的な発話-の教師の対応｡

子どもの両義的な発話に付された記号は,次の社会的機能を表す;く思い〉 :思いつき,

く対話〉 :対話の志向｡
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りあげた(30-43---33-04-り｡そして,保存方法を本来の課題である漁獲量

と結びつけ(31-43-り,原田の意見を補った｡

ところが,子どものほうは課題が急速切り替わったため,缶詰を｢冷

凍保存｣ (30-50")と混同する者がでるなど,戸惑いをみせた｡矢野以

外はほとんど応答しなかった｡さらに,教師は｢缶詰にすると,腐りや

すい魚を保存することができる｣という趣旨のやりとりを二回

(31-04"-31'32"と32-26'--32-40'-)も行っており,談話としても冗長で,辛

例の後半は子どもの応答が単調になり,談話進行が停滞している｡

その直後の,矢野の｢くさや-｣ (32'50")という発話は,魚の保存

方法という課題に応じ,保存食品名を挙げた点でフォーマルであるが,

先行する自分の発話(3234--　32'36'', 32'37")の｢クサル｣ ｢クサイ｣

という音に連動させた点でインフォーマルともとれ,両義的である｡

なぜ,矢野は｢くさや-｣という発話を生成したのだろうか｡矢野は,

直前の,教師による｢保存方法は缶詰だけではない｣という発話を受け

て,別の保存方法による食品を挙げたのである｡それが｢くさや｣であ

ったのは,矢野は先行する｢クサル｣, ｢クサルヤマ｣, ｢クサイヤマ｣

と頭韻をふんだ発話から音を引用したのと同時に,直前の教師の発話に

ある｢アジの干物｣という具体的な食品名に触発されたからであろう｡

加えて,発話に際し,抑揚をつけ歌うような発声を用いたことは,既に

生じていた冗長なやりとり-の倦怠感を示している｡ ｢くさや-｣とい

う発話生成自体に,この場面での談話進行が停滞しているということと

同時に,そのような談話進行-の異議申し立てが示されている｡

教師は,くさやという,缶詰以外の保存方法の具体例を挙げた矢野の

発話を復唱し,支持を示した｡ただし, ｢え,くさや?｣ (32-54'-)と語

尾の抑揚を上げて聞き返しており,教師にとって,矢野の発話は発話内
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容か,あるいは歌のような抑揚の点で意外性をもったことを示している｡

続けて,教師は｢くさや,おいしいね｣とくさやの味についてインフォ

ーマルで個人的な好みを表明し(32-54"),一転して矢野に同調を示し

た｡その後, ｢おいしいけど[臭いから]迷惑をかける｣ (33-00")と自

ら,くさやのにおいについて,それまでの談話の展開上,子どもからな

される可能性のある発話を先取りすることで, ｢くさや｣の話題を終結

させる主導権が自分にあることを明示している｡つまり,教師は,矢野

の発話に対し,意外性認識一同調-先行,という展開を経て,進行の主

導権を維持した｡そして,新たな発表者を指名することで(33-05"),

本来の課題に戻らせた｡

以上より, ｢くさや-｣という両義的な発話-の,教師の対応は,矢

野をはじめとする子どもの発話を受容したうえで,話し合いの進行の主

導権を維持する点で,授業進行-の対話者間の意志の調整の意味がある｡

③　話し合いの活性化

授業進行が停滞したときには,教師自身が両義的な発話を導入して,

話し合いの活性化を図ることがある｡

《事例8》 (Table2-20)では,教師は, ｢領海｣概念についての理解

を促そうとしている(24-41-')0 ｢領海｣の学習は,本事例に後続する｢二

百海里漁業水域｣についての学習の導入にあたる｡教師は,海にも国家

の行政区域が設けられていること(30-36")や,領海は地理上の区切り

ではなく,制度的,政治的,軍事的な行政区域としての意味を担うこと

に気づかせようとしていた｡教師が,国籍の説明で,複数の異なる制度

的制約を受ける出生や国籍の事例(27-22t-, 28-33")を強調するのは,

国境を越える厳しさやリスクに気づかせたいと考えたためだろう｡
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Table 2-20　《事例8》第4時｢遠洋漁業｣ 24-41"-30'36''の

トランスクリプト

教師は, ｢領海｣の概念を導入している｡さらに｢領海｣概念の理解を促すために｢領地｣

の概念を導入した｡

24-41--T　:外国の人たちってこういうこ

とをねえ,いうの｡ (板書｢領

海｣)領海っていいます｡

[中略]

25-03--T　:あの,これわかる? (板書｢領

地｣)

25-10'-Cn :りょうち｡

25-15--T　:自分の,国の,あるいは自分

の家の土地のことを領地ってい

います｡

[中略]

25-26--T　:そうするとね｡地面のところ

はここまでが自分たちの国だよ

ってはっきり引けます｡日本は

隣の国とくっついていませんか

ら,全部海で引けるからいいん

だけど,隣の韓国とか北朝鮮と

か中国は島国じやないから,地

面のとこで,こっから先は隣の

国だよってなってます｡韓国と

北朝鮮の間はまだ戦争やってる

からば一つと引いてありますけ

れども,ヨーロッパのほうなん

かは,線もないからわからない

んです｡ただ,こっからここ,

はい,国が変わった｡そういう

国が多いんです｡

26-15''C

26'16''T

:ス_-｡

:あるいは山の頂上で,こっち

側はどこの国で｡つていうそう

いう国もある｡

[中略]

26-26--T　:でも,結構地面の上で分かれ

ている｡あるいは川で,仕切ら

れてる｡

26'29--藤村:えー｡そんなのある?

26-So一-C　:ああ,川で仕切られてるのあ

る｡

26-32--芹津:ねえねえ,地面で分かれてて

さあ,そこの,なんつんだ?級

のそこんところに家が建って

て,半分が右側の国で,く自己〉

Cn:(笑う)

2040-'芹津:こつちが左っ側の国だったら

どうするの?　　　　　く自己〉

26-47-'Cn : (笑う)

26-49--c　:あり得ないよ｡　　　く自己〉

26-50--c　:あり得ないって｡　　く自己〉

26-51--T　:うーん｡いい質問だな｡

く芹浮べの肯定〉

26-55--藤村:先生,川で仕切られてる国｡

26-57'-C　:住所どうなんの?

27-02--寺内:じやあ,その人なに人?どこ

の国の人なの?　　　くよどみ〉

(次ページ-続く)
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Table 2-20 (前ページからの続き)

[中略]

27-ll--T　:税金をね｡どっちに納めるの

か,民族は,国籍がどっちなん

だろうかっていう問題が出てく

るんだけどどかしちやって,ど

っちかへずらしてくんだと思う

んだけどね｡

27-22'-T　:だから,どっちかに,ほら,

その人は,国籍,なに人かって

いうのは,何によって決まるか

っていうと,実は親によって決

まるのね｡だから,あなたたち,

日本人と日本人の間に産まれた

子どもっていうのは日本人なん

だけれども,最近は国際結婚多

いから,日本人とアメリカ人の

人が結婚して産まれた子どもが

いる｡その子は,二十歳になっ

たときかな,十八かな,なんか

その歳になったときに自分で選

[中略]

28'01--岡本:いいなあ｡ く思い〉

28-02--T　:でも岡本さんねえ,

28-04--T　:女の子はいいんだよ｡男の子

28'26--屋敷:じやあ日本は?　　　く自己〉

28-28t-T　:日本は,自衛隊は全然違うか

旦且_

[中略]

28'33--T　:はい｡それから,例えば,日

本人同士が結婚してても,アメ

リカ-行ってて,たまたまアメ

リカで赤ちやん産まれた｡その

子をただ産まれましたよ,つて

ほっとくと,その子はアメリカ

の国籍になっちやう｡これは,

あわてて日本人の大使館に行っ

て届けないと｡その子が今度は,

アメリカにも届けるし,日本に

も届けるから,ある年齢になる

まではお母さんの国籍でもって

最後は自分で選べる｡で,たま

にいるのが飛行機の中で産まれ

る子ども｡これは,その飛行機

が,どこの国の飛行機かで決ま

ります｡

[中略]

29-12--寺内.岡本:え-一やだ-｡　く自己〉

29'14M矢野:いいじやん,ハワイだったら

ハワイ生まれ｡　　　　く自己〉

[中略]

:だから,ねえ-州原則は,親

がまずどこかで決まるんだよ｡

はねえ,アメリカは,ある決ま

った年齢になると兵隊に行かな　29'26"T

きやなんないという法律がある

んです｡

28-12--c ∩ :わー｡

[中略]

28'22-'小島:なんで,兵隊に行かなくちや

ならないの?　　　　　く自己〉

28*23--T　:それは法律だから｡自分たち

の国は兵隊つくって守るって決

まりがある｡

それからは,今,芹輝くんが質

問したのは,どっちの土地にな

るか,　,それからどこに届

けでるかで決まるんだよ｡だか

ら両方にまたがっている家は何

がかかるかっていうと税金がか

かってる｡

29-45''c　:税金｡　　　　　　　　く対話〉

(次ページ-続く)
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Table 2-20 (前ページからの続き)

:どうして?　　　　　く対話〉

:家を持ってると,家には必ず

税金がかかってますから,そう

するとこっちの土地を,二十平

方メートル持ってるなら,それ

なりの税金をその国に納めなく

てはならない｡こっちは,十平

方メートルなら,十平方メート

ル税金がかかる｡両方はだめな

30'34''T

30-36''T

29-46''c

29-47-- T

んだよ｡めんどくさいから｡

30-ll-'T　:アメリカでは,何州何州何州

でしょ｡ [略]日本では県によっ

てそんなに法律は違わないんだ

けどアメリカは州によって全然

違ったりするから,仙川困っち

やう｡うっかり, ･･日日,そこま

で私は住んでないからわかりま

せん｡

:なんの話だっけ｡領地か｡

:それで,土地の場合はいいん

だけど,その,領海｡ (板書し

ながら)自分たちの国の範囲は,

例えば,こういう土地があって,

周り海の場合｡陸じやないよ｡

海の場合は,この海岸線から沿

って,ここのところを自分たち

の領海っていうんだよ｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡ Cnは複数の子ども｡

仙川は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は両義的な発話｡

点線の下線が引かれている発話は子どもの両義的な発話-の教師の対応｡

実線の下線が引かれている発話は教師の両義的な発話｡

子どもの両義的な発話に付された記号は,次の社会的機能を表す;く思い〉 :思いっき,

くよどみ〉:いいよどみ,く対話〉:対話の志向,く自己〉:自己内対話の顕在化｡
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教師は,本事例の直前に,遠洋漁業のマグロ漁船に｢日の丸｣がつい

ている理由を尋ねたり,日本の遠洋漁業は技術水準が高く漁獲能力が高

いことを外国から非難されていることを説明している｡事例において,

教師は, ｢領海｣に先行して｢領地｣ (25-03--, 25'15'りや｢国境｣ (25-26", 26-16--,

26-26"), ｢国籍｣ (27-ll-　27-22")を取りあげている｡しかし,子ども

には, ｢国境｣という概念の理解も難しいようであった(2605", 26'29")

芹揮(26'32日　26'44")の発話は, ｢国境｣概念の理解に基づく点でフ

ォ.-マルととれるが,ほかの子どもが笑い(26'47")や｢あり得ない｣

との発話(26-49--, 26-50--)で反応していることに示されるように,非

現実的な状態を･仮想している点でインフォーマルともとれ,両義的であ

る｡それまでの教師の説明で生じた自分の疑問を顕在化させたのだろう｡

芹揮の発話に対し,教師が肯定的評価を示したため(26'51"),今度は,

寺内が芹滞の疑問を深め｢国籍｣について質問(27-02'')をした｡寺内

の発話は,国家の領域についての話を受けている点でフォーマルである

が,芹揮(26-32", 26'44日)に同調している点でインフォーマルともと

れ,両義的である｡

教師はこれらの発話を引き継ぎ｢国籍｣の概念を導入し,説明を始め

た｡一連の教師の発話(27-ll'--30-ll-.)は, ｢日本の水産業｣の学習内容

に直接には関係ない｡むしろ,子どもたちの疑問に応えて説話的に展開

され,語りのおもしろさが子どもたちに支持されている点でインフォー

マルともとれる｡同時に｢国境｣, ｢国籍｣, ｢兵役｣などの国家行政の

事象を扱っている点でフォーマルともとれる｡ゆえに両義的である｡

本事例において,教師の両義的な発話は,次の点で話し合いを活性化

させている｡すなわち,子どもの生活と帝離している,領海や国境とい

った行政上の抽象的な概念を, ｢子どもの国籍｣ (27-22", 28-33"), ｢日
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米の徴兵制度の違い｣ (28-04", 28-23--, 28-28日)など,生活レベルの問

題に転換して示している｡しかも,教授としての説明と年長者による知

恵の伝達が編棒した説話的な｢語り｣が用いられている｡その結果,千

どもの発話は,教師-の質闇(27'02'' 28'22'' 28'26'-, 29'46")や,他

者の発話-の感想や意見(28-01日, 29-12", 29-14", 29'45")が中心とな

っている｡自己内対話を顕在化した発話が多いのは,教師の発話を受け,

子どもなりに思考をめぐらしたからであろう｡

以上より,本事例では,抽象度の高い概念の導入にあたり,教師が用

いる説話的な｢語り｣の,両義的なおもしろさが,子どもに支持され,

子どもの両義的な発話を誘発している｡さらに,それに対して教師が両

義的な発話で応えるかたちで,協同的に談話過程を活性化させる点に両

義的な発話の意味がある｡

4.考察

本節では,子どもの両義的な発話の生成と,教師の対応について,吹

のことが明らかになった｡すなわち,一つには,課題解決の活動を進め

るなかで,子ども独自の論理展開や発想に基づいて両義的な発話が生成

され,教師との間に論理展開のズレが生じると,教師はその発話を許容

し対応した｡すなわち,質問をくり返して追究を行いながら教師のねら

いに課題解決を方向づけていた｡二つには,教師の進める授業進行-の

戸惑いや倦怠感から子どもの両義的な発話が生成されると,教師はその

発話に一度は同調したうえで,続けて後続する可能性のある話題を先取

りすることで授業進行の主導権を維持していた｡三つには,抽象度が高

い内容を扱ったため,子どもの発話頻度が減少し,授業進行が停滞する

-143-



と,-教師が自ら両義的なタイプの発話を導入することで,子どもの両義

的な発話を誘発し,授業進行を活性化させていた｡

本節の分析からは次のことが考察される｡

第一に,子どもの両義的な発話の意味についてである｡子どもの両義

的な発話の, ｢課題解決の文脈に沿っているとも沿っていないともとれ

る｣という性質は,次の二点からみてとることができる｡一つには,発

話内容の点からである｡ 《事例1′》でみられた発話にしても, 《事例7》

でみられた発話にしても,内容としては,子どもなりの論理展開や発想

を表出していたが,いずれも課題解決活動から派生したものであった｡

その点で,学級集団としての課題解決の達成に向けた談話進行のなかに

位置づいているといえる｡同時に,発話内容の自由度を拡大させ,連鎖

的に他の子どもの発話を引き出している点で,学級集団の課題解決に貢

献する可能性もある｡二つには,談話-の参入の点からである｡これら

の発話は,教室談話の進行から大きく逸脱することなく生成されていた｡

《事例1′》においては,それまでの教師と子どもによる問答型のやり

とりを踏襲していた｡ 《事例7》においては,それまでの談話進行から

すれば,発声やタイミングの点で異質であったが,後述するように,敬

師の対応によって,談話進行のなかに位置づけられうる範囲のものであ

った｡つまり,子どもの両義的な発話は,制度的装置としての発話順行

性から大きく逸脱することなく生成されているといえる｡同時に,子ど

もが談話進行を考慮しつつ発話を生成し得ているのは,発話順行性が子

どもにもたらす,談話進行の予測可能性であるといえる｡すなわち,発

話順行性に沿っているならば,学級の規範や課題解決の文脈からは多少

の逸脱をしても許容されうるということを子どもは理解していると考え

られる｡そのため,無条件に自分の意志や経験を表出するのではなく,
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学級の場で正当なものと認められるように,発話順行性を参照しつつ発

話を生成している可能性がある｡その点で,両義的な発話は,個人の意

志を直裁的に表出することと,発話順行性を方略として利用しているこ

との双方を暖昧にした発話であるといえる｡教師が子どもの両義的な発

話を引用しつつ談話を進行させているのも,子どもの両義的な発話が,

授業進行を維持し促進する契機を内包しているからであるといえる｡こ

のように,子どもの両義的な発話は,学級集団としての談話の進行を妨

げることのない,行為者としての意志の発現であるといえる｡

第二に,教師による,子どもの両義的な発話-の対応についてである｡

子どもの両義的な発話-の薮師の対応としては,次のことが指摘できる｡

一つには,教師は,子どもの両義的な発話-の対応に発話順行性を利用

しているということである｡例えば, 《事例1′》で教師は,矢野の発

請-の質問のくり返しは,問答型のやりとりを維持し,矢野の論を受容

し,かつ,自らの進めようとする課題解決にも収束させようとしていた｡

｢教師の質問一矢野の応答｣という相互作用を作りだし,発話順行性の

利用によってやりとりを進めることで,矢野との間の意志のぶつかりを

調整しながら自らの進めようとする授業進行に引き戻しているといえる

だろう｡二つには,授業の進行に,子どもの行為者としての意志を利用

しているということである｡また, 《事例7》では,子どもの両義的な

発話に一度同調し,さらに話題を先行させることで授業進行の主導権を

維持していた｡教師は,行為者としての子どもの発話を全面的に否定す

るのではなく,それをうまく取り込むかたちで,自らの発話を構成する

ことで,それまでの談話の進行を遮ることなく,発話権を取得している｡

しかし,教師が子どもの側の両義的な発話に同調したことで,さらに,

子どもからの両義的な発話が起こることも予想される｡そのため,続け
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て子どもから出されうる話題を先取りし,自ら発話することで,発話順

行性を維持しつつ,自らの進めようとする談話進行を実現したといえる｡

以上のように,発話順行性と行為者としての子どもの意志を利用した談

話の進行が,学級としての課題解決の遂行に貢献しているのだといえる｡

このように子どもの発話を抑制するか促進するかということを二者択一

的に決するのではなく,子どもの発話を許容しつつ授業を進めるという,

教師の柔軟な談話管理が授業の進行を支えているといえる｡

第三に,教師自身の,行為者として発話行為についてである｡例えば,

《事例8》では,教師自らが両義的な発話を生成して,談話進行の活性

化を図ろうとしていた｡当初は,教師自身による｢語り｣が比較的長く

続き,子どもたちは相づちや感嘆などをさしはさむ程度であった｡発話

順行性よりも,教師の語りが一時的にではあるが優先されている｡しか

し,次第に,子どもの発話が新たに出現し始め,再び,教師と子どもの

やりとりが再開されている｡教師の導入する語りの内容は,課題解決の

遂行に直接関わりがあるわけではないが,課題解決に関連する知識の提

示となり,子どもからの幅広い発話内容を誘発することで教室談話の維

持や促進に貢献している｡このように,教師の行為者としての語りは,

発話順行性よりも-時的に優先されることで結果的に教室談話を活性化

させている｡この点に,両義的な発話の運用に伴う教師の柔軟な談話管

理が示されている｡

以上のように,両義的なタイプの発話をめぐる子どもと教師との相互

作用は,行為者としての教師や子どもの意志や制度的装置としての発話

順行性-の対応としてなされ,学級集団としての課題解決を遂行してい

るといえる｡このように,参加者の行為と制度的装置-の対応としての

両義的な発話の運用が,学級集団の文化の生成と維持に貢献していると
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いえる｡
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第3節　教師による復唱の教授

的意味(研究3)

1.問題と目的

本節では,集団としての教室談話の生成において,教師は,発話行為

者の意志や制度的環境に対して,どのように対応を行っているのか,と

いうことを明らかにする｡具体的な課題としては,教師による子どもの

発話のくり返しである｢復唱｣が,授業の進行においてどのような機能

を果たしているのか,ということを明らかにし,教授行為としてどのよ

うな意味をもつのか,ということを考察する｡

本節では, ｢復唱｣を,■｢子どもの発話-の応答として生成される,

教師による,子どもの発話のくり返し｣であるとする(以下,教師の復

唱)｡発話内容の再現の厳密性については,言語学研究における次のよ

うな通例にしたがう｡すなわち,言語学研究において,発話の｢くり返

し｣は,もとの発話との物理的同一性は問われず(牧野, 1980), ｢意味

が同じかあるいは類似した別の表現で言い換えること｣ (福地, 1985)

であると定義される｡実際の会話分析においては,言い換えや要約であ

っても,下敷きとなった発話が特定でき,意味が保持されていると判断

されれば, ｢くり返し｣であると判定されている(中田,1992)｡そこで,

本節では,一字一句同じである発話に限らず,要約や言い換え,イント

ネーションの変化があっても,もとになった発話が特定でき,意味内容

を保持していると判断できれば復唱とみなすこととする｡
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従来,言語学研究において, ｢くり返し｣にレトリックとしての機能

や効果があることは認められてきた｡しかし,会話における文や語の｢く

り返し｣は発話の冗長な部分であり(例えば,中野･島津, 1998),非

創造的なものであるとみなされた｡しかし,一方で,言語行為における

｢くり返し｣現象の普遍性を検証し,その機能と構造を体系化しようと

いう試みもある(例えば,牧野, 1980)｡また,会話分析から｢くり返

し｣が会話の冗長度を高めるのではなく,むしろ相互作用の円滑化や進

展,話者間の関係性の強化などの役割を担うことが明らかになっている

(例えば　Tannen, 1989;中田, 1991, 1992)｡

では,授業場面において,教師の復唱は,どのようにみなされてきた

のだろうか｡

教師の復唱は,教授スキルの解明(小金井･井上, 1979)や教師の意

思決定モデルの開発(同根･吉崎1992;樋口, 1995)などの研究におい

て,教師の働きかけに対する子どもの応答-の,教師の対応行動の一部

として着目された｡しかし,これらの研究は,教授行動の点から対応行

動を分類しているため,個別の言語現象としての｢復唱｣については言

及していない｡また,竹下(1964, 1965, 1966, 1967)は,カウンセラー

がクライエントの反応を引き出すために用いる技術である｢リード｣の

概念を援用し, ｢子どもを目標に対して前進させるための働きかけ｣と

再定義したうえで, ｢リード｣の強さという側面から教師の発言型を分

類し,教師の言動が子どもの活動に及ぼす作用を記述,測定する分析シ

ステムを提案している｡ここでは, ｢くりかえし｣は, ｢沈黙｣や｢巡

視｣などと同等の段階に位置づけられている｡つまり,復唱は教授行為

として強い効力をもつとはみなされなかったのである｡

一方,日常会話研究においては, ｢くり返し｣が,文章や会話に語桑
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的な結束性をもたせること(ハリデイ　&ハサン1997;津田,1994)や,

会話における"involvement' (話者が諸に心情的に入り込んだり聞き手

と共感を分かち合うこと)の表出や参加者相互のinvolvementを高める方

策として機能すること(Tannen, 1989)などが明らかにされてきた｡こ

れらの研究が｢くり返し｣の機能として明らかにしてきた｢要点の強調｣

や｢発話量の増加｣, ｢話題の一貫性の維持｣, ｢共感の表示や喚起｣な

どは,学級としての談話進行の円滑化や話題についての理解促進などの

ための教師の発話行為にもみいだされる可能性がある｡

だとすれば,復唱は教室談話においてどのようなはたらきをするのだ

ろうか｡会話研究にお/いては, ｢形状｣と｢機能｣の点から,復唱のは

たらきが明らかにされている｡

まず,形状については,次のことが明らかにされている｡すなわち,

部分的な変更や語句補足を行い,相手の発話を言い換えることによって

聞き手の理解を助けたり,要約することによって話題の収束を図ったり

する(中田, 1992)｡また,語尾のイントネーションを上昇させること

によって,相手の発話の内容を確認したり, yes-no型の応答を引き出し

たり,もとになる発話の撤回や修正を要請したりする(稲木, 1993)｡

さらに,相手の発話の再現によって相手の発話の受信を表明する｡その

際の,復唱に潜在する発話者の意図は,相手の発話-の関与の程度に応

じて,会話-の単なる参加表明から相手の発話-の肯定的評価まで多様

である(稲木, 1993)｡再現によって時間かせぎや間つなぎを図ること

もある(中田,1992)｡以上のように,復唱の形状としては, ｢言い換え｣,

｢語尾イントネーションの上昇｣, ｢再現｣の三つが考えられる｡上述

の日常会話にみられる話し手としての行為は,教室談話の進行の円滑化

を図ろうとする教師によってもなされうる｡よって, ｢言い換え｣, ｢語
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尾イントネーションの上昇｣, ｢再現｣の形状は教師の復唱にもみられ

るだろう｡復唱の形状それ自体は,聞き手にとって顕在的に示されるた

め,子どもにとっては,教師の教授意図を判断するための手がかりとな

りうる｡そうすると,形状に着目することで,子どもは教師の復唱を教

授行為とみなし,どのように対応しているのか,ということが明らかに

なるだろう｡

次いで,機能については,次のことが明らかにされている｡すなわち,

ある特定の発話の復唱が,その発話-の肯定的評価や強調となり,ワキ

の聞き手-の伝達や理解を補助する(中田, 1992)また,復唱には,

話の内容や発話の相手に対する,態度や姿勢を表明する機能がある(中

田, 1992)｡その場合に,相手との一体感や共感を表出する役割を担う

こともあれば(Tannen, 1989),先述のように相手の発話を疑問文にして

復唱することで,疑問のみならず強い否定的評価を表すことがある(棉

木, 1993)｡以上のように,復唱の機能としては, ｢媒介｣, ｢受容｣, ｢疑

問･否定｣の三つが考えられる｡上述の日常会話にみられる復唱の機能

は,授業において子どもの理解促進や評価に向けて教師がとる教授行為

にもみられる｡よって, ｢媒介｣, ｢受容｣,- ｢疑問･否定｣の機能は教師

の復唱にもみられるだろう｡ただし,同一の機能の復唱でも,用いられ

た状況やとられた形状などによって,授業進行や子どもの学習に及ぼす

影響は異なることが考えられる｡そのため,機能については形状や後続

する発話などとの関連で検討する必要がある｡機能に着目することで,

復唱がどのような教授行為として用いられ,授業進行や子どもの学習に

どのような影響を及ぼしているのか,ということが明らかになるだろう｡

以上のように,教師の復唱梓,形状,機能のいずれの点からみても,

学級集団としての課題解決の遂行に向けた談話進行のために用いられて
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いる可能性がある｡さらに,復唱は,特定の子どもの具体的な発話のく

り返しとして生成されているため,復唱に着目することで,教師が,具

体的に,どの子どもの発話をどのように教室談話に位置づけようとして

いるのか,ということが明らかになるだろう｡つまり,教室談話におけ

る復唱の運用に,行為者としての教師の意志も表れる可能性がある｡

近年の談話研究では,発話を行為としてとらえることで,従来,言語

を対象とした研究において冗長であるとみなされ捨象されてきたような

言語現象も,話し手と聞き手との相互行為のなかである一定の役割を果

たしていることが明らかにされた｡例えば　Goodwin (1981)は,夕食

場面の会話の分析から,話し手の発話に出現する｢リスタート｣, ｢ポ

ーズ｣, ｢イントネーション｣といった,発話としては明確な意味内容

を伝達しない言語現象が,聞き手の注視を引き起こすことを明らかにし

ている｡教室談話においても,茂呂(1996a, 1996b, 1997b, 1997d, 1999)

は,教師の｢話し始めの言い違い｣という言語現象が,子どもにとって

は,自由な発話を停止して教師の発話に注目するための手がかりとなっ

ていることを明らかにした｡このように教師の発話には,意味内容の伝

達によってではなく,行為として子どもに何らかの活動を促すような誘

導性を備えたものがみいだされる可能性がある｡

本節で着目する復唱も,意味内容の伝達という点では,既存の情報を

再提示するにすぎないため,教授行為としては教師の意志が明確には表

されない｡だからこそ,誰の発話の,どの箇所を,どのような形状を用

いて復唱したのか,という点に,学級としての課題解決の遂行において,

子ども個人の意志と教師自身の授業進行-の意志との調整に向けて,教

師は,どのように子どもの意志をくみ取り,どのように自らの意志を介

入させ,学級としての談話の進行を管理していこうとしているのか,そ
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の創意工夫をみいだすことができるかもしれない｡

以上より,教師の復唱については次のことが予想される｡すなわち,

教師による子どもの発話甲復唱は,教室談話において冗長なものではな

く,学級としての課題解決の遂行に向けた,教師による談話進行の管理

としての意味をもつのではないだろうか｡また,どの子どもの発話をど

のようにくり返すのか,という点に教師の発話意志が示されるだろう｡

そこで,本節では一斉授業における教師の復唱に着目し,教授行為と

してどのように運用されているのか,ということを明らかにする｡その

際,教師の復唱の｢形状｣, ｢機能｣という二つの次元と｢後続する発

話｣の点からカテゴリーを設定し,数量的に分析を行い,教師の復唱が

形成する発話連鎖の特徴や発話の形状と機能との関連を明らかにする｡

また,教師の教授意図と復唱の運用との関連を見やすくするために, ｢談

話展開上の役割｣について, ｢話題の導入｣, ｢話題の継続｣, ｢話題の収

束｣からなるカテゴリーを設定し, ｢機能｣との関連を検討する｡復唱

が授業の展開上どのような機能をもつのか,ということについては,熊

谷(1997)が一時間の授業展開に位置づけて考察している｡本節では,

特定の話題が維持されている間を一つのエピソードとし,エピソード内

での役割に着目して分類した｡さらに,発話事例の解釈的分析を行い,

数量的分析で明らかになった特徴が,具体的な授業展開においてどのよ

うに表れ,どのような授業展開を形成しているのか,ということを考察

する｡
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2.分析方法

(1)発話の機能のコーディング

教師の全発話を　Table2-21に示すカテゴリーに分類した｡カテゴリ

ーの設定にあたっては, Mehan (1978, 1979)の指摘した｢教師の働き

かけ(Initiation)一子どもの応答(Reply)　教師の評価(Evaluation)｣

という相互行為の構造を援用した　Edwards & Westgate (1994)による

分析枠組みに着目し,さらに,下記のような修正を行った｡すなわち,

I-R-Eの連鎖のうち, E (評価)は教授行為であり,言語的相互作用成

立の基本的要件ではない点で, ⅠやRとは機能の次元が異なる｡そこで,

ⅠとRのみを同次元として扱い,子どもの発話-の評価としてのEはR

の下位カテゴリーとした｡さらに,下位カテゴリーを設定した｡まず,

Ⅰについては,教師の発話の形式を端的に示す｢指示｣, ｢質問｣, ｢説

明｣の三つを設定した｡ Rについては,評定にあたりⅠとの違いが明確

になるよう,子ども-の応答であ_ることが明確に判断できる｢評価｣,

｢復唱｣, ｢返事｣を設定した｡評定者間の一致率は　80.5%であった｡

(2)教師の復唱のカテゴリー分析

教師の復唱を｢形状｣ (Table 2-22), ｢機能｣ (Table 2-23), ｢談帝展開

上の役割｣ (Table2-24),の三点について,カテゴリーに分類した｡評

定者間の一致率は,それぞれ｢形状｣が95.7%, ｢機能｣が82.3% ｢談話

展開上の役割｣が76.2%であった｡　さらに,教師の復唱に後続する発
＼

話を,発話者別に分類した(Table2-25)評定者間の-敦率は97.5%で

あった｡
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Table2-21教師の発話の機能のカテゴリー

カテ ゴリー 定 ■ 義 発 話 例

働

き

か

け

的

機

能

〈指 示〉 行 為 自体 を要求 ●下に棒 グラフあるよねえ0 (棒 グラフを見なさい)

している○ ●それで, 教科書○ (教科書 を見な さい)■
●はい, まだあるかな ? (他の意見を言いな さい)

●誰か, 発表 して0

●はい, 社会の , 日本のとこへ戻つてきます○
(話題 を日本の ことに戻 しなさい)

●一人当た りが食べ る量が多い国を調べま しよう0

●あなたたちの地 図帳, 世界地図のつてま した よね○

どこで見 ようかな0 一番後ろで見たほ うがいいのか
■な0

〈質 問〉 回答 を要 求 して ●中華人民共和国 より多いのは, ないみたい ?

いる0 ●人 口どれ くらいか知つてる ?

●中華人民共和国つてい うのは, 人 口が○
(何人か とい う回答を要求 している)

〈説 明〉 〈指示〉, 〈質問〉 ●獲れ る量は少ない, 多 くないんだけれ ども,食べ る,

以外の働 きかけ○ 量は多いんだ0
学習 内容の解説 , ●いつぱい獲れていつばい食べてる国は 日本 だけです
学 習の進 行 な ど か○ (子 どもの出 した意見をま とめ直す)

についての発話○ ●中華人民共和国と日本 を比べた と0 そ した ら共通 し
てい るのは ? / 両方 どちらもいつばい獲れ ると○

(この発話 の前に, 子 どもが｢共通 している｣ ことを意
見 として述べてお り, ここでの ｢共通 しているのは｣

とい う発話は, 解答の要求ではなく, 子 どもの意見

のま とめであ､つた)

応

答

め

〈評 価〉 教 師 の評価 を示 ●ああ, な るほどね0
す 0 ｢評価 ｣ とし ●なるほどね○だから水揚 げ量な ら食べ られない0 そ

かい え ない よ う うい うこと?

な発話○ (評価機 ●それは, 違 うよ○
能をもつ) ●C ‥サケはおにぎ りとか0

T : と, いうふ うになるんだけれ ども0 〈評価〉

〈復 唱〉 子 どもの発話 を ●C ‥あれー, 食べ る量0

く り返す ○ T :食べ る量○ 〈復唱〉

●C ‥トロ, トロ○
T : トロ? 〈復唱〉

機

能

●C ‥蒲鉾 0

T : 蒲鉾 にす る0 〈復唱〉

〈返 事〉 〈評価〉, 〈復唱〉 C 1 ‥魚 の獲れ る量は, 教科書の36ペー ジに○
以 外0 相づ ちや T : うん0 〈返事〉

間合い どりな ど C 1 …‥食べる量が世界一だか ら‥‥‥0
(子 どもの発話 に挿入 された間合い どり)■

●C ‥先生 , こつちにも書 くの ?
T : え ? 〈返事〉

(突然 , 子 どもに声 をかけ られて, 驚き, 聞き返す)

注:応答的機能の欄で強調している発話は,当該のカテゴリーが付与される発話の例である｡
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Table2-22　教師の復唱の形状のカテゴリー

カテゴリー　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　発　話　例

(言い換え) 子どもの発話に

語句を付加した

り,一部分だけ

をとりあげたり,

要約したりする｡

(イワシの消費量が多いことの根拠を探している)

T　:資料集の40ページ｡ [略]右下のグラフ｡

寺内:それは水揚げじやん｡

T　:水揚げ｡ (一反復)

寺内:食べてない｡

T　:水揚げ量じや食べてないんじやないか｡

(一言い換え)

(語尾イント　子どもの発話の　(日本人が食べている魚の名前を挙げている)

ネーションの　語尾のイントネ　原田:サケとかサンマとか｡一般的にI､う｡

上昇)　　　　　-ションを上げ　　T　:一般的にいうサンマ?

疑問形にする｡　　　　(一語尾イントネーション上昇)

(再　現)　子どもの発話を

そのままく　り返

す｡

(地図帳で,グラフに載っている国を調べている)

矢野:先生,むなしい名前がある｡ボン｡

Cn:(笑う)

矢野:ボン｡

T　:ボン｡ (一再現)

T　:ドイツ｡

注:強調している発話は,当該のカテゴリーが付与される発話の例である｡
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Table2-23　教師の復唱の機能のカテゴリー

カテゴリー　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　　発　話　例

(媒　介)　ある子どもの発　(日本の漁獲量が世界第二位の理由を話し合っている)

話をほかの子ど

もや学級全体に

向けて言い直す｡

原田:缶詰にしているから｡

T　:缶詰にしているから｡ (-→受容)

園田:缶詰にしているから多いのか?

T　: [原田に]缶詰にしてるから多いのか?って｡

(-媒介)

(受　容)　子どもの発話に

対し,肯定的評

価を示す｡

(日本の漁獲量が多い理由を考える授業の導入)

T　:川島くん｡なんでだと思う?

川島:日本人は魚が好きだから｡

T　:ああ,好きだから｡ (-受容)

T　:食べるから｡

(疑問･否定)子どもの発話に　(中国の人口や国土面積について調べている)

対し,聞き返し　T:･･-･中華人民共和国って,人口が,

たり,否定的評　C:十一万｡

価を示す｡　　　　T :十一万? (-→疑問･否定)

C:え,違う違う｡

注:強調している発話は,当該のカテゴリーが付与される発話の例である｡
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Table 2-24　教師の復唱の談話展開上の役割のカテゴリー

カテゴリー　　　定　　義　　　　　　　　　　　　　発　話　例

(話題の導入)新たな話題展開の

きっかけをつく

る｡

(話題の継続)当該の話題に関し

て,子どもの発話

を明示的暗黙的に

促し,話題の継続

を図る｡

(話題の収束)当該の話題の収束

を図る｡

(漁場について話し合っている)

屋敷: [魚が]来ない場所だったらどうするの?

丁　:来ない場所だったらどうするんだ?って｡

(-話題の継続)

園田:ほかのところ-移動する｡

T　:ほかんとこへ移動する｡　(-話題の導入)

T :魚が来るところ来ないところ,どうやって見

つけんだろう?

※ ｢ほかんとこ(魚がいるところ)-移動する｣とい

う復唱から,漁場を探索する方法についての話題

へと転換した｡

(主要国の漁獲量と消費量のグラフを比較している)

T :それで,なにが大きく違ってたって?

矢野:あれー,食べる量｡

T　:食べる量｡　　　　　　　　(-話題の継続)

T　:食べる量が?

矢野:なんか,中華人民共和国,載ってないよ｡

T　:載ってない｡　　　　　　　(-話題の収束)

T　:なるほどね｡

注:強調している発話は,当該のカテゴリーが付与される発話の例である｡
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Table 2-25　教師の復唱に後続する発話のカテゴリー

カテゴリー 定 義 発 話 例

戟

節

〈指示〉

〈質闇〉

〈説明〉 T able 2-2 1参 照

■〈評価〉

〈返事〉

(該当なし)

千

ど

も

〈補足説明〉 子 どもによる補足 (漁獲量と消費量の多さが不一敦の国がある理由

説明0 を話 し合つている)

T ‥いつぱい獲れないのは周 りに海がないのと

寺内 ‥輸入をしてるから○

丁 :輸入をしてるんじやないのか0

寺内 :中華人民共和国は, 獲つてるけどさあ, ど

つかに送つちやつてるから, (→補足説明)

〈単純応答〉 子どもによる同調 (日本の漁獲量が世界第二位の理由を話 し合つて

や反論, 返事0 いる)

矢野 :網で魚をいつぱい獲つているから0

T :網で魚をいつぱい獲つているから0

矢野 : うん○ (→単純応答 : 同調)

(日本の漁獲量が世界第二位の理由を話し合つて

いる)

斉藤 ‥日本人は魚を釣るのが うまいから0

T = うまいだろうつて0

原田 :下手な人もいる0 (一→単純応答 ‥反発)

矢野 :下手な人もいるよ0

注:強調している発話は教師の復唱である｡実線の下線が付されている発話は,当該のカ

テゴリーが付与される発話の例である｡
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(3)発話事例の解釈的分析

発話が生成された文脈を含めて,観察された事態について読者が把握

できるようにするために,次の手順で分析を進めた(1)事例における

学習課題を明示した｡ (2)事例における教師のねらい,子ども-の要求

を明示した(3)事例における発話の流れを明示した(4)事例で着目す

る教師の復唱が,なぜ生成されたのか,ということを談話の展開に即し

て述べた｡ (5)事例において,教師の復唱がどのように機能しているの

か,ということを,どのエピソードをとりだしても成り立ちそうな(無

藤, 1997)範囲で解釈し,述べた｡ (6)事例において,復唱が生成され

たことで果たした意味を考察した｡ (7)筆者の解釈について,対象授業

の観察に参加した調査協力者によるチェックを受けて,修正を加えた｡

3.結果

(1)教師の発話における復唱の位置

教師の全発話をTable 2-21のカテゴリーごとに分類した(Table 2-26)｡

総発話頻度の20.2% (245回)が応答であった｡さらに,応答のうち復

唱は67.8% (166回)を占めた｡対象授業の授業者(以下,教師)は子

ども-の応答としては,復唱を多用しているといえる｡

(2)復唱の形状と後続する発話との関連

復唱の形状ごとに,後続する発話を分類した(Table 2-27)｡復唱のう

ち84.3%には後続する発話があった｡授業において復唱は,教師や子ど
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Table 2-26　教師の発話の機能

機 能

働きかけ的機能(Ⅰ)

■
指示 質問 説■明 … 計

応答的機能 (R ) 合

計

評価 復唱 返事 計

頻 度 366 229 374 969 58 166 21 245 1214

出現率 (30.1) (18.9) (30.8) (79●8) (4.8) (13.7) 1.7) (20.2)

く37.8〉 く23.6〉 く38.6〉 く23.7〉 く67.8〉 く8●6〉

注)出現比率のうち,上段は総発話頻度(1214)に対する各機能の出現率(%)｡

下段は上位カテゴリー別の合計(1:969, R:245)に対する各機能の出現率　%),
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Table 2-27　教師の復唱の形状と後続する発話との関連

後続

形状

教 師

指示 質問 説 明 ■評価 … 計

III

子 ども 後続

な し 合 計
補足 単純

説 明 応答

計

言 い換 え
11 24 49 14 6 20 6■ 75

[45■2]

(6.7) (14 .7) (32 .0) (12.0) 65.3

く5 1.0〉

8一0) (26●7 )

く45 .5 >

(8■0)

く23 .1〉

語尾 上昇
11 0 23 13 1 14 8 45

[27.1]

(6●7) (20●0 ) (24●4) (0●0) (5 1.1)

く24 .0〉

(28.9) (2.2) 3 1.1

く3 1.8〉

17 .8

く30 .8〉

再 現

10 13 0 24 6 4 10 12 46

[27●7 ]

(2.2) (21.7 ) (28 .3) (0 .0) (52●2 )

く25 .0〉

(13.0) (2 1.7 )

く22 .7〉

(26 .1)

く46ー2〉

合 計 30 48 96 33 11 44 26 166
(18.1) (28 .9 ) 57 .8 (19●9) (6■6) (2 6●5) (15●7 )

注) ( )内の数字は,復唱の形状別合計に対する,後続する発話の種類ごとの出現率(%)｡

く　〉内の数字は,後続する発話の発話音別合計(後続なしも含む)に対する,復唱の形

状ごとの出現率(%),

[ ]内の数字は,復唱の総出現頻度(166)に占める復唱の形状ごとの出現率(%),
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もから何らかのかたちで対応されている点で,教師や子どもの間で何ら

かの意味がみいだされていることが示唆される｡

後続する発話の合計を発話者別に比較すると,子どもが43回(26.2%)

で教師が96回(57.8%),後続発話なしが26回(15.7%)であり,敏師の

復唱には教師の発話が後続する頻度が高い(z -19.31, d)fcl, p<.01)

復唱は,明示的には子ども-の発話要求となりにくく,教師の教授方略

により利用されている可能性がある｡

教師の発話が後続する場合は, (説明)の出現頻度が高く(x2=44.25,

df=3, p<.0¥),教師による後続発話全体の50.0% (48回)を占める｡こ

のことは,特に(言い換え)で顕著である　Or'=16.55, df=3, p<.Ol)

教師は, (言い換え)をした場合, (指示)や(質問)によって新たに

子どもの発話を引き出すというよりも,むしろ,解説や新たな話題の提

示など,自らが(説明)を行うための契機を得ているといえる｡さらに,

(語尾上昇)に(評価)が後続することはない｡教師は,語尾のイント

ネーションを上昇させて復唱を行うことで,明示的な評価行為が後続す

ることを回避している可能性がある｡

子どもの発話が後続する場合には,学習内容についての(補足説明)

の出現頻度が(単純応答)よりも高く(* -".a), <y=¥, /K.OD,千

どもによる後続発話全体の75.0%を占める｡教師の復唱は,子どもから

学習内容に関する発話を引き出すことが多い点で,学習の展開に寄与し

ているといえるだろう｡なかでも, (語尾上昇)には(補足説明)が後

続する頻度が圧倒的に高い　Or'=10.29, dfO p<0｡語尾イントネ

ーションの上昇によって,復唱自体が暗黙的な発話要求となるため,千

どもは必然的に自らの意見を再提示することになるのだろう｡

以上より,復唱は教師にとっては教授行為の契機となったり何らかの
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教授行為の代替行為となっているといえる｡また子どもは,形状の違い

から教師の教授意図を読みとっている可能性がある｡

(3)復唱の機能と後続する発話との関連

復唱の機能ごとに後続する発話を分類した(Table 2-28)｡

復唱の機能としては(受容)の出現頻度(77回, 46.4%)が最も高い

U2=13.46, cp*l, p<.01)とりわけ,この傾向は教師の発話が後続

する場合において顕著である　U2=13.00, dj*2, p<.Ol)｡教師は,復

唱によってとりあえず(受容)を示したうえで,自らの働きかけを行う

ことが多いといえる｡また, (疑問･否定)には教師の(評価)が後続

することはない｡復唱の~機能自体が評価的であるために,評価について

の発話が重複して後続しなかったのではないかと考えられる｡

また, (媒介)には,子どもの(単純応答)が後続する頻度が,ほか

の機能に後続する(単純応答)と比べて高く(z -l-T), 0 jK-01),

子どもの(補足説明)とほぼ同数である｡ (媒介)は,学級全体に対し

て,先行する発話の拡声を果たしており,子どもには積極的な関与の契

機がみいだせない場合が多いのではないかと考えられる｡そのために,

子どもは,賛否や個人的な感想の表明にとどめがちであるといえる｡一

方で, (受容)と(疑問･否定)には, (補足説明)が後続する頻度が

ノ圧倒的に高い((受容) z =9.41,df=l,p<M (疑問･否定) x -8.33,

df=l, /K.01)先行する発話が受容されたために,子どもはさらに受

容されることを予想して発話を続けたり,自らの発話の再提示や再考が

求められたために,補足説明や再説明を行っているのだと考えられる｡

以上より,復唱は教師の働きかけや評価といった教授行為を担うこと
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Table 2-28　教師の復唱の機能と後続する発話との関連

後続

機能

教 師 子 ども 後続

な し 合 計
指示 質問 説 明 評価 計 補足 単純

説 明 応答

計

媒 介
12 28 7 8 15 6 49

[2 9■5]
(8.2) (16 .3) (24 .5) (8.2 ) (57.1)

く29 .2〉

(14 .3) (16.3 (30●6)

く34.1〉

(12●2)

く23 .1〉

受 容

15 26 48 15 2 17 ■12 77

[46●4]
(2 .6) (19 .5) (33.8) (6.5) (62●3)

く50 .0〉

(19.5) (2.6) (22 .1)

く3 8.6〉

■(15■6)

く4 6.2〉

疑 問 ● 10 0 20 11 1 12 8 40

[24 .1]
否定 (7.5) (17.5) (25 .0) (0 .0 ) (50.0)

く20.8〉

(27.5) (2 .5) (30●0 )

く27 .3〉

(20●0)

く30.8〉

合 計 30 4 8 96 33 11
■… 44 26 166

(5.4) (18 .1) (28.9) (5.4 ) (57.8) (6.6) i(26.5) (15●7)

注)( )内の数字は,復唱の機能別合計に対する,後続する発話の種類ごとの出現率(%)｡

く　〉内の数字は,後続する発話の発話者(後続なしも含む)別合計に対する,復唱の機

能ごとの出現率(%)｡

[ ]内の数字は,復唱の総出現頻度(166)に占める復唱の機能ごとの出現率(%),
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があると考えられる｡また,子どもの発話生成は復唱の機能に応じて促

進されたり抑制されたりしている可能性がある｡

(4)復唱の形状と機能との関連

復唱の形状ごとに復唱の機能を分類した(Table 2-29)｡

(言い換え)の機能は, (媒介)と(受容)のみである｡教師は, (言

い換え)を(媒介)として用い,子どもの発話をそのままではなく自ら

の教授意図に沿った言い回しやほかの子どもの理解を促すような発話-

と変換して学級全体に公表しているのだと考えられる｡また, (言い換

え)を(受容)として用いることによって,多少の不充分さであれば補

足したり,冗長であれば省略し,要点だけを抽出して受容しているのだ

と考えられる｡いずれにしても,子どもに対して否定的評価を与える際

には(言い換え)は用いられないといえる｡

(語尾上昇)の機能としては, (否定･疑問)の出現頻度(45回申40

回)が圧倒的に高い　0^=62.80, J/=2, p<m)｡教師は,語尾イント

ネーションを上昇させた形状の復唱を行うことで,子どもに否定的評価

を伝えたり発話の再検討や再提示を要求しているといえる｡

(再現)の機能は, (媒介)と(受容)のみであるが,とりわけ(受

容)の頻度が高い　0^=8.70, df=l, /K.01)｡教師は, (媒介)や(疑

問･否定)ほど明示的に意図を示さないまま発話をくり返すことで,と

りあえずの受容を示しているといえる｡

以上より,教師は,教授意図に応じて復唱の機能と形状との組み合わ

せを使い分けているといえる｡
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Table 2-29　教師の復唱の形状と機能との関連

機能

形 状

媒 介 受 容 疑 問●否定 合 計

言い換 え

35 4 0 0 75

く45 .2〉

(46 .7) (53.3) (0.0 )

く2 1.1〉 く24.1〉 く0●0〉

語尾上昇

4 0 4 5

く27.1〉

(2 .2) (8.9 ) (88.9)

く0●6〉 く2 .4 > く24.1〉

再 現

13 33 0 46

く27 .7〉

(28.3) (7 1.7) (0○0)

く7●8〉 く19.9〉 く0.0 >

合 計 49 77 40 166

〔29 .5〕 〔46 .4〕 〔24.1〕

注)( )内の数字は,復唱の形状別総計に対する,機能ごとの出現率(%)｡

く　〉内の数字は,復唱の総出現頻度(166)に対する出現率(%),
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(5)復唱の機能と談話展開上の役割との関連

復唱の機能ごとに復唱の談話展開上の役割を分類した(Table 2-30)

ところ,両者の間に有意な連関がみられたGr2=32.27, df=4, B<.01)｡

復唱は談話進行上(話題の継続)の役割を担うことが多い(166回申81

回, 48.8%)が, (話題の収束)や(話題導入のきっかけ)の合計は85

回(51.2%)とほぼ同程度である｡教師は,自らのねらいに沿って授業

を展開させるために復唱を用いている可能性がある｡

(媒介)は, (話題の導入) (49回申21回)と(話題の収束) (49回申17

回)としての役割を担う頻度が高くなっている｡教師は,子どもの発話

のなかから特定の発話をとりあげて学級全体に向けて言い直し,学級全

体での共有化を図ることで,当該の話題の結論を提示し子どもの発話を

抑制しようとしているのであろう｡そして,その後で,話題を収束させ

たり,新たな話題-の移行を図るなど,授業の展開を行っているのだと

考えられる｡

(受容)は, (話題の継続)としての役割を担う頻度が最も高い(77

回申38回)｡教師は,受容的な雰囲気を作り出し,子どもの発話を促し

ているのだと考えられる｡

(疑問･否定)は, (話題の継続)としての役割を担う頻度が圧倒的

に高い(40回申32回)｡上述の(受容)とは対照的に, (疑問･否定)は

子どもに対する発話の再提示や再考を促すなど暗黙的な発話要求となっ

ているため,当該の話題に子どもの発話を焦点化させることなどによっ

て話題を継続させる役割を担っているのだと考えられる｡

以上より,教師の復唱は,授業の展開や子どもの学習の進行に向けら

れた教師の教授行為として機能しているといえる｡
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Table 2-30　教師の復唱の機能と談話展開上の役割との関連

役割 話題 の 話題 の 話題 の 合 計

機 能 導 入 継 続 収 束

媒 介

2 1 11 17 49

く29.5〉

一(4 2.9) (22 .4 ) (34 .7 )

く12.7〉 く6●6〉 く10 .2〉

受 容

24 38 15 77

く46 .4〉

(3 1.2) (4 9.4 ) (19 .5 )

く14 .5〉 く22.9〉 く9●0〉

疑 問 ●否 定 32 7 40

く24 .1〉

(2.5) (80.0) (17 .5 )

く0●6〉 く19.3〉 く4●2〉

合 計 46 8 1 39 166

く27.7〉 く4 8.8〉 く23.5〉

注)( )内の数字は,復唱の機能別総計に対する,談話展開上の役割ごとの出現率(%)｡

く　〉内の数字は,復唱の総出現頻度(166)に対する出現率(%)｡
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(6)教師にとっての復唱運用の意味

以下では,事例の解釈的分析により,授業者の復唱が教授行為として

どのような役割を担っているのか,ということを考察する｡

①　明示的評価の回避

教師の復唱は,子ども-の明示的評価の回避に用いられることがある｡

《事例9》 (Table2-31)は,第7時における｢栽培漁業センター｣の

役割を主題とする授業のなかでも,教師(35-57--)の主発問に示される

ように, ｢人工漁礁の役割は何かを考える｣という課題に取り組んでい

る話し合い場面である｡

本時の学習内容は｢栽培漁業センター｣の役割,すなわち,水産資源

のふ化,成長,などを管理し,繁殖や保護を行うことについてである｡

《事例9》で主題となっている人工漁礁について,教師は,前時にお

いてTable 2-32に示すような説明を行っている｡

つまり,教師は,人工漁礁は魚の｢すみか｣ (34-19り　であり,外敵か

ら保護されるので｢安心して育つことができる｣ (34'44")と説明して

いるのである｡そこで,本事例における教師のねらいは,前時の復習と

して,人工漁礁の役割を確認することであったのだろう｡

しかし,本時における,園田(36-01-I)の応答は,教師のねらいに反

して,魚を｢集める｣であった｡教師(36'03-I)は,園田の発話を二度

(再現)した｡教師がここで復唱を行ったのは,園田(36'01")の発話

-の明示的評価の回避のためであると考えられる｡

園田の発話は前時の教師の説明には基づいておらず,人工漁礁の役割

を正しく示してはいない点で肯定的評価を下すことはできない｡ただし,
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Table 2-31　《事例9》第7時｢栽培漁業｣ 35-57-I-36-30'-の

トランスクリプト

第7時では,栽培漁業の仕事や施設の役割を主題とする課題解決が行われた｡

子どもには栽培漁業についてのワークシート｢栽培漁業のようすをまとめてみよ

う｣(論文巻末の資料2-12参照)が配布された｡ワークシートには,栽培漁業セン

ターの施設(海中飼育施設,人工漁礁,餌をまくロボットなど)についてのイラ

ストが掲載されていた｡子どもは,個人個人で,教科書や資料集を参照しながら

イラスト上の施設に名称やその役割を記入した｡ 《事例9》は,学級全体で作業

結果を話し合う場面であり,人工漁礁をめぐるやりとりである｡

35-57"T　　はい｡人工漁礁はなんのためにこれしてあるの?

36-01日園田:魚を集める｡

36-03"T　:集めるため｡集めるため｡

3610"T　　もう一回聞くよ｡人工漁礁ってなあに?

36-ll--C　:魚の,

く再現/受容/収束〉

く質問〉

36-12--T　:すみか｡

3613--矢野:魚のすみかをつけて,育てさせる｡

36-15--T　:すみかをここで作っといてやれば,魚は?ここで?

36'21--片山:安心｡

36-23-一丁　:安心して暮らしていけるだろう｡　　　　　　　く言換/媒介/収束〉

36'25''T　:というのも,すむ場所｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　く説明〉

36-30--T　:それから,餌をまくロボットはなんのためにあんの?

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡

仙川は聞き取り不能｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は復唱｡下線が引かれている発話は教師の復唱に後続する発話｡

復唱と後続する発話に付された記号は,次のカテゴリーを示す;

く言換〉:言い換え,く再現〉:再現,く媒介〉:媒介,く受容〉:受容,

く導入〉 :話題の導入,く継続〉 :話題の継続,く収束〉 :話題の収束,

く質問〉 :復唱に後続する教師の質問,く説明〉 :復唱に後続する教師の説明｡
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Table2-32　《事例9'》第6時｢ハマチ養殖｣ 33-57---34-447-

のトランスクリプト

33-57--教師: (片山のほう-来る) ｢人工漁礁｣っていうんだよね｡

34-01--教師:あのさあ,魚礁の発想ってのは,よく,あの-,船が沈没して海に

沈んだままになってる場合あるじやない｡引き上げられないで｡そこ

んところが,魚たちのい-いすみかになってることがあるんですよ｡

34-16日C　:知ってる｡

34-17--寺内:そういう話とか,聞いたことがある｡

34-18'-C　:NHKで｡

34-19"T　:だから,わざと,こういった,すみかになるようなものを海の中に

沈めといて,ね,魚がそこで育つようになってる｡

34-29日天野:なんで,こんなすみかが好きなんだろう｡

34-31"藤村:先生｡

34'32"T　　だから,なぜだと思う?

34-33--屋敷:ウツボにおそわれる｡

34-34-1藤村:だからさあ,その育った魚はあとで網で･･-･｡

34-37"寺内:危険じやないよ｡

34-38"矢野:その魚は,テレパシーだった｡

34'44"T　:魚にとっては,やっぱ安全な場所っていうのがあるんだよねQ　大き

な魚にとられないところがね｡さすがにクジラとかサメならここに

来たって大丈夫だろうとかね｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡

･--は聞き取り不能｡ ( )内は行為｡
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｢集める｣ということば自体は,魚を誘い込むという｢仕掛け｣や｢網｣

など漁法のはたらきを指しているとも, ｢大量の魚を一括して管理する｣

という栽培漁業センターのはたらきを指しているともとれるために,不

適切であると断じることもできない｡あるいは,配布されたワークシー

ト上の,人工漁礁の周囲に多くの魚が集まっている様子が描かれている

という表現上の特徴のため,人工漁礁の役割について理解していても,

イラストから受ける印象が優先されて発話された可能性もある｡そのた

め,教師は園田の発話を明確には否定も肯定もせず,自ら(再現)する

ことでとりあえずの(受容)を示す,というように明示的評価の回避の

ために復唱をしているのである｡教師は,この復唱を行うことで,結果

として, ｢人工漁礁の役割は何か｣という当初の(話題の収束)を図っ

ている｡続けて,教師は, ｢人工漁礁とは何か｣を問う発話を行い(3610"),

｢すみか｣であると教師自身が発話し(3612--),人工漁礁を主題とす

る課題解決を終結に向かわせようとしている｡

その後,教師(36-15一っ　が, ｢人工漁礁を魚のすみかとすることの意

味｣を問うと,片山(36-21")は｢[魚にとっては]安心｣であると答

えた｡これに対して教師(36'23")は,片山(36-21")の発話の(言い

換え)を行って自らの発話に引用し,学級全体に向けて(媒介)してい

る｡片山の発話内容が教師のねらいに応じ, 《事例9′》における教師

の説明のなかの｢安全｣ (34-44")とほぼ同義であると判断したのだろ

う｡また,この復唱で,ある特定の子どもの発話の学級全体に向けたこ

とが,子どもに対する正解の提示にもなっており,子どもの発話の後続

を抑制し, (話題の収束)の役割も担っている｡続けて,教師は, ｢す

む場所｣ (36-25")と発話し, ｢すみか｣であることを強調して,次の課

題である｢餌をまくロボット｣の話題に移った(36'30-I)0
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以上より,教師は,復唱を,子どもの発話-の明示的評価の回避に用

いているといえる｡

②　授業進行の主導権の維持とテンポの調整

授業者の復唱は,授業進行の主導権の維持に用いられることがある｡

《事例10》 (Table 2-33)は,第2時における｢日本の漁獲量が世界第

二位であることの理由｣について考える課題解決のなかでも,教師が,

｢缶詰にするこ′との利点｣に気づかせようとしている場面である｡

本時の課題は,日本の漁獲量が世界第二位であることの理由を明らか

にすることであり,原田の｢缶詰｣という意見も,その理由として応答

されたものである｡しかし,前節《事例7》ですでに述べたように,教

師の求める正答は近海の海流の影響(21-55--, 22-07,っ　や漁法の発達

(26-35--)などであり, ｢缶詰｣は正答ではない｡しかし,教師は原田

の意見をとりあげ,資料集にも記述があることをほかの子どもに確認さ

せ(30-05-30-18--),話題を保存方法に切り替えた｡その理由としては,

教師はインタビューにおいて,子どもたちが互いにあら探しをし合う傾

向を憂慮しており,改善を試みたのではないかと考えられる｡事実,原

田の発話は,笑い(29'21--)や皮問(29'24'り　で反応されている｡

教師は,缶詰にすることめ利点を子どもに質問した(30-43.り｡する

と,小島(30-53")から｢保存｣ということばが示された｡そこで,小

島の発話を(受容)し, ｢利く｣という語句を｢できる｣に切り替えて

(言い換え)を行い, ｢保存｣について(話題の導入)を行った(30-55'り｡

次いで,魚は保存が難しいのだと説明し(31'04"),そのまま放置す

るとどうなるかと子どもに尋ねた(3117")｡教師は, ｢魚は保存が難し
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Table2-33　《事例10》第2時｢日本の漁獲量が世界第二位

のわけ｣ 30-43---31-43--のトランスクリプト

第2時では,日本の漁獲量が世界第二位であることの理由について考える課題

解決が行われた｡子どもはそれぞれが,教科書や資料集,地図帳などを用いて課

題に取り組んだ｡ 《事例10》は,本時の琴題についての学級全体での話し合いの

なかでも, ｢缶詰にしているから｣という原田(29-18…)の意見をきっかけに,教師

が｢保存方法｣についての理解を促そうとしている場面である｡

30'43"T　: [略]缶詰にすると,いいことってなんなんだろう?

30'50"片山:冷凍保存｡

30-53"小島:保存が利く｡

30-55-一丁　:保存ができる｡ く言換/受容/導入〉

30-58-'C　:うまい｡

31-04"T　:魚にとって保存っていうこと｡これは,非常に,難しい種類で,

く説明〉

31-17--T　:ほっとくと?

31-18-一矢野:腐っちやう｡

31-20-一丁　:その腐り方も,

31-22--T　:野菜に比べたら?

31-24--C　:臭い｡

31'25'-T　:臭いわ,

31-27--T　:腐りやすいスピードっていうのは?

31-28--矢野:早い｡

31-29--丁　:早い｡

31'30--C　:臭い｡

31-32--T　:非常に腐りやすい｡保存しにくい｡ものなのね｡

く言換/受容/継続〉

く質問〉

く言換/受容/継続〉

く質問〉

く再現/受容/収束〉

く説明〉

31'43-'T　　　この間, ｢冷蔵庫だけでは保存能力に限界があるので缶詰も必要だ｣

との説明]保存が利く方法があるから,魚をたくさん獲ってきても大

丈夫なんだよ｡原田さん｡ね｡

凡例:子どもの名前は仮名｡ Tは教師｡ Cは発話者不明の子ども｡

( )内は行為｡ [ ]内は調査者による補足説明｡

強調されている発話は復唱｡下線が引かれている発話は教師の復唱に後続する発話｡

復唱と後続する発話に付された記号は,次のカテゴリーを示す;

く言換〉:言い換え,く再現〉:再現,く受容〉:受容,

く導入〉 :話題の導入,く継続〉 :話題の継続,く収束〉 :話題の収束,

く質問〉 :復唱に後続する教師の質問,く説明〉 :復唱に後続する教師の説明｡
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､い｣ということの理解を促すために, ｢魚を常温で放置する一腐る｣と

いう,日常的な経験に基づく発話を子どもから引き出そうとしたのだと

考えられる｡

教師の問いかけに対し,矢野(31-18")からは｢腐る｣という発話が

あった｡教師は,矢野の発話を(受容)し,次のように(言い換え)を

行った(31-20")｡まず,文頭に｢その｣という指示語を置き,矢野の

発話との関連を明確にすることで(受容)を示し, ｢腐る｣を｢腐り方｣

と変換することで,腐敗の過程に着目させようとしたのであろう｡教師

は,この復唱に,腐りやすさについて野菜との比較を要求する質問

(31-22")を続けており,結果として, (話題の継続)の役割を担って

いるといえる｡

それに対して,子ども(31-24")からは, ｢臭い｣という発話があっ

た｡この発話は, ｢クサリ(方)｣ - ｢クサイ｣と頭韻をふんだ発話か

ら音を引用したのと同時に,魚の腐敗臭の想起から生成されたのだと考

えられる｡それゆえ,この発話は野菜と魚の腐敗臭を比較しているとも

とれるが, ｢腐りやすさ｣を比較させたいという教師のねらいに直接的

に沿っているわけではない｡加えて,音の類似性に着目したことば遊び

的な発話であるため,ほかの子どもからも呼応して同様の発話が発せら

れる可能性があった｡事実,同様の発話が後続しそいる(3130")｡そ

こで,教師は, ｢臭い｣を引用し(受容)したうえで,語尾に｢わ｣と

いう詠嘆を表す助詞を加えて(言い換え)を行った(31'25")｡上述の

ように｢臭い｣という発話が野菜との比較に基づいている可能性がある

ため明示的な否定を避けたのだと考えられる｡加えて,子どもの発話を

引用して助詞を付加し,若干誇張した表現に言い換えることで,子ども

のことば遊び-の同調を示した｡しかし,そのまま腐りやすさについて
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の質問を続け(31'27"), (話題の継続)を図ることで,自らのねらう授

業進行に軌道を修正しており,授業進行の主導権を維持しようとしてい

る｡結果的に,矢野(31-28")から｢[腐り方が]早い｣という教師の

ねらいに沿った発話があり,教師(31-29")はそれを(受容)し,その

まま.(再現)しているよ　この発話が,結果としては,学級に対して｢魚

は腐りやすい｣という当初ゐねらいに沿った説明(31-32")を行う契機

となっており,ここでの復唱(31'29")が, (話題の収束)の役割を担

っていたといえる｡

加えて,本事例でみられたように,子どもの発話の一部分をそのまま

引用して復唱し,さらに自らの質問を続けるという発話のパターンは,

結果として教室談話をテンポよく進行させることとなっており, ｢保存

方法｣ということばの導入に貢献しているといえる｡

以上より,授業者は子どもの発話の′復唱を,子ども-の明確な評価を

回避したり,子どもの発話の引用によって子どもに同調を示しつつ授業

進行の主導権を維持するための資源として用いているといえる｡さらに,

結果的には,授業進行のテンポの調整にも貢献している｡

4.考察

以上,本節では,教師による子どもの発話の｢復唱｣が,教授行為と

してどのような意味をもつのか,ということを検討した結果,次のこと

が明らかになった｡

一つには,教師は子どもの発話に対する応答として,復唱を多用して

いたが,復唱には,子どもの発話より教師の発話が後続する場合が多か
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った｡二つには,形状の点からは,教師は復唱を教授行為を起こす契機

にしたり教授行為の代用として利用していることが示された｡また,形

状の上では子どもにも,教授意図が認知されやすい可能性が示された｡

三つには,機能の点から,教師は教授意図に応じて復唱の機能と形状と

の組み合わせを使い分け,談話進行の円滑化や子どもの学習の進行に向

けた教授行為として運用していた｡四つには,事例の解釈的分析から,

教師による子どもの発話の復唱は,具体的には,明示的評価の回避や,

授業進行の主導権の維持,授業進行のテンポの調整など,自らの教授行

為の構成のために運用していた｡以上より,教師の復唱は,教室談話の

進行を管理する教授行為として授業において意味をもっていたといえ

る｡

本節で注目した教師の復唱は,意味内容の上では唆昧であり,子ども

に対して発話意図が明示されず,それゆえ,明確な教授行為とはなって

いなかった｡それにもかかわらず,学級集団としての教室談話の進行を

管理する役割を担っていたのはなぜだろうか｡

その理由として次の二点が考えられる｡一つには,復唱が行為者とし

ての子どもの発話行為-の対応として有効であったということである｡

すなわち,教師の行う復唱は,意味の上では単なるくり返しでしかない

が,授業に参加する個々の行為者-の対応行為としては,明確なものと

なっていたのである｡なぜなら,二者間における一対一の会話の場合と

は異なり,教師にとって｢一対多の対話｣ (中田, 1993, 1997)を行わな

くてはならない教室談話において,ある子どもの発話を復唱するという

ことは,個々の発話行為者としての子どもの発話が集積する状況から,

特定の子どもの発話を拾い上げ,直接的に対応するということになるか

らである｡さらに,本節でも明らかになったように,復唱は,基本的に
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子どもの発話の受容となっており,当該の発話が教師自身の発話意志と

は異なっていても否定や禁止を直接的に示すことはない｡同時に, ｢く

り返す｣という行為によって,教師が｢誰の｣発話に言及しているのか,

ということが,教師が復唱する当該の発話の話者のみならず授業-の参

加者であるほとんどの子どもにとっても明らかになる｡このとき,教師

が,誰のどの発話に,どのように対応したのか,ということが,結果と

して,他の子どもたちに向けた,教師の意図や正答の提示となりうる｡

つまり,教師にしてみれば,復唱を行うことで,子どもの側から意見を

採用するというかたちをとりながら,教師の意図する課題解決を遂行し

ているのである｡

二つには,復唱を行うことが,発話順行性の維持とその利用の手だて

として有効であったことも考えられる｡復唱は,意味内容の点で明確な

指示にはなっておらず,暖味であるがゆえに教師の意図が子どもに正確

に伝わるかどうかは未定である｡しかし,復唱を行うことで,教師は,

教室談話において自らの発話権をとりあえず取得することができる｡す

なわち,復唱は,発話内容の点では先行する発話の重複でもかまわない

ため,発話者にとってみれば,発話生成にあたっての認知的負荷が少な

い｡しかし,復唱を行うことによって発話の順番は確実に発生する｡つ

まり,発話順行性を利用し,維持することで,教師は,談話のなかに自

分の発話の順番を作り出して,子どもの発話生成を抑えたり,介入する

ことができているのである｡また,子どもの発話生成が滞った場合には,

とりあえず子どもの発話を復唱することによって,自ら発話の順番を取

得すること,さらに,後続の発話がなかった場合には自らその次の発話

の順番を取得することで,発話順行性を維持しているのだともいえる｡

教師の復唱は,発話順行性を利用した発話権の管理であると同時に,発
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話権の創出による発話順行性の維持であるといえる｡

以上より,教師の復唱は,子どもの発話意志をとりあえずでも受容す

るということと,談話進行に向けた機能の発現という二重の行為となっ

ており,行為者としての子どもの意志と学級集団としての談話を進行さ

せようとする教師の意志を両立させようとする教師の工夫がみられる｡

その点で,教室談話の成立に向けた,発話行為者の意志や制度的環境に

対する学級集団の工夫として,教師が行う発話行為であることが示され

た｡
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⊆書⊇

早

総 合 的
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第1節　本研究の成果

前章までの結果をふまえると,教室談話の成立機制として,行為-ロ

ーカルな文化一制度的装置の相互関連のあり方について,次のことがい

えるだろう｡

第2章第1節(研究1)では,対象児の発話者としての行為は,学級

の関係性や,より自発的な参入が認められる学級文化や,発話順行性に

支えられていることが明らかになった｡一方で,自らの知的欲求の充足

に向けて,発話順行性や自らの関係性形成を参照し,利用していた｡子

どもの発話スタイルの独自性は,彼らなり?,社会的認知的環境におけ

る安定した授業参加に向けた柔軟な発話運用とみることができた｡

対象児の発話スタイルは,学級集団のなかでのふるまいとして生成さ

れており,行為者として,学級の文化や制度的装置を利用して自らの意

志の実現を図っていることを示していた｡例えば,矢野が,内容的な対

立をはらみながらも,教師とのやりとりによって自論を展開したり,園

田が,教師との直接的なやりとりを成功裡に成立させることができたの

は,発話順行性を参照し利用していたからである｡その点で,彼らの発

話スタイルは制度的装置に支えられているといえる｡つまり,発話順行

性はゆるぎないシステムとして存在するため,子どもにとっては,どの

ように制度を利用するかという点に,学級集団-の参与の正否がかかっ

てくる｡さらに,子どもの独自の発話スタイルが,ほかの子どもや教師

の発話を促進したり抑制したりすることで,学級としての教室談話が影

響を及ぼされることもあるだろう｡その点では,子どもの発話スタイル

の独自性が,学級文化の資源となっている可能性もある｡
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第2章第2節(研究2)では,対象学級において,子どもは両義的な

発話を生成することによって,仮説の検証や教師の進める授業進行-の

戸惑いや異議申し立てを行っていることが明らかになった｡一方,教師

は,子どもの両義的な発話-の対応によって,課題解決の方向づけを行

ったり授業進行の主導権を維持し,授業進行の停滞の打開を図っていた｡

このよ､うに,子どもによる両義的な発話の生成や,それ-の教師の対

応は,授業の管理者としての教師と学習者としての子どもという,それ

ぞれの立場からの制度的装置を利用した意志の実現とみることができ

る｡すなわち,子どもの両義的な発話は,′学級集団としての談話の進行

を妨げることなく,行為者としての意志の発現として生成される｡ここ

で,子どもが集団の談話進行を考慮できるのは,発話順行性がもたらす

談話進行の予測可能性によるだろう｡教師が子どもの両義的な発話に対

応することができるのは,両義的な発話が集団の談話進行を促す契機を

内包しているからである｡その点で,子どもは,両義的な発話の生成に

よって,行為者としての意志の実現と,集団-の学習展開上の貢献を果

たしている｡つまり,両義的な発話の生成や受容は,制度的装置として

の発話順行性を利用し,学級集団のなかで,いかに課題解決を成功裡に

進めるのか,ということをめぐる,子ども,教師それぞれの立場からの

創意工夫であるといえるだろう｡

第2章第3節(研究3)における,教師による子どもの発話の復唱は,

教師自らの意志と異なる状況-の対応とみることができる｡

教師による復唱は,意味内容としては子どもの発話の単純な反復であ

ることが多いが,明示的評価の回避や授業進行の主導権の維持,テンポ

の調整といった点で教授行為としての意味をもっていた｡このように,

復唱は,行為者としての教師にとって,談話進行を管理する手段として
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用いられている｡すなわち,発話順行性が存在するがゆえに,どのよう

な内容をどのように発話するかということが確定していなくても,とり

あえず子どもの発話を復唱することで,その次の発話権が保障されるの

である｡その点で,教師の復唱は,発話順行性を利用した,学級集団と

しての教室談話を管理するための,情況的な創意工夫であるといえる｡

本研究における対象学級では,両義的な発話や復唱が柔軟に運用され

ているという点が,とりわけ,特徴的であった｡両義的な発話や復唱は,

暖味さを伴うがゆえに,教師にとっては,教室談話の円滑な展開を支え

ることになっているといえる｡行為者レベルでは,教師と子ども,子ど

も同士で発話意志は異なっている｡しかし,学級集団レベルでは,ある

一定の目標状態に向けて,談話を停滞させることなく進行させることが

参加者には求められる｡そのため,行為者間の意志や発話内容のすりあ

わせを行う必要がある｡そのためには,話し手聞き手双方にとって解釈

可能性のひろい両義的な発話や,明示的な指示内容をもたない復唱を運

用することなど,教室談話の運用に,学級集団レベルでの柔軟な発話運

用が用意される必要があるのだろう｡

さらに,教室談話において,行為や集団の文化を規定する発話順行性

という制度的装置は,単純ではあるが非常に強力なものである｡そうす

ると,授業参加者にとっては,行為者の意志の実現や集団としての目標

の達成に向けて,発話順行性という制度的装置を改変するよりはむしろ,

いかに利用するか,ということが重要になってくる｡

つまり,制度的装置はゆるぎなく存在するが,その現実の運用は集団

文化のなかで行われるのである｡言い換えれば,教室談話を集団として

円滑に進めていくための創意工夫において,制度的装置が利用されるの

である｡その点で,両義的な発話や復唱の運用は対象学級なりの知恵で
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あるといえるし,そのような発話の柔軟な運用を可能にする対象学級な

りの談話の構成がある｡そして,授業において行為者や学級集団に利用

され活用されることで,発話順行性という制度的装置は,学校文化の装

置としてまたその位置をゆるぎなくしていく｡

以上より,本研究の結論は,以下の通りである｡

教室談話の成立においては, ｢行為-ローカルな学級文化一制度的装

置｣という三極面の相互規定という機制が働いていた｡すなわち,行為

は,学級の文化や関係性,発話順行性という制度的装置に規定されるだ

けでなく,学級文化や制度的装置を利用していた｡学級文化もまた,刺

度的装置に規定されるばかりでなく,集団として制度的装置を利用して

いた｡行為は,集団-と文化的,制度的に状況づけられるとともに,行

為者の意志を教室談話の進行状況に適応させることになっている｡

/u上の機制に従えば,教室談話は,次の様相で成立しているといえる

だろう｡

行為者は,その人なりの意志と発話スタイルをもって集団活動に参加

しようとする｡一方で,集団としては,秩序ある教室談話の成立が求め

られる｡そこで,行為者間の意志や発話内容のすりあわせのために,意

志をあからさまにしない両義的な発話や復唱を運用する余地が必要とな

る｡発話運用の柔軟性は,行為者の意志と集団の目的と制度的装置との

相克において,葛藤を減らし,合意形成していくために必要な談話の性

質である｡
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第2節　教育実践への示唆

本研究からの,教育実践-の示唆として,次の三点を挙げておきたい｡

一つには,教育実践をみる新たな視点の提供である｡本研究では,教

室談話の成立機制として, ｢行為者-ローカルな学級文化一制度的装置｣

の双方向的な関係が明らかになった｡さらに教室談話に限らず,教育実

践に関するその他の事象についても,同様の視点からみることができる

だろう｡すなわち,行為者としての教師や子ども,学校や学級など,実

際に子どもや教師が所属する集団の文化,学校教育に特有の制度的装置,

の三極面の双方向的な関係から見直すことの可能性が示唆されるのであ

る｡従来,教育実践の成果や問題についての解釈がなされるにあたり,

この三者が混同されてきたために,対症療法的な対応ができても,根本

的な問題の所在が明確になりにくかったのである｡本研究から示唆され

るような視点で教育現象を解釈することで,学級や学校のみならず,子

どもや教師といった個々の行為者も包摂したうえで問題構造を描くこと

が可能になる｡そうすると,問題となって十､る事柄のどの点を維持すべ

きで,どの点についての変革が可能であるのか,そのためにはどのよう

な手続きを経ることが必要になるのか,ということについての,より具

体的な見通しが開けるであろう｡

二つには,授業における臨床的な子ども理解の必要性である｡教師を

含め,おとなは,授業における子どものみとりを,学業評価に偏するこ

となく,子どもの関係性までを含めた総合的なものにする必要があると

いうことが挙げられる｡例えば,研究1における2名の対象児はともに

学業優秀児で, ｢問題のない子ども｣であるとみうけられた｡しかし,
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学級のなかでオルタナティヴに関係性を築き, ｢うまく｣たちふるまお

うとする矢野に対し,園田のふるまい方は不器用で,教師との関係性に

逃げ込んでいる状態であった｡園田にとって,授業における教師こそが

園田が心理的に安定した関係を築くことができるパートナーだったので

あり,その意味でも｢授業｣自体に参加することは,彼の学校生活にと

って重要な居場所の確保になっていた｡園田のような子どもは,学業的

には優秀であるがゆえに｢問題のない子ども｣としてみおとされがちで

ある｡だが実際は,教室という閉じられた社会文化的空間でどのように

生きるかという点では,大きな問題を抱えた子どもであったのである｡

園田の事例からは,授業だからこそ,教師が正統性をもって子どもの関

係形成に介入し,関係を媒介することができるということが示唆される｡

子どもをみとるということは,カリキュラムの形態や教育内容にかかわ

らず,そのときの状況を子どもが,子どもなりにどのような欲求をもち,

どのように生きているか,ということを社会文化的に総合的にみる行為

なのである｡

三つには,授業における教師の役割の再確認である｡教師は,授業に

おいて教授者としてだけでなく,談話空間の構成者,教室談話の管理者

として重要な役割を担っているということが挙げられる｡教室談話にお

いて,授業参加者間で欲求のぶつかりと調整が生じるが,とりわけ,敬

師の発話生成は基本的に｢調整｣に向けられる｡研究3において,教師

の復唱が暗黙的な評価機能を担っていたことに示されるように,教師の

欲求は,必ずしも発話生成によって学級に向けて明示的に表されない｡

なぜなら,教師は,子どもに比べ,圧倒的に多くの欲求のぶつかりを感

知しており,自らの欲求を充足させることよりも,教室談話の進行に向

けた,欲求のぶつかりの調整を優先させているからである｡この｢調整｣
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という行為が,実質的に授業展開を推進しており,その意味で,教師は,

談話空間の構成者,教室談話の管理者として存在しているのである｡

したがって,教師の役割としては,次の二点が挙げられる｡一つには,

談話空間の構成者として,子どもの授業参加に向けた発話権の保障を行

うということである｡子どもが発話権を取得するにあたり,発話順行性

は重要な資源となる｡ただし,発話順行性の存在だけでは子どもの発話

権取得は実現されない｡発話権取得は,発話を生成することそれ自体と

同様,あくまでも学級集団としての社会文化的状況におけるふるまいと

して成立する｡そうすると,子どもにとっては,学級内の社会的関係や

課題解決-の関与の仕方によって発話権取得の実現可能性が左右され

る｡子どもによっては自らの意志や欲求が発現できずに,ストレスや疎

外感を感じることもあるだろう｡教師は,談話空間の構成者として,発

話権取得における子どもの心理的負担や疎外感を軽減するための何らか

の手だてを講じる必要がある｡二つには,それゆえ,教師は教室談話の

構成者として,子どもの発話生成を支援する手だてとして,両義的な発

話の許容範囲を調整したり,復唱を用いて子どもの発話-の受容を示し,

自らのねらいに子どもの発話生成を誘導するなど,発話運用の柔軟性の

幅を調整することや,発話者とも聞き手ともなる子ども同士の関係性形

成を媒介することが求められるであろう｡加えて,談話空間の構成者,

教室談話の管理者として,発話運用の柔軟性の幅をどのようにもたせて

いるか,発話の運用自体をどのように行っているのか,という点に教師

としての職能発達が示されるであろう｡
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第3節　今後の課題

今後の課題としては,次の四点が挙げられる｡

一つには,本研究で行った分析を,事例を蓄積することで論証の精度

を上げることである｡本研究では,対象授業の具体的な教室談話におい

て,子どもの独自な発話スタイルや両義的な発話,教師の復唱,がどの

ように運用され,どのような意味をもつのか,ということを明らかにし

た｡得られた結果は,対象授業のどのようなエピソードにもあてはまり

うる(無藤, 1997)点で,対象授業において典型的であるといえる｡こ

のように,本研究では,授業参加者の発話生成が独自性や多様性をもつ

ことと,そのことの意味を例示することで,教室談話をみるときの視点

の可能性を提示した｡今後は,本研究で明らかにした言語現象が,異な

る教師間や学級間,さらには教科間で,どのような共通性と独自性をも

つのか,また,その多様性のあり方は,教室談話を取り巻くどのような

環境に規定されているのか,ということを追究する必要があるだろう｡

二つには,発話順行性が制度的装置として有効性をもつのはどの範囲

においてなのか,発話順行性よりも優先される制度的装置や強力な集団

文化としてどのようなものが存在しうるのか,ということを明らかにす

ることである｡対象学級の教室談話の成立においては,発話順行性がゆ

るぎない制度的装置として存在していた｡さらに,発話順行性の運用が

現実の集団文化のなかで行われるとするならば,本研究の対象とは別の

活動形態や,他の学級,あるいは学校段階においては,発話順行性の存

在をゆるがすような,発話順行性-の逆行や他の制度的装置の優先など

の事例がみられる可能性がある｡このことを検討するために,発話順行
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性の崩壊が明確にみてとれる,集団的状況における,同時多発会話や同

時発話のみられる事例を詳細に分析することで,発話順行性よりも優先

される制度的装置やローカルな集団文化としてどのようなものがみられ

るのか,ということが明らかになるだろう｡同時に,発話順行性の制度

としての優先性や頑強性が逆照射される可能性もある｡

三つには,長期的な観察により,どのような経過で教室談話の成立機

制が変容していくのか,ということを明らかにする必要がある｡本研究

では,短期間の集中的なデータ採取と詳細な分析によって,特定学級に

おける教室談話の成立機制を明らかにすることを目指した｡さらに,縦

断的に調査を行うことで,行為者としての子どもや教師の発達,集団文

化の変容や維持が制度的装置をめぐってどのように連動していくのか,

行為者や集団文化の発達や変容に伴い制度的装置は変容しうるのか否

か,といった｢行為-ローカルな学級文化一制度的装置｣という三極面

の連動的な変容を明らかにする必要があるだろう｡さらに,そのことに

より,教室という場で生存することにおいて何をもって子どもの｢発達｣

とするのか,ということを問い返し,子どもの｢発達｣に向けて教師をま

何をすべきか,ということを明確にすることができるだろう｡

四つには,発話生成行為以外に,行為者としての子どもはどのような

ふるまいを通して授業に参加しているのか,ということを明らかにする

必要がある｡本研究の対象児はいずれも発話頻度が高く,発話によって

欲求の表出ができる子どもであった｡しかし,発話頻度が少なくとも子

どもなりの参加の仕方をしているだろう｡.そうした子どもによる発話生

成以外のどういった行為が,集団文化や制度的装置とどのように関連し

ながら教室談話の成立機制となりうるのか,ということを追究すること

で,教室談話の成立機制についてより多角的な検討が可能になるだろう｡
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資 料 1

対象学級の子どもに対する質問紙調査の集計
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資料1質問紙調査の集計

対象 ‥24名, 単位 ‥% , 内の数字は回答者実数

Y :矢野の回答, i :園田の回答

1.あなたは, 4年生の時とくらべて,授業中に手をあげるようになったと思いますか?

よくあげるよ あげるように 変わらない あげなく ほとんどあげ

うになつた なつた なつた なくなつた

0.0 ( 0) S 12 .5 ( 3) Y 62 .5 (15) 8.3 ( 2) 16.7 ( 4

2.あなたは, 4年生の時とくらべて,授業中に発表するようになったと思いますか?

よく発表する 発表するよう 変わらない 発表 しなく ほとんど発表

ようになつた になつた なつた しなくなつた ■

0.0 ( 0) Y 20 .8 ( 5) 45.8 (ll) S 20 .8 ( 5) 12.5 ( 3

3.あなたは,国語の授業中にみんなの前で文章や詩などの朗読をするのがすきですか?

とてもすき
■すき 阜つ う きらい とてもきらい

8.3 ( 2 Y 25 .0 ( 6) S 33 .3 ( 8) 25.0 ( 6) 8.3 ( 2

4.あなたは,授業中にみんなの前で自分の考えを発表するのがすきですか?

とて もす き す き ふ つ う き らい とて もき らい

0.0 ( 0) Y 12.5 ( 3 S 4 1.7 (10) 41.7 (10) 4 .2 ( 1

5.あなたは,授業中にふざけてしまうことがありますか?

よく ときどき どちらとも あまり まつたく

ふざける ふざける いえない ふざけない ふざけない

12.5 ( 3 Y 50.0 (12) 16.7 ( 4) S 16.7 ( 4) 4 .2 1

6.あなたは,理科の授業で実験をするのがすきですか?

とて もす き す き ふ▲つ う き らい とて もき らい

S 54 .2 (13) Y 29.2 ( 7 ) 4.2 ( 1 8.3 ( 2) 4.2 1

7.あなたは,授業中にわからないことがあると先生に気軽に質問することができますか?

よくできる できる どちらとも あまり まつたく
いえない できない できない

Y 25.0 ( 6) S 33 .3 ( 8) 16.7 ( 4) 25.0 ( 6) 0.0 ( 0)

8.あなたは,授業中に先生とじょうだんをいったりしますか｡

よくする ときどき どちらとも あまり まつたく

する いえない しない しない

0.0 0 Y 25 .0 ( 6) S 25 .0 ( 6) 33.3 ( 8) 16.7 ( 4)
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9.あなたは,担任の先生の授業中のようすで｢こういうところがこの先生らしい特徴だ｣と思うことはど

のようなことですか? (自由記述,複数回答)

1｡宿題をださない(7名)

2.おもしろい,楽しい(6名)S

3.勉強がわかりやすい(5名) S

4.やさしい(4名)

5. ｢j受業中ですよ｣と言う(2名) Y

6｡声が低くて怒っているのか怒ってないのかわからない(以下,各1名)
暗い声でよく｢な一にやってんですか-｣といってくるのでこわい
少し暗いような気がして,結構笑う　　/　子どもの冗談にのると思う
国語のテストでがんばること　　　　　/　点数がない
少しのんびりしているのが先生らしい　/　男らしい!!
髪の毛を直すくせがある/いつも似たような服を着ている/眼鏡をかけている

10.あなたは,人をわらわせることがすきですか?

とてもすき す き ふつ う きらい とてもき らい

20 .8 ( 5) Y S 50.0 (12) 25.0 6) 4.2 1 0 .0 ( 0

ll.あなたは,社会科の授業でわからないことやもっと知りたいことを地図帳や資料隻,参考書などで調べ

たりしますか?

よ くす る とき どき ■どち ら とも あま り ま つた く

す る い えない しな い しない

8.3 2) S 29 .2 7 4 .2 ( 1 50 .0 (12) 8.3 ( 2)

12.あなたは,授業中に答えのわからない友だちがいたら答えをおしえてあげますか?

教 えて あ げ る ヒン トを どち らとも あ ま り まつ た く

教 え て あげ る い えない ,教 えな い 教 え ない

16 .7 ( 4) Y 45.8 (ll S 25 .0 ( 6) 12.5 ( 3 0.0 ( 0)′

13.あなたは,授業中にまわりの席の友だちと,授業に関係のないおしやべりをすることがありますか?

よくする ときどき どちらとも あまり まつたく
する いえない しない しない

Y 50.0 (12) 25.0 ( 6) 16.7 ( 4) 8.3 ( 2 0 .0 ( 0)

13-2. (1[よくする]か2[ときどきする]に○をつけた人は)それはどういうときですか? (自由記述)

1.嫌いな科目のとき(5名)

2.先生がいないとき(4名)

3.つまらないとき(3名)

4.ひまなとき(3名)

5.たいくつなとき(2名) Y

6.わからないとき(2名)

7.楽しいことがあるとき/授業が始まったとき(以上, 1名)

14.あなたは,授業中にわからないことがあるとまわりの席の友だちに,小さな声で答えを教えてもらった

り相談したりすることがありますか?

よくする ときどき どちらとも あまり まつたく
する いえない しない しない

20.8 5) Y 58.3 (14) S 20.8 ( 5) 0.0 ( 0) 0 .0 ( 0
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15.あなたは,先生の質問の答えがわかっているのに,みんなの前でうまく発表できるかしんぱいで手を上

げることができないことがありますか?

よ くある ■とき どき どち らと も あ ま りない ま■つた く

あ る い え ない ない

ー29.2 ( 7) Y S 45.8 (ll 4.2 1 4 .2 1 16.7 ( 4

16｡あなたは,次のようなことがどれくらいすきですか?

ア.みんなで黒板のほうを向いて,先生の説明を聞く｡

とてもすき 亭き ふつ う きらい とてもきらい

0.0 ( 0) S 12.5 ( 3 Y 62.5 (15) 16.7 ( 4 8.3 ( 2

イ.班になって,はなしあう｡

とて もす き す き ふつ う きらい とて もき らい

4 .2 1 8.3 ( 2 Y 75.0 (18) 8.3 2 4 .2 1

ウ.自分ひとりで考える｡

とてもす き すき ふつ う きらい とてもきちい

8.3 ( 2) 4 .2 ( 1 Y 4 1.7 (10) 29.2 ( 7) 16.7 ( 4

エ.班になって,実験をしたり,地図帳や資料集などで調べたりする

とて もす き す き ふつ う き らい とて もき らい

8.3 ( 2 S 25 .0 ( 6) Y 50 .0 (12) 8.3 ( 2 8.3 ( 2

オ.自分ひとりで実験をしたり,地図帳や資料集などで調べたりする｡

とてもす き す き ふつ う きらい とて もき らい

Y 16 .7 ( 4 ) S 12.5 ( 3 16 .7 ( 4) 4 1.7 (10 12 .5 ( 3)

17.あなたは,次の教科がどれくらいすきですか?

語
　
会
　
数
　
科
　
楽
　
工
　
科
　
育

国
　
社
　
算
　
理
　
音
　
図
　
庭
　
体

家

とて もす き す き ふ つ う き ら い と て も き らい

4 .2 ( 1 Y S 3 3 .3 ( 8 ) 3 3 .3 ( 8 25 .0 ( 6 4 .2 1

8 .3 ( 2 ) Y S 16 .7 ( 4 2 5 .0 ( 6 ) 4 1 .7 (10 ) 8 .3 ( 2

Y S 3 3 .3 ( 8 ) 4 .2 1 16 .7 ( 4 ) 20 .8 5 2 5 .0 ( 6

Y S 2 9 .2 ( 7 ) 37 .5 ( 9 ) 16 .7 ( 4 ) 16 .7 ( 4 ) 0 .0 ( 0

Y 12 .5 ( 3 ) S 2 9 .2 ( 7 3 7 .5 ( 9 ) 8 .3 2 12 .5 ( 3

Y 33 .3 ( 8 ) S 5 0 .0 (12 ) 4 .2 ( 1 4 .2 1 8 .3 ( 2

Y S 4 5 .8 (l l) 2 9 .2 ( 7 ) 2 0 .8 ( 5 4 .2 ( 1 0 .0 ( 0 )

Y 4 1 .7 (10 ) 2 5 .0 ( 6 S 16 .7 4 ) 12 .5 ( 3 ) 4 .2 1
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餐 料 2■

対象学級における

社会科単元｢日本の水産業｣の展開

凡例: ｢種類｣欄のアルファベットは次の活動場面を示す｡

A :導入･課題提示場面

B :個別作業場面

C :話し合い場面

D :その他(教材の朗読)

[ ]内:調査者による補足説明

｢資料｣欄のく　〉内の数字:資料番号

注:資料2-2は, 『新版社会』 5上,教育出版1995年,より許可を得て転載

資料2-8は, 『社会科資料集5, 7年度版』 ,文藻堂1995年,より許可を得て転載

資料2-9は, 『新版社会』 5上,教育出版1995年,より許可を得て転記

資料2-13は, 『新版社会』 5上,教育出版1995年,より許可を得て転載
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資料211第1時｢水産業の導入｣の授業展開

場

■面

種

類

■学 習 の 内 容 ■と 活 動 教 材

1 A 教 師 :社会科で漁業の勉強をす ることを宣言す る0 教科書の

′′ : ｢世界 のおもな国の漁か く量｣ と｢国民 1 人 1 日当た りの魚 を食べ る量｣ (資料2 グラフ

-2参照)を示すグラフを見て分かつたことを記述 するよ う, 指示す る○ く2 -2~>

2 B 子 ども ‥上記 の, 教師が提示 した課題に個別 に取 り組み, 記述する0 同上

3 C 教師 ‥記述 したことの発表 を指示する0

子 ども :中国は漁獲量が多いが消費量が少な く, 日本は両方 とも多い ことを指摘す

る0

教師 :子 どもの意見 に基づき, 漁獲量 と消費量の違いは, 国の位置や輸入輸出に関

係があ りそ うだ とま とめるこ

4 C 教 師 :地図帳で, グラフに登場す る国の位置を確 か吟るよ う拍示するO 地図帳

子 ども∴教師の指導に したがい, 漁獲量が多い国の位置 を確かめる0 中国は面積 が

広 く, 世界一多い人 口の一人 当た りに換算す ると, 消費量が少 なくなることを教

師から説 明され る0 そのほか■, 旧ソビエ ト, ペルー,､チ リ, イン ド, イ ン ドネシ

ア, アメ リカの位 置 を確認 しなが らも, 課題 と別 に トル コ, タンザニアな ど目に

つ く国名 を挙げてい く0

5 C 教師 :一人当た りの消費量が多い国の位置 を調べ る■よう指示す る0 地 図帳

子 ども :デ ンマークな ど該当す るヨ｣ ロツパ各国 を調べなが ら, 次第に, ■遊び とし

ての国探 しに興 じて くる○店名 としての ｢デンマーク｣や野球選手名 としての ｢チ

エコ｣食べ物名 としての｢フランクフル ト｣などを見つけては悦 に入 つている0

教師 :国の位置の確認 によつて, 漁獲量の多い国 と, 消費量の多い国の違いが確認

できただろ うと, 子 どもになげかける○

6 C 教師 :世界地 図のなかでは, 日本は ｢その ぐらいの (狭い)大 きさの国｣であ るのに,

漁獲量が世界で二番 目で消費量が一番多い国であることを説明す る○掛 ナて, そ

の 日本では, どんな魚 を食べてい るのか, と質問す る0

子 ども :教師の質問に対 し, サケ, アジに始ま り, ■知 つている魚の名前 を次々 と挙

げる0

教 師 :子 どもが ｢片つ端 から｣挙げた魚について, 食べる機会 がない魚 が多 く含 まれ

てい るこ とを指摘す る0

7 C 教師 : ｢日本人が, 一番 多 く食べ る魚 つてなんだろ う｣となげかけ, その理 由を教科
■資料集

書や資料集や地図帳か らみつ けて答 えるように指示す る○ 教科書

子 ども :資料集な どを調 べなが ら, イワシの水揚 げ量 と消費量が多いことに気づ 地図帳

く■0 ただ し, 両方 とも多いか らイ ワシは人間が食べているとい う意見 と, 両方 と

も多 くて も, 必ず しも人間が食べてい る とはいえない とい う意見が出される0

教師 ‥イ ワシの漁獲 は どうい う状況にあるのか, とい うことを今後学習す ることを

予告す る0
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資料2-2 ｢世界のおもな国の漁かく量｣と｢国民1人1日当たり
の魚を食べる量｣のグラフ(第1時教材)

( 『新版社会』 5上,教育出版1995年, 36頁より転載)

_志世界のおもな国の漁かく圭

(1991年　農林水産省)

去層】民1人1日当たりの魚を食べる王

(1992年　農林水産省)
200'
グラム
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資料2-3　第2時｢日本の漁獲量が世界第二位のわけ｣の授業展開

場

面

種

類

学 習 の 内■容 ■と 活 動 教 材

1 A 教師 :前時に予告したイワシの漁獲の学習の前に, どうして日本では漁獲量が多い

のか ｢日本の漁獲高が世界で第二位のわけを考えよう｣ とい う課題を扱うことを示

す0 教科書や資料集 , 地図帳で, その理由をみつけるよう, 子どもを促す0

2 B 子ども :資料集などを用いて; 教師が提示した課題に個別に取り組んだ0 該当する 教科書

資料をみつけだせない子 どももいて, 作業の合間に｢寿司にしてるから｣, 動物に ■資料集

｢餌をあげるかち｣ とのつぶやきがもれる0 地図帳

教師 :机間巡視をして, 適宜, 子どもの質問に答え, 学習の手がかりを与える0

3 C 教師 :課題に対する子 どもの気づきを発表させる0 資如尭

子 ども :主に四つの意見が出される0 第→点は, 日本の近海には暖流と寒流の卒わ

るところが多いということ,■第二点は, 網で魚をいつぱい獲つている■とい うこ

と, 第三点は, 缶詰にしているということ, 第■四点は, 日本の漁船は世界各地の■

海へ出かけて漁をし七いるということ, である0

教師 :それぞれの意見に対 し, 子どもとの対話を通 して補足説明とまとめ▲を行 う0

第一点は, 対流により良い漁場があること, 第三点は, 網のほかにさおを用いる

など漁法がいろいろあること, 第三点は, 缶詰だけでなく冷凍や干物など保存方

法を工夫 していること, を説明する0 第四点は, 資料集で日本人が獲 りに行く地

域の広さを確藤 させ, そのために200海里漁業水域の問題が出てきていることに

触れる0
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資料2-4　第3時｢マグロ遠洋漁業の工夫｣の授業展開

場

面

種

類

学 習■の 内 容 と 活 動 教 材

1 C 教師 :水揚げされたイワシが一面に写づている写真資料を黒板に掲示し,■イワシの 資料集

沿岸漁業を例に適切な漁法, 漁場 , 漁獲の時期があることを説明する0 そして,

魚を獲る人はイワシをたくさん獲るためにどんな工夫をしているか, との問いを

子どもになげかける0

子ども ‥教師の発間を受けて, 魚がいるところを見つけるのに ｢魚群探知機｣を使 う

という意見が出される0

教師 :資料集で魚群探知機の音準による働きを確認させ, 魚の群をただ待つのでは

なく探知機で積極的に群を捜 し出して網を広げることを説明する0 さらに無線に

よる漁師間の安全対策や漁獲の協力, 缶詰製品仙 J= よる品質保全について説明す

る0 ここでイワシの沿岸漁業の学習をひとまず終え, 遠洋漁業で漁獲量が多いマ

グロ漁業を取 りあげることを話すO

2 D 教師 ‥資料2■5のプリン ト教材を配布 し, ｢マグロ船漁携長 さんの話｣を朗読する0 プリン ト

子ども :プリン ト教材を見ながら, 教師の朗読を聞く0 く2-5〉

■3
C 一子ども :漁摸長の諸についての感想を求められ, ｢船酔いしないのかなあ｣, ｢ほと 同上

んど家に帰つていない｣, ｢海に出ている間に家が火事になつたらどうするのか｣

｢マグロに混じつてサメがついてきたらどうするか｣などの感想を発表する0

教師 :文章をもとに, プ リント教材下部のはえ縄漁のマグロ漁船のイラス トに, マ

グロ漁の苦労や工夫, 船の働き, 働いている人が考えていることを書き込むよう

指示する0

4 B 子ども :教師の机間巡視を受けつつ, 上記の課題に沿つてプリン ト教材に書き込み 同上

をする0

5 C 教師 :一人一つ, 書き込んだ内容を発表するよう指示する0 同上

子 ども ‥全員が気づきを発表する○発表の多くは, ヤグロ船で働く人の思いに閲す

ることで, ｢マグロがたくさん獲れてうれしい｣, ｢獲れた魚がサメに食べられな

ければいい｣, ｢マグロを獲るのは大変だ｣, ｢早く家へ帰 りたい｣とい うものであ

る0 また, マグロ船の働きの うち｢魚倉｣についての気づきを発表する者が一名い

る0 最琴の子 どもが ｢給料のためにがんばろう｣と発表する○

教師 ‥最後の子 どもの発表を受けて, 漁師の収入とその使い道, 使 う機会について

コミカルな語 り口で語 り, 子どもに聞き入らせる0
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資料2-5 ｢マグロ船漁横長さんの話｣および｢マグロ船のイラス
ト｣ (第3時教材)
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資料2-6　第4時｢遠洋漁業｣の授業展開

堤

面

種

類

学 習 の 内 容 lt 活 動 教 材

1 A 教師 :前時のプ リン トの作業 はマグロ船の仕組み よ り働 く人の気持 ちが中心だつた プ リン ト

こ とを指摘 し, 船? 仕組 みや働 きーこついての気づ きを引き続き書き込む課題 を提 ■く2-5〉

示す る0

2 B 教 師 ‥課題 を くり返 し, 文章か らだけではな く予想 も含 めて書 き込む よう指示す 同上

る0 必要に応 じて資料集のはえ縄漁船の図を参考 にす るよう促 す0 資料集

子 ども :教 師による課題 の作業 に, 発話少な く取 り組む0 44頁

3 C 子 ども :教師に促 され, 作業の成果 を発表する0 一J,には ｢無線ア ンテナ｣, 二つに 同上

は ｢はえ縄 を置 くところ｣, 三つ には ｢瓶玉｣, 四つには ｢食事や休憩をす る部屋｣,

五つ には ｢調理場｣を挙げるこ

教師 ‥子 どもめ発表 がなされ る度 に板書を し, 必要に応 じて補足説明を行 う○無線

ア ンテナは人工衛星か らの電波受信のためにあることを説功 し, 瓶玉は網を浮か■

せ るため と, 網 を張つた場所を知 らせるため とい う二つの 目的をもつこ とを確か

めさせ る0 また, 休憩室や調理場 は, 漁 が長期 にわたるために用い られ るL= とを

発表 させ る0

4 C 教 師 :船に ｢なぜ 日の丸があ るのか｣ と質問す る0 同上

子 ども : ｢外 国に 日本の船だ と知 らせ るため｣ とい う意見に集約す る0

教師 : ｢世界 中 どこへ行つて もいいのか｣, ｢日本は魚 を獲 りす ぎて よくない, 自分

たちの都合 のよいことを してい るとい う意見が外 国か ら出されている｣と働 きか

ける0

子 ども :■教師の働 きかけに対 し, ｢自分たちも獲 りにいけばいい｣, ｢あつちは肉と

つてる｣と批判す る外国を非難す るかたちで反論 を示す0

教師 ‥反論 に対 し, 日本の漁業や造船の技術は世界で トップクラスであるため, 技

術のない外国にとつては, 自国の 目の前 で 日本の船に魚 をもつていかれ る状況 に

あると説明する0

教 師 : ここで板書 し提示 した ｢領海｣に先立ち, ｢領地｣について, 島国 日本 の国境 は

海 にあるが, 大陸の国々では地面にあると説明す る0 さらに, 国籍について, 演

の国籍 と出生地によつて様 々なケースがあるこ孝を話す0 子 どもによる ｢国境に

またが■る家 はどうす るか｣との質問には, 税金や 国籍の問題で どち らかの国に属

す る と答 える0

5 C 教師 :領海 は海岸線 に沿つて決め られてお り, 問題 は｢海里｣を単位 とす るその幅に

あること, 日本は 3 海 里を主張 したが現在は外国の主張す る20 0海 里 とされ るこ

と, 領海 は相手の国なので勝手に入れ ないが, 獲 る量を決めて相手国にお金 を払

つて漁 をす ること, 北海道 とロシア間の領海侵犯の例な どを子 どもとの対話のな

かで説明す る0
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資料2-7　第5時¥200海里問題｣の授業展開

場

面

種

類

学 習 の 内 容 ■と 活 動 教 ′材

1 A 教師 ‥資料集45頁を開かせ 200海里とは約370km の範囲であることを説明する○次 資料集

いで｢さけ●ます漁の漁場●生産量●船の数の変化｣ (資料2ー8参照)の資料により, ′19 45頁

56年 と1989年とを比琴すると, 漁場や漁獲時期が減少しており, よつて生産量や く2-8〉

船数は年々減少 していると説明する0

2 D 子ども :教師の指示に従い, 教科書44ん45頁の ｢北洋で働 く人々｣■(資料2l9参照)を
■教科書

■段落毎に朗読する0 (内容:200海里漁業水域設定による漁獲量の減少, 年々厳し 44~ 45頁

くなる漁業協定締賂 危険の多い北捧漁場での苦労の多い仕事ぶり, 漁擦長の責 く2-9〉

任 , など)

教師 ‥漁業協定を, ｢国の約束事｣で漁獲量や漁期などの取り決めであると補足説明

する0

3 A 教師 :200海里問題についての日本の立場, 遠洋漁業で働く人の気持ち, それに対 ■

する外国の立場をカー ドに記述するという課題を提示する0

4 B 子 ども :教師による机間巡視を受けながら, 上記の課題た個別に取 り組む0

5 C 子ども :教師の促 しを受け, 日本? 立場については｢(漁獲)区域を増や してほし

い｣, ｢区域が年々減る? がつ らい｣, 外国の立場については｢お金がもらえるから

いい｣と発表をする0

教師 ‥阜どもに発表させた後, 次時で日本はこれからどうしようか, どんな工夫を

しているか, とい う内容を取り上げることを予告する0
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資料218 ｢さけ･ます漁の漁場.生産量･船の数の変化｣ (第5
時教材)

( 『社会科資料集5, 7年度版』 ,文藻堂, 45頁より転載)
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資料219 ｢北洋で働く人々｣ (第5時教材)
( 『新版社会』 5上,教育出版1995年　44-45頁より転記)

かつて日本の遠洋漁業の中ICは,北洋漁業でし
すいいき

た｡しかし　200海里漁業水域がもうけられたた

め,北洋での漁かく量はへってしまいました｡
れんぽう　　　　　　　　　　　　がっしゆうこく

北洋は,日本やロシア連邦,アメリカ合衆国な

どの200海里漁業水域が入りくんでいるので,そ

こで漁をするためには,それらの国々と,漁業協

定を結ばなければならないのです｡漁業協定とは,

漁場やとる魚の檀類,漁かく量,漁期などについ

てヒリきめることです｡

そのヒリきめは,年々きびし(なっており,北
しょうわ

洋にでかける船もへらされています｡ 1978 (昭和
きゆう

53)早からは,旧ソ連やアメリカとの間で,お金
し

を文はらって魚をとったL),海上で魚を買ったり

することも行われてきました｡

わたしたちほ,北洋から帰ってきた漁ろう長の
お　が　わ

小川さんに,北洋漁業につし､て藷を聞きました｡

;　　　;小川さんの話

: (小川さんの:北洋漁業とは,太平洋の北部やオホー

ミ　イラスト) ;､ソク海などで,さけ･ます･たらなどを

:　　　:とる漁業です｡今,この船に積んでいる

のは,かまぼこやちくわの原料になるすけとうだらで
ていきあつ

す｡北洋は,低気圧の集まるところで,海があれるこ

とが多くきけんな漁場です｡また,冬は寒さのため,

船にあたった海水が氷となってはりつきます｡船に氷

がはりつくと,重さのために不安定になり,しずむこ

ともあるので,それをとりのぞきながら,しごとをし

なければなりません｡

このようなところで,わたしは漁ろう長として,莱

組員の安全を守り,たくさんの魚をとるために働いて
ね

います｡魚をひきあげている問は,寝る時間も,食事

の時間もおしんで,全員でしごとをします｡

全員が無事に長い航海からもどり,港で家族の顔を

見たときは,ほんとうにほっとします｡

北洋は,わたしたちが苦労して開いてきた漁場です
せいげん

が,制限がきびしくなってきて,思うように魚がとれ

なくなってきたのはぎんねんです｡
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資料2-10　第6時｢ハマチ養殖｣の授業展開

場

面

種

類

学 習 の 内 容 ､と 活 動 教 材

1 A 教師 :厳 しい制限のなかで, 今後, 日本は魚を獲るのにどうしたらいいか, と話す

子 ども : ｢海を汚 さないで別の魚をもつと増やす｣ とい う意見を出す0

教師 : 子どもの意見を受け, 増やす方法 として何かあるか, と働きかける0

子 ども : ｢卵とつて育てて川に逃がす｣, ｢育てて海に帰す｣ とい う意見を出す0

2 A 教師 ‥ワークシー ト｢はまち養殖の秘密を発見しよう｣(資料2-ll)を配布 し, 資料集 ■ワーク

47頁 (内容‥養殖)を見ながら, 四つのイラス トに養殖の作業手順の順番を記入す シー ト

る課題を提示する0 ハマチの養殖では稚魚をいけすで育て市場で売る仕組みがあ <2-11>

ることを説明する0 資料集

47頁

3 B 子ども :教師の机間巡視を受けながら, 課題に個別に取 り組む0

■4 C 教師 :イラス トの順番, 作業内容を発表させ, ワークシー トの文章を完成させる○ ワーク

子ども :教師 との対話を通して課題解決を行 う○手順の 1 番 目は左上の絵で体長が シー ト

5～6センチ と網の目から出そ うなほど小 さいこと, 2 番目は体重の重さから右上 く2-11>

で, いけすを変えるのは大きく育てたいためであること, 3 番目■は左下で体重が 資料集

1●6キロ, 体長が50センチに成長 し, えさはイワシをあげていること, を確認す 47頁

る0 続いて体重が4キロになつた右下の絵に注目し, 出荷に際して｢心配なの

は, ｣に続 く文として, ｢食べ られるか｣, ｢死んじやつてないか｣, ｢腐ること｣,

｢食中毒｣などの意見を出す0

教師 :子 どもの発話を受け, 育てるために費用がかかつていることを話し, ｢(心配

なのは)魚が食べられるか, 売れるか｣であるとまとめる0 さらに, 生産者の心配

ごととして魚の病気, 赤潮, 台風を資料集46頁をもとに説明する0

教師 ‥資料集47頁の ｢ハマチの成長 と餌の量｣を提示 し, 出荷まで22ヶ月かかる/l:マ

チに餌 となるイワシはどれだけあげているか, とい う問題を提起する0

子 ども ‥イワシの量の多さに驚き, ■｢イワシがこの世にいないともじやこが育たな

い｣, ｢イワシつて食べられる運命｣, ｢イワシが病気になるとそれを食べるハマチ

や人間が病気になる｣ と食物連鎖に関する発話を行 う0

教師 :資料集47頁からハマチ 1 匹あたりイワシ300匹必要で, 大量のハマチに対 し

てどれほど多くのイワシが必要か, なぜイワシをたくさん獲るのか, ということ

を強調する0

子 ども : ｢もじやこのため｣, ｢人間が一番幸せ｣, ｢魚の方がプラングトン食べてる

から生き延びられる｣ との意見を出す0

教師 ‥資料集47頁に注目させ, 栽培漁業について｢人間の手で卵をかえし, 川や海

に放流し自然のなかで育てる｣と説明する0

5 C 教師 ‥ワークシー ト｢栽培漁業のようすをまとめてみ串う｣(資料2-12)を配布 し, 敬 ワーク

科書47頁を参照して栽培漁業のイラス■トに施設などの名称を記入するよう指示す シー ト

る0 く2-12>

子ども :疑問などを学級全体に琴話しながら作業に取り組む0 人工漁礁などが話題 教科書

となり, ワークシー トにない人工衛星やブイロボットを描き込む子どももいる0 47頁

く2-13〉
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資料2-ll ｢はまち養殖の秘密を発見しよう｣ (第6時教材)
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資料2-12 ｢栽培漁業のようすをまとめてみよう｣ (第6時,第
7時教材)
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資料2-13 ｢これからの漁業｣ (第6時,第7時教材)
( 『新版社会』 5上,教育出版1995年, 47頁より転載)
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資料2-14　第7時｢栽培漁業｣の授業展開

堤

面

種

類

学 習 の 内 容 と 活 動 教 材

1 A 教師 ‥前時に引き続き, 栽培漁業の ワークシー ト(資料2 -12)に施設 の名前 とその 目 ワー ク

的, 便利 な理由を書き込む とい う課題を提示する○ シー ト

く2-12>

教科書

47頁

Jく2-13 >

2 B
*

子 ども :教師の机間巡視 を受 け, 教科書 を見なが ら, 課題 に個別に取 り組む0

3 q 教師 :作業の行 き詰ま りを卑て, 班 の4 人で相談 しなが ら課題 を進 めるよう指示す

る0

子 ども :班毎に机 を向かい合わせて, お互 いの作業を見せ合い課題 を進める0

4 C ∵教酪 :作業の成果 を班の順番に発表 させ る0 発表 に対 し, 教科書や資料集 の記載頁 同上

や正答であるかを子 どもに確認 し, 黒板 に掲示 したイ ラス トの周囲に名称 を板書

す る0
子 ども :順番 に沿つて発表 し, 自由に発話 しなが ら, 自分のプ リン トに適宜記述す ■

る0■発表 と■しては｢栽培漁業センター｣, ｢餌をま くロボッ ト｣, ｢沖合養殖場 (港

中飼育施設)｣, ｢人工漁礁｣, ｢海草の養殖施設｣につい七ある0

5 C 教師 ‥上記の施設のいくつかについてその 目的を対話 を通 して子 どもに確認する0 同上

子 ども :人工漁礁 は魚のすみかであ り, 餌 をまくt= ポ ッ トは早 く大きく育てるため

に, 沖合養殖場 は特定 の種類の魚 を育てるために用い られ るこ とを確認す る0

教師 ‥栽培漁業センター は栽培漁業の仕事を集 中管理す る ところであると説明す

る0 その過程で, 海中カメラは海 中のよ うす を監視 してお り, 人工衛星は魚群探

J>知機やブイロボ ッ トとセンター 内の受信機 との電波 を中継す るものであると説 明

す る0

子 ども : ワークシー トに, 教科書に基づき漁業協同組合 を記載す ることにす る0
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資 料 3

授業で使用された社会科資料集における

｢水産業｣の記述

( 『調べる･わかる･すきになる社会科資料集5, 7年度版』 ,文藻堂1995年　37-48頁,

より,許可を得て転載)
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対象授業のトランスクリプト

第1時:水産業の導入　　　　(6月19日)

第2時:日本の漁獲量が世界第二位のわけ(6月22日)　　=‥　　41

第3時:マグロ遠洋漁業の工夫(6月23日)

第4時:遠洋漁業　　　　　　(6月26日)

第5時: 200海里問題　　　(6月30日)

第6時:ハマチ養殖

第7時:栽培漁業

(7月1日)

(7月　3日)

<トランスクリプト凡例>

子どもの名前は仮名
T　　:教師｡
C　　:発話音名不明の子ども｡

Cn　:発話者名不明の複数の子ども｡
(　) :行為の内容｡

[　] :調査者による補足説明｡
:聞き取り不能箇所｡

-28-



【第1時】

【第1時】水産業の導入　　　　　　　(1995年6月19B第5校時,午後1時4扮牌～,教室にて)

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面(≡) =>
はい,じやあ｡ (教室の中央-)

暑いのはわかってるんですけど,ぱたぱ

たは少しやめて｡

(屋敷のほうを向く)

よけいなものはしまってください｡

みんなはいろいろな食べ物の中で,野菜

や果物や,米や,パン｡

パンなんかの麦は穀類,なんだけど,今

度はおかずになるもの｡魚｡

魚の観察になると,理科なんですけれど

も,

魚をどうするんだろ｡社会じや魚につい

てどういう勉強をするのか｡

について勉強していきます｡

それで教科書｡ (机に戻り,教科書を持

ってきてページをめくる)

あ,ところで聞くけれども,うちは毎日

毎日魚を食べてますって人いますか?

毎日に近い?

牧原さん,あなたんちは毎日魚を食べて

るって感じじやない?

はい,教科書のねえ, 36ページ.

の,下に棒グラフあるよねえ｡ (｢棒グラ

フ｣とつぶやきながら藤村の前-)左側

が,世界の主な国の漁獲量ってある｡

(向き直って屋敷のほう-)漁獲量ってい

うのは,一年間にどれだけの量,なんト

ンでしょ,単位は,なん万トンか,獲っ

た量です｡それのグラフですo　それから

右側は,国民一人あたり,一日あたり

の,国民一人が一日に,どのくらいの魚

を食べるんだろう｡これ平均っていうん

ですから,毎日日日.食べたり食べなかっ

たりしているんだけれども,もし,毎日

食べてるとしたらどうだろうかってこと

ね｡その量です｡

(教室の中心に立って)ね,だけど,いろ

んな人いるでしょ｡毎日魚を食べても飽

きない人｡私は魚は全く苦手ですってい

う人｡そういう人も平均してありますか

ら｡

じやあ,その二つのグラフを見て, (園

田の前-行き,また中心に戻る)わかっ

たこと,これがわかったよ,こんなこと

がわかるよを,その紙の上のほうに書い

てもらいたいんで,

(園田の机の上のカードを取り上げ)これ

また上,貼っていくから,理科のカード

のようにニセンチくらい空けといて｡

ああ,それがあるといいですね｡

<場面②>

屋敷: (扇いでいたものをしまって

筆箱を出す)

Cn : (口々に発話する)

C:しょっちゅう,食べてる｡

牧原:ない｡ (首を傾げる)

Cn : (教科書を開く)

藤村:月とか書くの?何月何日何曜

日って｡

Cn : (作業を開始する)

(園田の前に立ち,見ている)

(机に戻る)

(園田の前から左回りで渡辺の前-行き

また戻ってくる)
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【第1時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ ■■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 天 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

O T O2 "

0 7'29 "

O T 39 "

07 52 ーー

08 '24 "

0 83 9 "

0 8'4 0 "

09'02 "

09 '47 "

n '22 1ー

14 '04 "

14 '2 0 "

< 場

15'13 "

15ー15 ーー

15 1 6 "

15 '33 "

15 ー34 ーー

15 '36 "

15 '48 "

15 '50 "

15 '5ヰ▼I

16'0 6 "

161 3 "

16 0 4 "

16 ー17 "

16 '19 "

16 '2 1"

16'2 3 "

10 2 9 "

16 '3 1"

16 '50 "

16 '5 8 "

16'5 9 "

17'0 4 "

17 ー14 -I

17 ー16 "

1T 3 5 ▼■

1T 36 "

17 '4 1"

(園 田 → 川 島 → 藤 村 → 小 島 )

(小 島 に 指 示 )

(小 島 か ら離 れ る )

(野 ロ の 前 で ) 比 べ て み て 0

(長 瀬 の 前 )

(長 瀬 か ら離 れ る )

(野 村 の 前 あ た り で ) 見 比 べ る と い い か も

しれ な い ○ ■■■… は 獲 れ た 量 0 も う片 方 は

食 べ る 量 0

(野 村 → 岡 本 → 夫 野 )

う ん ○ 左 側 が 獲 つ た ほ う○ 右 側 が 食 べ る

ほ う ○

(井 原 → 長 瀬 )

(長 瀬 に 指 示 )

あ と 1 , 2 分 で ○

(小 島 に 指 示 )

(大 友 に 指 示 )

(長 瀬 に 指 示 )

面 <s サ

じ や あ , 一 回 鉛 筆 置 い て 0

ど ん な も の 書 い た か な 0

誰 か 発 表 し て 0

は い , 矢 野 く ん 0

(板 書 )

同 じ 0

中 華 人 民 共 和 国 と 日 本 を 比 べ た とO そ し

た ら共 通 して い る の は ? 両 方 ど ち ら も い

つ ば い 獲 れ る と ○

こ れ は 共 通 点 な ん だ け ど こ つ ち は ? 量

は ? ■

ぞ れ で , 何 が 大 き く違 つ て た つ て ?

食 べ る 量 ○

食 べ る 量 が ?

載 つ て な い 0

な る ほ ど ね ○

(板 書 を 終 え る )

同 じ つ て こ と は な い よ ね 0 ま だ あ り ま す

か ?

は い , 寺 内 さ ん ○

(板 書 )

イ タ リア つ て 書 い て あ る ? イ タ リヤ つ て

書 い て あ る ?

■(板 書 を 終 え る )へ
は い , 原 田 さ ん ○

ど こ ?

涌 井 : 食 べ る … ■■■○

矢 野 ‥(勢 い よ く 挙 手 )

(カ ー ドを 読 み 上 げ る )

中 華 人 民 共 和 国 で い つ ぱ い

魚 が 獲 れ て い る の に , 日本

は な ぜ か い つ ば い 魚 を 食 べ

て い て , 中 華 人 民 共 和 国 は

あ ま り食 べ て い な い O

ち よ つ と 少 な い ふ

あ れ ー 0 食 べ る 量 0

な ん か , 中 華 人 民 共 和 国 載

つ て な い よ0

C ‥同 じ○

寺 内 ‥ (挙 手 を す る ) ■

C : だ い た い 同 じ だ よ 0

寺 内 : ア メ リ カ や イ タ リ ア は 魚 を あ

ま り 獲 ら な い し , あ ま り食 べ

な い O

C : ア ○

原 田 : (起 立 し て )魚 卑 獲 つ て い な

い 国 な ん だ け ど な ぜ か 食 べ て

い る 0
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【第1時】

時 間 教 師 ■の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 夫 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

17 '4 4 'ー

17 ▼47 川

17 一50 "

1 7 ー5 3"

1 7 5 6 "

1 8 '0 0 ー.

18▼0 1 "

1 8 '0 2 "

1 8 '0 3 "

1 8 '0 5 叩

18'0 7 "

1 8 '0 8 "

1 8 '1 3 "

1 8 1 4 "

1 8 '2 3ーー

18 '2 5 叩

18 '5 2 "

18 '5 4 'ー

18'5 6 "

1 9 '0 4 "

1 9 '0 8 "

1 9 1 7 "

1 9 '2 7 "

1 9 '2 8 "

1 9 '3 2 "

1 9 ー34 "

1 9 '4 1 ーー

19'4 5 ーー

19'4 6 "

1 9 '4 8 "

1 9▼52 "

1 9 '5 6 "

1 9 '5 8 "

2 0 '0 7 "

2 0 1 5 "

2 0 2 5 "

ユ0'2 8 "

2 0 '3 2 "

2 0 '3 3 "

2 0 '3 8 "

2 0 ー45 "

2 0 -4 7 "

< 場

20 '5 5 "

2 1ー03 "

日本 以 外 全 部 ○

獲 つ て い な い の か ね え , こ め 国 は ?

獲 る 量 は 少 な い ん だ け れ ど も ,

獲 れ る 量 は 少 な い , 多 く な い ん だ け れ ど

も , 食 べ る , 量 は 多 い ん だ 0

(板 書 ) ■

ほ と ん ど ○

な る ほ ど 0 す ご い な あ ○

は い , ま だ あ る か な ?

ま だ あ る か な ?

じ や あ , 森 島 さ ん ○

(矢 野 を 見 る )

あ あ , な る ほ ど ね ○

そ うす る と 日本 だ け じ や な い ん だ 0

他 に あ る か な あ 0

は い , 井 原 さ ん ○■

両 方 と も 多 い ○

ね 0 両 方 と も 多 い 0

(板 書 )

い つ ぱ い 獲 れ て い つ ば い 食 べ て い る 国 は

日本 だ け で す か 0 な る ほ ど ね O

じ や あ , あ な た た ち は そ の 国 に 住 ん で る

ん だ O

(園 田 を 見 お ろ し て ) い つ ぱ い 獲 れ な い の

は , 周 り に 海 が な い の と ,

(寺 内 の ほ う に 歩 み 出 て )輸 入 を し て る ん

じ や な い の か こ

あ あ , な る ほ ど ね 0

じ や あ , 国 の 位 置 関 係 に も ど う も 関 係 し

て き た り, 輸 入 輸 出 に も 関 係 ■し て き そ う

だ 0

面 ④ = >

じ や あ , 地 図 帳 で , そ の 国 , 出 て き た 名

前 を 2f こ に あ る か ね , 確 か め て い き ま し

よ う 0

あ な た た ち の 地 図 帳 , 世 界 地 図 載 つ て ま

獲 つ て た ら … … 0

(座 つ た ま ま ) い つ ぱ い 獲 つ

た らQ

[原 田 に ] 日本 以 外 全 部 だ よ

輸 入 し て も ら つ て る ん だ よ

(挙 手 )

外 国 で も 結 構 食 べ て い る 人

が 多 い こ と が わ か つ た 0

原 田 : オ ー ス ト ラ リ ア と イ ギ リ ス 0

原 田 ‥ 日本 以 外 全 部 0

原 田 : が , 魚 を 獲 つ て い な い の に ,

な ぜ か 食 べ て い る 0

C ‥獲 つ て る よ 0

C n ‥獲 つ て る よ ○ ( 口 々 に 発 話 )

C ‥輸 入 し て る の か な あ 0

C n : 食 べ る 量 は ,

寺 内 : 日本 か ら 輸 入 し て る O

C ‥輸 入 し て る ん だ 0

森 島 : (座 つ た ま ま )私 も 隆 く ん [矢

野 ] と だ い た い 同 じ で , 日本

の 他 に は 魚 は あ ま り食 べ て い

な い の に , で も 日本 は 魚 を よ

く食 べ て い る ○

井 原 ‥(挙 手 )

井 原 : 日本 は 獲 れ る 量 が 多 い し , 食

べ る 畳 も 多 い ふ

寺 内 ‥輸 入 を し て る か ■ら 0

寺 内 : 中 華 人 民 共 和 国 は , 獲 lJ, て る

け ど さ あ , ど つ か に 送 つ ち や

つ て る か ら , あ ん ま り ‥‥‥○

C n : (地 図 帳 を 出 す )
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【第1時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

2 1'2 0 川

2 1'4 0 "

2 1'42 "

2 1'44 "

2 1'48 "

2 1'50 "

2 1'52 "

2 1'54 "

2 1'56 "

2 1'5 7 "

2 2'00 "

2 2'0 1 ▼ー

2 2'0 3 "

2 2'06 "

2 2W ー

2 2 '0g "

ヱユ'09 'ー

22 '10 "

22 ー11"

22 '13 ▼ー

22 1 4 "

2 2'15"

2 2'16 "

2 2'17 "

2 2'18 "

2 2'2 3 ▼ー

2 27 4 "

ヱ2*2 7 "

22'2 8 "

三三�"30 "

22 '34 "

22 '44 "

22 '54 "

22 '56 "

22 '5 8 ーー

､ 2 3'00 "

2 3'0 9 川

2 31 0 "

2 3'14 ー■

2 31 5 'ー

23ー20 ーー

23 '24 "

23 7 7 什

23 '4 1"

し た よ ね 0 ど こ で 見 よ う か な ○ 一 番 後 ろ

で 見 た ほ う が い い の か な ○ (園 田 の 地 図

帳 を 覗 き 込 む )

一 番 後 ろ の 世 界 地 図 を 見 て い く と , ラ

ん , あ の , 日本 が 真 ん 中 に 書 い て あ る 世

界 地 図 0 (机 に 座 る )

じ や あ , 中 華 人 民 共 和 国 ど こ に あ る の か

は , い い で す か ?

確 か め て , 中 華 人 民 共 和 国 [の 位 置 ]○

[園 田 に ] あ あ , い つ ぱ い 獲 れ て も で か す

■ぎ ち や つ て , 国 が で か す ぎ る 0

[学 級 全 体 に ■] 中 華 人 民 共 和 国 つ て さ あ ,

[園 田 に ] あ あ , 一 人 の 量 が な く な つ ち や

う 0

[学 級 全 体 に ] 人 口 ど れ く■らい か 知 つ て

る ?

竹 下 く ん , 何 ?

一 番 大 き い ?

人 口 が 一 番 ,

国 が 一 番 広 い の は ?

ロ シ ア ○

ロ シ ア 連 邦 共 和 国 ○

え ー と ね え , そ こ で ち よ つ と 話 , と ん じ

や う ね ○

64 ペ ー ジ , の 下 ○ 世 界 の 国 々 と 日本 の 結

び つ き つ て い う の が あ る で し よ 0

そ こ に , 国 が あ つ て , 面 積 と か 人 口 とか

書 い て あ る ん だ け ど , 中 華 人 民 共 和 国

は , 人 口 が ,

十 】 万 ?

十 一 億 , 三 千 九 百 六 万 人 0

中 華 人 民 共 和 国 よ り 多 い の は , な い み た

い ?

(立 ち 上 が つ て 歩 き 出 す ) 人 口が 世 界 で -

番 多 い の ､は 中 華 人 民 共 和 国 な ん で す ○

上 の ロ シ ア 連 邦 は 何 人 ? 二 億 四 千 万 ? 節

二 億 五 千 万 0 ア メ l-U カ の 四 ■倍 以 上 い る ん

だ ね , 中 国 で は ○

だ か ら い く ら 獲 つ て も , 人 口 多 す ぎ ち や

つ て , わ り算 す る と 一 人 あ た り の 食 べ る

量 が 減 つ ち や うの ○

… … (教 師 に 話 しか け る )

一 人 一 人 の 食 べ る 量 が あ ん J

ま り な く な つ ち や う ○

ロ シ ア 連 邦 ○

百 億 万 人 0

三 万 人 ○

C : さ あ 0

C : で つ け ー ○

C : あ つ た 0

C : 一 番 目立 つ て る よ ○

C : 一 番 つ て い うか さ あ 0

C ‥オ ー ス ト ラ リ ア の ほ う が 目立 つ

竹 下 : 知 ら な い け ど , 一 番 大 き い ん

′じ や な い の ?

C : 七 十 六 万 人 ○

岡 本 : な ん で そ ん な 少 な い の ?

竹 下 ‥■一 番 大 き い 国 な ん で し よ , 中

国 つ て ○

C : ロ シ ア 連 邦 の ほ う が ○

C ‥ア メ リ カ が ,､′

C 二十 一 万 ○

C : え , 違 う違 う0

C ‥† 番 多 い ん じ や ん 0

C : ロ シ ア 連 邦 0

C : ロ シ ア ○

C ‥ロ シ ア 連 邦 ○
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【第1時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

2 3'4 6 "

2 3'5 1 "

2 3'5 8 川

2 0 0 0 "

ユ4'0 1ーー

2 4'0 3 ーー

ヱヰ'07 "

2 4'10 "

2 41 3 "

ユ4'15 ▼ー

2 41 6 "

2 4 '17 'ー

2 4 1 9 'ー

2 4 '23 "

24 7 5 ーー

24 '26 ーー

24 7 9 日

24 '32

24 '34 "

ユ4 '3 5"

ヱ4 ー3 6 "

24 '3 8 "

24 ー4 0 -I

24 ー4 3 tー

2 ヰ'44 "

2 4'5 0 日

2 4'5 2 ーー

2 4ー54 ▼ー

2 4'55 "

2 4 '57 'ー

24 ー58 ーー

24 '59 "

25 '04 "

25 '06 "

25 '07 ーー

25 ー12 "

25 '15 叫

25 '19 'ー

25 '2 1叩

25 ▼22 ー■

25 '2 3"

25 '24 ーー

25 ー2 5 "

25 '2 6 "

25 '2 7 "

25 7 8 "

2 5'2 9 "

2 5'32 "

ユ5'34 "

2 5'38 "

2 5'39 ーー

2 5▼44 "

2 5 '50 'ー

ヱ5 '5 1▼ー

一 人 に ま わ ら な い か も し れ な い 0 一 切 れ

だ と か ?

は い ○ す ご い ね ○

じ や あ , も う｢ 度 世 界 地 図 に 戻 ろ う○

は い , 中 国 0

そ れ か ら ソ ビ エ ト連 邦 じ や な く て こ れ ロ

シ ア 共 和 国 だ と 思 うん だ よ ね ○

旧 の ソ ビ エ ト連 邦 だ か ら , ど こ か は い い

よ ね ○

ペ ル ー つ て ど こ ? ペ ル ー 0

世 界 地 図 の 中 で O

■世 界 地 図 の , 6 9ペ ー ジ 70 ペ ー ジ の 地 図 の
中 で , ペ ル ー つ て い うの は 何 ペ ー ジ の ほ

う ?

70 ペ ー ジ の ,

一 番 ,

南 ア メ リ カ の な か ?

(園 田 に ) 70 ペ ー ジ だ つ て い つ て る じ や

ん ○

7 0ペ ー ジ の 南 ア メ リ カ の な か に あ る 0

あ つ た ?

南 ア メ リカ の 南 の , 左 側 に べ ル ー つ て 国

が , あ る で し よ ○

チ リ をま ?

何 が す ご い の ?

海 岸 沿 い に ず ー つ と, 細 長 い 0

チ リ つ て 細 長 い 国 だ ね え ○

そ れ か ら , ア メ リ カ 合 衆 国 は V■､い よ ね ○

イ ン ドは ? イ ン ド探 し て ご ら ん 0

ど こ ?

何 ペ ー ジ ?

69 ペ ー ジ の ?

(小 島 の 前 に 来 て ) 中 華 人 民 共 和 国 の O

う ん 0

南 側 ? ね ○ イ ン ド○

そ れ か ら , あ と な ん だ つ け ? イ ン ドネ シ

ア 0

】 人 一 人 に ま わ ら な い か も

し れ な い ○

(前 の ペ ー ジ を ち ら つ と あ

け る )

あ つ た 0

急 に 見 つ け た 0

69 ペ ー ジ Q

中 華 人 民 共 和 国 の 0

C ‥さ つ き あ づ た ○

C : あ つ た , あ つ た 0

C : ブ ラ ジ ル の 隣 ○

C : え つ と ね え , 70 ペ ー ジ 0

C : - =f

C ‥あ つ た , 南 ア メ リカ ○

C : ブ ラ ジ ル の ○

C ‥あ つ た ○

C ‥チ リ は す ご い よ0

C : す ご い よ 0 こ れ O

C : チ リ チ リ つ て 書 い て あ る 0

C = 海 岸 に 0

C n : 口 々 に 発 話 す る )

片 山 : す げ ー 細 な げ ー ○

C ‥中 華 人 民 共 和 国 の ,

C : あ つ た , あ つ た , あ つ た 0

C ‥( 口 々 に 発 話 す る )

C : ベ トナ ム が あ つ た よ 0

C ‥A 市 [対 象 学 級 の 所 属 す る 学 校

が 所 在 す る 自 治 体 名 ] く ら い の

C : イ ン ドネ シ ア ?

C : あ つ た ○
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2 7'04 "
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27 35 "

27 36 "

27 -4 1"
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27 '45 ーー

27 '46 "

27 '50 "

27 ▼54 "

イ ン ドネ シ ア は ?

そ れ ど こ に 裁 つ て た ?

ザ イ ー ル あ つ た ?

タ ン ザ ニ ア , ザ イ ー ル ○

イ ン ドネ シ ア ○

イ ■ン ドネ シ ア ど こ で す か ?

ボ ル ネ オ 半 島 0

ボ ル ネ オ 半 島 ど こ ?

オ ー ス ト ラ リ ア と イ ン ドの 間 ○ イ ン ドネ

シ ア つ て の は ね ○

さ あ , 今 言 つ て た 国 が ,■

魚 を 獲 る 量 が 多 い 国 だ つ た の ね ○

ア メ リカ ○

今 , 言 つ た 国 は ○

面 ⑤ >

そ れ で は , 今 度 は , 一 人 あ た り が 食 べ る

量 ○ ね ○ 一 人 あ た りが 食 べ る 量 が 多 い 国

を 調 べ て み ま し よ う0

え ー 0 ど こ だ ?

デ ン マ ー ク O

お 店 で デ ン マ ー ク つ て あ つ た で し よ0

デ ン マ ー ク ○ ア ン デ ル セ ン と か さ 0

デ ン マ ー ク つ て ど こ ? デ ン マ ー ク つ て 0

ス ペ イ ン が あ つ た 0

デ ン マ ー ク は ? デ ン マ ー ク 0

デ ン マ ー ク は ね え 0 6 9ペ ー ジ の ね え , 左

下 の 地 図 を 見 た ほ う が わ か り や す い と 思

う 0 ヨ ー ■ロ ツ パ を 大 き く し た と こ ろ 0

デ ン マ ー ク つ て い う の は , ドイ ツ の す ぐ

北 側 で し よ 0

C n : あ つ た 0

C : ど こ ー , ど こ ∵ C

C : ザ イ ー ル ○

C : タ ン ザ ニ ア が あ つ た 0

C : イ ン ドネ シ ア ど こ ?

C : タ ン ザ ニ ア ○

C : あ , あ つ た 0

C : ボ ル ネ オ は ん じ ま 0

C ‥ボ ル ネ オ O

C : イ ン ドネ シ ア が わ か ら な い ○

C : あ つ た ○

C : トル コ ○

C ‥タ ン ザ ニ ア が 結 構 ○

C : タ ン ザ ニ ア あ つ た 0

C : ア メ リ 九 先 生 , 言 つ て な い よ

C ‥ザ イ ー ル ○

な ん か お 店 で デ ン マ ー ク つ

て あ つ た よ 0

チ ェ コ が い る よ 0 チ ェ コ O

チ ェ コ ○ チ ェ コ ○

C : デ ン マ ー ク ○

C : デ ン マ ー ク ○

C ‥ ど こ ?

C : む な し い ○

C ‥小 さ い O 先 生 … ,‥0

C : ス ペ イ ン ○

小 島 = オ ー ス ト ラ リ ア の 横 つ ち よ の

片 山 : モ ロ あ つ た よ 0 ス ペ イ ン 0

小 島 ‥先 生 , オ ー ス ト ラ リ ア の 横 の

と が つ た と こ ろ が O

藤 村 : あ つ た , デ ン マ ー ク O

C ‥あ つ た よ 0

C ‥あ つ た 0 あ つ た ○ あ つ た 0 あ つ

た ○ ′

屋 敷 : フ ィ ン ラ ン ド と ,

C : デ ン マ ー ク の ,

C n : ど こ ?
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2 8'55 "

2 8'56 ーー

2 8ー57 叩
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29'0 0 "

29 '02 "
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29 1 1"

ユ9 ー13 "

29 '15 "

2 91 9 "
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2 9'30 "

29 0 6 "
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29 '5 1"
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29 '58 "

30 '0 1"

30 '02 …
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3 0'36 "

30'4 7 "

30 '38 "

30 '39 ーI

コ ペ ン ハ ー ゲ ン が あ る で し よ 0 デ ン マ ー

ク の ね ○

ボ ン ○

ドイ ツ ○

そ の ドイ ツ の 北 側 が デ ン マ ー ク で し よO

そ れ か ら , フ ラ ン ス , イ タ リ ア , ス タ エ

ー デ ン O フ ラ ン ス , イ タ リア , ス ウ ェ ー

デ ン 0

フ ラ ン ス , イ タ リ ア , ス ウ ェ ー デ ン 0

そ の 地 方 で そ ■うい う食 べ 方 を し て た か

ら , そ う い う ソ ー セ ー ジ を フ ラ ン ク フ ル

トつ て い う ん だ よ ○

さ あ , じ や あ , だ い た い , 獲 る と こ ろ と

食 べ る と こ ろ の ね , 随 分 , 違 い が , 場 所

の 確 認 が で き た か と 思 い ま す 0

そ うす る と 出 て き た の は , 食 べ る 量 が 多

い 国 は , ど こ か ら か 輸 入 し て る○ な る ほ

ど ね 0

日本 は 輸 入 し て る の か ね ○ じ や あ 0

し て ん の か ね ?

ナ ン トつ て い う の が あ る ○

ナ ン ト0

え , フ ラ ン ス の な か 0

先 生 , む な し い ○ 先 生 ○

先 生 , む な し い 名 前 が あ ■

る ○ ボ ン ○

ボ ン 0

ボ ン ね え , ドイ ツ の と こ ろ

マ ル タ が あ る 0 マ ル タ 0

先 生 , マ ル タ が あ つ た ○

C :■こ こ に 書 い て あ る と , ど つ ち か

わ か ら な い ○

C n : (デ ン マ ー ク を 探 す )

C n ‥ (笑 う )

片 山 : ど こ に あ る ?

C : ■ス リ ラ ン カ ○

C : あ , ほ ん と だ 0

C n : ボ ン 0 (口 々 に 発 話 す る )

C ‥ス リ ラ ン カ 0

C : ボ ン と か い つ て あ ぶ ね ー よ 0

C : チ ェ コ ○

川 島 : 何 ?

川 島 ‥ ど こ に ○■

C ‥チ ェ コ ○

C : ス ウ ェ ー デ ン だ よ ○ ス ウ ェ ー デ

ン 0

片 山 : ス ウ ェ ー デ ン の が 上 に あ る じ

や ん 0

C ‥ボ ン , ボ ン 発 見 0

屋 敷 ‥ナ ン ト,､ ナ ン ト ど うす る の ?

屋 敷 : ナ ン ト, ナ ン ト ど うす る の ?

C ‥か つ こ い い 名 前 に し よ う0

C : め ち や ち い せ ー よ ○

C ‥フ ラ ン ク フ ル ト0

C : ス ウ ェ ー デ ン の 左 側 に ボ ス ト ン

が あ る ○

藤 村 : フ ラ ン ク フ ル トだ つ て ○

藤 村 : 先 生 , フ ラ ン ク フ ル トつ て い

うの が あ る よ ○

C : フ ラ ン ク フ ル ト つ て ね え ,

C ‥あ れ , 何 だ つ け 0 ハ イ ジ で ○

C : ブ ル ガ リ ア だ つ て ○

C : 面 積 が ち つ ち や い の ○

C : トル コ0

C : ロ シ ア だ つ て 0

C : 小 さ い か ら O

C : し て ん じ や ん 0

-35-



【第1時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

3 11 0 "

< Jサ

3 1'3 0 "

3 1 '3 7 "

3 1 '4 5 'ー

3 1'4 6 "

3 2 '0 0 "

3 2 '0 1 "

3 2 1 6 ーー

32 3 5 "

ノ′

32 '4 4 "

3 2 '4 5 "

3 2 '4 6 "

3 2 '4 8 什P

32 '4 9 ーー

32 '5 0 '▼

3 2'5 2 "

3 2 '5 3 叩

3 2'5 5 'ー

3 2'5 6 "

3 2 '5 8 "

3 3 W

3 3 '0 2 ▼ー

33 '0 3 "

3 3 '0 4 "

3 3 '0 5 "

3 3 '0 8 "

3 3 '0 9 "

3 3 1 1 "
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3 3 '3 0 ーt
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3 3 '3 7 ー卜

33 '3 9 ▼▼

33 '4 1 "

は い , じ や あ , 次 の ね ○ は い じ や あ , 今 ー

度 の 世 界 地 図 の 遊 び は , 別 の 時 間 に や つ

て O 朝 の 時 間 で も 結 構 で す け ど も 0

面 ⑥ = >

は い , 社 会 の , 日本 の と こ ■へ 戻 つ て き ま

す 0 は い , 日本 に 戻 つ て よ ○

′世 界 地 図 で い う と , 日 本 は そ の ぐ らい の
場 所 に あ る , そ の く ら い の 大 き さ の 国 で

す 0

と こ ろ が そ の 日本 は , 魚 を 獲 る 量 が 世 界

で 二 番 目 の 国 0 そ し て 一 人 あ た り の 食 べ

る 量 が 一 番 の 国 ○

じ や あ 0 竹 下 く ん 0

■そ の 日■本 に 住 ん で い る み な さ ん の こ と で
す ね ○ 日 本 人 ○ ほ と ん ど 日本 人 で し よ O

日本 に 住 ん で い る の は 0

じ や あ , 日 本 に と つ て 魚 つ て い うの は い

つ た い ど の よ う に 獲 つ て い た り, ど の よ

う に 食 べ て い る■の か 0 ど ん な も の を 食 べ

て い る の か ○

で , あ な た た ち に 聞 く とゼ の よ う に 獲 る

つ て い うの は わ か ら な い か ら , 何 を 食 べ

て い る の か , ど ん な 魚 を 食 べ て い る の

か ○

】 般 的 に い うサ ン マ ?

K n ?

ね , ね , ち よ つ と 質 問 ○ ウ ニ つ て 魚 ?

C : … … ○

C n ■‥(地 図 帳 を 見 て い る )

C : ち つ ち や い ○

C ‥サ ケ 0

C : サ ケ 0

C ‥ア ジ ○

原 田 : サ ケ と か サ ン マ とか ○ 一 般 的

に い う ○

C ‥マ グ ロ 0

C ‥サ ケ ○

C : ア ジ 0

C : の ひ ら き ○

C ■: 私 ほ と ん ど ア ジ ○

C : ひ ら き は ア ジ と 同 じ魚 0

C : ア ジ 0

C n : サ バ ○

C : ウ ナ ギ 0

C : サ バ な ん か あ ま り 食 べ な い よ 0

C ‥マ グ ロ 0

C ‥マ ス 0

C : そ ん な の ず る い よ , ウ ナ ギ じ や

な く て , ウ サ ギ つ て 書 い て あ る

の か と 思 つ た ○

C : ほ ん と だ よ ー O

C n ‥ (口 々 に 魚 の 名 前 を 発 話 す る )

C : 私 , マ ス 食 べ た こ と あ る ○

C : イ ワ シ ○

C : マ ス オ さ ん 0

C ‥ ど う し て そ ん な こ とす る の ?

C ‥ ト ロ ○ ト ロ 0

C : ア ユ ○ ア ユ 0 ア ユ 0 ア ユ 0

C : マ グ ロ 0 マ グ ロ ○

C : カ ツ オ 0

C ‥ア ユ 0

C : ウ ニ ○

C : 波 平 ○

C : 違 う○

C : 魚 じ や な い ○

C : マ ス オ ○

C ‥タ イ ○
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ち よつ と待 つて , サ メ つ て食 べ る の ?

あ あ , サ メ を スー プ に す る ○

フカ ヒレだ ○

蒲 鉾 にす る 0

ヒ ラメ

カ レイ か 0

タイ ○

タイ か O お め で タイ 0

ス ケ トウダ ラい れ とこ う , 違 うみた い だ

か ら○

(板 書 を始 め る )

イ カ に タ 1= ○

イ カ タ コ○

ニ シ ン ?

ク ジ ラ 0

サ ン シ ヨ ウ ウオ食 べ られ る ?

さあ , 今 , 私 は , どん な魚 食 べ ま す か つ

て 聞い た の に 対 して , 出て きた の は , 自

分 が知 らな くて も , 知 つ て る魚 , 片 つ 端

か らあげ て つ た 方 い らつ しや い ます け れ

ど , はい ○

で も , 今 言 つ た よ うに , 何 人 かの 人 が あ

れ は食 べ られ るの か , 食 べ られ ない よ ,

食 べ る機 会 な い よ とか○

C ‥サ メ○

C : カ レイ ○

C : 食 べ る よ○

C : ヒ ラ メ○

C : スー プ ○

C : フカ ヒ レ の 0

C : 蒲 鉾 0

C ‥スケ トウ ダ ラ 0

C ‥ヒラ メ 0

C : ヒラ メ な ん て食 べ な い よ 0

C : ス ケ トウ ダ ラ 0

C : カ レイ○

C : タイ 0

C : タ ラ ち や ん 0

C : マ■ス オ さん○

C ‥ノ リス ケ さん 0

C ‥コイ ○

C : タ イ 0

C : ノ リス ケ さん は ?

C ‥フグ 0 ク ジ ラ 0

C : フグ な ん て ふ つ うは○

C ‥ノ リス ケ さん は ノ リ0

C : シ ー ラカ ンス○

C ‥波 平 0

C : 波 平 は 違 う 0

C ‥金 魚 ○

C ‥タイ コ さん 0

C : タイ 子 さん だ と ?

C ‥タイ 子 さん , タ イ ○

C : あ あ , タイ ○■■

C : ノ リス ケ さん ○

C : ワカ メ つて い うの は ど うな の ?

C ‥ノ リスケ ○

C : ス ケ トウ ダ ラ ?

C : 知 つ て る○

C : イ カ , タ コ○

C : ニ ン シ ン 0

C ‥イ カ タ コ○

C : イル カ 0

C ‥ク ジ ラ O

C ‥サ ン シ ヨ ウ ウオ○

C : ア ン コー , ア ン コ ウ○

C : タ ラ ○
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36 '3 1 "

3 6 3 3 "

3 6 '3 4 "

3 6 '3 7 "

3 6 '3 9 "

3 7 0 2 "

3 7 '0 9 "

3 T 1 4 ▼I

3 7 '1 5 ▼I

37 1 8 "

3 7 7 1 "

3 7 '2 2 "

3 7 7 4 川

3 7 2 6 川

3 7'2 7 "

3 7 ^ 9 ーー

3 7 3 0 ー●

3 7'3 4 ーー

< = 場

3 7'3 9 'ー

3 7チ55 "

3 7 '5 6 "

3 7 '5 7 'ー

37 5 8 ーー

38 '0 7 "

3 8 '0 8 ーt

38 '1 1 "

3 8 1 4 ーー

38 1 7 'ー

38 1 8 "

3 8 '1 9 "

3 8 '2 0 "

3 8 '2 1 "

高 い 0

そ うか ○ 値 段 の 問 題 が あ る ○

育 て て な い ん じ や な い か 0

■■そ うす る と , た ぶ A /み ん な の 口 の 中 に 入

つ て く る こ ん な か の 魚 つ 七 い う の は , よ

く 食 べ る 魚 も あ れ ば , 年 に 一 回 あ る か な

い か つ て い う魚 も あ る し , ま だ 一 度 も食

べ た こ と な い 魚 も あ る ○

こ れ な ん か , な か な か 食 べ る 機 会 は , ▲‥

私 は , こ こ 何 年 も 食 べ て ま せ ん け れ ど も

ア ナ ゴ ?

そ れ は 違 う○

面 (=≡ ) >

じ や あ , 戻 る よ 0 日本 人 が , 一 番 食 べ る

魚 つ て 何 な ん だ ろ う○

そ れ は タ イ , と い う の は , 今 言 つ て る の

は ク イ ズ じ や な く て , だ か ら あ て ず つ ぱ

う は 困 る わ け 0

こ れ こ う い う と こ ろ か ら 見 る と , こ れ が

一 番 多 い つ て い う の が わ か り ま す 0

と , い う ふ う に な る ん だ け ど も 0

ん , 理 由 は ?

そ れ は 違 う0

で は , 地 図 帳 や 資 料 集 や 教 科 書 , ど れ を

見 て も 結 構 で す か ら , 日本 人 が い ち ば ー

ん 食 べ て い る 魚 は な ん な の か ?

そ の 中 か ら 探 し て 理 由 を 考 え て 0

い い ? ■こ れ こ れ を 見 た ら ば こ うい うの が

あ つ て , 何 々 の な ん ペ ー ジ の こ の 資 料 か

ら , こ の 魚 だ と 思 い ま す つ て い うふ うに

言 え る よ う に 0

教 科 書 に 載 つ て る ?

C : 高 い ○

寺 内 : そ れ に 育 て て な い ○

C ‥食 べ た こ と な い 0

C : あ る ○

C : 先 生 , そ ん な に 高 い の ?

C : フ グ , い く ら○

C ‥高 い よ ○

片 山 : 先 生 0 ア ナ ゴ O

C ‥食 べ さ せ て く れ な い 0

C : イ ナ ゴ ○

(右 手 を 口 に あ て , 酒 を 飲

サ ン マ は 安 い と 息 つ た か ら

イ ワ シ と サ ン マ は , 考 え た

C ‥タ イ O

C : サ ン マ 0

片 山 : あ じ な ソ ー セ ー ジ ○

C ‥サ ケ つ て , お に ぎ り と か 0

片 山 ‥サ ケ ○

C : お に ぎ り の 中 に 使 う○

片 山 ‥よ く飲 め る か ら ○

C : サ ン マ は ?

38 ▼22 ーー

38 '2 4 "

3 8 '3 8 川

3 8'5 3什

3 8'5 8 '▼

3 91 1 "

3 9 1 3 "

3 9 '2 2 "

3 9 7 6 "

3 9 '3 4 ▼I

3 9 '5 0 "

3 9ー5 2 "

3 9 '5 4 "

3 9 '5 5 "

4 0 '0 4 "

4 0ー14 川

4 0'3 6 ー■

4 0 '3 8 "

4 0 3 9 "

4 0 ▼43 ーー

4 0 '4 5 "

む 真 似 を す る ) C : お に ぎ り に 使 う ん で し よ ?

C ‥ も う 考 え た 0

C n : サ ケ ○

C ‥サ ン マ 0

片 山 : あ じ な ソ ー セ ー ジ 0

C : サ ン マ , サ ン マ , ア ジ とサ ン マ

C : f -/ ^

C ‥な ん で 0

C : イ ワ シ ○

片 山 : イ ワ シ が 一 番 多 い い よ 0

C : イ ワ シ が ●… ‥骨 が 強 そ う0

C ‥な い よ う0

C ‥な い よ う0

C : な い で す よ う○

C : 教 科 書 に あ る と 思 う0
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4 0'54 川

4 1'05 "

0 22 "

4 17 7 'ー

4 1'3 1"

4 1'38 "

4 13 9 ーー

4 1'4 1ーー

4 1'42 "

4 1 '49 "

4 1'53 "

4 1'58 "

4 2 '00 "

4 2 '02 "

4 2 ー04 "

4 2 '06 "

4 2 '08 "

0 09 一ー

4 2 '10 "

4 2 1 5 川

4 2 '20 "

ヰ之'2 1'ー

4 2 ー23 "

42 '26 "

42 '27 "

42 '28 "

4ユ�"30 "

42 '3 1"

42 '40 "

42 '42 "

42 '44 川

42 '4 6 "

42 '4 7 "

42 '4 8 "

4 2'5 1 "

4 2'5 2 "

4 2ー55 "

4 2'5 8 "

4 3 '00 "

4 3 'i r

4 3 '13 "

4 3 1 6 "

4 3 '38 "

4 3 '42 "

ヰ3 '44 ーー

44 '0 1"

44 '02 "

[藤 削 こ] も つ と 資 料 集 と か 見 て ○

[渡 辺 に ] そ れ は 生 産 量 と輸 入 量 の 割 合 0

教 科 書 や 地 図 帳 や 資 料 集 か ら 見 つ け て 下

さ い 0

は い ○

生 産 量 し か な い ○

生 産 量 な ら あ る 0

生 産 量 ?

な ん で イ ワ シ が 多 そ う な の ?

い つ ぱ い 獲 れ て る か ら ? 何 が ?

な ん ペ ー ジ ?

な ん の 4 0ペ ー ジ ?

資 料 集 の 4 0ペ ー ジ ○ の 左 下 の グ ラ フ ○ あ

つ , 右 下 の グ ラ フ 0

水 揚 げ ○

水 揚 げ 量 じ や 食 べ て な い ん じ や な い か ?

な る ほ ど ね 0

だ か ら 水 揚 げ 量 な ら食 べ て な い C そ う い

う こ と ?

消 費 量 だ ○ 園 田 く ん の は 0 あ な た た ち が

言 つ て い た の は , こ れ は 水 揚 げ な ん だ か

ら 食 べ て な い ん ′､じ や な い か ○

じ や あ こ れ は ,

水 揚 げ 量 つ て い う の は , 漁 船 で 運 ば れ て

き､て -, そ の 港 に 着 い た 時 の 量 D そ うす る

と , イ ワ シ は 一 番 獲 れ て い る , と い う こ

と は こ の グ ラ フ か ら わ か る ○ じ や , 獲 れ

て る か ら 食 べ て る の か つ て い う の に 一 致

す る か ど うか つ て い うの と は 限 ら な い ○

だ け ど 園 田 ■く ん は 獲 れ て る ん だ か ら食 べ

て る ん じ や な い か 0

ど う な の ?

そ う か そ うか 0

計 算 す る と , 獲 れ る 量 と 0

あ , イ ワ シ が 多 そ う 0

い つ ぱ い ‥‥‥○

○

4 0ペ ー ジ ○

資 料 集 ○

エ ビ 発 見 ○

C n : (課 題 の 作 業 を 進 め る )

C : うん , 教 科 書 た は , あ ま り載 づ

て な い ○

C ‥キ ン メ ダ イ だ よ 0

C : な ー い ○

C ‥な い よ ー O

片 山 : あ じ な ソ ー セ ー ジ な か つ た

よ ○

竹 下 : 試 ち や ん [片 山 ] , 試 ち や ん ,

あ じ な ソ ー セ ー ジ が あ つ た よ

片 山 : 先 生 , そ ん な か に タ ラ が ○

片 山 : あ , 書 い て あ る 0

片 山 : あ , ホ ッ ケ , ホ ッ ケ 0

C : 先 生 , キ ン メ ダ イ が あ つ た よ ■

岡 本 : 先 生 , 生 産 量 し か な い 0

岡 本 ‥ と , 輸 入 量 0

寺 内 ‥そ れ は 水 揚 げ じ や ん 0

寺 内 :食 べ て な い ○

C : 水 揚 げ 0

寺 内 : 消 費 量 な ら 食 べ る 0

寺 内 : 食 べ て る ん だ つ た ら , こ つ ち

の 消 費 量 な ん じ や な い の ?

寺 内 ‥運 ん で る 0

藤 村 : で も さ あ , 教 科 書 に , 獲 れ て

る 量 と 食 べ て る 量 が あ つ た ○

一 人 あ た り､の あ れ 計 算 し て み

る と , 百 五 十 ち よ つ と ぐ ら い
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44 1 0 "

44 '18"

44 7 3"

44 '33 "

4 5 '13 ー▼

45 '37 ーー

45 '3 9"

45 '4 0ーー

4 5'4 3ーー

4 5'4 5 "

4 5'4 8 "

4 5'5 0 ーー

4 5 '54 ーー

ヰ5 '56 "

46 1 7 "

46 '20 "

46 '36 "

4 6'4 5 ー1

4 6'4 9 "

4 T 04 ▼ー

4 T O7 "

4 7 1 0 ーー

47 '2 1"

47 3 1"

じ や あ , イ ワ シ は , 獲 れ る 量 は , 一■‥… 多

い ん だ つ て い うの は い い か な O

は い じ や あ ま だ 開 い て な い 人 0 も う- 度

言 う よ 0 資 料 集 の 4 0 ぺ ー ジ の 右 下 の グ ラ

フ を 見 て 0 ね ○

主 な 漁 港 の 水 揚 げ 量 ○ 水 塊 げ 量 つ て い う

の は 獲 れ る 量 な ん だ ○ 港 に 着 く魚 の 量 な

ん で す ○ そ の 量 を 見 る と , そ の 量 が , な

ん せ , イ ワ シ が ど こ の 漁 港 も 多 い ん で

す 0 つ て こ と は , イ ワ シ が た く さ ん 獲 れ

る ん だ ○ そ こ ま で は わ か つ た 0 だ け ど本

当 に これ が , 人 様 の 口 に 入 つ て い る の か

ど う か つ て い う の は は つ き り し な い 0

こ の 次 は で す ね , イ ワ シ , 本 当 に , 園 田

く ん の 予 想 の よ う に , 獲 れ て る ん だ か ら

獲 れ て る ん だ か ら ほ と ん ど が 人 の ロ に 入

る ん じ や な い か と い うふ う に 予 想 す る 人

あ る い は , 渡 辺 さ ん と か 寺 内 さ ん が , 漢

れ て る ん だ け ど , 必 ず し も 人 の ロ に 入 つ

て い る の で は な い ん じ や な い か b 別 の ほ

う に 行 つ ち や つ て る ん じ や な い か ○

ゴ ミ に な れ ば 0

ど う だ ろ う○

は い , 井 原 さ ん 0

う ん ○

だ と 思 う 0

園 田 く ん 援 軍 で た よ ○ 聞 い て た ? 今 の 話

を 0

教 科 書 の 36 ペ ー ジ を 見 る と , 日本 は 獲 れ

て る 畳 も 一 番 だ し , 食 べ て る 畳 も 多 い ん

だ か ら , 獲 れ て る 畳 も 食 べ て る 畳 も 多 い

ん だ か ら , イ ワ シ を ほ と ん ど 口 に 入 つ て

る ん じ や な い の つ て い う の が 井 原 さ ん の

予 想 ○ 推 測 つ て い う ん だ け ど ね ○

な る ほ ど , よ く 考 え た ね ○

じ や あ , こ の 次 は , イ ワ シ ○ 課 題 は ○ イ

ワ シ は い つ た い ど うな の か , ど う■い う こ

と な の か 0

イ ワ シ の 勉 強 し ま す ○

イ ワ シ を 解 剖 す る わ け じ や な い で す か ら

解 剖 の 勉 強 は 六 年 生 で 待 つ て ま す か ら ○

じ や あ 今 日 は こ こ ま で に し ま す ○

あ , ご め ん 0 そ の カ ー ド の 下 に , カ ツ コ

で 名 前 書 い て 出 し て くれ る ○

イ ワ シ は か わ い そ う ○

C ‥ち よ つ と違 う よ うな 気 が す る 0

C ‥ ゴ ミ ○

C ‥も■つ た い な い ○

C : 骨 に く つ つ い て る 身 と か 0

井 原 : (挙 手 )

井 原 : 魚 の 獲 れ る 量 は , 教 科 書 の 3 6

ペ ー ジ に 0

井 原 食 べ る 量 が 世 界 - だ か ら

○
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【第2時】

【第2時】日本の漁獲量が世界第二位のわけ(1995^6月22日第3校時,午前10154分2紗～,教室にて)

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動
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予定では今日は,この前の勉強したこと

は,漁業について,日本はどういう国だ

つけ?

よく獲って?

よく食べる｡

何よく獲ってるんだろうっていったら,

イワシだなんて言って｡

イワシやろうっていったんだけども,そ

の前に,一つ,大事なこと抜かしてまし

た｡

どうして日本は,こんなによく獲れるん

だろう｡食べるんだろう｡ね｡漁獲高だ

つけ?(園田の教科書を手に取り,ペー

ジをめくる)何が一番だったっけ?漁獲

量が二番｡一番は中国｡日本が魚をたく

さん獲るわけ｡獲れるわけか｡

(板書｢日本の漁かく高が世界で第二位の

わけを考えよう｡ ｣)

先にこっちゃってからイワシだとか,他

の魚のことやって｡

どうして二位なんだろう?何か理由があ

るんだろうか?

川島くん｡なんでだと思う?

ああ,好きだから｡

食べるから｡

周りが海だから?

たくさん獲れるの｡

(川島,竹下の意見を板書)予想だけじや

なくってね｡

まだあるかな?

今ばっと思い浮かんだ｡ね｡今までのみ

んなの知識や,纏験から,こんなんじや

ないかな一つて見当で言ってくれました

けど,

一つはまず本当にこうだろうか?もう一

つは,他にあるのだろうか｡あるとすれ

ばどんな理由があるんだろう?一つや二

つの理由だけで簡単に世界で二位になれ

るんだろうか｡世界第二位になるにはい

ったいどうしたらいいんだろう｡

書いてある｡うん｡

そうすると,一つは理由があったらば,

食べるから｡

そうすると,これは何からわかるってい

うのは?

日本人は魚を食べる｡たくさん食べるん

だよっていう証拠あるよね｡

どこにあるの?

そう,この前勉強したとこだよね｡そこ

だよね｡

教科書なんページですか?

36ページのそのグラフから,それがいえ

る｡ね｡

川島:日本人は魚が好きだから｡

竹下:周りが海だから｡

竹下:たくさん獲れる｡

Cn :争ってるわりには堂々と書い

てあるよ｡

C:獲れる｡

魚をよく獲る｡

食べる｡

国民一人あたりの一日の消

費量｡
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【第2時】

時 間 教 師 の 発 ■話 お よ ■び ■活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

0 39 日

00 52 ーー

04 '58 "

05 '02 ーー

0 5ー12 ーー

05 '32 "

0 5'5 5 "

0 5'5 6 "

0 5'57 "

06'03 "

06 '05 "

06 '07 "

06 '08 "

06 '09 "

06 '20 "

0 6'2 2"

0 67 6 "

0 6'3 1 "

07ー5 0 ▼ー

07 '5 1"

07 '55 "

OT 58 "

OS 'OO '

O S'IO "

0 81 3 "

< 場

08'31 "

09 '43 "

09 '57 "

09 ー58 叩

lO 'OO "

10 ー0 1▼ー

10'02 川

10'0 3"

10'0 5"

10'0 8 'ー

lO 'lO "

10 '12 "

36ペ ー ジ の 一 人 あ た りの 食 べ る 量 の グ ラ

フ か ら , 日本 人 は 食 べ る つ て い う こ と が

わ か り ま す 0 証 明 で き る ○

そ う い う ふ う に し て , 教 科 書 と か 資 料 集

や 地 図 帳 と か め く つ て 探 して , い ろ ん な

理 由 た く さ ん 考 え て み て く だ さ い 0 見 ら

け て み て く だ さ い ○

書 い て あ る か ら 探 し て い け ば , 自 分 で ○

だ け ど 書 い て あ る や つ , こ の [板 書 の ]他

に も あ る か も し れ な い ん だ よ 0 ね 0 い い

か い 0

は い , じ や あ , 今 , 11時 だ か ら 1 1時 15 分

く ら い か な , そ れ を や つ て 発 表 し て も ら

い ま す か ら 0 も う 15分 で き り ま す の で 0

15 分 間 で 理 由 を 探 せ る だ け 探 し て み て く

だ さ い ら

で , で き れ ば 一 人 で や つ て も い い ん だ け

ど も , 何 人 も [教 科 書 や 資 料 集 を ]忘 れ て

い ま す か ら , そ の 人 は し よ う が な い ○ 近

所 の 人 に 見 せ て も ら う し か な い の で , 少

し , 近 所 と 小 さ な 声 で ○ 近 所 の 人 同 士 で

聞 こ え る く ら い 小 さ な 声 で 相 談 し な が ら

作 業 を 進 め て も 結 構 で す 0

は し†, じ や あ 始 め て く だ さ い 0

あ , ■違 う , カ ー ド だ よ 0

そ う ○

前 カ ー ドに 書 い た よ ね ○

カ ー ドに 書 か な く ち や い け な い ん だ よ ね

ご め ん な さ い ○

(カ ー ド配 布 )

う ん ○ 大 丈 夫 だ よ ○

今 , 配 つ て る カ ー ド に 書 い て 0

縦 に 書 い て ○ あ , 違 う , 違 う, 違 う, 統

を 縦 に し て 横 書 き で 書 い て く だ さ い ね ○

縦 長 に し て 0

空 け て く だ さ い ○ こ の 前 の 紙 の 上 に 貼 つ

て い くか ら 0

面 ② = >

(最 前 列 の 子 ど も を 見 て 回 る 0 )

矢 野 く AJ0 盆 踊 り に は , ま だ 早 い ん じ や

な い の ?

理 科 で 言 う の 忘 れ ち や つ た O

今 日は ね え , 一 年 中 で 一 番 ,

昼 が 長 い 日 な ん で す ○

屋 敷 ‥わ か ん な い よ ○

片 山 : [園 田 に ] ノ ー ト に 書 く の ?

牧 原 ‥[教 師 に ] ノ ー ト に 書 く ん で す

か ?

片 山 : 前 , カ ー ドと か 言 つ て た よ 0

C : 一 応 真 つ 白 だ け ど 0

原 田 : 先 生 , 横 に 書 く の ?

寺 内 : [原 田 に ] だ か ら , 糸氏を 縦 に し

て 横 に 書 く の 0

原 田 : 先 生 , 上 2 セ ン チ 空 け る ん で

す か ? ■

原 田 : 先 生 , 2 セ ン チ 空 け る ん で す

か ?

ど こ が ?

ハ ワ イ ?

北 海 道 ?

C n ‥(作 業 開 始 )

原 田 ‥ 日 が 長 い 日○

C : 信 じ ら れ な い ○

小 島 : じ や あ , 今 日遊 ぶ 人 ラ ッ キ ー

だ ね ○

藤 村 : ど こ が つ て 0

藤 村 と 小 島 : ■(議 論 し て い る )

田所 : (後 ろ を 向 い て 話 し て い る )
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【第2時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 央 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

101 6 "

101 8 "

10'2 6 "

10'3 0 '†

10'33 叩

10'3 5 ーー

10ー4 0 川

11'03 "

ll'OS "

11 ー18 "

1 1'23 "

n '28 "

1 1'32 "

1 1'33 ーー

1 1ー35 tー

1 10 3 "

1V 56 "

12 '04 "

12 ▼14 "

12 '18 ーー

12 ー2 0 "

12 ▼2 1 "

12ー2 6 ーー

127 8 ーー

12'33 "

12'53 "

13'02 "

13 '04 'ー

13 1 6 "

13 '18 "

14 '06 "

15 ー20 "

15 '25 "

15 '30 "

15 3 2 "

16 '0 3"

16'2 0 "

10 2 6 "

16'2 7 "

16'33 "

で も ね え , 日没 時 間 が 一 番 遅 い か と い う

と そ う で も な い ん だ な あ 0 そ れ が 違 う■と

こ な ん だ よ な あ ○

書 か な く て い い の ?

そ れ が 世 界 で 二 位 の 理 由 な の ?

世 界 で 二 位 に な る 理 由 だ よ ○

世 界 二 位 の わ け 0

な ん で 日本 で , ど ん な 理 由 が あ る か ら こ

そ , 日本 は 漁 獲 量 が 世 界 で 二 位 な の か 0

漁 場 ね 0 … … つ て 言 え る で し よO

一 応 目標 15 分 な ん だ け ど ね 0 だ か ら全 部

挙 げ る わ け に は い か な い か ら ,

ど ん どん どん ど ん ピ ッ ク ア ッ プ し て ●… ‥

え ?

課 題 だ け 写 し て , あ と は 自 分 で 書 い て 0

[大 友 に ] 調 べ る つ て い つ て ど うや つ て 詞

べ る の ?

じ や あ , 忘 れ た 人 た ち は , こ こ に あ る 本

貸 し ま す か ら ,

や つ た ね 0 よ か つ た ね 0

漁 場 0

(板 書 )

[｢漁 場 ｣ の 説 明 を し て い る ]魚 を 獲 る 場 所

魚 が 獲 れ る 場 所 0 だ け ど そ こ に 行 け ば 必

ず 魚 が 獲 れ る つ て も ん で も な い ん だ よ 0

い ろ ん な 理 由 が あ る か ら ね 0

で も ま あ , そ の あ た り行 つ て 探 せ ば い い

ん だ ろ う ○

(教 科 書 を 閉 じ る )何 も 書 い

て な い な 0 網 で 魚 を 獲 る た

め に 0 網 で い つ ぱ い 魚 を 獲

る た め に 0

天 気 0

片 山 : (川 島 に 話 し か け る )

川 島 ‥ (片 山 を ふ り 返 つ て )何 が ?

片 山 : [川 島 に ] わ け が … … 0 二 位 の

わ け ○

片 山 : [川 島 に ] 二 百 海 里 だ つ て ○

川 島 ‥ (片 山 の ノ ー ト を 覗 き 込 む )

藤 村 : そ り や 先 生 , 毎 日 回 つ て る ん

だ か ら変 わ つ て く る で し よ う

川 島 : [園 田 に ] 二 百 海 里 0 (片 山 を

指 さ し て )だ つ て 0 二 百 海 里

つ て 書 く つ て ○

片 山 : 二 百 海 里 だ つ て 0

川 島 : 先 生 あ れ [板 書 ] も 書 く の ?

片 山 ‥先 生 , こ れ つ て 書 い た ほ う が

い い の ?

片 山 : 二 位 ?

片 山 : (書 き 直 す )

牧 原 : 先 生 , こ うい う の は ? (教 科

書 を 読 み 上 げ る )

渡 辺 : [斉 藤 に ] あ れ [板 書 ]全 部 写 す

の ?

渡 辺 ‥先 生 , こ つ ち に も あ れ [額 書 ]

全 部 書 く の ?

渡 辺 : こ つ ち に も あ れ [板 書 ]全 部 写

す の ?

岡 本 , 芹 滞 : (矢 野 を 覗 き 込 ん で 話

し て い る )

C : い い の ?

川 島 : 教 科 書 だ よ ね ○

何 人 か : (資 料 集 を 取 り に い く )

川 島 : (借 り た 資 料 集 を 返 却 し て ) こ

れ 全 然 意 味 が わ か ん ね え ○

涌 井 ‥先 生 (手 招 き で 教 師 を 呼 ぶ )0

C : 漁 場 0
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【第2時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

16 '45 "

16 '50 "

17 02 "

1T O4 "

1T O6 "

17'1ヰII

1T 22 "

177 6 "

17 28 "

17ー30 tー

17 '32 "

17 '33 'ー

17 '34 "

17 '40 "

18 '07 …

18 '08 "

IS'llー■

18'12 'ー

18'14 "

18'37 "

1 8'46 "

19'0 2 'ー

19 '03 'ー

19 '35 "

19 ー49 "

19 '53 "

19 '57 "

20 '00 'ー

20 2 '†

2 0'0 3"

2 0'05 'ー

2 01 0 "

2 07 0 "

2 07 1 "

20 7 2

20 '33 日

20 '46 "

20 '50 ーー

20 '5 1"

20 '52 'ーa

2 0'52 "b

2 0'52 "c

2 0'5 3"

2 0'56 "

2 0'5 7 叩

2 0'5 8 ーー

2 1'02 "

2 1'03 …

[岡 本 に ] ど ん な こ と が 言 い た い の ?

そ れ は ,

[矢 野 に ]魚 を 食 べ る た め の 一 つ の 理 由 だ

よ ね ○ 魚 を 食 べ る な か の 蓮 由 と して , 坐

で 食 べ た り, 焼 い て 食 べ た り … … 0

魚 集 め て ‥◆… 0

(渡 辺 に 指 示 )

(寺 内 に 呼 ば れ て 行 く ) どれ , 沿 岸 0

(板 書 )

ど つ ち で も い い よ 0

そ れ は ど こ に 0

そ の [資 料 集 の ] 中 か ら 見 て み て 0

あ あ 0 な る ほ ど ○

[斉 藤 に ] そ れ が ど こ か 出 て る ? ‥… ●そ の

証 拠 に な る よ う な も の が 探 せ る と い い ね

15分 に な る ん だ け ど0

だ か ら な ん だ つ て い う ん だ

[矢 野 に ] 日本 が 好 き な ら ,

日本 の 何 が 好 き な の ?

寿 司 と か に し て る か ら ○

先 生 , 寿 司 と か に し て る か

ち じ や ダ メ な の ?

魚 は 日 本 が 好 き だ か ら○

日 本 が 好 き だ か ら ○

魚 が ね , 魚 が ね 0

先 生 0 準 が 魚 を 食 べ る か ら

で も い い の ?

先 生 , 猫 が 魚 を 食 べ る か ら

じ や ダ メ な の ?

ペ ン ギ ン に エ サ を あ げ る か

ら じ や ダ メ な の ?

じ や あ , こ れ な ら絶 対 に い

い よ ○■網 で 魚 を い つ ぱ い 獲

つ て る か ら0

ソ ー セ ー ジ ○

原 田 : あ , わ か つ た 0 何 か わ か つ た

片 山 : [園 田 に ]海 じ や ん ム

川 島 : 何 か 二 枚 , 入 つ て た ○

川 島 : 裕 ち や ん , 退 い て く れ ○

原 田 : 猫 が た く さ ん い る か ら■ふ

井 原 : そ う だ よ 0

原 田 : 動 物 が 食 べ る か ら じ や ダ メ な

の ?

原 田 , 矢 野 , 井 原 : (話 し 合 う )

片 山 : 先 生 , 先 生 が 書 い た や つ で も

い い の ?

川 島 : [屋 敷 に ] 資 料 集 あ る よ ○

原 田 ‥動 物 園 の ゾ ウ が … … 0

原 田 : ア シ カ に … … ○

原 田 : ソ ー セ ー ジ ○

竹 下 ‥中 華 人 民 共 和 国 0

竹 下 : 試 ち や ん , 朝 鮮 民 主 主 義 人 民

共 和 国 ○

竹 下 ‥朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

片 山 : 朝 鮮 民 主 主 義 ○

竹 下 : ね ー 0 や つ ぱ し 混 ざ つ ち や う 一

ん だ よ ○

片 山 : ロ シ ア 人 が … ‥■0

竹 下 : 中 華 人 民 共 和 国 ○■

片 山 ‥中 華 人 民 ○

川 島 ‥ (資 料 集 を 読 む ) 暖 流 と 寒 流 が

混 ざ つ て い て , 魚 が 書 い て あ

つ た 0 (屋 敷 の 資 料 集 の ペ ー

ジ を 指 す )

竹 下 : 朝 鮮 民 主 主 義 0

片 山 : 朝 鮮 民 主 主 義 ‥‥‥あ る よね ○
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【第2時】

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面③>

2011"

2415 "

24'16"

24'19"a

24'19"b

24-21 "

2473 ''

はいじやあ,そこまで｡途中で結構で

す｡後で書く時間あげますから｡鉛筆置

いて｡

鉛筆置いて｡

藤村くんc

それじやあ,どんなこと書いたか発表し

て｡

岡本さん,どうぞ｡

いいよ書いてなくても｡どうぞ｡

多いから｡

岡本さんが,暖流と寒流が交わるところ

が多いからって言ってくれました｡

それと同じようなこと書いた人います

か?

どう?そこんとこ書いた人｡

えっと-,ここに,日本の周りは海だか

らっていうんだけど｡

鉛筆を置いて｡今は考える時間｡書く時

間は後にしましょう｡

この中に, (板書しながら)こういうこと

ばがある｡暖流と寒流,つてことばがあ

る｡

えっと-,教科書でいうと, 37ページ｡

それから,資料集でいうと,なんページ

かな?

40ページ｡ね｡に書いてあります｡

で,何?暖流と寒流って?あのねえ,港

の水の温度って,赤道付近の海の水の温

度と,南極北極の海の温度って違うんで

すよね｡違うんですよ｡それは見当つく

かな?

で,日本も,日本の国は四つの海に囲ま

れているっていうのはいい?

太平洋と,日本海と,東シナ海と,

オホーツク海o

それで,東シナ海と,東シナ海のほうか

それと太平洋の南側のほうは,九州のほ

うから来るのは,水が暖かいんです｡そ

れに対して,オホーツク海とか,北海道

のほうの北側,太平洋の北側のほうの水

は冷たいんです｡で,水はじっとしてる

んじやなくて,地球が回ってるもんだか

らその関係とか,水が温度によって動く

っていうのはいいよね｡

理科で勉強したでしょ｡四年の時に｡空

気や水の温度によって,対流するってい

ったでしょ｡対流が起こってるんです｡

ね｡

そうすると,寒流のほう,冷たい水のほ

うを寒流っていうんだけど,そこにいる

魚たち,それから暖流にいる魚がちょう

どうまくぶつかるんです｡日本の付近

オホーツク海｡

あ,当たってた｡

川島: (片山や涌井をふり返って)発

見したよ｡書いてある｡

藤村:やだ｡

岡本:え,だけど書いてない｡

岡本:暖流と,先生これなんて読む

の?

岡本:寒流の交わるところが多いか

ら｡

原田:その中に,

C:いいよ｡
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時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動
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2 8'4 3 "
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で 0 周 り で ○ 季 飾 に よ ぅ て そ ぁ ぶ つ か る

位 置 は 移 動 す る ん で す け ど , そ こ に い る

と , 両 方 の 種 類 の 魚 が い つ ぺ ん に 獲 れ

る ○ ね 0 つ て い う 理 由 が あ る ○ だ か ら ね

え , 暖 流 寒 流 が 両 方 ぶ つ か る つ て い う

ね , (板 書 ) そ れ が こ こ に あ る ○ ち よ う ど

ね え , と こ ろ が ね え , と つ て も い い 漁 場

に な る ん で す ○ 魚 を 獲 る の そ れ で O ね 0

そ れ が 一 つ の 大 き な 理 由 に な つ て る ん で

す ○ す ぐ そ ば に 漁 場 が あ る ん だ よ つ て い

う の が 0

他 に 理 由 あ る ? 見 つ け た ? 他 の 理 由 , 香

い た 人 い ま す か ?

は い ど うぞ ○

網 で 魚 を い つ ぱ い 獲 つ て る か ら 0

そ れ は ど こ に 書 い て あ る の ?

4 2 ペ ー ジ と4 3ペ ー ジ ○

そ れ じ や あ 聞 い て み よ う○ な ん の 42 ペ ー

ジ と 43 ペ ー ジ で す か つ て 0

資 料 集 で す か つ て ○

資 料 集 の 42 ペ ー ジ と 43 ペ ー ジ 0 に 0

教 科 書 に は な い の ? 今 , 矢 野 く ん が い い

た い よ う な と こ ろ 0

3 8 ペ ー ジ と3 9ペ ー ジ ? あ る ね え 0

､網 だ つ て 0 網 で い つ ぱ い 獲 つ て る つ て 0
何 だ つ け , 斉 藤 さ ん ○ さ つ き 言 つ た の 0

日 本 人 つ て 魚 を 釣 る の が ?

うま い だ ろ う つ て ○

何 だ つ け O カ ツ オ だ よ ね , 一 本 釣 り は ね

カ ツ オ つ て い う の は 本 当 に , 漁 師 さ ん が

竿 を 出 し て , 一 本 釣 りで ど 一 つ と 引 き 上

げ る ○ 魚 に よ つ て , 網 で 釣 つ た り, 網 で

捕 ま え た り , そ れ か ら竿 で 釣 つ た り つ て

い う 魚 の 種 類 に あ わ せ て ,

な ん て 書 い て あ る ? 表 題 は O い ろ い ろ な

魚 の 捕 ま え 方 の こ と を ?

漁 法 ○ (板 書 ) ね 0

カ ツ オ つ て い うの は こ ん な で か い も の だ

か ら 一 本 で い い け ど , イ ワ シ な ん て い う

の は , 一 本 釣 りで や つ て た ら ,

ば か ら し く て , ね 0

だ つ た ら, せ い の つ て さ 0 イ ワ シ み た い

に , 大 群 で ,

な ん て い う ん だ つ け ? 国 語 で や つ た の ○

い ろ い ろ な 魚 法 ○

う ー ん と ね え , (挙 手 )

網 で 魚 を い つ ぱ い 獲 つ て い

る か ら0

う ん 0

う ん と ね え , 4 2ペ ー ジ と 4 3

x ;- -v

網 で い つ ぱ い 獲 れ る ん だ 0

え つ と ね え ○

資 料 集 ○

下 手 な 人 も い る よ O

素 手 で 獲 る ○

獲 れ な い 0

原 田 : 釣 り で も 獲 れ る よ 0

C ‥資 料 集 ?

C : あ る あ る 0 38 ペ ー ジ と 39ペ ー ジ

斉 藤 : 日本 人 は 魚 を 釣 る の が うま い

か ら 0

原 田 : 下 手 な 人 も い る ○

藤 村 : (手 で 長 さ を 示 し ) こ の ぐ らい

の 釣 つ た こ と あ る ○

C : 手 づ か み で 獲 る か ね 0

藤 村 :斜 め 釣 り と ね え 0
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【第2時】
時 間 教 ■師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動
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2 8 '4 7 ー■

2 8 '53 "

28 '54 "

2 8 ー55 川
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29 1 5 ーー

29 1 8 "

29 7 0 "

29 '2 1'ー
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ユ9 '26 ーT
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29 '3 3"
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2 9'4 5"

2 9'5 0 "

2 9'55 ーー

30'00 "

30 '05 ーー

30 1 0 "

30 1 1 "

30 '14 "

30 1 8 "

30 '27 "

30 '3 1'ー

30 '33 "

30 '39 川

30 '4 1"

3 0ー43 "

3 0'50 "

3 0'5 3"

3 0'55 ーー

3 0'5 8'ー

3 1'04 ーー

3 1'17▼ー

3 1'18 "

3 1'2 0 "

ス イ ミ ｢ み た い の ○

あ ん な 感 じ で ○

い ろ ん な 漁 法 が あ る0 網 だ と か ね 0

は い , 他 に あ る ? 漁 法 ○ 漁 場 が あ る ○

は い , 原 田 さ ん ○

缶 詰 に して い る か ら 0

缶 詰 に して る か ら 多 い の か ? つ て O

ね え ,■缶 詰 に し て い る と 多 い の ?

冥 は ね え , も う ち よ つ と 考 え て ね え 0 そ

の 理 由 が 出 て く る か も し れ な い よ 0

決 し て こ れ は ね え , 違 う と か い う も ん じ

や な く て ね え ○

あ の ー , 原 田 さ ん が 言 つ て た の は 何 ペ ー

ジ に 書 い て あ つ た の ? な ん ペ ー ジ ?

な ん の 39 ペ ー ジ で す か ?

資 料 集 の 39 ペ ー ジ の と こ ろ に , こ ん な ふ

う に し て い る よ 0

あ あ ○

さ あ , こ れ 考 え た ら次 ○ 缶 詰 に す る と ,

い い と こ つ て な ん な ん だ ろ う ?

保 存 が で き る 0

魚 に と つ て 保 存 つ て い う こ と 0 こ れ は 非

常 に , 難 し い 種 類 で ,

ほ つ と ■く と ?

そ の 腐 り 方 も ,

申 請 に し て い る か ら 多 い の

か ?

詩 の や つ 0 詩 で さ ｢群 を な

し ｣ つ て や JつO

そ れ さ つ き 言 つ て た よ 0

缶 詰 つ て さ あ ○ あ れ じ や ん

38ペ ー ジ の さ あ , 何 か 丸 い

や つ に さ あ , 書 い て る じ や

ん ○ 缶 詰 に す る と … … ○ 4

パ ー セ ン ト○

4 パ ー セ ン ト○

腐 つ ち や う ○

C : ス イ ミー 0

C n : (口 々 に 発 話 す る )

C : 国 語 で や つ た の O

C : 群 で 0

C ‥捕 ま つ ち や うの 0

C : … … が 泳 げ ち や う の 0

C ‥… … が 泳 げ ち や うの ○

C : め ー め ー ち や ん 0

C : あ だ な が め ー め ー ち や ん ○

C n : あ ー あ ー 0

原 田 ‥ (挙 手 )

原 田 ‥缶 言吉に し て い る か ら 0

C n : (笑 う)

C : ◆… ‥○

原 田 ‥あ , 猫 が い つ ぱ い い る か ら ○

C n : ( 口 々 に 自分 の 意 見 を 舌 う)

川 島 : [屋 敷 に ] 缶 詰 の 中 に こ ん な に

小 さ い や つ が … … て , バ ー ン

つ て ○ (両 手 を 上 方 に 広 げ て )

屋 敷 : あ ー あ け て び つ く り つ て 0

(両 手 を 上 方 に 広 げ て )実 は ち

よ う ど こ ん な な の ○ (両 手 を

広 げ て )

原 田 : 3 9ペ ー ジ ○

原 田 : 資 料 集 の 39 ペ ー ジ 0

岡 本 : 食 べ 方 じ や ん 0

川 島 : 缶 詰 つ て 4 パ ー セ ン トだ よ ○

片 山 : 冷 凍 保 存 0

小 島 : 保 存 が 利 く ○

C ‥ う ま い 0
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【第2時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 大 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

3 1'22 "

3 1'24 "

3 1'2 5"

3 1'2 7 'ー

3 1'2 8 "

3 1'2 9 "

3 1'3 0 "

3 1'3 2 "

3 1'4 3 "

32 '26 "

32 7 8 'ー

32 ▼29 ー,

32 '3ヰ▼I

32 '3 5 "

32 '3 6 'ー

32 '37 ーI

32 '38 'ー

32 '39 "

32 '4 1 "

3 2'50 "

3 2'54 '†

3 2'58 "

3 3'00 "

33 ー04 "

33 '05 'ー

33 '12 "

33 '18 "

33 '20 ーー

33 '3 0 "

3 3'3 2 'ー

3 3'35 ▼ー

3 3'37 "

3 3'4 1"

3 3'4 2 "

33 '43 'ー

0 47 ォ

33 '50 叩

33 '5 1"

33 '52 "

33 '53 ーー

33 '58 "

34 '0 3 'ー

34 '04 "

野 菜 に 比 べ た ら ?

臭 い わ ,

腐 りや す い ス ピ ー ドつ て い う の は ?

早 い ○

非 常 に 腐 りや す い ○ 保 存 し に く い ○■も の

■な の ね ○
最 近 ど の 家 に も 冷 凍 庫 が 入 つ て き て 獲 つ

て き た も の を 冷 凍 庫 に 入 れ と く と , 保 存

が 利 く ん だ け ど, そ う で な い と き に は や

つ ば り , で , 全 部 な ん で も か ん で も さ

あ , 丸 ご と保 存 し と く か と か 切 り身 に し

て 保 存 し と く か つ て い う と さ あ , そ う で

も な い ね 0 そ ん な こ と 全 部 や つ た ら さ

あ , 肉 も や づ た り と か し て 冷 凍 庫 い つ ぱ

い に な つ ち や う○ ね ○ 缶 詰 に し て お く保

存 の 方 法 0 缶 詰 に し と く よ つ て い う の は

大 き い ん だ 0 保 存 が 利 く 方 法 が あ る か

ら , 魚 を た く さ ん 獲 つ て き て も 大 丈 夫 な

ん だ よ ○ 原 田 さ ん 0 ね 0

こ れ も し 缶 詰 と い う方 法 が な か つ た ら ,

負 , 保 存 す る 方 法 つ て ?

な い と ? な い と ど う な る ? 獲 つ て も ?

獲 つ て も し よ うが な い よ ○ す ご い 臭 い に

な つ ち や うO

保 存 法 は 缶 詰 だ け で は な い よ○ ア ジ の 開

き み た い な 干 物 も 保 存 方 法 で す か ら ね こ

え , く さや ? く さ や お い し い ね 0

く さ や は お い し い け ど も , 周 り に 迷 惑 か

け る よ ね え 0

は い ○ ま だ あ り ま す か ? 渡 辺 さ ん , 何 か

な か つ た つ け ?

そ れ は ど こ に 出 て ま し た か ?

あ , ご め ん ご め ん 0 渡 辺 さ ん の 使 つ て る

ね , 資 料 集 は ,

違 う 種 類 だ か ら0 他 の 方 々 が も つ て る や

つ ,

同 じ や つ ? 34 ?

45 7 46 ?

45 ペ ー ジ 0

見 て く だ さ い 0

こ れ だ け 広 い ん だ O 日本 人 が 獲 り に い く

早 い ○

腐 る O

腐 る 山 ○

臭 い 山 0

(歌 う よ うに ) く さや ー 0

違 う ん だ よ ○

C : 臭 い ○

C ‥臭 い ○

C : な い 0

C ‥臭 い 0

C : 生 ゴ ミ , 生 ゴ メ , 生 卵 0

C n ‥( 口 々 に 発 話 す る )

C : え , 食 べ た こ と な い 0

C n : 臭 い よ 0

渡 辺 : 日 本 の 漁 船 は , 世 界 の 各 地 の

海 へ 出 か け て 行 つ て 漁 を し て

い る か ら 0

渡 辺 : 資 料 集 の 34ペ ー ジ の ,

C : え ○

C : 違 う よ 0

渡 辺 : 35 ○

渡 辺 ‥同 じ だ よ 0

渡 辺 : 4 50

C ‥な ん だ 0 35 つ て い つ た じ や ん O

C ‥あ ー 0 ほ ん と だ ほ ん と だ ○ あ る

あ る あ る ○

パォ:l



【第2時】

時 間 教 瀞 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 欠 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の は か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

34'15 "

35 '00 "

35 ー24 "

35 7 7 ーー

3 5'3 2"

4 0'3 4 "

0 0 0 'ー

4 1'09 ーー

と こ ろ ○

そ う す る とね , ど う して よ そ へ 行 く の

か ? つ て の は , や つ ぱ り こ れ ね , (板 書 )

よ い 漁 場 を 求 め て 世 界 中 の 海 へ 行 く ○

で , え ? だ か ら, ､と こ ろ が こ こ に ね え ,

二 百 海 里 な ん て 問 題 が 出 て く る ○ 五 年 生

の と こ ろ で は 勉 強 し ま せ ん が ○ 世 界 中 に

獲 り に 行 つ て る か ら 0 ね ○

ま だ あ り ま す か ?

あ の , こ の 下 は , こ の 下 ○ こ れ , こ れ 意

味 わ か つ た ? (黒 板 を 指 し て )

(チ ャ イ ム が 鳴 る )

そ し た ら, 黒 板 は 消 し ま せ ん 0 書 く 時 間

は 保 障 し ま す か ら , 五 時 間 目 , 最 初 ち よ

つ と これ 写 す 時 間 与 え ま す の で 0 い い ?

こ れ で 終 わ り に し ま す 0

C ‥沿 岸 な ら の つ て た よ ○

C : あ ー , や べ ー 0
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【第3時】

【第3時】マグロ遠洋漁業の工夫　　　　(1995^6月23日第3校時,午前鵬46^48秒～,教室にて)

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面(≡) =-
(教室中央で)はい,いいですか｡始めま

す｡

日本人てのは,世界でもよく魚を食べる

人種だって--･｡魚を獲る量が世界で二

番目の国だ｡それで,二番目の国で,そ

のためにどんなことをがんばっているの

か,なんてことを-･-｡で,魚を世界で

二番目に獲ってるんだけども,何を一番

獲ってるのかっていったらば,イワシ｡

一番獲ってるo

で,イワシのほう,見せるかなo

(黒板に写真資料を貼りつける)

後ろのほう見える?

一面イワシなんです｡

で,北海道沖合いの日日･を,で,

イワシはどんどん減っていくんじやない

か｡

すごい予想したねえ｡

こぼれてるねえ｡

で,イワシの獲り方,漁法｡いろんな魚

があるっていう感じで,

そのときに,資料集のなんページだった

つけ?

獲り方について書いてあるのなんページ

だっけ?

(園田の資料を覗き込み)42?

沿岸漁業と沖合漁業っていうのがあるん

だけども,沖合い漁業は海に出て｡沖合

い漁業は海に出て網を使って獲っていく

んだって｡

で,魚によって獲り方が違ってくるんだ

なんて書いてあるねo

さあ,獲ったイワシ,は, (資料移動)

トラック?何台分?

10台は軽くいく?

ねえねえ,人の大きさがこうでしょ｡こ

こにいる人の大きさがこうでしょ｡

ね｡

どれくらいのペースでイワシを獲るんだ

･･･-o　いつもいつもじやないんだよねo

獲れるときと,獲れない,

時期がある｡

それから,漁場だよね｡たくさん獲れた

イワシ手まどんどん

イワシは役に立たないo

トラック--･｡

10台はいくんじやない?

C :水揚げ?

Cn : (口々に発話する)

藤村:なんにも日日･｡

藤村:網で,

小島:下にあるのが日日｡

Cn : (資料集を開く)

C:0

藤村:多分トラックにあれだけ日日-

藤村: 10台はいくんじやん｡

屋敷:(うなづく)

藤村: 2, 30台はいかないかなあ｡

藤村:だってトラックにあんなに入

るんでしょ｡

C :結構仙川｡

藤村:ああ, 30台はいくかも｡

C:時期｡
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【第3時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田の 発話 お よ び活 動 矢 野 の 発 話 お よ び活 動 そ の ほ か の 子 ど もの発 話 お よび活 動
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06 '45 'ー

06 '46 "

06 '4 7 "

06 '4 8 "

06 '5 0 ▼ー

06 '5 1 "

0 6'52 "

0 6'55 "

0 6 '59 "

OT 0 1ー●

07 03 "

07 ▼04 ーー

07 '10 "

O T 13 "

0 71 6 "

0 71 8 "

07 ー2 1ーー

07 '25 叩

07 2 6 "

OT 3 2 "

07 4 4 "

0 7'4 6 "

0 7'52 "

か な あ , 獲 れ る か な あ , 獲 れ ない か な

あ 0 獲 れ る と ころ は獲 りに行 く○ そ うい

う こ とな ん です O

そ うす る と, 魚 を獲 る 人 た ち は, イ ワ シ

を これ だ け た く さん 獲 る とき に , どん な

工 夫 を して い るの か な あ 0 獲 る た め に ;

どん な こ とが 考 え られ るか な あ ? 獲 る た

め にO

あ あ , 魚 が 入 つた ら上 閉 じち や う○ 網

が0

じや あ , 魚 が はい ん な か つた ら ど うす

る ?

ず つ と ? 来 る ま で ?

魚 さん , お い で よ お い で よ つ てず つ と待

つ て るわ け ?

来 ない 場 所 だ つ た ら ど うす る ん だ つ て ?

ほ か ん と こへ 移 動 す る0 ■

魚 が 来 る と こ ろ来 な い と こ ろ ど うや つ て

見 つ け ん だ ろ う? 魚 が い る と こ ろを 見 つ

け る の に○

え ?

何 ? 探 知機 つ て0

知 らな い ? どつ か い る とこ 見 た こ とあ

る ?

書 い て あ る ?

ど こ に ■? ど こ に書 い て あ る ?

あ あ , 餌 を ば らま く の ?

レー ダー ?

4 2ペ ー ジ の と こ ろ ? えー 魚 群探 知 機 0

あ , こ れ0

赤 い 字 で 書 い て あ る の ね0 ち よ つ と, 片

山 くん 読 ん で み て くれ る ?

そ の 赤 い 字 の と ころ0 ■魚 群 探 知 機 に つ い

て ○

ど うい う意 味 ?

音波 0 ■電波 じや な くて 音 波 ね ○

こ の お じさ んが 見 て る ブ ラ ウ ン管 が あ る

で し よ う0 デ ィ ス プ レー ? テ レ ビ ? これ

が , 海 の 下 の様 子 を 映 し出 して い る0 そ

(手 振 りを つ け て 教 師 に話

しか け る)

あ い た ま ま , 待 つ て る○

(笑 う)

他 の と こ ろへ 移 動 す る0

(小 島 の ｢網 の 中に ｣ ‥… ◆の

後 に発 話 す る) レ ー ダー 0

書 い て あ る よ0

屋 敷 ‥来 ない 場 所 だ つ た ら ど うす る

の ?

片 山 : 探 知機 O

片 山 : 探 知 機 ○

片 山 : ‥… ◆○

藤 村 : 違 うよ0

C : 4 2ペ ー ジ の ね え , 下 の ほ う0

藤村 ‥違 ■う よ○ あ の ね え , イ ワ シが

よ つ て 来 る よ うな 釣 りが あ つ

て , 海 に ば らま くの 0

小 島 : 網 の 中 に ‥… イ ワシ の ‥‥‥○

(藤 村 に 話 しか け る)

藤 村 ‥魚 の い る とこ ろ にね え (ひ と

りご と),

藤 村 : 餌 を 持 つ て き て ざ 一 つ と ま く

の○ (ひ と りご と)

片 山 : え ?

片 山 : こ こか 0 ｢海底 に 向 け て音 波

を 出 し, はね か え つて く る様

子 で魚 を見 つ け る｣
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0 81 5 ー.I

0 8 1 6 "

09 '0 3 "

0 9'0 9 "

0 9'13 "

0 9ー15 ▼ー

0 9 '17 "

0 9 ー19 "

09 '2 1ーI

09 '24 "

09 7 6 "

09 '28 "a

0 9'2 8 "b

0 9'4 0 "

0 9'4 2 "

0 9'4 4 ▼■

lO 'O l"

10 '07 "

10ー2 4 ーー

10'2 9 "

10'38 "

10 '49 ーI

10 '59 "

1 1ー10 …

11ー15 ーー

111 7 ー†

11'19 "

うす る と, そ こが 海 底 な の か , それ と も

魚 の か た ま りがい るの か ? 海 用 の レー ダ

ー な ん だ0

そ うす る と, イ ワ シ はイ ワシ の 特有 の反

応 の 仕 方 が あ る○ だい た い い つ もな らそ

の へ ん に い そ うだ よ つて と ころ に行 く ん

だ け ど, 本 当 に そ こ にい るか ど うか わ か

ん ない O 広 い海 の ね え, こん な 一 部 分 だ

か ら0 そ うす る と, そ こで , 魚 群 探 知機

を使 つて この 辺 い る か ない ない か な つ て

ね 0 捜 し出す ○ あ , こ こ にい そ うだ 0 も

うす ぐ来 る よつ て い うと き に は じめ て 網

を 出す 0 や み く もに広 げ てお い で お い で

つ て い う気 の 長 い こ とは しない 0 探 しに

ど ん どんや つて く る0

あ あ , そ うい う作 戦 ね b

バ シ ヤバ シ ヤ つ て ? (笑 い なが ら)

お 金 が か か る ?

ど うだ ろ う ?

潜 水 艦 で0

あ の , 屋 敷 さ ん が, お 金 か か る つ て い つ

て た で し よ う0 同 じ百 万 円儲 け る の に,

三 十 万 か け て 百 万儲 け るの と, 五十 万 か

けて 百 万 円儲 け る の と, そ うか とい つ て

い ち い ち十 万 か け た の に二 十 万 しか儲 か

ん な いの とそ れ が 考 え られ る よね ○

だ か ら, 絶 対 儲 か るつ て保 証 が あ るか ど

うか だ ね○ そ こん と こ考 え な が ら協 力 す

る ○ た だ さ つ き藤 村 くん, 二 そ うで 協 力

して つ て書 い た ん だ け ど, そ れ は とて も

必 要 な こ となん で す よO ねO

ん ? 網 が ね0

で , えつ とー , 4 3ペ ー ジ の 資 料集 の左 下

の と ころ に ね , 真 イ ワシ の 漁 場 つ て あ る

で し よ○

で , この 写真 は 北海 道 の 沖 合 い だ か ら0

ね 0/ で ○ 七 月 か ら十月 だ か ら, 七 , 八 ,

九 , 十 , 四ケ 月 間○ 獲 れ るの は 0 そ の 四

ケ月 間ね 0 イ ワシ が獲 れ るの は ね 0 時期

と してね ○

うん ,

必 ず そ こ にイ ワ シだ け とは 限 らない ん だ

よね ○ た ま に, イ ワシ を食 べ て て さ あ,

餌 で ‥… ■○ (手 で か き集 め

る仕 草 をす る)

0

｢】′■

藤 村 海 用 だ つ た ら‥..‥O

藤 村 : 一 つ の船 が網 を広 げて て , -

つ の 船 が魚 を そ つ ち の よ うに

や る よ うにす る0

藤 村 : なん か 手 み た い な磯 城 が ウ イ

ー ンて で て き て バ シ ヤバ シヤ

バ シ ヤつ て ‥‥‥0

屋 敷 ‥お 金 か か るね ○

藤 村 : 一 回作 つ ち や えば ,

小 島 : 中 に潜 つ て○

藤 村 : あ あ , それ か, 人 間が い つ ぱ

い い て , それ が長 い 棒 を し た

に 突 つ 込 ん で ウ ィー ンつ て 走

れ ば○

藤 村 : そ れ か 潜 水艦 でや る とか 0

藤 村 : 八 十 万 か けて 百 万 儲 か る と二

十 万 だ け ‥… ■0

藤 村 : え ?

藤 村 : こん なか に混 じ つて さあ , ト

ビ ウオ が入 つ てた りイ ク ラが

混 じつ て た り,

藤 村 ‥あ つ間 違 え た0 で さ あ, で そ
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1 1ー30 ーー

11'3 1 ーー

11'4 0 "

11'4 3 "

12'07 'ー

12 '08 "

12 1 0 "

12 7 6 "

12'5 5 "

13 '46 "

13'5 2 "

13'5 6 "

13'57 ー■

14 '10 叩

14 '34 "

14 '4 8 "

15ー0 0 叩

15'12 ー▼

ね ー○

で , え つ と, 漁 師 さん た ちの 協 力 つ て ヤ､

う こ とば が 出 て きた ん だ け ど, 漁 師 さん

た ち が協 力 す る の他 に ない か な ? この ,

船 で 獲 る とこ だ け, 網 で獲 る と こだ けが

協 力 な の か な あ ?

ね え, 4 lペ ー ジ 見 てO 4 1ペ ー ジの 右 下の

と こ ろ○

無 線 局 つて い う, な ん か お じ さん がへ ツ

ドホ ン して るで し よ う0 向 こ うで は , 全

部 で 四人 ぐ らい 座 つ て る○機 械 の 前 で○

ね0 (資 料集 を 読む ) ｢漁 に で た船 と無線

で 連 絡 を と り合 い , 魚 の 獲 れ ぐあ い や船

の安 全 に気 を くば つ て い ま す 0 ｣

で , こ の無 線 局 の 人 が , 船 の 安 全 , どつ

か で 地震 が あ つた 串O 津 波 が 来 るか も し

れ な い よ0 あ るい は, い ま台 風 が 発 生 し

て , ど うも こ つ ち の ほ うに来 そ うだ か ら

危 な い よ○ そ うい うこ とを知 らせ た りO

も う一 つ は , い ま , 北 海 道 の沖 合 い で

も, こつ ち 方 面 に行 つ て る船 が, イ ワシ

が た く さん い る の を 見 つ け た よ○ 近 く の

と こ はそ つ ち 行 く とい い よ○ そ うい う連

絡 を して くれ るそ うで す 0 だ か ら, どの

船 も, た く さん 獲 れ る よ うに0

そ うす れ ば … … 獲 りす ぎて イ ワ シ が な く

な つ て 困 るん じや な い か つ て い うこ とが

とつ て も魚 に と つて は 大 切 0

そ れ も そ うだ け ど,

た だ し, 何 も獲 れ な い んで は 困 るか ら,

み ん な で獲 れ る よ うに つ てい う協 力 も,

この お じ さん た ち は して い る○

そ れ か ら, ち よつ と出 て き た け ど, 缶 詰

工 場 ○ や つ ぱ りイ ワ シ が 一番 腐 りや す い

ん だ 0 イ ワシ の が腐 りやす い も のだ か

ら○ だ か ら も う, す ぐ, 缶詰 に処 理 して

しま うつて い うの が , 圧倒 的 に 多い ○

それ か ら, これ が ね え , だ い た い こ れ ,

日本 の沖 合 い の , 特 に これ , イ ワ シ の漁

業 の様 子 なん で す 0

そ して, 漁 業 には , 沿 岸 漁 業 , 沖合 い 漁

莱 , 遠 洋 漁 業 ○

えー , 4 5ペ ー ジO ね O

この 赤 い線 で 囲わ れ た と こ ろが 日本 か ら

わ ざわ ざ 出 か け てい つ て魚 を獲 りに 行 く

地 域 0 ね○ ‥… ●二 百海 里 漁 業 水 域 つ て い

わ れ て い ます が , あ とで こ の次 の と き に

話 を しま す け れ ど も ; まず 日本 は, 世 界

中 に魚 を 獲 りに 出 か け て行 く つ てO よい

漁 場 を求 め て るん だ○ ね○ で , 特 に多 い

の は, み な さん よ く食 べ る , マ グ ロね 0

海 の 中 で … ●‥0

の 船 , あ つ や ば い , 何 匹 か逃

げた つて 追 い か け て つ て, 網

が ズ ル ツて , 何 か獲 れ ち や つ

た り して で , み ん な 死 ん じや

つて ,

寺 内 : 一 匹や 二 匹 さ あ, 逃 げ た つ て

さ あ … …0

藤 村 : [小 島 に ]お つ きい 声 で … …○

小 島 : (藤 村 に 向 か つ て , 何 か 話

しか け る)

)

藤 村 ‥海 の 中で じい 一 つ とつか つて

る0

藤 村 : あ あ , そ う, 少 し だ け残 し と

い て , ま た産 ま し て, ま た 獲

れ ば い い 0
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<場面②=-
(プリント酉己布)

余ったら,後ろのおうちの方々に回して

あげてください｡

マグロ船漁擦長｡誰か読んでくれる人い

ますか?

いきなり読めっていわれても難しい?じ

やあ,先生が読みます｡

読むよ｡

(プリント朗読)

あるマグロ船の船長さん｡

<場面③=-

藤村:これ読むの?

(資料集のはえ縄漁の図を

指で指す)

船酔しないのかなあo

うん｡

はえ縄漁｡

どう?この話聞いて｡感想は?

家に帰っていない｡

家がない人はいい｡ (笑いながら)

でもただで,家がなくてもそれですまし

てればいいんだけどさあ,ずっと海にい

るわけ?

休み一日だって.

えっと,はえ練っていう獲り方をするん

だね｡網じやなくて｡

それは資料集のなんページだっけ? (園

田を覗き込み)44ページ?

引っかけるんだね｡だから,どんどんど

んどん引っかかるんだね｡いれば｡

一匹二匹引っかかったくらいで,引き上

げることは,

まずなくて,ね｡

全部一回でもちろんいいんだけどねえ｡

なかなかそういうぜいたくもいってられ

ないの｡

引き上げたら｡

サメが獲れたら｡

引き上げたら,サメでしたじやねえ｡

どうするんだろうなあ?持って来ないと

千匹引っかかるまで?

藤村:うんとねえ,そんなに船の上

にいたらどうすっかなあ｡

屋敷:船酔いしてたらこんな仕事-

藤村:一日しか陸上にいられない仙

川一ケ月に｡

片山:ほとんど家に帰ってない｡

藤村:それが楽しみなのが日日･｡

(片山と同時に発話する)

藤村:そのうち家が火事になって-

片山:家のない人はいい｡

藤村:わかんないよ｡放火魔がバー

って日付｡｡

片山:家がない人はいいんだよ｡火

がでても給料もらえるし｡

藤村:一日?そしたら船がまた仙川

Cn : (44ページを開く)

藤村:でさあ,混じってサメがくっ

ついてたら?

藤村:マグロが食べてるときにサメ

がそのマグロに食いついて,

そのマグロ引き上げちゃたら

片山:サメが獲れちやうo

寺内:サメが獲れる｡
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2 3'15叩

2 31 8 "

23'2 2 "

23 7 8 "

23 ー45 ーー

ヱ4ー12 "

24 ー33 ーー

20 56 "

25 '00 ー●

25 '04 'ー

< 土日

25 '40 "

2 5'5 5▼■

思 うけ ど な0

さまい 0

じや あ , い ま , こ こ に, こLa) 文 の 中 にね

え , この , マ グ ロ獲 りの 苦 労 とか 工夫 と

か 書 い て あ りま す 0 ね ○ で ,

下 に , 今 度 は , は え縄 漁 船 , マ グロ と り

用 g )漁 船 の 絵 が 描 い て あ るん で す け れ ど

も, どん な これ 工 夫 な んだ ろ うか , 苦 労

なん だ ろ うか , こ こ は これ , とか , 書 き

込 み して つ て も ら え ます ? これ は これ に

使 つ て る ん だ よ○

それ か らも う一 つ は ね え , 是 非 書 い て い

つ て も らい た い の は , は え縄 を 引 つ張 つ

て い る人 , あ る い は 中で マ グ ロ を処 理 し

て い る人 が い る ん で す よね○ そ の 人 た

ち , どん な こ とを 思 つて い る ん だ ろ う○

どん な こ とを 考 え て る のか な あ ?

じ や あ, 吹 き出 しみ た い に して い い か ら

ね , こん な こ と考 え て る ん じや な い か

な, も○ 欄 外 な ら欄 外 とか をね , 白い と

こ こ れ だ け あ ります か ら, こ の あい て る

とこ ろ に こ こ つ て0 こん なか に書 い て も

い い し, こ の周 りの あ い て る と こで もい

い し, こ れ は こ こ に くつ つ く ん だ よ つて

(小 島 に) い い よ, マ グ ロに も 0

クジ ラが 0

藤 村 : そ した ら, そ のサ メ が , ライ

バ ル のサ メ が 来 て , ラ イ ノデル

の サ メが 食 われ て , 三 匹 … ‥●

小 島 : 先 生 ○ … …0

藤村 ‥船 に もで か V †マ グ ロ が あ つて

C n : (作 業 β融 合)

これ なん か これ 0 船 の こ こは この は た ら

き だ よ つ て0 こ うい う仕 組 み だ よ つて ○

働 い て い る人 の気 持 ち とか, 考 え とか O

2 7 13 ーY (寺 内の 横 に 来 て ) 折 り曲 げ ち や うと, 上

の 文 が 見 え な い か ら0

2 9'31 " 片 山 : 先 生 , これ ◆O

29 '32 " あ あ , い い で す よ O

(板 書)

C n : (ち らち ら, 黒板 を見 る)

3 1'50 'ー (小 島 を 覗 き込 ん で 話 を す る)

32 '06 " (野 口に 指 示 を行 う)

小 島 , 藤 村 : (話 して い る)

3 5'13" (小 島 と話 をす る)

351 5 "
藤 村 ‥先 生書 けた よ○

35▼17 ーt (藤 村 の ほ うへ 行 き話 しかけ る0 )

36 1 4 " (何 回か 藤 村 の と こ ろ へ行 き, しや が み

込 ん だ りな どす る ○ )

37 '08 "
長瀬 : (教 師 と藤 村 のや りと り をニ

面 (冨 ) >

じ や あ, 発 表 して も らい ます 0

途 中 で もい い か ら0

発 表 して も らわ な い と○全 員 声 だ して も

らわ な い と, せ つ か く来 てい た だい た 意

嫌 が な い○

は い , そ れ じや あ , 一 人 一 言0

い い で す よO - 人 30 秒 く らい で 0 12 分 か

は い , それ じ や あ, 大 友 くん か ら0 - つ

で い い よ○

気持 ち で0

コニ コ しな が ら見 て い る )

< 場

37 '45 "

37 ー4 7…

3 7'4 8 "

38 1 6 "

38 ー18 "

38 7 0 ーー

3 8'25 "

3 8'2 8"

3 8'3 5"

(教 師 に話 しか け る) ‖‥‥○

藤 村 ‥先 生 , あ と五 分 しか あ りま せ

ん よ○

大 友 ‥気 持 ち0
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【第3時】
時 蘭 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田の 発 話 お よ び活 動 矢 野 の発 話 お よ び 活 動 そ の ほか の 子 ど もの発 話 お よび活 動

3 8'5 1 '一

3 8'5 8 "

3 9'0 6 "

3 9'16 "

3 9'30 '▼

3 9'34 ー■

3 9ー4 1"

39 '43 "

39 '54 "

40 '00 'ー

ヰ0 '0 2"

0 10"

ヰ0 '2 1"

0 2 9"

4 0'3 6 "

4 0'38 '†

4 0 '46 "

40 '55 ー▼

ヰ1'0 7"

4 1'0 8"

4 1'0 9 "

4 11 3 "

4 1'20 "

4 10 "

4 1'30 ー▼

4 13 3 "

4 1'4 1"

4 1'44 'ー

4 1'5 4 "

4 2'06 "

4 2 '08 ーー

0 26 ー▼

42 '33 "

42 '35 'ー

42 '38 ▼ー

0 39 "

42 3 9 "

42 ー4 0 "

42 ー4 8 日

4 2'5 2 "

4 2'5 3 ーー

大 きい 声 で ○ 下 の [階 の 〕一 年 生 うる さい

か らさ あ0

す ご く釣 れ て 0 (板 書 )

野 口 さん ど うぞ ○

長瀬 くん○

獲 れ る とい い な○

サ メ0 サ メ か ○ (板 書 )

‥… ▼○ 好 きな とこ ろ でい い よ○ …… 0

が ん ば りや な ん だ O (板 書 )

(板 書 ) ど うぞ○

も う少 し大 きな 声 で○

(板 書 )

は い ど うぞ ○ 竹 下 くん ○

(板 書 )

で もや つ て るん だ よ ね え○ で もや つて る

ん だ よね え0 (板 書 )

(板 書 )

は い , 屋 敷 さ ん○

あ の さ, み ん な こ つち ば つ か りだ け ど,

こつ ち で も い いで す よ0 漁 船 の は た らき

の ほ うで も い い です よ0

あ な た は な ん て書 い た ■?

倉 庫 は ど こに あ る の ?

(プ リン トを体 の前 に 掲 げ る) こ の絵 の ?

早 くた く さ んマ グ ロが 獲 れ

ない か な あ0

早 くマ グ ロ こ ない か な あ0

も う一 ケ月 も待 つ て い るの

に ○ サ メ が食 べ て な けれ ば

い い け どな あ0

大友 ‥す ご く釣 れ て , 早 く家 へ 帰 り

た い ○

野 口 : ど うせ 獲 る な らい つ ぱい 獲 り

たい 0

長瀬 : た く さん 魚 が獲 れ る とい い な

森 島 ‥た く さん 魚 が獲 れ る とい い け

ど, サ メ に食べ られ ち や つた

らや だ な ○

斉 藤 : この 仕 事 を して い る 人 は が ん

ば りや 0

野村 : 早 く家 へ 帰 つて , 早 く魚 を獲

つて 家 へ 帰 りた い 0 ■

原 田 : シ ョ ッ ク な のは , マ グ ロが か

か つ た に もかか わ らず , サ メ

にマ グ ロ が食 い ち ぎ られ て し

ま うこ とO

井 原 ‥た く さん マ グ ロが 獲 れ て うれ

しい 0

井 原 : た く さん のマ グ ロ が 獲 れ て う

れ しい 0

竹 下 ‥僕 も, た くさん 釣 つて うれ し

い0

涌 井 ‥サ メ に マ グロ が食 べ られ た ら

や だ な あ ○サ メに 食 べ られ な

い よ うに 0

片 山 ‥マ グ ロ 獲 りは疲 れ る な あO

C n ‥(笑 う)

C : お も しろ い 0

牧 原 : 魚 を 獲 る の は とつ て も大 変 だ

な 0

屋 敷 ‥マ グ ロ を入 れ る倉 庫 ○

屋 敷 ‥この 絵 の ,

屋 敷 ‥こ こ○

屋 敷 : マ イ ナ ス5 0度 か らマ イ ナ ス 60

こ こね ○ こ こ○

い いで す ね 0 マ グ ロを入 れ る 倉庫 O

た だ の倉 庫 ? ふ つ うの 倉 庫 ?
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【第3時】

時 間
■ 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田の 発 話 お よ び 活 動 夫 野 の 発 話 お よび 活 動 そ の ほ か の子 ど もの 発 話 お よび活 動

43 ー0 1"

43 '0 3"

43 ー0 4…

4 37 0 "

4 3'2 5 "

4 37 6 "

0 44 "

4 3'4 8 'ー

ヰ3 '50 "

43 '52 川

44 '18 "

44 '26 "

44 '2 8ーI

44 0 3 "

44 '37 "

44 '4 1 "

4 4 '55 ー■

4 5 '02 "

45 '03 "

45 '0 5"

45 ー10 ーー

45 1 1"

45 '2 6 ーー

ヰ5 '5 7川

45 ▼5 8叩

4 6 '22 ーー

うん0 別 の こ とば で 書 いて あ る で し よ

う ?

(板 垂 )

(チ ャイ ム が 鳴 り始 め る0 )

マ イ ナ ス40 度 ぐ らい ? こ の ∴‥‥だ と○

ち よつ と待 つて , チ ャイ ム が 鳴 つ て るか

ら, 終 わ つて か ら○ チ ャ イ ム 鳴 つ たか ら

ラ ッキ ー つて 思 わ な い で ね0

(川 島 に手 を 差 し出 し) は い ど うぞ

(板 書 )

片 山 くん ど うぞ○

給 料 のた めに が ん ば ろ うこ

や だ つた ら この 仕 事 はや ん な き やい い ん

だ0 だ け ど, や で もや らざ る を え ない O

‥… ●につ いて や つ て ん の か な , これ な あ

ち らつ と, ニ ュー ス か な ん か の 番組 で 見

た こ とあ るの は, あの , 自分 は ど うして

もな ん か仕 事 しな けれ ば な らな い ん だ け

ど, い い仕 事 ない なあ つて 時 に , お前 ,

暇 か ? つ て , 暇 で す ○ じや あ, 一 年 間

く らい海 に 出 てみ ない か 0 えー , 私海 に

出た こ とな い ん です , 漁 師 や つた こ とな

い ん で す 0 大丈 夫 だ よ○ な ん とか な る よ

とか い つ て , じや あお 前 給 料 い い よ, と

か い わ れ た ん だ よ ね0 魚 が 獲 れ た らす ご

い 給 料 に な る よ0 で , 海 にい る 間は さあ

遊 ぶ と こな い か らお金 使 わ な い で し よ○

で, 帰 つて きた あ と, さつ と売 れ れ ば ,

さ つ とお 金 は い つ て くる か らい い商 売 だ

よ つ てい われ て , ■海 へ 連れ 出 さ れ たは い

い ん だ け ど○ さつ き, 矢 野 くん が心 配 し

た 船酔 い にす つ ごい 悩 ま さ れ た み たい 0

で もや つ ぱ り魚 が 釣 れ だ す と, 船酔 い な

ん て い つ て られ ない み た い セ す ねO す ご

い 忙 し くて○ 終 わ つて , 船 酔 い に な つ た

りす る0

度 で ,

屋敷 : 魚 倉 ○

川 島 : た く さん マ グ ロ が釣 れ るか な

あ ○

室 田 二大 変 な仕 事 だ け ど, み ん な に

た く さん 争 を食 べ て も ら うた

め にが ん ば ろ う○

片 山 : も う一 つ , 給 料 の ◆t… ●O (ひ

と りご と)

芹津 : み ん な のた め た もい つ ば い マ

グ ロ を獲 るぞ ○

岡本 : 早 く… …○

田所 ‥マ グ ロ獲 りの 仕 事 は大 変 だ な

あ○

寺 内 : た く さん食 べ て ほ しい ○ み ん

な た た く さん食 べて ほ しい 0

渡 辺 : ま た サ メ に食 い ち ぎ られ た 0

藤 村 : い らつ い て る と き は ,■オ ー ス

トラ リア か どつ か で , い つ

■も, 船 の 上 で俺 た ち はお 前 ら

の た めに マ グ ロ を獲 つて い る

ん だ か ら少 しは 感 謝 して くれ

よ な○

小 島 : マ グ ロ をた く さん 獲 つ て 早 く

家 に 帰 りた い ○

片 山 : も う一つ あ るO

片 山 : 給 料 の た 吟に が ん ば ろ うO

藤村 : お ー ○ うん うん0

藤 村 ‥だ つ た ら さあ , こ こに い る人

た ち つ て金 持 ち な ん じや な

い ?
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【第3時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ■■び 活 動 園 田の 発話 お よ び活 動 央 野 の 発 話 お よび 活動 そ の ほ か の 子 ど もの発 話 お よ び活 動

4 6 '24 "

4 6 '40 "

4 6 ー42 "

4 6 '43 "

そ こが 難 しい よ ね○ ほ ん と に金 持 ち か ど

うか ね 0 うん○ 大 金 がい つぺ ん に入 る み

た い なん だ け ど, そ の分 , 違 ば な か つ た

分 を陸 に あ が つ て か ら遊 ぶ つ て 人 も い る

ら しい ん だ よ0

ね 0 はい , じや あ ま とめ る の は この 次 に

し ま し よ う0 こ こで 終 わ りに します O

お 金 な くな つ ち や う0

藤 村 ‥遊 ん で ば つか りい て , 給 料

が , さみ し く… …0
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【第4時】

【第4時】遠洋漁業　　　　　　　　　　(1995年6月26B第5校時,午後1時41分2秒～,教室にて)

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面①>
はい,それじやあ,このまえ,授業参観

のとせは,遠洋漁業のところを,ね,読

んだり絵を見たり,して,日日(子ども

に注意,指示)0

それで,どちらかというと,こちら｡

(黒板をさして)働いている人の気持ちは

こんなことしながらやってるんじやない

かなあ,漁をしてるんじやないかなって

いうのは結構出てきたんですけれども,

漁船のほう｡こちらの仕組みとかはたら

きのほうがまだ足りなかったようなん

で｡足りなかったっていうか,出てきた

のが少なかったようなので,書いてる人

はいるんだけど,発表が少なかった｡出

てきたのが魚倉ぐらいでしょ｡ (｢魚倉｣

と板書)これぐらいしか,まだ発表が終

わってません｡まだ,書いている人もな

い人もいます｡

片山くん,ちょっといい?

今日は,こちらのほうに絞って, 45分ま

で,もう一回そこの文読みながら,船の

仕組みここにはこういう仕組みがある

よ,こういうはたらきがあるよなんてと

ころその絵のところに書いてください｡

いい｡

みんなの前で発表は魚倉だけです｡倉庫

だね,冷凍のね｡他にもまだ書いてある

人いるんだけども, --｡

45分まで.船の仕組みについて･･-･o　は

いどうぞ｡

<場面②=-
(机間巡視開始)

(原田に指示を行う)

(田所を覗き込む)

(欠野に指示を行う)

船のはこんな仕組みになってるよとか,

こんなもんがあるよとか文章から読んで

書き込んでってもいいし,文章に書いて

なくても,絵を見て,あ,これはこうい

う機械じやないかな,これこうなってる

んだなっていうの書いて｡

(片山のところ-来る)

船の仕組み･日日｡ (片山のプリントを指

さして)

(片山のプリントを手にとって見る)

え?考えてみると?

じやあねえ,資料集とか見て.資料集見

てなんか,マグロの獲ってる様子の絵や

写真と見比べて,これ何やってんだか-

(資料集の表轟氏を見て)子どもでもわかる

ってあんただって子どもだよ｡子どもで

もわかるなんていわないで｡

(資料集をめくる)ほら｡はえ縄の--0

だから,そうしたら,想像してみて,こ

れはいったいなんなのかって｡

(片山から一回離れるが,また戻る)必ず

しも全てにこの旗がついてるとは限らな

いよ｡

そうするとこれが何になってる?

片山:先生,これ何やってんの?

片山:考えてみると｡

片山: ･.-･の仕組み｡マグロの仕組

2*

片山:はえ縄?
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【第4時】
教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

片山:(うなづく)

<場面(:≡) >
ああ,時間すぎちゃったよ｡

プリント余ってないの?全然ないの?

先生が持ってった｡

さあじやあ,はい｡ (板書)

じやあ,書いてない人は,話聞きなが

ら,確かめながら書き込んでって｡

はい｡じやあ,魚倉の他に何が,この船

にいろんな,仕組みがありますか?

氷の倉庫｡

碇｡モーター?

それは,船としてどうしても必要なもの

でしょう｡

無線アンテナあった?

どれ?

何となくどれ?

この,船の,後ろのほうについている,

この丸っこいのは,人工衛星のアンテナ

じやないか｡

ここ｡ (プリントを指さす)

たぶん,人工衛星から通信かなんか--

(板書)

アンテナはさあ,人工衛星だけですか?

使うの｡

どう?アンテナ使うの人工衛星だけ?徳

は使わない?

じやあいいよ｡

先いこう｡はい,他に?

はい,片山くん｡

はえ縄どこに置いてある?

今,片山くんのいったところ,どこかわ

かりますか?

船の後ろのほうに,な-んか丸くしてあ

る｡

その下にロープをまくのがある｡

じやあ,この丸いのは何?

この丸い玉みたいのは何?

瓶玉?

びんたま?びんだま?

モーター｡

無線アンテナ｡

何となく｡

真ん中｡

(プリントを指さす)

その下に綱みたいのがあ

る｡

寺内:先生が持ってった日日｡

藤村:うん｡書けます.

C :全然書いてない｡

片山:碇｡

小島: (突然)倉庫｡氷の倉庫

片山:碇｡

片山:丸っこいやつどこ?

片山:え?

C:えーo

片山:はい｡ (挙手)

片山:はえ縄を置くところ｡

片山:日本の旗のねえ,後ろ｡丸っ

こいのがいっぱいある｡

Cn :わかる｡

片山:その下にロープみたいのをま

くところがある｡

片山:えっ?

片山:瓶玉｡
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【第4時】

時 間 教 師 の 凝 謡 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

09 '54 "

10 '0 3"

10 '0 5'ー

101 3 ーー

101 8 "

10 '2 1"

10 '23 'ー

10 '25 "

10 ▼26 "

10 '3 1"

1 1'09 ーー

1 1ー13 "

1 11 4 "

ir i6 "

111 8 "

111 9 "

11'2 1"

1 1'23 "

i r 24 "

1 1'26 "

1 1ー27 …

1T 3 1…

11ー3 3ーー

ii'3 4 "

11'3 5 "

n '3 6 "

11'4 3 ーー

12 ー2 4 ■ー

12'2 6 "

13'2 9 "

13 '39 "

(片 山 を 覗 き 込 み ) あ あ , び ん だ ま つ て 書

い て あ る ね 0 (板 書 ) び ん だ よ 0 ぴ じ や な

い よ 0 び ん だ ま ○

瓶 玉 つ て , 何 す る も ん だ か 知 つ て る ?

は い , 片 山 く ん 0 あ な た が 見 て る も の を

説 明 し て 0

み ん な に 教 え て あ げ て ?

瓶 玉 , ど こ 見 れ ば わ か る よ つ て 0

ね え , こ の 瓶 玉 つ て , な に す る も の ?

一 つ は , 浮 か せ と く こ と と , 一 つ は , 級

は ど こ に い る か ,

印 ね ○

そ れ は さ あ , 別 の 使 い 方 じ や な い ?

(黒 板 で 図 示 し な が ら ) で ね え , だ か ら 叛

玉 つ て い うの は , 意 味 が 二 つ あ つ て ね ,

浮 か せ と か な き や な ら な い の ね こ れ 0 海

が こ う あ つ て , こ う い う ふ う に , 縄 お い

と く ん だ け ど , こ う い う 縄 浮 か せ と く の

と , こ れ , も し 沈 ん じ や つ た 場 合 と ,

ね 0 そ うす る と は え 縄 つ て い う の は こ の

一 本 の ロ ー プ の と こ ろ か ら 同 じ 長 さ-0) ち

の が こ うや つ て た ら し て あ る の ね 0

と , で , 先 つ ぽ に 餌 が つ い て る ○ マ グ ロ

が 泳 ぐ 位 置 つ て い う の は , 決 ま つ て て ,

調 べ て あ る の ね ○ そ うす る と, (板 書 ) こ

の 辺 を マ グ ロ が 泳 ぐ ん だ ○ 玉 の と こ に 泳

ぐ ん だ よ つ て な つ た と き に , こ うい うふ

うに 沈 ん じ や つ た ら , こ れ は 全 然 , 意 味

が な い わ け 0 一 定 の 高 さ に , 深 さ か , 潔

さ の と こ ろ に 針 を お く た め に も , は え 縄

の 縄 は , あ る 程 度 き ち ん と 引 つ 張 ら な く

て は な ら な い 0 そ れ と , ど こ に 縄 が 広 が

つ て る ん だ よ つ て ●… ‥わ か り や す くす る

た め に 資 料 集 の 絵 は , 旗 ま で つ い て る ん

だ ろ う ね ○

魚 つ て い う の は 種 類 に よ つ て 泳 い で る 深

さ が 違 うの 0 特 に ね え , か た ま つ て 泳 い

で る 魚 ほ ど , 決 ま つ て る の ね ○

た だ し あ れ だ よ0 サ メ が 来 た ら話 は 別 だ

よ 逃 げ ま く り ま す か らO

紐 が ○

ど う な つ て ん の ?

涌 井 : [片 山 に ] ど こ に 書 い て あ つ た

の ?

川 島 : (片 山 を 振 り返 り) で も , そ れ

つ て 見 え な い ん じ や な い で す

か ?

小 島 : (誰 に 言 う と も な く ) ●… ‥0

片 山 ‥え ?

片 山 : 何 が ?

片 山 ‥資 料 集 の , 44 ^< ー ジ の ○

C n : (資 料 集 を 開 く)

小 島 ‥●… ‥0

小 島 ‥あ , わ か つ た ○

片 山 ‥浮 か せ と く も の 0

小 島 : 浮 か し て , そ こ か ら そ つ ち 行

か な い よ うに 0

寺 内 ‥あ , 印 だ ○

寺 内 : 印 ○

片 山 : そ の た め に

小 島 : あ あ , あ れ じ や な い 0 こ れ 以

上 行 つ ち や い け ま せ ん よ つ て

C ‥そ れ は 占

藤 村 ‥違 う よ ○

C n : ブ イ だ よ ○

藤 村 ‥あ れ , な ～ と か つ て い う の 他

に な か つ た ?
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17 1 9 "

17 23 'ー

18'0 3"
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水 族 館 に 行 く と だ い た い 同 じ 魚 つ て の は

か た ま つ て , 同 じ と こ ろ を ぐ る ぐ る ぐ る

ぐ る 0

で も あ ん ま り 上 , 行 つ た り 下 , 行 つ た り

す る , ふ ら ふ ら 上 下 に ふ ら ふ ら し て る 魚

つ て ‥… ●○ 垂 直 に さ , 行 つ た り 来 た り し

て る 魚 は い る け ど , こ ん な に な つ て こ う

な る な ら な る ん だ け ど (身 ぶ り で , 上 下

の 蛇 行 を 示 す ) 泳 い で る 魚 は い な い よ ぬ

ど う か な (板 書 ) は い 0 他 に あ り ま す か ?

船 の 中 身 ○ 川 島 く ん ど う ?

(川 島 を 覗 き 込 む ) ど こ で も い い ○ 育 つ ■

て 0 (指 さ し て , 指 示 )

な ん の 部 屋 ?

部 屋 が あ る ん だ ろ う 0

え つ と ー , 魚 倉 の す ぐ後 ろ , モ ー タ ー の

そ ば ○ … … 針 の 横 に , ね 0 部 屋 が あ る ○

そ の 部 屋 は , た だ 休 憩 す る だ け の 部 屋 な

の か ○ 食 事 も で き る ん じ や な い か な ん て

書 い て あ る 0

ま だ 他 に 考 え ら れ る か な ?

大 友 く ん ,

そ こ の 部 屋 で ど ん な こ と が で き そ う か

な ?

う ん , 船 の 部 屋 で どん な こ と が で き そ う

か な ?

小 島 さ ん ど う ?

も つ と , 大 き な 声 で 言 つ て ○

向 こ うの 声 に 負 け ち や つ て る よ ○

( ドア を 閉 め る ) 漁 が ?

向 こ うの ほ う に (教 室 後 方 を さ し て ) 聞 こ

え る よ うに 大 き な 声 で 言 つ て O

最 後 の ほ うが 聞 こ え な い 0 最 初 の ほ う は

聞 こ え る ん だ け ど 0

一 息 で 言 うか ら さ , 最 後 の ほ う , 息 切 れ

し て ん の ○

途 中 で 息 して も い い か ら , 息 吸 つ て も い

い か ら 0

長 く な つ た と き に 0

ね え , こ れ 長 く な つ た ○ で も , こ れ マ グ

ロ 獲 り つ て , ず つ と 長 い つ て わ か つ て る

ん だ か ら , 漁 師 さ ん た ち が 寝 泊 ま りす る

部 屋 は 当 然 必 要 に な つ て く る 0 ね ○ 朝 早

く 仕 事 … ...と は , 全 然 違 う ん だ よ ○ ね O

寝 泊 ま りで き る ○ (板 書 )

他 に あ り ま す か ? 船 の 仕 組 み 0 ど う ?

で も , 長 い 竿 ◆… ‥0

先 生 , な ん か あ れ , ね と ま

藤 村 ‥同 じ の が い つ ぱ い 入 つ て る ,

い ろ ん な の が い つ ぱ い 入 つ て

る 水 族 館 つ て ‥… ●0

川 島 : 水 族 館 に い る 魚 つ て ○ (身 ぶ

り で 魚 の 蛇 行 を 示 す )

川 島 : 部 屋 0

川 島 : 休 憩 や 食 事 を す る 0

大 友 : ‥‥‥0

小 島 : [教 師 に ] ●… ■■と 思 う0

小 島 ‥ん と ●‥… と思 う○

小 島 :漁 が ‥… ■0

小 島 ‥漁 が 長 く 続 い た と き の た め に

小 島 : 漁 が , 長 く 続 い た と き の た め

の も の が ●… ‥0

C n : 聞 こ え ま せ ん ○

小 島 : 漁 が 長 く な つ た と き の た め の

も の が 用 意 さ れ て い る ○

小 島 : 漁 が 長 く な つ た と き の た め の

も の が 用 意 さ れ て い る と 息 う
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19'26 "

197 7 ーー

19'2 8 "

19'3 7 "

19'4 2 "

19'4 4 "

19'4 5 "

19'46 "

19 '47 叩

19 '48 "

19 ー50 "

19 '5 3"

19'5 8"

2 0'0 1"

2 0'12 "

20'15 ▼ー

20 ー2 1"

20 一25 …

20 '2了▼ー

20 '36 "

20 '5 3'ー

2 1'48 "

2 1'49 ーー

2 1'5 1"

2 1'52 ▼ー

寝 泊 ま り で き る 0 寝 泊 ま り が で き る ○

調 理 場 あ つ た ?

泊 ま る ん だ か ら あ る は ず な ん だ よ ね 0

(小 島 が 机 の 上 で 手 紙 を 書 い て い る の を

阜 つ け て )小 島 さ ん さ あ , よ く い ろ い ろ

な こ と 言 つ て く れ る の は い い ん け ど さ

あ , や つ て る こ と が 違 うん じ や な い ?

ま だ あ り ま す か ?

そ う ね , 書 い て あ る 人 , ど つ か に 炊 事 場

が あ る ん だ よ ね ○

他 に あ り ま す か ?

育 (互 ) >

あ の ,■一 つ 質 問 な ん で す け ど も , な ん で

■日の 丸 が あ る の ?

こ れ , つ け な い と ダ メ な の ?

そ こ ん と こ 考 え て ね 0 そ れ は つ け て な き

や い け な い も ん な の か ○

え ?

戦 争 と ?

一 応 こ の 船 は 日本 の 船 で す よ つ て こ と を

知 ら し と か な き や , 間 違 え ら れ る と 困 る

か ら0

だ つ て , こ の 船 は 日本 の と こ で 獲 る ん じ

や な く て , ね , こ う い う と こ へ , よ そ の

国 へ 獲 り に 行 か な き や い け な い ん だ か ら

(板 書 )

で , 遠 く 獲 り に 行 く ん だ か ら ど こ へ 獲 り

に 行 つ て も い い の か な ? 世 界 中 ど こ へ 行

つ て も い い の か な ? つ て い う こ と が 次 出

て く る と こ ろ が , ど こ へ 行 つ て も , た い

て い の と こ ろ ( 獲 り に 行 つ て も か ま わ な

い の か つ て い う と , 日 本 は 魚 を 獲 り す ぎ

る ん じ や な い か , つ て い う外 国 の 意 見 が

出 て き ま し た 0 日 本 ば つ か り 魚 を 獲 りす

ぎ て よ く な い 0 こ れ じ や あ , こ の ま ま い

つ た ら, 世 界 の 魚 が い な く な つ ち や うん

じ や な い か 0

自分 た ち で 獲 り に 行 け ば い い ○

り で , き る つ て や つ み た い

小 島 : 調 理 場 あ つ た 0

屋 敷 : ‥… ●○

戦 艦 じ や な い か ら

他 の 国 の 船 だ ぞ 一 つ て

日本 の だ か ら○ ■

敵 の 船 だ と 思 わ れ る ん じ や

な い ?

あ あ , あ れ は ‥‥‥ 日本 の 船

じ や な い か ‥‥∴0

原 田 : 日本 の ,

藤 村 : 日 本 の 船 と し て ‥●… ○

C ‥ う ん 0

藤 村 ■: つ け た ほ う が い い ん じ や な

い ?

小 島 : 外 国 に 日本 の 持 ち 物 だ つ て …

原 田 ‥戦 争 で す ぐ 間 違 え られ る か ら

原 田 : 戦 争 o

寺 内 ‥戦 争 と い う よ り さ あ ,

C n ‥ (口 々 に 発 話 す る ) 戦 争 と い う

よ り ◆◆‥‥0

小 島 ‥ も し も の と き の た め に … … O

屋 敷 : 海 賊 の 船 だ つ た ら わ か る け ど

漁 の … … 0

藤 村 : あ あ , 日本 の 旗 が ,

藤 村 ‥大 き く さ あ , 日の 丸 を … … ○

C : え O

C : 自 分 た ち で 獲 り に 行 け ば い い ○

原 田 : そ う だ よ ○
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2 4 '36 ▼▼
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で も , よ そ の 国 の 人 た ち は 魚 獲 つ て ど う

す る の ?

食 べ る の ? 外 国 の 人 た ち 0

日 本 だ け が 自分 た ち の 都 合 の い い こ と や

つ て る ん じ や な い か つ て い うふ う■に い わ

れ 始 め た ○

で ね , 実 は , 日 本 は 昔 か ら魚 獲 つ て 食 べ

て 生 き て る 民 族 だ か ら , 魚 釣 り の 方 法 も

良 く 知 つ て る ■し , そ れ か ら , 科 学 も 結 構

進 歩 し て る か ら , 船 の 技 術 も , す ご く ,

世 界 で トッ プ ク ラ ス の 技 術 を も つ て い る

の ね 0 船 を 造 る こ と も ○

だ か ら , 日本 の 技 術 と , 日本 の 魚 を 獲 る

知 恵 と , こ う い つ た も の が 使 つ て く と ,

世 界 中 で , 魚 獲 り で 日本 に か な う 国 が ほ

と ん ど な い ぐ ら い 0 ■そ れ ぐ ら い 日本 が ト

ツ プ ク ラ ス だ 0

で , 自分 た ち は な か な か そ う い う 技 術 が

な い の に 自 分 た ち の 国 の す ぐ 目 の 前 ま で

日本 の 船 が わ つ と や つ て き て , 魚 を わ つ

と 持 つ て つ ち や う0

え ?

そ こ で ,

そ う じ や な く つ て さ , な ん

か , ア メ リ カ 人 の 人 た ち が

｢日 本 は 養 殖 や つ て る か ら

大 丈 夫 じ や な い で す か ? ｣

(外 国 人 の 口 ま ね ) つ て O

藤 村 ‥‥●… 少 し だ け海 に か え る よ う

に す る 0

原 田 : 捨 て ち や う の ○

原 田 : 譲 つ ち や う ん じ や な い の ?

寺 内 : そ れ か さ あ , 獲 つ て さ あ , 逮

ん な い と 金 も う け な い ○

寺 内 : 魚 が 生 き 甲 斐 だ か ら ○ 魚 が 生

き 甲 斐 だ か ら さ あ , 魚 獲 れ な

い と 生 き て 行 か れ な い じ や ん

小 島 ‥… … そ う す れ ば 食 べ れ る よ○

C n : 笑 う )

藤 村 ‥そ の う ち 魚 , 日本 は 魚 ば つ か

食 つ て て , ‥… ●じ や な い か つ

て 0

原 田 ‥あ づ ち は 肉 獲 つ て ん じ や ん ○

寺 内 ‥そ う だ よ 0

岡 本 : そ う だ よ , 肉 だ よ あ つ ち は ○

原 田 : あ つ ち は 肉 獲 つ て る 0

藤 村 = ア メ リ カ 人 は パ ン 食 つ て る か

ら い い じ や ん 0

寺 内 : 向 こ う が 獲 り に 行 か な い ん だ

か ら 0 獲 り に 行 け ば い い じ や

ん ね ○

岡 本 : 私 た ち の ほ う が 獲 つ ち や つ た

つ て い い じ や ん ね ○

寺 内 : 自分 で 獲 り行 き や , い い し さ

あ ○

C n : (口 々 に 発 話 す る ) ■

藤 村 : 魚 獲 る の に 一 番 い い 方 法 つ て

藤 村 : え ー , だ つ て ○

C : い い じ や ん 0

C ‥や め ろ つ て ‥… ,0

C : そ の 前 に さ あ ; コ ソ 泥 … … 0 ■

寺 内 ‥魚 で 戦 争 し て た ら , た ま つ た

も ん じ や な い よ ね ○

原 田 : ほ ん と だ よ 0

寺 内 : 魚 戦 争 0

岡 本 ‥魚 戦 争 ○

C ‥や め な い と 手 樽 弾 で 爆 破 す る
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24 -4 1 "

2 5 ー00 "

2 5 '0 1 "

ヱ5'0 3 "

2 5 1 0什

2 5'1 5 "

2 5 *2 1 "

2 5 '2 4 ーー

25 '2 5 "

2 5 '2 6 "

2 6 '15 "

2 0 1 6 "

2 6 1 8 ▼▼

2 6 7 1 "

2 6 ー26 叩

ヱ6 '2 9 "

2 6 0 0 "

2 0 3 2 "

2 6 '4 4 "

2 0 4 9 "

2 6 '5 0 'ー

2 6'5 1 'ー

2 6ー55 ーY

2 6 '5 7 "

2 7ー02 "

2 7 0 3 "

ヱ7 '10 叶

27 '1 1 "

2 7ー22 "

外 国 の 人 た ち つ T .こ う い う こ と を ね え ,

い うの 0 (板 書 ｢領 海 ｣ )領 海 つ て い い ま す

あ の , こ れ わ か る ? (板 書 [領 地 ] )

自 分 の , 国 の , あ る い は 自分 の 家 の 土 地

の こ と を 領 地 つ て い い ま す ○

ほ ら ○

そ うす る と ね , 地 面 の と こ ろ は こ こ ま で

が 自 分 た ち の 国 だ よ つ て [国 境 が ] は つ き

り引 け ま す ○ 日本 は 隣 の 国 と く つ つ い て

ま せ ん か ら ○ 全 部 海 で 引 け る か ら い い ん

だ け ど , 隣 の 韓 国 と か 北 朝 鮮 と か 中 国

は , 島 周 じ や な い か ら , 地 面 の と こ で ,

こ つ か ら先 は 隣 の 国 だ よ つ て な つ て ま

す 0 韓 国 と 北 朝 鮮 の 間 は ま だ 戦 争 や つ て

る か ら ば 一 つ と 引 い て あ り ま す け ど も ,

ヨ ー ロ ッ パ の ほ う な ん か は , 線 も な い か

ら わ か ら な い ん で す ○ た だ , こ つ か ら こ

こ , は い , 国 が 変 わ つ た ○ そ うい う 国 が

多 い ん で す O

あ る い は 山 の 頂 上 で , こ つ ち 側 は ど こ の

国 で , こ つ ち 側 は ど こ の 国 で ? つ て い う

そ う い う 国 も あ る 0

で も , 結 構 地 面 の 上 で 分 か れ て い る ○ あ

る い は 川 で , 仕 切 られ て る ○

うー ん , い い 質 問 だ な ○

税 金 を ね ○ ど つ ち に 納 め る の か , 民 族

は , 国 籍 が ど つ ち な ん だ ろ う か つ て い う

問 題 が 出 て く る ん だ け どO ど か し ち や つ

て , ど つ ち か へ ず ら し て く ん だ と 思 うん

だ け ど ね ○

だ か ら , ど つ ち か に , ほ ら , そ の 人 は ,

国 籍 , な に 人 か つ て い うの は , 何 に よ つ

て 決 ま る か つ て い う と , 実 は 親 に よ つ て

決 ま る の ね ○ だ か ら, あ な た た ち , 日本

人 と 日本 人 の 間 に 産 ま れ た 子 ど も つ て い

うの は 日本 人 な ん だ け ど も , 最 近 は 国 際

結 婚 多 い か ら , 日 本 人 と■ア メ リカ 人 の 人

が 結 婚 し て 産 ま れ た 子 ど も が い る ○ そ の

子 は , 二 十 歳 に な つ た と き か な , 十 八 か

な , な ん か そ の 歳 に な つ た と き に 自分 で

そ れ な ら わ か り や す い や

よ うか い 0

う ー , 妖 怪 人 間 ○ (歌 う )

原 田 : よ う か い 0

C n : り よ う ち 0

岡 本 : で た ○ あ れ ○

C ‥え ー ○

藤 村 : そ れ じ や あ , エ ベ レ ス ト は ?

藤 村 : え ー , そ ん な の あ る ?

C : あ ー , 川 で 仕 切 られ て る の あ る

芹 滞 : ね え ね え , 地 面 で 分 か れ て て

さ あ , そ こ の , な ん つ ん だ ?

線 の そ 土 ん と こ ろ に 家 が 建 つ

て て , 半 分 が 右 側 の 国 で ,

C n ‥(笑 う)

芹 滞 : こ つ ち が 左 つ 側 の 家 だ つ た ら

ど う す る の ?

C n ‥ (笑 う)

C ‥あ り 得 な い よ ○

C : あ り 得 な い つ て 0

藤 村 : 先 生 , 川 で 仕 切 ら れ て る 国 ,

C ‥住 所 ど う な ん の ?

寺 内 : じ や あ , そ の 人 な に 人 ? ど こ

■ の 国 の 人 な の ?

岡 本 : そ う だ よ ○

寺 内 : 戦 争 し て た ら ど つ ち 行 つ て い

い か わ か ん な い じ や な い O
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27 '57 …

28 '00 "

28 '0 1ーー

28 '02 ー■

28 '04 "

28 1 2 "

28 '16 '†

28 '17 "

28 1 9 "

2 8'2 0 "

2 8'2 2 "

2 8'2 3 "

2 8'26 "

28'28 "

283 0 "

28 '32 "

28 '33 "

29 1 1ーー

29 '12 "a

29 '12 "b

29 1 4 'ー

29 1 6 "

29 1 7 "

29 ー19 "

29 7 3 "

29 '2 5 '▼

2 9'2 6 "

29 '45 ▼ー

29 '46 "

29 0 7 "

30 '11 "

選 べ る ○

そ れ か ら も う一 つ は ,

で も 岡 本 さ ん ね え ,

女 の 子 は い い ん た よ 0 男 の 子 は ね え , 了

メ リカ は , あ る 決 辛 つ た 年 齢 に な る と兵

隊 に 行 か な き や な ん な い と い う 法 律 が あ

る ん で す 0

そ れ は , 拒 否 し た ら , 今 度 は 牢 屋 に ^ Jり

ま す か ら0

そ れ が 法 律 だ か ら0 自分 た ち の 国 は 兵 隊

つ く つ て 守 る つ て 決 ま り が あ る 0

′日本 は , 自 衛 隊 は 全 然 違 う か ら ○

は い ○ そ れ か ら , 例 え ば , 日本 人 同 士 が

結 婚 し て て も , ア メ リ カ へ 行 つ て て , た

ま た ま ア メ リ カ で 赤 ち や ん 産 ま れ た 0 そ

の 子 を た だ 産 ま れ ま し た よ , つ て ほ つ と

く と , そ の 子 は ア メ リカ の 国 籍 に な つ ち

や う0 こ れ は , あ わ て て 日本 人 の 大 使 館

に 行 つ て 届 け な い と ○ そ の 子 が 今 度 は ,

ア メ リ カ に も 届 け る し 日本 に も 届 け る か

ら , あ る 年 齢 に な る ま で は , お 母 さ ん の

国 籍 で も つ て 最 後 は 自分 で 選 べ る 0 で ,

た ま に い る の が 飛 行 機 の 中 で 産 ま れ る 子

ど も ○ こ れ は , そ の 飛 行 機 が , ど ■こ の 国

の 飛 行 機 か で 決 ま り ま す ○

だ か ら ,

だ か ら , ね え , ‥‥‥原 則 は , 親 が ま ず ど

こ か で 決 ま る ん だ よ 0 そ れ か ら は , 今 ,

芹 浮 く ん が 質 問 し た の は , ど つ ち の 土 地

に な る か , ‥‥‥, そ れ か ら ど こ に 届 け で

る か で 決 ま る ん だ よ ○ だ か ら両 方 に ま た

が つ て い る 家 は , 何 が か か る か つ て い う

と 税 金 が か か つ て る ○

家 を 持 つ て る と , 家 に は 必 ず 税 金 が か か

つ て ま す か ら , そ うす る と こ つ ち の 土 地

を , 二 十 平 方 メ ー トル 持 つ て る な ら , そ

れ な り の 税 金 を そ の 国 に 納 め な く て は な

ら な い O こ つ ち は , 十 平 方 メ ー トル な

ら , 十 平 方 メ ー トル 税 金 が か か る○ 両 方

は だ め な ん だ よ ‥‥‥め ん ど く さ い か ら○

ア メ リ カ で は 何 州 何 州 何 州 で し よ 0 日本

い い じ や ん , ハ ワ イ だ つ た

ら ハ ワ イ 生 ま れ 0

C ‥い い な あ 0

岡 本 ‥い い な あ ○

C n : わ ー 0

藤 村 : 知 つ て る0

藤 村 : 十 六 歳 だ つ け ? 十 歳 だ つ け ?

C ‥え ー ! ?

小 島 : な ん で , 兵 隊 に 行 か な く ち や

な ら な い の ?

屋 敷 : じ や あ , 日本 は ?

原 田 : 自殺 が 多 い だ ろ う な 0

藤 村 : 先 生 そ れ 十 六 歳 じ や な か つ

た つ け ?

C n ‥ う お ー 0

C : こ わ ー 0

寺 内 , 岡 本 : え ー や だ ー ○

寺 内 : 台 湾 行 く途 中 だ つ た ら さ あ ,

飛 行 機 の 中 で 産 ま れ て 台 湾 つ

い て た ら 台 湾 の 子 ど も に な る

よ 0

C n ‥( 口 々 に 発 話 す る )

藤 村 : 先 生 0

小 島 ‥じ や あ , 無 人 島 で 産 ま れ た ら

C : 税 金 ○

C : ど う し て ?

-66-



【第4時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ′び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

で は 県 境 に 住 ん で る 0 い ろ い ろ ね え … …

日本 で は 県 に よ つ て そ ん な に 法 律 は 違 わ

な い ん だ け ど , ア メ リカ は 州 に よ つ て 全

然 違 つ た りす る か ら , … … 困 つ ち や う 0

う J; か り , ◆ そ こ ま で 私 は 住 ん で な い

か ら わ か り ま せ ん ○ ■

面 ⑤ = >

な ん の 話 だ つ け ○ 領 地 か 0

そ れ で , 土 地 ゐ 場 合 は い い ん だ け ど , そ

の 領 海 0 (板 書 し な が ら ) 自 分 た ち の 国 の

範 囲 は , 例 え ば , こ う い う 土 地 が あ つ

て , 周 り海 の 場 合 0 陸 じ や な い よ ○ 海 の

場 合 は , こ の 海 岸 線 か ら 沿 つ て , こ こ あ

と こ ろ を 自 分 た ち の 領 海 つ て い う ん だ

よ ○

土 地 は も う決 ま つ て る ん だ か ら 0

じ や あ , こ こ の 幅 を い く ら に し よ う か つ

て い う こ と○ 次 に 出 て く る の は ○ 単 位

が , - 海 里 と か , 二 海 里 つ て い うの が ど

う も , こ れ は , 船 で 行 く と き の な ん か

ね ○

そ う す る と , こ れ は (板 書 し な が ら )五 海

里 だ つ た ら こ ん な 0 二 百 海 里 と な つ た

ら , わ ー つ て 0 こ れ は も う五 じ や や め よ

うね 0 五 十 な ら , 二 百 つ て い う の は , 五

十 , 百 , 百 五 十 , 二 百 つ て い う ん だ か

ら , こ ん な一に な つ て く る 0

領 海 O た だ , よ そ の 人 が , よ そ の 国 の 人

が こ こ に 入 つ て き た ら , 領 海 侵 犯 つ て よ

そ の 国 へ 勝 手 に 入 つ て き た つ て い う こ と

に な つ て , 法 律 違 反 だ か ら こ れ と つ つ か

ま え て ○

ね 0 そ うす る と , よ そ の 国 は , 目 の 前 に

来 て 日本 が 獲 つ て い く ん じ や な く つ て ,

領 海 は 二 百 海 里 に し よ う つ て 0 日本 は ,

い や 三 海 里 で い い ん じ や な い の 領 海 な ん

て ○ 後 は み ん な の も ん だ よ 海 は ○ で , そ

うす る と 三 海 里 な ら さ あ , こ の 程 度 で 済

ん じ や う○

■そ し た ら , 日本 に と つ て 都 合 が い い の
と , こ の 国 に と つ て 都 合 が い い の は さ ,

違 う で し よ○ 三 海 里 な ら こ こ へ 来 て 魚 と

り が で き る け ど , 二 百 海 里 だ つ た ら , こ

こ へ 入 つ た ら , 勝 手 に 入 つ て き た つ て い

う の で 捕 ま つ ち や う 0

ダ メ だ よ 0

そ れ が 二 百 海 里 つ て い う 問 題 な ん で す ○

で 今 は 通 常 二 百 海 里 で す す め ら れ て い ま

す ○

そ う0

で , [資 料 集 の ]45 ペ ー ジ ○

そ うす る と, 二 百 海 里 に 含 ま れ る , こ の

ピ ン ク の と こ ろ は , も う勝 手 に 入 つ ち や

い け な い と こ ろ な ん で す 0 相 手 の 国 だ か

ら0

< 場

30'34 "

30 '36 "

3 1'12 "

3 11 5 ー,

3 17 1 川

3 1'31 "

3 1'33 "

3 1'34 …

3 1ー5 1"

3 1'59 "

3 2W ー

3 2'0 7 け

32 '20 'ー

32 '24 'ー

32 0 1 '℡

32 '44 'ー

33 '04 叩

33 ー05 "

33 '08 "

33 '15 "

33 1 6 "

33 1 7 'ー

3 3'18 "

税 金 払 う の ?

日本 入 つ て ん じ や ん 0 日本

入 つ て ん じ や ん O

ち い さ あ い 0

C : じ や あ , 領 地 は ?

片 山 : 二 百 海 里 0

C ‥二 百 海 里 ○

C ‥ う わ ー ○ で け え ー 0

片 山 : ◆●… ●■に , 二 百 海 里 つ て 書 い て

あ つ た よ ○

C : 国 旗 と つ た ら ?

屋 敷 : 日本 も ?
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33 '2 5 ーー

33 7 7 ーーa

33 '2 7 " b

3 3 '2 8 "

3 3 '2 9 ーー

33 '3 7 ーー

33 '3 8 "

3 3 '3 9 "

3 3ー40 "

3 3 '4 1 "

3 3 '4 3 "

3 3 '4 6 "

3 3 '5 1 'ー

3 3'5 2 "

3 4 ー0 5 tー

34 '0 9 'ー

3 4'1 5 ーー

3 41 6 "

3 4 '1 7 ーーa

3 4 '1 7 ーーb

3 4 1 8 ▼■

3 41 9 "

3 4 '2 1 "

3 0 2 2 "

3 4 7 8 "

3 4 '3 0 ーー

3 4'3 9 "

3 4 '4 2 ーー

34 '4 8 "

3 4 '5 0 ーー

34 ー5 1"

3 5 '1 1 "

3 5 '12 "

3 5 1 6 "

3 5 1 7 "

3 5 ー18 .ー

35 ー19 "

3 5 '2 5 "

3 5 '2 8 "

た だ し,

た だ し, そ こ に も あ る よ う に , 日本 も 入

つ て る ん だ よ ね 0

な ん で 入 つ て る の ?

許 し て も ら つ て る か ら○

あ あ , お 金 を 払 つ て る か ら O う ん O

- つ は , 獲 る 量 を 決 め と い て , お 金 を 払

つ て 入 る ○ そ の 国 に 対 し て ○

そ の 国 は 黙 つ て て も , お 金 が 入 つ て く

る ○ で , や る 日本 は お 金 払 つ て そ うい う

こ とす る よ り , 魚 獲 つ て く る ほ う が お 金

儲 か る ん だ け ど 0

じ や あ , こ こ に A と い う 国 が あ つ て , こ

こ に B と い う 国 が あ つ た ら ど う す る の ?

(故 事 )

そ し た ら, 一 緒 じ や■な く て , 間 を○

ち よ う ど 間 の と こ ろ に 線 を 引 い て わ け る

し か な い ん だ ね 0

で , 北 海 道 と , 北 海 道 と ロ シ ア の 国 の 間

の と こ ろ は , カ ニ だ と か , サ ケ だ と か タ

ラ だ と か , す つ げ ー , た く さ ん お い し い

入 つ て る よ ○

お 金 払 つ て る ○

重 な つ ち や う○

潜 水 艦 ?

藤 村 : う わ ー , こ ん な に 0

C ‥入 つ ち や い け な い わ け ?

藤 村 : 許 し て も ら つ て ○

藤 村 ‥あ あ , お 金 払 つ て ん じ や な い

の ?

藤 村 : そ れ か ,■そ の 国 に 渡 す だ け 0

片 山 : 四 年 の や つ で , な ん か 二 百 海

里 と か や つ た じ や ん ○

藤 村 : う ん 0

C : 重 な る 0

寺 内 : 重 な つ ち や う 0

寺 内 ‥そ し た ら 一 緒 の 国 に し ち や え

ば ○

藤 村 : 合 体 さ せ ち や う ○

藤 村 : そ し た ら A の ほ う が 得 じ や ん

寺 内 : 知 つ て る ○ 入 る と 捕 ま つ ち や

魚 が た く さ ん あ る ん だ け れ ど も , ち よ つ う○

と 入 つ た 瞬 間 , ロ シ ア の 人 が 来 て 摘 ま え

て い く ○

こ ー りや た い へ ん だ ○ 日本 人 も , あ , あ

そ こ に 行 く と い い ん だ よ な ○ あ そ こ に い

そ う だ ○ 魚 群 探 知 機 で , あ そ こ に い そ う

だ つ て で も あ そ こ は ロ シ ア の 領 域 な ん だ

よ な 0 で も , ま わ り 見 て , い な い な ○ ラ

ツ キ ー 0 で 行 つ ち や つ て ,

つ て 入 る と , ブ ー ツ と き て , 捕 ま つ ち や

う

そ れ は 今 度 , ス パ イ や つ て ん じ や な い か

と そ こ で , 爆 弾 うた れ て も 耳 句 い え な い

じ や ん 0 あ と , 盗 み に 来 て る ん ■じ や な い

か と ‥… ■0

藤 村 : ロ シ ア が 獲 つ ち や つ た ん だ よ

C : わ ー お C

寺 内 : 入 る と ね … … こ うな つ て さ ー

‥… ●い ー ? ぱ い あ つ て ○ (手 一

ぶ り を ま じ え て 説 明 す る )

C ‥わ ー ○

C n : 笑 う)

藤 村 ‥下 か ら潜 つ て い け ば い い じ や

ん 0

C ‥逃 げ れ ば い い 0

C : ス パ イ O

寺 内 ‥だ か ら そ こ ら 辺 に な ん か さ あ

ピ ー ツ と 引 つ 張 つ て , (右 手
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【第4時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ ■び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

35'33 "

3 5'34 "

3 5'36 "

3 5ー4 1"

3 5'4 5 "

3 5'4 8 "

3 0 2 3 "

3 0 2 4 "

3 0 2 6 "

ね え , 矢 野 く ん , そ うい う機 械 つ く る の

に さ あ ○

(放 送 )

は い , じ や ■あ , そ こ ま で 0 は い 終 わ り ま

-*-�

い く らお 金 か か る か な あ

な ん か , 手 み た い な 機 械 つ

く れ ば い い じ や ん ○ (左 手

を の ば し て , 引 つ 込 め る 身

ぶ り に 合 わ せ て ) ウ ィ ー ン

ウ ィ ー ン , ウ ィ ー ン バ シ ,

ウ ィ ー ン つ て 0

を 左 か ら右 へ 引 き な が ら )

寺 内 : そ こ ら 辺 に な ん か さ あ ○

岡 本 ‥そ の 人 た ち が 獲 つ た 魚 を さ あ

藤 村 : 百 万 ドル く らい 0

C ‥ね え , 先 生 , ロ シ ア つ て さ あ 0
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【第5時】

【第5時】 2-0 0海里問題　　　　　　　(1995年6月30日第2校時,午前9時4榔1秒～,教室にて)

教師の発話お　よび活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面①>
はい,じやあ,資料集の45ページ｡

二百海里,この前,最後のほうでね,

二百海里ってこと｡

二百海里｡良く聞くことばだな｡でてき

たら気にとめといてね｡

えっと, 45ページの右下のところに,二

百海里漁業水域って書いてあります｡

読みますよo

(資料集を音読する)

｢各国の沿岸から,二百海里,約三百七

十キロメートル,のはんいの海のこと｣

をいうo　で, ｢二百海里漁業水域宣言が

出された海では,水産資源を守るため

に,外国の漁船がとる魚の量や種類がき

びしく制限されている｣｡勝手に｡

どのくらい制限されるのか｡狭い範囲な

んだけど｡そうすると二百海里漁業水域

っていうのピンクのところは,もう漁業

水域だから,勝手に獲っちやいけないと

ころ｡その国の人に･･-･お金払ってね｡

ところが赤枠はとてもいいそこは漁場に

なってる所なので｡そういうふうに-

-｡もっと近場で行くと,

45ページ上の資料｡

1956年,さけ･ます漁の漁場とか,生産

量,船の数　　1956年,昭和31年のと

きには,この北海道の北側のところは,

これだけの所で獲ってもいいよって区域

だったんです｡ただし時期として,五月

一日から八月十日っていう約束があった

ね｡五月一日から八月十日だったら,こ

の地域で獲ってもいいですよっていうの

が,左側の地図です｡

いいですか?

それから, 1989年,今から六年前になっ

たら,この場所になったんです｡獲って

もいいよっていう区域｡ねえ｡

この二つの地図を比べると,資料を比べ

ると,獲ってもよい区域は,大幅に小さ

くなっている｡せばまっている｡

それから,区域だけじやなくって,とっ

てもよい時期,それが,

それも期間が,短くなっている｡ね｡場

所によっちやあ25日間とか,短い所は,

長くて30日間, 40日間とか｡ 35日間くら

いかな｡短いところでは, 21日,三通間

そんなに制限されたものだから,今度は

そのほう-行く船の数｡こんなになって

しまったんだよ｡

<場面(至) >

決まっている｡

Cn : (資料集を開く)

さあ,教科書の44ページ, 46ページから

45ページ開いてみて｡

44ページのところ｡

寺内さん,読んでくれますか?

ごめんね｡ ｢ほくよう｣って読むの｡

Cn : (教科書を開く)

寺内: (教科書を開き読もうとする

が,漢字の読み方がわからず

教師のほうを見て苦笑する)

寺内: (教科書を音読する)

寺内: ｢北洋で働く人々｡かつて日

本の遠｣,

-70-



【第5時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

0 5'4 4 "

0 5 '4 5ーー

0 5'5 3 ーー

0 5ー5 4 "

0 6 '0 7 ーー

06 '0 8 "

0 6 '2 1ーー

06 7 6 "

0 6 '4 0 "

0 6 '4 1 "

0 6 '4 9 "

0 6 '5 0 "

0 6 '5 7 "

0 6 '5 8 "

0 7 '0 3 "

0 7 '0 4 "

O T 0 9 叶

o r i r

0 7 '1 9 "

O T 2 6 "

0 7 '5 0 'ー

0 7'5 3 'ー

0 81 3 "

0 8 '3 5 "

0 8 '4 5 'ー

08 '5 2 "

え ん よ う ぎ よ ぎ よ う○

ほ く よ う ぎ よ ぎ よ う○

は い 0

北 洋 つ て い う の は 北 海 道 の ほ う の 海 の こ

と ね ○ 北 の ほ う の 海 の こ と を 北 洋 漁 業 つ

て い い ま す 0

続 き , 田所 く ん 0

I

り よ う○

ぎ よ ぎ よ う き よ う て い ○

ぎ よ じ よ うや 0

り よ う き ○

難 し い と こ ろ だ ね え 0

漁 業 協 定 つ て い う の は , 二 つ や 三 つ の 国

の 約 束 事 ○ 魚 を 獲 る と き の 約 束 事 ○

つ い こ な い だ , ス イ ス で や つ た の は , 日

米 の 通 商 協 定 だ つ け 0

で , こ の 場 合 , 約 束 つ て い う の は 漁 場 0

獲 る 場 所 , 魚 を ね ○ だ か ら , な ん の 魚 を

獲 つ て い い の か , ど れ だ け 獲 つ て い い の

か , 漁 獲 量 ○ そ れ か ら , い つ 獲 つ て い い

の か , 漁 期 0 そ れ ら が , 細 か く こ う, 決

ま つ て い る , そ う い う約 束 の こ と を 漁 業

協 定 とい い ま す ○

そ れ じ や あ , そ の 続 き

ね , そ ん な こ と が , な か な か 厳 し い か

ら○ 獲 る 量 を 決 め られ る と , い ざ魚 を 獲

る た め の , 船 は お 金 出 し て も , ど れ く ら

い 獲 つ て い い ? ち ゆ うん じ や な い か ら ○

じ や あ , 無 理 に お 金 出 す こ と も な い ん じ

や な い ? つ て … … 0

さ あ , そ れ で , 北 洋 か ら帰 つ た 漁 摸 長 さ

ん , ■え ら い 人 の 小 川 さ ん に 遠 洋 漁 琴 に つ

い て 話 を 聞 い た ら , ■こ ん な 話 を ■して く れ

ま し た よ , つ て の が 4 5ペ ー ジ に あ る 0

芹 輝 く ん 読 ん で く れ る ?

寺 内 ‥｢遠 洋 漁 業 の 中 心 は , ｣ ,

寺 内 : ｢北 洋 漁 業 で し た ○ し か し , 2

00 海 里 漁 業 水 域 が も う け られ

た た め , 北 洋 で の 漁 か く 量 は

へ つ て し ま い ま し た 0 ｣0

田 所 ‥ (教 科 書 を 音 読 す る )

田 所 : ｢北 洋 は , 日本 や ロ シ ア 連

邦 , ア メ リ カ 合 衆 国 な ど の 2 0

0海 里 漁 業 水 域 が 入 り く ん で

い る の で , そ こ で ｣,

田 所 : ｢漁 を す る た め に は , そ れ ら

の 国 々 と ｣,

田 所 ‥ ｢漁 業 協 定 を 結 ば な け れ ば な

■ ら な い の で す ○ 漁 業 協 定 と

は , ｣,

田 所 ‥｢漁 場 ヰ と る 魚 の 種 類 , 漁 か

く 量 , ｣ ,

田 所 : ｢漁 期 な ど に つ い て と り き め

る こ と で す ○ ｣ ○

岡 本 : (教 科 書 を 音 読 す る )

岡 本 : ｢こ の と り き め は , 年 々 き び

し く な つ て お り , 北 洋 に で か

け る 船 も へ ら さ れ て い ま す 0

197 8年 ,■昭 和 53年 か ら は , 旧

ソ 連 や ア メ リカ と の 間 で , お

金 を 支 は ら つ て 魚 を と つ た

り, 海 上 で 魚 を 買 つ た り す る

こ と も 行 わ れ て き■ま し た 0｣ O

芹 滞 : (教 科 書 を 音 読 す る )

芹 津 ‥｢北 洋 漁 業 と は , 太 平 洋 の な

ん , 北 部 や オ ホ ー ツ ク 海 な ど

で , さ け ●ま す ●た ら な ど を
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【第5時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

0 9'0 9 川

0 91 1 "

0 9'19 "

0 9 '24 "

10 '44 "

10 '46 "

11'15 "

11'17 ー,

< 場

n '4 9 1†

11ー5 3 ■ー

12'30 "

12 '44 ーー

12 '50 ーー

13 '03 "

13 '05 "

は い ○

な ぜ 行 く の か ○ で も そ れ に 対 し て い ろ ん

な も の が 問 題 に な つ て る ○ 難 し い ん だ

よ○

は い じ や あ 続 き , 室 田 さ ん 0

無 事 に

をま い O

と い う よ うな こ と 0 こ れ は 北 洋 だ け じ や

な く つ て , 太 平 洋 の ほ う も , 特 に 北 洋 つ

て い う の は ね え , ち よ う ど , サ ケ , マ ス

だ け じ や な く て , イ カ だ と か カ ニ だ と か

さ あ , い い 魚 , 魚 や 魚 介 類 が た く さ ん と

れ る 漁 場 な の ね 0

面 (宣 ) >

さ あ , そ こ で , 遠 洋 漁 業 ○ 二 百 海 里 水 域

の 問 題 な ん で す 0

こ の 間 題 の な か で , 日 本 の 立 場 ○ あ る い

は 遠 洋 漁 業 で 働 く 人 の 気 持 ち 0 こ う ヤ､ う

な か で の 気 持 ち , を こ ん な ん じ や な い か

な あ , そ れ に 対 し て 外 国 , が 日本 に 対 し

て ど ん な こ と を 思 つ て る か ○ こ ん な こ と

を 考 え て る ん じ や な い か つ て O 両 方 の 気

持 ち 0

カ ー ドの 続 き の ほ う が あ い て ま せ ん か ?

あ い て ま せ ん か ? な い か 0 遠 洋 漁 業 の 下

の ほ う , 半 分 く ら い あ い て ま せ ん ?

あ い て る 人 は , そ こ ん と ■こ ろ に , 二 百 海

里 漁 業 水 域 つ て 書 い て , 日本 の 立 場 と 外

国 の 立 場 を 続 き に 書 い て く だ さ い ○

で , も う 書 く と こ な い 人 , ど の く ら い V ＼

ま す か ?

と る 漁 業 で す 0 今 , こ の 船 に

′積 ん で い る の は , か ま ぼ こ や

ち く わ の 材 料 と , 原 料 と な る

す け と う だ ら で す ○ 北 洋 は ,

低 気 圧 の 集 ま る と こ ろ で 海 が

あ れ る こ と が 多 く き け ん , 多

く き け ん な 漁 場 で す ○ ま た ,

冬 は 寒 さ の た め , 船 に あ た ,

あ つ た た , あ た つ た 海 水 が 氷

と な り , な つ て は りつ き ま ■

す 0 船 に 氷 が は りつ く と , 重

さ の た め に 不 安 定 に な り , し

ず む こ と も あ る の で , そ れ を

と り の ぞ き , あ , と りの ぞ き

な が ら , し ご と を し な け れ ば

な り ま せ ん ○ ｣ O

室 田 ‥(教 科 書 を 音 読 す る )

室 田 : ｢こ の よ う な と こ ろ で , わ た

し は 漁 ろ う長 と し て , 乗 組 一員

の 安 全 を 守 り , た く さ ん の 魚

を と る た め に 働 い て い ま す O

魚 を ひ き あ げ て い る 間 は , 痩

る 時 間 も , 食 事 の 時 間 も お し

ん で , 全 員 で し ご と を し ま

す 0 全 員 が ｣

室 田 ‥｢無 事 に 長 い 航 海 か ら も ど

り , 港 で 家 族 の 顔 を 見 た と き

は , ほ ん と うに ほ つ と し ま

す O 北 洋 は , わ た し た ち が 苦

労 し て 開 い て き た 漁 場 で す ,

漁 場 で す が , 制 限 が き び し く ,

な つ て き て , 思 う よ う に 魚 が

と れ な く な つ て き た の は ぎ ん

ね ん で す ○ ｣○

あ い て な い ○

C n : (何 人 か 挙 手 を す る )
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【第5時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 央 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動
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14 '04 ーー■
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2 1ー2 7 "

2 2'2 7 "

2 2'33 ーー

ユヰ'37 "

2 0 4 1"

2 0 43 "

25 '18"

26 '0 2"

28 ー16 "

28 '17 "

28 '2 4 "

2 8ー2 5 ーー

2 8'2 9 "

2 9 '04 "

3 1'36 "

< 場

32 '0 1"

32 ー0 3"

32 '13◆I

そ こ は , も う違 つ て き て る か ら ○

(新 し い 祇 を 敢 り 出 す ) 回 し て あ げ て ○ 必

要 な 人 に ○ い らな い 人 は と ら な ◆く■て い い

か ら ○ い ら な い 人 は 回 せ ぼ い い か ら0■

そ れ じ や あ , ど うぞ 0

面 ④ >

二 百 海 里 漁 業 水 域 ○ こ れ が で て き て , 日

本 の 立 場 は ■, あ る い は 日本 人 が , 今 , 日

本 の 漁 師 さ ん た ち が 思 つ て い る こ と を ○

(机 間 巡 視 )

下 敷 き を 使 つ て く だ さ い ね ○

(長 瀬 に 指 示 )

[川 島 に ] 理 由 書 い て 0 理 由 0 こ うだ か ら

つ て い うの が あ つ た ほ うが い い よ ○

ち よ つ と 難 し い ん だ け ど○ 両 方 書 け る と

い い ね ○ 日本 の 立 場 と外 国 の 立 場 と 0 美琵

し か つ た ら ど つ ち か 0 日本 の 人 た ち は こ

う い う こ と を 考 え て , … … 外 国 の 人 は 息

つ て い る の が … … 0

資 料 集 の 45 ペ ー ジ の … … を 見 た り

(長 瀬 に 指 示 を 行 う) … … こ う や つ て ん で

し よ う○

(田 所 に 指 示 を 行 う )

(岡 本 に 指 示 を 行 う )

[屋 敷 に ] (資 料 集 を 指 し )昔 は … … が こ ん

な に な つ ち や つ て き て る 0 ‥… ●が こ ん な

に な つ ち や つ て き て る ○ 獲 る 量 が こ ん な

に な つ ち や つ て き て る 0

二 百 海 里 だ よ 0

二 百 海 里 だ よ ○ だ か ら , (資 料 集 を 引 つ

張 つ て ) こ の 辺 [北 洋 ] の こ と に 限 つ て い

え ば , 船 の 数 つ て い う の は こ ん な に な つ

ち や つ て る で し よ ○ ね ○ そ れ か ら , 魚 の

獲 る 船 の 数 は こ ん な に な つ て き ち や つ て

る で し よ○ 獲 る 量 は こ ん な に な つ ち や つ

て る で し よ0 そ れ が ど う し て か ? て い つ

た ら 全 て , 今 度 は , 二 百 海 里 の 関 係 で ,

こ う な つ て る ん だ よ 0

森 島 さ ん , 野 口 さ ん 0

面 ⑤ >

じ や あ ○

井 原 さ ん ど ん な こ と書 い た ?

片 山 : (第 1 時 の カ ー ドを 指 し て ) 先

生 ○ こ こ 0 一 番 後 ろ の こ れ が

あ る ○

C ､■n ‥(作 業 開 始 )

(練 り 消 し を い じ り な が ら ■

井 原 を 覗 く )

想 像 が つ か ね ー ○

C n ‥(黒 板 を 写 し て い る )

C n ‥ (資 料 集 を 開 く )

片 山 : [牧 原 に ] 書 い た ? 俺 , こ れ だ

け 書 い た ○

牧 原 : (首 を ふ り, 黒 板 を 指 し て ) こ

れ だ け 0

原 田 , 矢 野 , 岡 本 : (相 談 し て い る )

牧 原 : (資 料 集 を 指 し て , 片 山 に 話

し か け る )

片 山 : [教 師 に ] ‥∴ ●0

片 山 : [教 師 に ]先 生 ●t… ◆の 理 由 ‥●…

竹 下 : 先 生 , 俺 と 同 じ こ と言 つ て る

竹 下 : [片 山 に ]二 百 海 里 な ら … … の

場 所 ○

片 山 : ( う な づ く )

井 原 : 日本 の 立 場 だ つ た ら , も つ と

獲 つ て も い い 区 域 を , 増 や し

て ほ しい ○
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【第5時】
時 間 教 師 の 発 話 お ■よ び 活 動 園 田の 発 話 お よび活 動 矢 野 の 発 話 お よび 活 動 そ の ほか の 子 ど もの 発 話 お よび 活 動

3 2'4 5 "

3 2'4 9 "

3 2'5 0 "

3 3'0 2 "

3 3'0 3 ーー

3 3'0 4 "

3 3'0 7 "

3 3'2 4 ーー

3 37 6 "

3 3'3 1 ーー

3 3'3 7 "

3 33 9 "

3 4▼0 4 ▼ー

3 47 7 ーー

3 4'4 5 ーー

3 4'4 7 'ー

3 4'4 9 "

3 4'5 4 '▼

3 4'5 5 ーー

3 5ー0 9 lー

3 51 3 "

3 51 4 "

3 51 9 "

3 5ー2 2 "

3 5ー2 7 "

3 5'4 6 "

3 6'13 "

3 61 6 "

3 6'4 9 "

3 7 04 "

3 7 7 5 ▼ー

37 '48 'ー

3 8 '12 ーー

3 8 '15 ▼▼

38 '18 "

3 8 '19 ーー

3 9 '20 "

3 9 '30 "

39 '44 "

39 '56 "

(板 書 ) 井原 さ ん と似 た よ うな の書 い た 人

い ま す か○

似 た よ うな こ と書 い た人 い ます か ?

似 て る ?

じや あ 片 山 く ん どん な の書 い た ?

(故 事 ) 減 つ て い る のが つ らい 0

な るほ どね O

二 人 の 意見 が正 解 で は あ り ませ ん○ わ た

しは こ う書 い た ん です よ , つ て い う人 い

ま す ?

矢 野 くん は ど ん な こ と書 き ま したか ?

(板 書 ) も つ と獲 れ る よ うにす る た め に

は , どん な 工夫 が考 え られ る だ ろ うか ?

ど うか な,あ ? ど ん な 工夫 が 考 え られ るか

ど う した らも つ と獲 れ る よ うに な るか ?

どん な こ と考 え た ?

矢 野 くん ど う ? も つ と魚 を獲 りたい ん だ

と 0

原 田 さん , ど うです か ?

野村 くん は ?

別 の こ とで も い い ん だ よ 0

斉 藤 さん は ど うです か ?

他 に 日本 の 立場 , こ ん な こ と も書 い た ん

だ つ て 人 い ます か ?

寺 内 さん○

も う一 回○ 大 き な 声 で 0

最 後 の ほ うが … … O (板 書 )

森 島 さん どん な こ と書 い て ます か ?

(板 書 ) は い , ま だ あ ります か ?

じや あ 外 国 の 方 は , どん な こ と考 え■て る

ん だ ろ う ? こ つ ち 書 い た人 0 ど う ?

川 島 くん ど うで す か ? 川 島 くん ど う ?

(板 書 ) ね 0 獲 つ た らお金 が も らえ る ん だ

よ○

こ つ ちは お金 を 払 う○

屋 敷 さん ど うで す か ?

(校 内放 送 が 入 る )

園 田 くん は , こ こん とこ ろ ど う書 い た ?

大 きな 声 で 言 つ て 0

(板 書 ) 水 域 が ‥… ●○

他 に あ ります か ? 外 国 の気 持 ち ○

(校 内放 送 が 入 る )

二 百海 里 水 域 は‥‥‥お金 が

も ら え る し , こん な い い こ

と はな い 0

二 百海 里 漁 業 水 域 が も うけ

られ た た め , 北 洋 漁 業 の漁

獲 量 が 減 つ て しま つ た の で

も つ と獲 れ る よ うに して ほ

し い○

片 山 : え ?

片 山 ‥あ あ , で も ; 似 て る○

片 山 : 獲 つ て い い 区 域 が年 々減 つ て

い るの が , つ らい 0

原 田 ‥ま だ 考 え 中○

寺 内 ‥(挙手 )

寺 内 ‥お 金 を払 つて 魚 を獲 つ て い る

ん だ か ら , … … 0

寺 内 : お 金 を払 つて 魚 を獲 つ て い る

ん だ か ら , ‥‥‥○

寺 内 ‥…… 0

屋 敷 : 飛 行 機 , 飛 ん で きた よ○ 音 が

して る 0

森 島 = い つぱ い 魚 を… … ○

川 島 ‥●… ‥お 金 が も ら え るか らい い

屋 敷 : わか りま せ ん ○

寺 内 : (挙 手 )
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【第5時】

時 間 教 師 の 発 話 お よ ■■び 活 動 , 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

4 01 2 'ー

40 '47 "

4 1'03 ーー

4 1'05 "

4 1'08 "

ど うぞ 0

も ら え る 0

(板 書 )ね ○ と い う よ う な こ と が あ る だ ろ

う○

じ や あ そ こ で 日本 は , こ れ か ら , ど う し

て い つ た ら い い ん だ ろ う0 ■じ や あ , 今 ど

ん な こ と し て る ん だ ろ う0 ね ○ つ て い う

の は , 明 日 , こ の 続 き ○ こ ん な こ と に な

つ て , 日本 は これ か ら ど う し よ うか , や

ね , ど ん な 工 夫 を し て い る の か , つ て こ

と を や り ま す ○

寺 内 : お 金 を 使 ら て も ら つ た ら ‥… ●
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【第6時】

【第6時】ハマチ養殖　　　　　　　　　(1995年7月1日第4校時,午前nfeo分12秒～,教室にて)

教師の発話お　よび活動 園田の発話および活動 央野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面(≡) =-
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魚をたくさん,獲ったり食べたりしてい

る日本に対して,外国人のほうは,二百

海里という問題を出してきて,ね,みん

な日本人ばっかり獲っては困る,つて,

いう｡そうすると,日本は,自分の理屈

でたくさん食べるんだけど,そこで獲れ

る魚の量には限りがある｡だから外-,

遠く-行くんだけど,そう遠く-は,だ

んだんと厳しくなっていく｡

これから日本はどうしたらいいんだろ

う?どうすればいい?魚を獲っていくし

かない?魚を獲ってくしかない｡じやあ

どうするの?

日日-魚を食べる量を減らせばいい｡そう

すれば魚を獲らなくて済む｡だけど,漁

業で生活している人は,困るo　仕事があ-

ればいいけどね｡別に｡ないから｡それ

からやはり,日本人はどうも魚好きがい

るらしくって｡そうなると,完全にやめ

るわけにはいかない｡

じや,これから魚を食べていくのに,ど

うする?負,獲るしかない?だけど,漢

るには制限がある?何かいい方法ないか

な?どう?

原田さん,どう?

いい方法ないかな｡これからも魚を食べ

続ける｡魚を獲るためにどうしたらいい

んだろう｡この厳しい世の中で｡

もっと増やす｡

なるほど｡

もっともっと魚を増やせばいいんだ｡そ

ん中の--･をとっといて,そして海の水

を汚さない｡

ところで原田さんはなんの魚が好き?好

きな魚ある?食べるの｡あまりない?好

きでない?好きな魚｡あなたの好きな魚

ヨ?*�"

マグロとか,好き｡

どうしようo　マグロが遠くからもってく

るのになかなか日日-0

ん?日日･何が好き?

高いけどウニが好き｡

ウニは高いんだよなあ｡

イクラ?

つ

イクラはじや,何?

なんの卵?

サケの｡

サケの卵はどうやって獲るの?

サケをどこで挿まえるの?

川?

原田:海を汚さないで,別の魚をも

っと増やす｡

原田:マグロとか｡

C:ウニ-･-0

藤村:イクラが一番高いよ.海の中

で｡

藤村:魚じやないけど｡

藤村:卵｡

藤村:えーつと,なんだっけ｡

藤村:サケか｡

藤村:なかなか手に入らない｡なん

で高いんだ?

藤村:え?たぶん見つけて･日日｡

-76-



【第6時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の発 意 お よ び活 動 央 野 の 発 話 お よび 活 動 そ の ほ か の子 ど もの 発話 お よび 活動

0 5ー10 "

0 5 '1 1'ー

05 1 5 "

05 '24 "

05 '25 ▼ー

05 ー26 "

05 7 7 "

05 '34 '▼

0 5ー4 7 "

0 5'5 3 …

0 5'5 5 ーー

0 5ー57 ▼ー

05'58 ー▼,

06 '05 "

06 '14 "

06 '15 "

06 1 8 "

06 1 9 "

0 6ー2 5 川

0 6'2 6 "

0 6'36 "

0 6'37 "

06 ー38 "

06 ー39 "

06 '40 "

06 '4 1叩

06 '42 'ー

0 6'44 "

0 6'4 5"

0 6'4 6 叩

0 6'5 4 ーT

< 場

07 53 ーー

08 '02 "

0 8'5 0 "

0 9'05 "

0 9'06 "

0 91 7 "

09 '43 'ー

09 '50 "

09 '5 1"

10 '05 ▼ー

海 につ い て る 川 ?

獲 れ に くい ん だ ね ○

そ うい つた , あな た が たが 好 き な もの を

こ れ か らも食 べ つ づ け る た め に , 一 つ の

方 法 は , 原 田 さん が 育 つ て くれ た よ うに

海 の 水 を汚 さ ない 方 法 が あ りま す0

そ れ か ら, 増 や す つて 言 つ た ね O 増 や す

方 法 つ て他 に あ るか な ?

え つ ?

川 島 くん , 何 ?

自分 た ちで 育 て るつ て∴ 誰 が 育 て るの ?

誰 の こ とい うの ?

川 島 くん ぁ こ と■い つち や うの ? そ うじ や

な い で しよ0

何 ?

,海 に 帰 す0
そ れ で 0

帰 す 0

帰 す ○

園 田 くん の意 見 は帰 す ん じや な い よね 0

育 て た ん だ よね 0 近 くに ‥‥◆●だ か らね ○

海 の 周 辺 で飼 うか0

(ワー クシ ー トを配 布す る)■[ワ ー クシ ー

■トを] まわ して 0 … ‥●後 ろ に ま わ して ○

面 (…D >

( ワ｢ ク シー ト｢は ま ち養 殖 の 秘 密 を 発 見

し よ う｣配 布 )

あ のー , 順 番 ど うです か 0

一 つ は, ハ マ チ q) 養殖 つて 書 い てあ る0

ハ マ チ の養 殖 つ て い うの は, ハ マチ を,

小 さ な稚 魚 を, 今 度 は ｢い け す ｣ とい う海

の 中 に 囲い をつ く つ とい て , そ の 中に 放

して , そ の 中で 育 て ち や お う○ それ を も

う, 大 き く育 つ た らば , 市 場 へ 持 つて つ

て 売 つ ち やい ま しよ うつ て 0 ね ○

どれ が 一番 ? どれ が一番 だ か わ か る か な

一 番 どれ だ ろ う ?

捕 ま えて る とこ ろ ? …… か な ?

, 二 , 三 , 四 ?
は い , じや あ , 47 ペー ジ の と こ ろO

資 料 集 の4 7 ペ ー ジ O

ハ マ チ の養 殖 0

獲 れ に くい ん だ よ○

0

C : 海 ○

寺 内 ‥で もサ ケ つて さあ 川 上 る じや

な い○ そ れ で 上 の ほ うに い る

藤村 : ウニ つて なん で 高 い の ? あ ん

な トゲ トゲ○

C : 逃 が し とい て ■… ‥○

川 島 ‥養 殖 0

C : 増 や す 方 法 ‥‥●ー○

川 島 : あ, えつ と, 卵 を獲 つ て , 自

分 た ちで 育 て て , そ れ で川 に

逃 が し ち や う0

藤 村 : そ うだ ○

藤 村 ‥す ご い増 や す 方 法 あ る よ0

藤村 ‥海 の汚 い とこか らい つ ぱ い 好

き な魚 獲 つ て きて 育 て て , い

つ ば い獲 つ て きて 育 て て , 港

に 帰す ○

藤 村 : もつ とき れ い な と こ ろ に0

藤 村 : そ うす れ ば もつ と も つ と獲 れ

る○

C : 帰 さ ない く つて い い ん じや な い

C : で も も つ と もつ と大 き い … …0

捕 ま え て る とこ ろ0

C : なん の ?

tu-



【第6時】
時 間 教 師 の 発 話 お ■よ ■び 活 動 J 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

10 7 3 "

10 '3 4 ▼ー

10 '3 5ー一

l l 'O S "

1 1 '2 9 'ー

< 場

1 1 '3 8 "

1 1'4 2 "

′4 7ペ ー ジ 0 … … 図 と か そ う い う の ,■■は い

つ て ん の 0 そ の 図 と , そ れ か ら, 今 配 つ

た プ リ ン ト と , ハ マ チ つ て の は 小 さ い こ

ろ は , ｢ も じ や こ ｣ つ て 呼 ば れ て い る の ○

稚 魚 の こ と ○

も じ や こ 0 そ れ か ら 大 き くPな る に つ れ て

い ろ い ろ 名 前 変 わ つ て く る ん で す け れ ど

も ○

そ うす る と 順 番 つ く ? カ ル タ の ご と く ,

カ ル タ じ や な い ね , 横 芝 居 の よ う に 0 ど

れ が 一 番 二 番 つ て O

丸 の 中 に , ど れ が 】 番 だ よ ど れ が 二 番 た

よ ○ 三 番 目 こ うだ よ つ て い う の 書 き 込 ん

で つ て 下 さ い 0

面 ③ >

｢じ や こ ｣ ?

�"S U S S B

C n : (資 料 集 を 見 な が ら ワ ー ク シ

ー ト に 番 号 を 記 入 す る 作 業 を

始 め る )

な ん か , 卵 か ら僻 つ た サ ケ

つ て さ あ , お な か が 膨 ら ん

で る 0

C : え ー つ 0

1 1ー4 3 -I C ‥ うん ○

1 1ー4 5 ■ー な ん か , ま た 赤 ち や ん 産 み

そ う じ や ん ○

1 1 '4 8 ーー メ ダ カ も そ う だ つ た じ や ん 0

l l 'S O " 原 田 ‥だ け ど 死 ん じ や つ た よ ○

1 1 '5 4 ーー ほ ら , こ れ … ●‥○

1 1 '5 8 'ー C : … … こ の 丸 の 中 に ?

1 2 '0 1ーー そ う0 丸 の 中 に 0 】 , 二 , 三 , 四 O

1 2 ー2 9 .I 一 番 ど れ , 二 番 ど れ O

田 所 : (後 ろ を 振 り返 り , 野 村 と 相

談 し て い る )

日 暮

13 7 8 "

13 '3 4 "

13 '4 1 "

13 '4 2 "

13 '4 3 ーー

1 3ー5 8 "

14 '0 3 日

14 '0 5 "

14 ー1 0 叩

1 4一1 3 ーー

1 4 '1 5 ▼t

1 4 1 7 "

1 4ー2 1 "

1 4ー2 6 "

1 4 '3 3 '▼

1 4 '3 5 "

1 4 '3 6 "

1▲4 '3 8 ーー

1 4 '4 0 ーー

1 4 '4 1ー■

1 4 '4 2 ーー

14 ー5 0 "

14 '5 3 "

15 ー0 0 "

面

つ い た ? 順 番 ○

田 所 く ん O ど れ - 番 に し ま し た ?

左 上 0

も じ や こ と 呼 ば れ る の は , 呼 ば れ る ,

｢も じ や こ と よ ば れ る は ま ち の 幼 魚 は ,

体 長 が ｣ ど れ く ら い で す か ?

5 か ら 6 セ ン チ メ ー トル で す か ○

そ う し た ら こ こ に 書 き 加 え ら れ ま す ね O

5 か ら 体 長 , 体 の 大 き さ 5 , 6 セ ン チ メ

ー トル 0

は い ○ 一 番 の と こ ろ 書 き 加 え ら れ る よ 0

5 , 6 セ ン チ 0 体 長 ○

5 , 6 セ ン チ 0 体 の 長 さ ね 0

5 , 6 セ ン チ メ ー トル ○

そ の 絵 の 下 の と こ ろ に 文 あ る か ら 0

そ う そ うそ う ○

一 番 は こ れ 書 い て あ る で し よ ?

体 長 は 5 , 6 セ ン チ メ ー トル ○ こ ん な も

ん だ ○

そ れ は 海 で 獲 れ る の か な あ , そ れ と も ど

つ か で 獲 つ て く る の か な あ ?

田 所 ‥左 上 0

川 島 ‥え 】 と ね え , 5 か ら 6 セ ン チ

C こ1 0 セ ン チ ?

片 山 : ど こ に 書 く の ?

片 山 : (ま わ り を 見 渡 し て ) え ? 先 生

ど こ に 書 く の ?

片 山 ‥こ こ ?

片 山 : 書 い て な い よ ○

川 島 : (後 ろ の 片 山 を 振 り返 り, ワ

ー ク シ ー ト を 指 差 し て )一 番

は こ こ に ■… ‥0
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時 間 教 師 の 発 話 お よ■び 活 動 ■ 園 田の 発 話 お よ び活 動 矢 野 の発 話 お よび 活 動 そ の ほか の 子 ど もの 発 話 お よび 活 動

15 '08 ーー

15 ー12 "

15 '14 "

15 1 9 "

15 '20 "

15 '22 日

15 '24 "

15'32 ーー

15'35 '▼

15'38 "

15'4 1ーー

15'4 7 "

15'4 9 "

161 7 "

16'2 0 "

16'2 2 ー■

16'2 4 "

167 7 "

16'3 2 "

10 34 ーY

16'45 "

17ー0 7■ー■

17 16 "

17-22 "

17'3 3ーー

17'34 "

1T 3 8'ー

18*22 "

187 5 叩

187 6 "

1 畠'29 "

1 8'33 ー■

18 '43 "

18 '50 "

18 '5 1"

18 '52 "

18 '53 "

19 '0 1"

これ く らい の ち つ ち や な魚 獲 る ん だ か ら

網 の 目な ん て の は ,

だ か ら出 な い よ うな 工夫 が あ る0

え ?

は い , じや あ , 岡本 さ ん, どれ 二番 に し

た ?

右 上 ○

ど う して あ な た は二 番 だ と思 つ た■の ? ■

体 重 が0

｢も じや こが 体 重 一 キ ロに な つ た か らい

けす を変 え ます ｣ ○ そ れ が 二番 の とこ

ろO ど う二 番 0 他 の を見 て い く と, 体 重

1●6 とか 4 だ か ら, きつ とス マ ー トに な

る こ とはな い だ ろ うか ら, こ こが 二 番 だ

ろ うつて ○ さ あ, ｢ も じや こ が 体 重- キ

ロ に も な りま した ので , い け す を変 え ま

す ｣ 0 い け す つ て い うの は , こ の 囲 いの

こ とね○

｢な ぜ か とい う と｣, なん で 変 え るん だ と

思 う ?

入 れ 物 を変 え る○

窮 屈 な と こ ろ にい る とね え , 育 ちが 悪 い

つ てね え, のび の び と育 た な い ○ 広 い と

こ ろ に, あ るい は ‥… ●とか ね , して 0■悠

々 と泳 げ る よ うに して ○

なぜ か とい うと, 今 言 つ た よ うな こ とだ

よね え, 央 野 くん や 寺 内 さん が 言 つ て く

れ た よ うな こ と を書 い て くだ さい O 窮屈

な と こ ろで は, 育 ち が よ くな い 広 い とこ

ろ で, 大 き く成 長 させ よ う とす る と○

はい , 二 番 の と こ ろに 書 い て お い て0

片 山 くん , 余 計 な こ とを し とい てそ れ で

き く なん て 失 礼 な こ とだ と思 い ま せ ん ?

だか ら, こん な か で , 窮 屈 だ , 窮 屈 で,

窮 屈 だ と育 ちが 悪 い とか , あ る い は 広 々

と した と こ ろで 大 き く育 て る た め 0

悪 い か ら とか ね 0

なぜ か と聞 か れ た ら, ■何 々 だ か ら, とか

何 々 のた め とか ね , そ うい う書 き方 をす

る とい い ん だ よ○

芹 薄 くん 三 番 目 ど うだ ろ う ?

左 下 0

ね , ｢体重 は一 ■六 キ ロ0 体 長 は五 ○ セ

ンチ ｣0 こ ん な んだ つた の が 50 セ ンチ だ

か ら これ く らい か な O

で もそ の 分 だ け , ス マ ー トだ ね0 で ,

｢体 重 は- ●六 キ ロ に な りま した ｣○

｢え さは｣ ?

イ ワシ 0 つ て い うの が 書 い て あ る , ね ○

餌 は , イ ワ シ な ん で す ○ ブ リを 育 て るた

■出 ち や うよ0

相 当苦 労 して るね ○

餌 を た く さん食 べ る ○

だ ん だ ん 成 長す る か らさ あ

窮 屈 に な つ て , ■囲 い とか…

餌 は ?

片 山 : 5 , 6 セ ンチ つ て 書 け ば い い

■の ?

岡本 : 右 上 0

岡本 : 体 重 が, ●…‥○

C : 小 さい か ら0

寺 内 ‥も じ や こが 大 き くな つて 0

原 田 : 育 ちが , 悪 い か ら0

C n ‥(ワ ー ク シー トに書 き込 む )

芹 滞 : 左 下 ○

片 山 : 50 セ ンチ 0

C n : イ ワ シ0
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【第6時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ■び 活 動 園 田の 発 話 お よび 活 動 矢 野 の 発 話 お よび 活 動 そ の ほか の 子 ど も の発 話 お よび 活 動

19 '0 8…

19 1 1"

19 ー15 ーー

19 '17"

19 '1 8"

19 '25 "

19 '2 9"

19 '3 0"

19 '3 3'ー

19 '3 5"

19 '3 7ーー

l9 ー4 3 "

19 '4 5"

19 '5 0 "

19 '5 1 "

19'5 2 "

19'5 8 "

2 0ー0 7 ーー

ヱ0'37 'ー

2 0'38 ー一

2 0'4 2 "

2 0 '4 6 ー■

20▼4 8 "

20 '4 9 "

20 '54 'ー

20 '59 "

2 r o r ▼

2 1'02 "

2 1'03 "

2 1'04 日

2 1'07 "

2 1'08 "

2 1'13 "

2 11 6 "

2 1'20 ▼ー

2 1'2 1"

2 1ー24 ,I

2 1'27 "

2 1'30 "

2 1'4 0 "

2 1'44 "

2 1ー4 7 ーー

2 1'4 9 ーー

2 1'5 1 'ー

2 1'5 4 'ー

2 2'0 1 "

′め にイ ワ シ を あげ て る の0

餌 はイ ワシ を あげ て ま す で もい い け ど0

そ うだね ○

イ ワ シ に変 わ つた で も, イ ワシ をあ げ て

ます で も, ど ち らで も いい で す 0 点耶まイ

ワ シ です , とか ね ○

す ご いね ○ こ うや つて , イ ワ シで , 餌 や

る ん だね 0

ニ ヤ γて こ と は, 何 か 考 えて るん じや な

い の ?

餌 は イ ワ シ です よ○

そ れ で い い です よ0

は い 0 そ して右 下 が ,■四番 0 ｢体 重 が 四

キ ロ ほ どに な りま した ｣0 4 キ ロか○ 4

キ ロつ て い うこ と■は , だ い た い20 ヶ月 位

か 0 ね えO 資料 集 の ほ う政 5 キ ロで 80 セ

ン チ で つ て い うか ら, ま あ , だ い たい ,

な ん だ ろ う ?

い よい よ出 荷 で何 が 心 配 な ん だ ろ う■?

腐 る ?

何 が 考 え られ るか ?

食 べ られ る か ど うか ○

何 が ?

ハ マ チ が ?

ハ マ チ が 食 べ られ るか ど うか 0

ま だ あ るか な ○

心 配 0 何 が 心 配 な ん だ ろ うか ○

え ? ■

あ あ , 死 ん じ や つて な いか ?

(プ ー ル か ら, 音 楽 が 聞 こえ て くる)

下 でや つ てん じや な い の ? プ ー ル が う る

さい ん で しよ , ね ○

ね えO

は い 0 (手 をた た く)

腐 る ?

魚 が ‥… -0

魚 が死 ん じ や つて な い か

餌 はイ ワ シに 変 わ つ た つ て

■書 く の ?

うん0

先 生 , なん か , 真 ん 中の 人

お か しい 0

な ん か, ニヤ ツて 顔 して る

そ うだ よ0

食 中毒 ○

(練 り消 し ゴム を い じ りな

が ら資料 集 を 見 て い る)

｢で も, 心 配 な の は , ｣ ?

心 配 な の は0

(片 山 の ほ うを見 る)

痩 せ る0 へ へ へ0

だ, あれ あ れ , ハ マ チ0 へ

へ へ 0

C : す つ ご くニ コ ニ コ○

原 田 ‥ほ ん とだ よ○ 怪 しい0

,藤村 : こえ ー 0 目が 見 え ね ー0■

芹 滞 : 先 生 , イ ワ シ を あ げ る よ うに

な りま す , じや ダ メ な の ?

片 山 ‥食 べ られ るか ?

C : 共 食 い しち や つ た ら0

C n : (笑 い , ざわ つ く)

原 田 : 楽 しい よ0

芹浮 : よ く高速 道 路 で ね え , 変 なね

え , な ん か0

原 田 : うる さい よね 0

芹 津 : (後 ろ の原 田 を振 り返 つ て ) な

ん か , ね0
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時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 周 の 発 話 お よび 活 動 矢 野 の発 話 お よ び活 動 そ の ほ か の 子 ど もの 発話 お よ び活 動

2 2'0 3叩

2 2'0 9 "

2 2'10"

1 2'14"

2 2'15ーー

22'16 "

2 2'18"

2 2'19ーー

2 27 0ーー

2 2'2 1▼ー

ユ2'2 2 叶

2 2'2 3 "

2 27 4 川

22'2 7▼■

22'3 3 'ー

22'3 4 "

22'35'ー

22'4 0 "

22'4 2 'ー

ヱ2ー4 7 "

231 2 "

23 '2 6 ーー

23'2 3 ーー

23 7 7 ▼●

23 '30 "

23 '30 ▼ー

ヱ3 '3 1"

23 '36 'ー

23 '56 "

23 '59 ーー

24 '0 1'ー

24 '08 "

24 ー09 "

24 1 6 'ー

24 1 8 …

24 1 9 …

24 7 0 "

24 7 1ーー

24 7 2 ーー

24 '38 け

24 '40 "

2ヰー44 "

24 '49 "

24 '53 "

え つ と, 食 べ られ る か ど うか つ て い うの

は ね , ど うい うこ とな の ?

腐 つ てた ら 困 る0

腐 つ､た ら, 食 べ られ な い こ とは ?

起 こ して た ら, ど うな るの ?

誰 が ?

つ て こ と は, この 育 て た 人 た ち に と つ て

は ど うな る の ?

つ くつ た意 味が な い ○

そ うい う魚 だ つた ら○ 逆 に 0 あ , こ の魚

た ち は も つ て つた らだ め だ つ て こと が わ

か つ た ら0 ど うす るわ け ? ど う しち や

ラ ?

出 荷 で き る の, で きな い の ?

出 荷 つ てい うの はそ れ を獲 つ て 市場 へ運

ぶ こ と○ で き ない 0

市 場 に運 べ な い つて こ とは , そ の魚 は ?

育 て た意 味 が ない ○

ど う しよ うつ てい うと ?

こ こま で育 て るた め に , 費 用 が か か つ て

る○ ね え0 も うけ よ うと思 うの に 売 れ な

い ん じや あ , 全 然 の らな い 0 心 配 な の は

そ うい うこ と なん で す ね O 魚 の ね ○

なん だ ろ う0 なん だ ろ うな○

魚 が 食 べ られ る の■か , 売 れ るか ど うか ,

で す ね○

うん O だ め な のO

は つ と く と海 じゆ うに病 ■気が 広 が る か ら

他 の い けす に 広 が つた ら大 変 だ か ら, 全

部 引 き上 げ て , 焼 却 処 分 し ない とい け な

い 0 逆 に い う と, 病 気 をす ご く怖 が る ん

です よね 0 魚 の病 気 つ てい うの をね ○

売 れ る よ うに な る か な めね ○

腐 つ て る0

つ くつ た 意 味 が ●… ‥○

育 て た 意 味が な い 0

な ん か, 毒 つつ うか , 食 中

毒 つ つ うか○

死 ぬ つつ うか 0

オ レ0

食 べ た人 が0

あ れ , 犯 罪 つ てい うか0

捨 て られ ち や うか ら○ 捨 て

られ ち や うの○

心 配 な の は, え ー つ と○

(の び を しな が ら) 心配 なの

は 0

魚 が 売 れ て … ‥◆,

利 益 が で な い0

あ ー れ ー 0

じ や あ, 心配 な の は魚 が,

売 れ るか ?

原 田 : 死 ぬ0

C : 人 間0

原 田 = 終 わ つ ち や うの○ 人 生 0

C ‥楽 し い○

寺 内 : だか ら, そ のた め に 調 べ るA j

じ や な い0

芹 津 : も し さ あ , どつ か で さあ , -

匹が 病 気 にな つ て , そ れ が こ

の 中 に一 気 に入 れ られ た ら全

部 うつ つ ちや う0

C : 全 部 ね , 終 わ り0

藤 村 ‥じや あ , 病 気 を怖 が る の ?

寺 内 : で も さ あ, そ うい うの … …人

つ て お 金 が 使 い果 た した か

､ ら, 破 産 す る恐れ が あ る○
牧 原 ‥魚 が 売 れ るか ?
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時 間 教 師 の 廃 語 お よ′び 活 動 園 田の 発 話 お よび 活 動 矢 野の 発 話 お よび 活 動 そ の ほ か の子 ど もの 発 話 お よ び 活 動

24 '55 "

25 '00 "

25 '02 "

25 ー08 -I

25 '09 "

25 '10 "

25 ▼19 "

25 '3 1ーー

25 '32 "

25 '33 叩

25 '36 "

25 ー40 ーー

25 '4 1"

25 '42 "

25 '4 9"

25 '5 0叩

25 ー54 ●ー

25 '5 7 "

2 6'0 0 'ー

2 0 0 3 "

2 6'0 5 "

2 6'0 6 "

2 6'0 8 "

2 0 0 9 'ー

2 6'17 "

2 67 5 ー■

2 60 3 "

26'34 "

26'4 6 "

27 '02 "

27 '09 "

ヱ7 '12 ー†

27 '18 "

27 7 0 …

27 7 5 "

27 26 "

27 '34 "

27 36 "

27 ー40 ーー

ヱ7 ▼4 5 "

売 れ る よ うにな る の か な のね ○■

売 れ るか ○

そ うO

申 え , や つた で し よ○ 売れ な か つ た らせ

つ か く育 て た の に 意 味 が な い○

それ か ら も う一 つ , 資 料集 の4 6ペ ー ジ の

左 下 に, 赤 潮 つ て い うの が 出 て ます 0

これ が来 る と, 全 部 だ め に な つ ち や うん

だ よね ○

魚 が育 た ない ん だ よね ○

魚 だ け じや な くて ね , 海 苔 とか 貝 とか全

部 だ め に な つて しま うつ て の が 0

これ ば つ か りは ど うし よ うも な い ん だ よ

ね 0 そ う , 囲ん で ね , 防 ぐん だ け ど, や

つ ば り, 赤 潮 が 大 量 に 発 生 し とい て , そ

こに 台風 が来 る と,

うん○

悲 劇 な ん です よね 0

そ うい つ た こ とが 心 配 なん だ よ0

さて , と ころ で, こ の点 を考 えて くだ さ

い 0

ね え , 47 ペ ー ジ の上 の と こ ろ に ｢ハ マ チ

の成 長 と餌 の 量｣ つ て い うの が あ ります

そ うす る と, ハ マ チ を 育て る の に はイ ワ

シ を餌 と して あ げ て る んで す けれ ど も,

だい た い , 稚魚 か ら出荷 まで これ み る と

ね , 22 ヶ月 位 か か つ て る のね 0

そ の 間に イ ワシ を どれ だ け あ げ て るか ?

それ も調 べ な き やだ めだ ね0

で も , 心 配 な のは , 魚 が 売

れ る か ?

テ ィ ロ リー ン0

結 構 あ げて ます ね え○

な ん か, イ ワ シつ て さ, 食

べ られ る運 /命 じや ん 0

も し , イ ワ シ が病 気 に な つ

て , ハマ チ が食 つ た らな ん

か , 病気 に な つ ちや う よ0

人 間 , 食 つ た ら, ま た 病 気

に な つ ち や うO

寺 内 : 危 険 な‥‥‥○

藤村 ‥あ , 赤 潮 知 つ て る0

C ‥赤 潮 知 つて る0

藤村 ‥プ ラ ン ク トンで し よ0 増 えす

一ぎ て , 海 のな ん か を 酸 素 吸 つ

ち や つて 0

藤村 : 魚 が 息 を吸 え な くな る○

C ‥そ うい うの, なん か 見 た こ と あ

る0

藤村 こつ な が つ ち や う0

藤 村 : 台 風 36 号 が き た ら最 後 O

■C : そ ん な の あ る か な あ0

C : あ るか もね0

C : 台 風 つ て順 番 に 来 る ん じや ない

の ?

藤 村 : (何 か思 い 出 した よ うに 発 話

す る)そ うだ ○

藤 村 : イ ワ シが この 世 に い な か つ た

ら, じや あ 0

C : も じ や こが 育 た ない 0

藤 村 : 食 べ られ るた めに 生 まれ て き

たイ ワシ 0

藤村 : ■じや あ さ あ, ね え先 生0

藤村 : 病 気 にな つた イ ワ シ とか を 食

わせ ない た め に, イ ワシ の ‥◆

‥●を調 べ るの ?

藤村 ‥人 間 は幸 福 だ ね え○
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2 7'5 4 ーー

2 8'0 8 ーー

2 8'35 "

2 8'36 "

2 8'37 "

2 8'4 3 "

2 8 '55 "

2 9 '00 ーー

2 9 '0 1ーー

2 9 '09 "

29 0 2 "

29 '17 "

29 7 2 'ー

29 '23 ーー

29 7 4 "

29 '33 "

29 '34 "

29 '37 ーー

29 '40 "

29 '4 5 叩

29 '4 8 "

29 ー5 2 ーー

29 '5 6 "

29 '5 8 "

30 '10 叩

30 '15 "

30 1 6 "

30 1 8 ーー

3 07 0 ーー■

30 '2 4 ーー

で , 】 匹 のハ マ チ を育 て るの に ,■一 ケ 月

あ た りの そ こ に 出て る量 だ か ら, じや あ

】 匹 育 て る の に, イ ワシ を どれ だ け使 う

か つ て0 下 に書 い て あ る ね え○

(資 籾 集 を 読 む ) ｢は ま ち の え さ に は, お

もに い わ しが使 われ ま す 0 1 ぴ きの は ま

ち を 出荷 す る まで に, ふ ぅ う30 キ ロ グ ラ

ム以 上 の い わ し｣ ○ を使 う○ で , イ ワ シ

一 匹 を 100 グ ラ ム と考 え る と, 30 0 匹 必 要

だ○ 】 匹 のハ マ チ を育 て るの に , イ ワシ

300 匹 使 うの ○

え ?

で , ■ハ マ チ を 育 て るの に , ハ マ チ を 30 0

匹 , 4 00 匹 の 育 て るの じや な い で しよ0

量 が 全 然違 うの ねO

そ うす る とイ ワ シ が なん で あん な に た く

さん 獲 る かつ てい う理 由 も, 想 像 が つ く

で し よ0

人 間 の た め だ け じや な くて ね え, こ うい

つ た もの に イ ワ シ つ て使 わ れ て い るん だ

よ○

人 間 は お い しい お魚 食 べ る け ど, ハ マ チ

とか ‥… ■○

そ うな の ?

一 番 ‥… ◆か も しれ な い よ0 も し, 大 地 震

が 起 きて さあ , な ん に も な く な つた ら さ

あ, 動 物 た ち は さあ , 何 か 食 べ てい くか

も しん な い け ど, 人 間 は な ん に もな く な

つた らす ぐに 死 ん じや う0

ね え, ね え, 人 間 は さあ , も の が なか つ

た ら さ あ, 動 物 に 食 べ られ ち や うで し

よ○ 肉食 動 物 に 0

はい 0

さ あ , これ が 養 殖 とい うの が 一 つ は 出 て

くる んだ ○ ね , 一 匹 を 育 て る の に i す ご

い犠 牲 が い るん だ つて 知 つ て お い て くだ

さ い0 ■

4 7ペ ー ジの ｢こ とば｣ つ て と こに , ｢養 し

よく漁 業 ｣ つ て あ る ね え0 右 下 の と こ

ろ○

も う一 個 は, 栽 培 漁 業 つ て い うの が 出 て

き ま したね 0

何 が違 うつて , 養 殖 漁 業 つ て い うの は ,

魚 な ん か さあ , ブ ラ ン ク ト

ン とか い うや つ食 つ て る か

ら生 きて られ る ん だ よ0

うん うん うん 0

片 山 : 何 匹 も い た ら,

片 山 ‥何 匹 も 何 匹 も さあ , い た ら,

す ご く大 変 0

藤 村 : も じや こ のた め 0

藤 村 : 人 間 が 一 番 幸 福 な ん だ よ○ 動

物 とか の な かで 0 生 き物 の な

か で 0

C : そ うか な ?

寺 内 ‥そ うと は 限 らない ん じや ない

の ?

C = だ つて 焼 い た り して る も ん 0

C : 草食 動 物 が 肉食 動 物 に 食 べ られ

て○

藤 村 ‥2 1世 紀 に な る と, パ ワ｣ グ ロ

ー ブ つ て い うの が 出 て く るO

藤 村 : つ け る だ けで 猛 獣 を や つつ け

る○

C : ほ ん とだ0

C : さつ き , こ こ の こ とで し よ

C ‥養殖 漁業 ○
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3 α5 9 日

3 1'0 3 ーー

3 1'0 4 "

3 1'05 "

3 1一06 "

31'17 "

3 11 9 "

3 1'22 "

3 1'24 'ー

3 1ー34 "

3 1'4 3ーー

3 1'44 叩

3 1'4 5 ー■

< 場

3 1'5 6 ー▼

32'05 "†

32 '07 "

32 '09 ▼ー

32 '15 'ー

32 1 7 …

32 '25 "

32 '2 8 "

3ユ'3 1 "

32 '3 3 "

32 '4 5 "

3 2'4 6 "

32'48 "

32'54 ーー

32ー58 "

32'59 "

33 '0 1'ー

33 '02 "

33 '16 "

人 間 がつ く つ たい けす や い か だ の 中 で ,

餌 を 与 えて 育 て る漁 業 ○ そ れ で や つ て 育

て て 大 き く な つた らば , 売 つ ち や い ます

そ れ で , 栽 培 漁 業 0 な ん か 植 物 み た い な

ん です け ど も , (資料 集 4 7ペ ー ジ を音 読

す る ) ｢人 間 の手 で 魚 や 貝 の た ま ごを か え

し, 川や 海 に放 流 して , 自■然 の 中で 大 き

く育 て て か ら とる｣0 さつ き あ る で し

よ, 出 て た の0 … …両 方 獲 れ る○

ど う して わ か る の ?

あ あ, な る ほ どね え○ それ はい え る0

ハ マ チ で もね え , 高い ハ マ チ と安 い ハ マ

チ が あつ て , 安 い ハ マ チ は養 殖 のハ マ チ

Lで す O 高 い ハ キ チ は 自然 なハ マ チで す O

獲 れ づ らい し, 数 も少 な い し, おい しい

し, い つ ちや ん 高 い で す○

味 み る とね え, 違 うよ, 養 殖 と栽培 で○

い けす の養 殖 と 自然 か 0

お い しいお い しい 0

や つ ぱ り, 味 がす る よね 0

面 ⑤ >

(ワー ク シー ト｢栽 培 漁 業 の 様 子 をま とめ

て み よ う｣ を配 布 す る )

あ, これ 0 ■うん0

は い , 見 つ け た ね0 教 科 書 のな ん ペ ー

ジ ?

47 ペ ー ジ 0

資 料 集 は ? の つ て い ま ,

せ ん か ?

栽 培 漁 業 は , そ うだ ね0 ち よつ と違 うね

教 科 書 と全 く 同 じ部 分 と似 た よ うな と こ

ろが あ りま す か ら, 比 較 しな が ら書 き込

ん で つて み ま し よ う0 こ れ は これ だ よ つ

て , 栽 培 漁 業 の ○

自然 なハ マ チ の ほ うが 先 生

獲 れ づ らい ん じや ない ■の ?

見 つ け, 見 つ け られ ない し

藤 村 : だ つた ら, 栽 培 漁 業 の ほ うが

さ あ, うま い ん じや な い0

藤 村 ‥自然 の 中で 0

寺 内 : だ か ら さあ , こ つ ち の栽 培 漁

業 の は うが 高 く, 金 , 多 く か

か るん だ よ0

片 山 ‥自然 の ほ うが お い しい0

髪 の 毛途 中 か らな くな つ て

な い ?

芹津 : 釣 りに行 つて マ ス釣 つて ね え

そ の 場 で ね え, 炭 とか木 とか

で ね え , 塩 焼 き で食 つた ん だ

よ 0

C : ま だ , 貼 らな い の ー ?

芹 津 : (配 布 され た ワー ク シー トを

見 て ) こ れ何 か のペ ー ジで 見

た よ○

片 山 ‥これ 何 か のペ ー ジ で あ つ た○

芹 滞 : あ つ た あ つた 0 絶 対 あ つ た0

これ 見 た こ とあ る○

C n : ( ワー クシ ー トの イ ラ ス トを

見 て笑 う)

片 山 ‥顔 が な い よ0

片 山 : ほ ん とだ ー○

C ‥か わ い そ う0

芹滞 : あ つ た , 誠 ち や ん ○ (開 け た

教 科 書 を片 山 に 見 せ る)

片 山 : な ん ペ ー ジ ?

C : … … 0

C n ‥せ ん○
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3 3'2 7 "

33'3 2 "

33'35 'ー

33'37 "

33'4 7 'ー

33 '48 "

33 '5 1日

33 '57 "

34 '0 1▼ー

341 6 ーー

341 7 'ー

34 1 8 "

34 1 9 "

34 ー29 ーー

3 4'3 1 "

3 4'3 2 "

34'33 "

34ー34 tー

34 '37 "

34 '38 "

30 44 "

3 4'58 "

35 1 7 'ー

3 5'3 1 叶

3 5'34 "

3 5ー38 "

35 '39 日

35 '40 ーt

35 '4 1"

35 ー42 "

35 '44 "

35 '46 "

35 '4 7 "

3 5'5 2 "

3 5'5 5 '▼

36'06 "

36 1 0 "

何 して る の か な, ほ ら0

え ? どれ ?

(片 山 の ほ うへ 来 る) ｢人 工 漁 礁 ｣ つ てい う

ん だ よね ○

あの さ あ, 漁 礁 の発 想 つ て の は , よ く,

あ のー , 船 が 沈 没 し て海 に 沈 ん だ ま ま に

な つ て る場 合 あ る じや ない , 引 き上 げ ら

れ な い で0 そ こ ん とこ ろが , 魚 た ち の い

ー いす み か に な つ て る こ とが あ るん です

よ0

だ か ら, わ ざ と, こ うい つ た , す みか に

な る よ うな もの を海 の 中 に 沈 め といて ,

ね , 魚 が そ こで 育 つ よ うに な つ て る○

だ か ら, なぜ だ と思 う ?

魚 に と つて は , や つ ぱ安 全 な 場 所 つて い

うのが あ るん だ よね 0 大 き な 魚 に と られ

ない と こ ろが ね 0 さす が に クジ ラ とか サ

メ な らこ こ に来 た つ て大 丈 夫 だ ろ う とか

ね0

(園 田 に答 えて ) 陸 の さ あ† ,◆別 の さあ …

‥●動 物 が待 つ て O 昔 々 は ク ジ ラ は陸 に い

た とか さあ0

さ, じや あ , 教 科 書 の4 7ペ ー ジ見 なが ら

プ リ ン トの 中に , これ は こ れ だ よづて 書

き込 ん で つて み ま し よ う0 名 前 と同時 に

どん な はた ら き して い るの か 0

うん 0 書 け る も の どん どん 書 き込 ん で い

つ て ご らん○

な る ほ どね0

うん , あ い だ で もそ した ら●… ‥0

あ ります ね○ 教 科 書 に あ つて プ リン トに

な い こ とも あ りま す ね○ 必 ず しもあ る と

は 限 らな い です ね 0

く)

な ん で, こ んな す み か が 好

き な ん だ ろ う0

そ の魚 は, テ レパ シ ー だ つ

た○

なん か , 光 を海 底 に送 る つ

C n ‥ (作 業 を 顔始 す る)

藤 村 ‥教 科 書 の 四 十 , 七 ペ 】 ジ○

C : うわ ー , は げ だ ー○

C : 気 持 ち わ りー な○

片 山 ‥一 個 あ つ た ○

片 山 : な ん て 書 い て る ん だ ? 人 工 な

ん とか 0

C : 知 つ て る○

寺 内 : そ うい う話 とか , 聞 い た こ と

が あ る0

C : N H K で 0

藤 村 : 先 生 ○

屋 敷 ‥ウツ ボ に お そ われ る0

藤 村 ‥じや あ さ あ, そ の 育 つ た魚 は ＼

あ とで 網 で … ●‥0

寺 内 ‥危 険 じ や ない よ0

C : …

C :

C ‥先 生 , ど こ に書 くの ?

寺 内 : あ ー , わ か らん よ ー0

C ‥全 然 わ か ん ない ○

藤 村 : こ うい う間 に ?

C : 餌 を ま く の どれ だ よ0

C ‥餌 を ま く の ー , そ れ でー 0

C ‥い つ たい どれ 書 くの か わ か ん な

い よ , こ れO

藤 村 ‥先 生 , 絶 対 これ の つ て な い0

C : 何 か よ くわ か んな い 0
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人 工衛 星 が な か つ た ら, 人 工 衛 星 , [ワ

ー ク シー トの ]絵 に措 い た ら ?

人 工衛 星 , 絵 で 措 い た ら0

人 工衛 星 , 空 に描 い て さー ○

で も, これ は餌 ま く ロ ボ ッ トじ や ない ■

よ○ これ [教 科 書 の 魚 群 探 知機 の イ ラ ス

ト]で し よ, これ 0

うん ? ど う措 くの つ て ど うい うこ と ?

自分 が わ か る よ うに措 い て くだ さい0

はい 0

わ か る と こ ろ をや つて くだ さい 0

魚 群 探 知 機 だ とか , 餌 をま く ロボ ッ トと

か0

じ や あ0 そ こま で 0 続 き は 月 曜 日に しま

し よ う○

じや あ, プ リ ン ト類 を 貼 つ て , で , 前 に

出 して くだ さい 0

人 工衛 星 が こ つ ち [教 科 書 ]

に あ る よ0

て い うの な い よ0

人 工衛 星 措 けた ○ (机 か ら

顔 を 上 げず i羊, 誰 に 言 う と

も な く)

テ ィ ツテ ィ キ リー ○■[フ ア

ン フ ァー レの擬 音 ]

先 生 これ で い い の ? 人 工衛

星 ○

ブ イ をね え 0 ブ イ ロ ボ ッ ト

をね え, 付 け 足 そ う0

ブイ が で きた ○ ブ イ ロ ボ ツ

ト○ こん な ち つ ちや い の○

C ‥ピー ピー ピー ピー ピー ピー ピ ー

ピー 0 [人 工衛 星 か ら発 せ られ

る電 波 の 擬 音 ]

C : ‥… ◆○

C ‥ど こ に描 く の ?

C ‥人 工 衛 星 つて 何 措 こ う0

C ‥餌 ま き ロ ボ ッ トで し よ0

C ■‥魚 群 探 知 機 だ よ○ これ 0

片 山 : 先 生 ど う,

片 山 : 先 生 , ど う描 く の ?

片 山 ‥こ うや つ てい い の ?

藤 村 : 何 が な ん だ か わ か らない よ0

C : あ ー 措 け な い0

藤 村 : 先 生 , わ か りま せ ん○■

C ‥あ ー , 違 うわ ー0

C : 下 に こん な の [何 を指 して い る

か 不 明 ] が 奉 る じやん O

寺 内 : 先 生 よ くわか ん な い よ0 こ れ

C ‥違 うこれ 0 魚 群 探 知 機 だ よ○

寺 内 : [渡 辺 に ] これ が , これ ○ これ

が , こ れ0 ( ワー ク シ ー トを

指 しな が ら)

藤 村 : あ あ , こん な の わ かん ね え よ

何 が な ん だ か0

C ‥も つ とわ か りや す く書 い て ほ し

い○

C : これ つ て 印 刷 して あ る の ?

藤村 ‥だ い た い わ か る ん だ け ど さ

あ , あ る場所 が違 うか ら さ

あ 0
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【第7時】

【第7時】栽培漁業　　　　　　　　　　(1995年7月3日第5校時,午後1時54分20秒～,教室にて)

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 央野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

<場面①>
(黒板の前に立っている)

はい｡それでは,えっと栽培漁業の様

子｡で,ここで日日･なんて｡

教科書の図と比較しながら,書き込んで

ってる途中なんですけども｡ね｡

じやあ,小島さん･日日(小島を注意する)

今日はその続きとo　ね,もう一個は,じ

やあ.それはなんのためにやってるのか

な｡こうすることがどうしていいのかな

ここを考えてみて｡

はい,それじやあ,教科書や資料集を出

して,

プリントを見ながら,ここはなんていう

ところで,こういうところがいいんだ

よ,こういうふうにして工夫しているん

だよ,つていうのをこのプリントのなか

に書き込んでみてくださいo

プリントを忘れたという人は,いません

ね｡出していれば･--0

必ずしも一致しませんから,たぶんこう

なんじやないかなって予想たててくれま

す?

<場面②>

(今までの配布物を綴じた

ものをめくって見ている)

(机の中から教科書を探し

て,出す)

(教科書の頁を広げる)

(机の上に,ワークシート

と教科書を広げる)

(教科書やノートを机に出

している)

(ワークシートを広げ,机

の上を整理する)

(机間巡視を始める)

(森島のところ-行く)

(大友のところ-行く)

(後ろの列を机間巡視をしながら)47ペー

ジの絵だけでなくて, 48ページ, 49ペー

ジのほうを,教科書のね,見たり,ある

いは地図帳,それから資料集を見たり｡

(小島のところで,教科書やワークシー

トを指さし,作業内容を確認する)

( -05'20り

(片山のところで,プリントを見て,描

さして)役目も考えて｡なんのためにや

ってるんだろう　(-05-47-り

(涌井のプリントを覗き込み,教科書を

持ち上げ,見ながら)うん,そうだね｡

(竹下の作業を覗きながら片山のほう-)

(片山のプリントを指さし)これ,日日書

かないと--･｡

(野口に話しかけ,作業を見つめる)

(大友に)それは,いいです｡

(丸山と話す)

(大友と丸山のやりとりを見つめる)

(大友と丸山に話しかける)

(作業を開始し,ワークシ

ートに書き込み始める)

人工なんとか｡

(教科書を見ている)

(教科書とプリントを見比

べる｡目を左手でこする)

(教科書を見ている)

(教科書の他の頁を見てい

る)

(シャープペンを目の前で

いじっている)

(シャープペンを下唇でお

さえる)

藤村: (教科書を見ていて)全然同じ

のがないよ｡

長瀬: (外を見てぼーつとしている)

片山: (教師が去った後,左にいる

田所の作業を覗く)

片山: (後ろを振り返り央野と話す)

大友: (近くにきた教師に手をあげ

質問する)

大友･丸山: (話している)

片山: (席から立ち上がって田所の

作業を覗き込む｡鉛筆で田所

の手元を指しながら田所と話

す)
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【第7時】

教師の発話お　よ　び活動 園田の発話および活動 矢野の発話および活動 そのほかの子どもの発話および活動

長瀬: (片山と田所のやりとりを見

ている)

(シャープペンのネジを回

している)

<場面③>
(机間巡視で歩きながら)それじやあね,

机をねえ,グループの形にして,で,少

し四人で相談しながら書き込んでみてご

らん｡

それで意見が違っちやった場合には自分

の意見を大切にしていいですけども｡

ね｡人の意見聞いて,そうか,そっちに

変えてみようかなって,それでもいいん

だよ｡四人集まれば,またいい意見出て

くるかもしんないからo

はい,じやあ,机,グループにしてぃ-･

[藤村に]そういう言い方しないの｡

そうそうそうそうそう｡つけたしてっ

て｡

そう,こういうふうに気がつけばいいん

m

話しながら,どんどん進めていってくだ

さい｡

人工衛星は措いていいって言ったよ｡

人工衛星はかまわないよ｡

(一班で)なんだろうねって相談して日日･

人工肺化だとか日日･｡

(一班で)全く同じじやないから｡似たよ

うな,たぶん同じ働きを--･これとこれ

似たような日日｡

(この間,一班でのアドバイスが続く)

(一班で)あるものとないものがあるから

(一班で)今,竹下くんが言ったこと,大

友くんだけに伝えるんじやなくて,グル

ープの中で原田さんとか野口さんとかに

こういうのがあって仙川つて伝えて納得

したら書けるわけだけどね｡

(三班で)お互いに言ってかないと｡

(三班で)これなんだろうとかねえ｡

(三班で)四人でちやんと相談していかな

am

(三班で)それ,この前やったよねえ｡な

んだろうねえ?

はい｡ (川島のところ-行く｡以降,六

班のところでアドバイスを行う)

藤村:敏也くん｡ (田所に,机を寄

せることを催促する)

Cn : (机を班の形にする)

小島: (席を立ち上がり原田のほう

-歩いていき,原田と話して

いる) (-11'26-り

藤村: (田所のカードを取り上げ)何

書いてるんだよお｡

田所: (藤村に取り上げられたカー_

ドを必死で取り返そうとす

る)

渡辺: [6班の班員に]これとさあ,

これってさあ,ちやうよ｡

藤村:先生,勝手に絵,描いてって

いい?

藤村:え?

藤村:かわ[川島]｡見つけた?

C :漁業協同組合o

川島:先生,これなあに?

川島:先生｡

(シャープペンをいじって

いる)

先生,ここに付け足してい

いの?
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【第7時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 矢 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

16'4 1 "

16'4 7 "

16'52 "

16'54 "

16'55 "

16'59 ー■

17'00 ー■

17'02 "

17'04 "

17ー05 "

17ー10 ーー

17 13 'ー

17▼14 ー■

17'17 "

171 8 "

17 19 "

17'20 "

17 ▼2 1"

17 30 "

17 '3 1什

17 38 '▼●

17 '40 "

17 ▼4 1 ーー

17 '4 3 "

17 '5 6 "

18 '0 3 "

18 '0 7 "

18 'U ーー

18 '16 "

1 8'19 "

1 87 2 "

18'2 4 ーー

1 8'2 6 'ー

18'29 "

18'33 "

18'4 9 "

19 '42 "

19 '4 6 "

19 '5 8 "

2 0 '4 7 ーー

2 0 '5 7 "

2 0 '5 8 ーー

2 0 5 9 …

2 1'0 1 ー■

2 1'0 2 "

そ れ で い い ん だ ね ○ い い ね ○

は ト O

‥◆… 海 藻 だ か ,

海 藻 か , タ コ か , 貝 か O

海 藻 に 見 え た ら海 藻 で い い じ や ん ○

養 殖 施 設 ○

施 設 だ か ら ○

うん ○ そ うい う ふ う に 書 け ば い い じ や な

い 0

[上 記 C に ] う ん ○ そ う そ う○

[三 班 に ] 4 人 で 相 談 し て か な い と 0

[二 班 に ] 何 か 加 わ つ た ? 相 談 し て 0

(二 班 で ) 他 に な い ? 他 に ○

(二 班 で 資 料 集 を 指 し て ) こ の 辺 何 か な ん

か な い の ?

しノ

書 い て な い よ O

(一 班 で )野 口 さ ん と こ [机 ] く つ つ け な き

や ○ 原 田 さ ん も … … 0

(野 口 の 机 を 動 か し , 大 友 の 机 と つ け る )

(手 を 二 回 打 つ ) は い じ や あ , は い ○

四 人 つ く と , な ん と か 増 え た ?

増 え た ? ㌔

話 し 合 い だ と 増 え な い ?

0

〕

あ れ が な か つ た あ れ 0 光 を

海 底 に 0

栽 培 漁 業 セ ン タ ー 0

川 島 ‥こ れ こ れ 0

川 島 : 先 生 , 土れ つ て さ あ ○

C ‥先 生 0

C ‥… … 0

C : 海 藻 つ る し て ん じ や ん ○

岡 本 ‥海 藻 だ よ ○

岡 本 : 貝 に は 見 え な い よ ○

渡 辺 ‥こ れ 何 ?

室 田 : 昆 布 , ワ カ メ の 養 殖 0

C : 施 設 と ,

渡 辺 ‥じ や あ , 海 藻 の 養 殖 施 設 つ て ■

書 をナ ば い い の ? ■

C : 海 藻 ○ 海 藻 の ｢そ う ｣ づ て ど う

だ つ け ? 革 か ○

涌 井 : [園 田 に ] こ れ 何 ? (以 下 , 三

班 の や り と り )

涌 井 : こ れ こ れ こ れ こ れ これ な あ に

森 島 : (園 田 の 教 科 書 を 指 し ) こ れ だ

よ ね ○

涌 井 ‥じ や な い 0 こ れ こ れ これ こ れ

こ れ こ れ ( 自分 の 教 科 書 を 指

す )

C : 先 生 0 海 藻 つ て さ あ , 海 藻 の

｢そ う ｣ つ て 草 ?

藤 村 : 漁 業 協 同

C ‥な い よ ○

C n : (だ ん だ ん , マ イ ク に 入 る 声

が 大 き く な る )

二 班 ‥(矢 野 が シ ャ ー プ ペ ン の 話 を

し て , 他 の メ ン バ ー も 聞 き 入

つ て い る )

藤 村 : 漁 業 協 同 組 合 0

藤 村 : [ 田 所 に ]漁 業 協 同 組 合 は ね え

C ‥… … ○

藤 村 ‥ (身 を 乗 り出 す )違 う0 こ こ だ

よ 0 見 て み な , 上 に も 船 も あ

る し こ う い う と こ ろ も あ る し

こ こ に

藤 村 : す げ ー 増 え た ○

C : 増 え な い ○
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【第7時】
時 間 教 師 の 発 話 お よ び 活 動 園 田 の 発 話 お よ び 活 動 夫 野 の 発 話 お よ び 活 動 そ の ほ か の 子 ど も の 発 話 お よ び 活 動

2 1'05 "

2 1'14 "

2 1ー5 8"

2 1'3 1"

< 場

22 '00 "

22 '0 4 ーー

2 2'0 6 "

2 2ー13 tー

2 27 1 "

2 27 3 川

2 2'29 "

2 2'33 ーー

2 2'36 "

ユ2 '39 叩

22 '42 "

22 '44 "

22 '45 'ー

22 '46 "

22 '47 "

22 '49 "

22 ー53 tー

2 2'54 "

2 31 0…

2 31 3 ーー

2 31 7 "

2 3ー2 3 ーー

2 3 '26 "

2 3 0 "

2 3 ー29 ■ー

23 '30 "

23 '3 1"

23 ー34 "

23 '38 'ー

23 '40 "

23 0 2 "

23 ー44 "

23 '46 "

23 '5 1"

2 3ー5 3"

2 3'5 6 "

2 3'5 7 "

2 3'5 8 川

2 4'0 0 "

2 4'02 "

2 0 04 ー-

2 4ー07 "

2 4ー09 ■ー

2 4 1 1"

2 4 '13 "

さ あ , じ や あ , み ん な が , … … ○

(黒 板 に 子 ど も の も の と 同 じ ワ ー ク シ ー

ト を 貼 る )■

面 ④ = >

(黒 板 の 前 に 立 つ )

は い , じ や あ , み ん な で 確 か め て い き ま

す よ 0

誰 か , こ れ , こ う だ と 思 い ま す つ て い う

の , 出 し て つ て ○

一 班 ど う で す か ? 丁 班 の 中 か ら 誰 か 0

野 口 さ ん 0 (野 口 を 注 意 す る )

一 班 の 中 か ら 誰 か 0

あ , 大 友 く ん , は い ○

ど れ ? こ ん な か で い う と 0 (ワ ー ク シ ー

トを 指 す )

一 番 左 の 上 ? こ こ ? (黒 板 上 の ワ ー ク シ

ー ト の 左 側 を 指 す )

こ こ ?

栽 培 漁 業 セ ン タ ー ? (ワ ー ク シ ー トに 丸

印 を 付 け , ｢栽 培 漁 業 セ ン タ ー ｣ と板 書 す

る )

こ こ , 栽 培 漁 業 セ ン タ ー に し た ? 他 の に
しノ

な ん か し た 人 ,一い ま す か ?

(一 班 の ほ う を 見 る )

は い ○ こ こ だ よ , こ こ 0 こ こ の こ と0

こ こ ○ 栽 培 漁 業 セ ン タ ー ね 0

で , こ こ は 何 を す る と こ ろ だ と 思 い ま

す ?

魚 を ?

栽 培 す る ?

育 て る と こ ね 0 は い 0

じ や , そ の 次 0

二 班 ○ 誰 か ○

み ん な で 相 談 し て み て ○ は い 0

ど れ い け る ?

は い , どれ で も い い よ0

は い , 矢 野 く ん ○ は い 0

ど れ が , で す か ?

真 ん 中 ら へ ん に あ る や つ ○

ど れ で す か ?

こ れ は そ う か 0 魚 が 集 ま つ て き て る と こ

ろ ○

ほ う ほ う ほ う ほ う ○

片 山 : 俺 , 1- つ 増 え た 0

藤 村 : 俺 , 七 個 も 見 つ け た 0

(左 手 を 口 に あ て て い る )

■(左 手 で 顔 を さ わ る )

(一 班 の ほ う を 見 る )

■(手 を 椅 子 の ほ う に お ろ す )

(黒 板 を 見 て , 自 分 の ワ ー

ク シ ー トを 見 る )

同 じ で す 0

(隣 の 涌 井 を 見 る )

(黒 板 を 見 る )

(ク ラ ス を 見 渡 す )

魚 が 集 ま つ て き て る と こ

ろ 0

(教 科 書 を 見 て ワ ー ク シ ー

ト に 描 き 込 ん で い る )

見 つ け た の ?

(挙 手 )

餌 を ま く ロ ボ ッ ト○

■え つ と ね え , 真 ん 中 ら ? ん

に あ る や つ 0

な ん か 変 な , な ん か 魚 が こ

ん な こ とや つ て (立 ち 上 が

藤 村 ‥漁 業 協 同 組 合 , あ つ た よ 0

藤 村 : 間 違 つ て も い い の ?

大 友 : (挙 手 )

大 友 : 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 0

大 友 : う ん と ね え , - 番 左 の 上 ○

大 友 : う ん ○

藤 村 : 違 う0 漁 業 協 同 組 合 に し た 0

藤 村 : え ?

C ‥魚 ,

片 山 : 栽 堵 O

片 山 ‥は い 0

片 山 ‥こ れ 自 然 の 中 の 0
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24 1 6 "

24 '29 "

24 ー3 2 "

2 0 3 9 'ー

2 0 4 5 "

2 4'53 'ー

26 '57 "

2T O9 "

27 16 日

27 17 "

2 7'19 叩

2 7'25 "

2 7ー3 3 "

ヱ7'37 "

27 '4 4 "

27 46 "

27 '47 "

27 0 "

27 '49 "

27 5 1ーー

ユ7 ー5 3"

27 54 "

2 7 5 8"

2 8'0 0 川

2 8'Q l 'ー

2 8'02 "

28'03 "

28 '05 "

28 '07 "

28 '08 "

2 8'09 ▼ー

2 81 1叩

2 81 3▼ー

2 8'18 "

2 8'2 3 "

28 '32 ーー

28 '34 "

28 '45 "

2 8'50 "

2 8'5 1ー■

2 8'5 6 "

29'0 0 'ー

29 '10 "

29 '1 1"

29 -13 "

29 '18 'ー

こ こ で す ね ○ (プ リ ン ト に 丸 印 を 書 き 込

み , ｢ え さ を ま く ロ ボ ッ ト｣ と 板 書 す る )

魚 が 集 ま つ て る か ら か ○ な る ほ ど ね ○

そ う い う こ と だ ね ○ よ く 見 て る ね え ○

は い , じ や あ , こ こ 餌 ま く ロ ボ ッ トつ

て , み ん な こ ん な 感 じ で 書 い た か な ?

じ や あ , は い , 三 班 は ?

ち よ つ と待 つ て て ○ (廊 下 に 出 て い く) 0

(学 童 保 育 の 低 学 年 の 子 ど も が 廊 下 に 入

り込 ん で き た た め , 連 れ 出 す )

(教 室 内 に 戻 つ て く る ) ご め ん ね ○

は い , 三 班 ど う ぞ 0 ど う で す か ?

どれ ?

(板 書 の 色 に つ い て )赤 と 黄 色 , 意 味 な い

か ら ね ○ こ こ 黄 色 見 え な い か ら 赤 に し た

ん だ よ ■

こ こ が 沖 合 養 殖 場 O

(黒 板 の ワ ー ク シ ー ト を嶺 し ) こ こ 0

別 の に し た ?

な ん に し た そ こ は ?

海 中 飼 育 施 設 ○

そ こ は , ど こ か ら 持 つ て き た の ? そ の こ

と ば は 0

ど こ ?

4 8ペ ー ジ O

海 中 飼 育 施 設 O

あ あ , 4 8ペ ー ジ 0 絵 か ら 見 る と , は あ は

あ は あ は あ (｢海 中 飼 育 施 設 ｣ と板 書 す る )

飼 育 施 設 ね 0 あ の ー , 飼 育 小 屋 の 飼 育

ね 0

そ うす る と こ れ 違 う の か ね え ? こ れ と こ

れ つ て ?

沖 合 つ て い う の は , ち よ つ と 離 れ た と こ

ろ で 養 殖 場 0 育 て て る 場 所 0 ◆人 工 的 に 育

て て る 場 所 , 養 殖 場 ね ○ 海 中 だ か ら 海 の

中 で , 飼 育 , 育 て て い る , 施 設 , 場 所 0

だ か ら こ れ ど ち ら で も ,

い い で す ね 0

ど ち ら で も い い ね ○

そ れ を , 言 い 方 が ち よ つ と違 う だ け な の

ね ○

り , 体 を く ね らす ) る ○ な

ん か , 立 つ て る ○

書 い て な い よ O

あ つ た あ つ た あ つ た 0 48 ペ

ー ジ に 書 い て あ る よ ○

[片 山 に ]そ うだ よ こ れ 海 中

し … … 0

オ ツ ケ ー ○

長 瀬 : (座 つ た ま ま )沖 合 養 殖 場 ○

長 瀬 ‥一 番 右 の

渡 辺 : 違 う よ こ れ ○ 違 う で し よ ? あ

れ , ち や う よ ね え ○

渡 辺 ‥え つ ?

C : 別 0

渡 辺 ●室 田 ●岡 本 : 海 中 飼 育 施 設 0

屋 敷 : ど こ ど こ ?

藤 村 : そ ん な の 書 い て な い よ○

C ‥教 科 書 ○

屋 敷 ‥あ , わ か つ た 0 違 うペ ー ジ 見

た ん だ 0 ､■

渡 辺 : あ つ た 0

渡 辺 ‥教 科 書 の 4 8ペ ー ジ 0

片 山 ‥[矢 野 に ] よ く わ か ん ね ー こ れ

海 中 し ‥… ●だ と 思 つ て よ お 0

藤 村 : 同 じ じ や な い ?

C : い い の ?
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2 9'2 0 "

2 97 3 "

2 9'2 4 ー,

2 9'2 6 "

2 9 '30 "

2 9 '37 "

2 9 '4 1"

29 '45 "

29 '47 "

29 '50 "

29 '52 "

29 '5 3 "

30 '0 1 "

30 '15 'ー

30 1 8 "

3 0'2 4 "

3 0'2 7 ーー

3 0ー29 "

30 '30 'ー

3 0 '34 ーー

30 '35 "

30 3 6 "

30 3 8 "

30 '4 7 '▼

3 0'5 8 "

3 1'0 0 ー●

3 1'0 4 "

3 1'23 'ー

3 1 '35 "

3 1'38 "

3 1'40 "

3 1-43 "

3 1'45 "

3 1'4 8 "

3 1ー4 9 日

3 1'5 2 'ー

3 1'5 6 ▼ー

3 2'0 2 "

3 2'0 4 ▼ー

3 2'0 6 ーー

3 2'08 "

32 1 1"

32 1 7 "

32 ー11 "

32 '29 "

32 '30 "

32 0 2 ▼.

3 2'36 ーー

は い , 四 班 ど うで す か ?

どれ で す か ?

四班 の 人 た ち , 人 工漁 礁 ら て どれ ?

い くつ あ るの ?

四 つ○ 丸 い の も これ ?

こ れ と (書 き 込 み ) 0 ■人 工 漁礁 0

は い ,■さあ , 五 班 ど うで す か ? も うな

い ?

五 班 ど うです か ?

ち よつ と待 つ て 0

五 班 あ る ?

相 談 して ○ で そ う ?

じや あ , 相 談 して 0 五 班 , 六 班 ほ ら , 数

が減 つ て き ちや つ た か ら , どれ だす か 相

談 して て○ 六 班 は , 五 班 が 出 た あ と指 す

か ら0

五 班 な い ? しノ

相 談 して ○ は い 0

( しば らく様 子 をみ る ) じや あ , 六 班 ま と

ま つた ? ど うぞ○ 六班 ○ あ る な らば 0

ん ? も う一 回 言 つ て○

誰 か は つ き り一 人 で 言 つ た ほ うが○

一 班 , 二班 の 人 間 こえ ま した か ?

′

も う - 回 ど うぞ ○ 渡 辺 さん ど うぞ O

どれ で す か ?

餌 をま く ロボ ッ トの右 側 0

これ 0 色 ち よ■つ と変 え よ う0 はい ○

(プ リン トに丸 印 を書 き込 み , ｢海 草 の 養

殖 施 設 ｣ と板 書 ) こ れ が ,

海 藻 , 渡 辺 さん ,

海 藻 な に ?

い ､? ぱ い あ る じやん ○ まだ

付 け 足 したや つ で もい い ?

(教 科 書 の 4 9 ペ ー ジ を ち ら

つ とみ るが す ぐ 47 ペ ー ジに

戻 す )

え ? どこ に書 い て あ つ た ?

藤 村 ‥人 工漁 嘘 0

藤 村 : 一番 ◆… ‥○海 の 中 にい ろ い ろ

な もの が あ る 0

小 島 : な ん か ,

藤 村 : あ の ね え , 下 の ほ うに 三 角 と

か , 魚 が 出 入 り して るや つ○

藤 村 ‥】 , 一 , 一 ,

C : 四つ だ よ 0

藤 村 ‥四つ あ る○ 丸 い の もあ るか ら

C : ま だ , あ る よ 0

寺 内 : あ るけ ど , 自分 で 書 い たや つ

だ か ら 0

室 田 : [川 島 に ]栽 培 漁 業 セ ン ター つ

て こ こ だ よ 0

室 田 : 私 た ち あ る じやん 0

渡 辺 ●室 田 ●川 島 ●岡本 : 海 藻 の養

殖 施 設 ○

渡 辺 ●室 田 ●川 島 ●岡本 : 海 藻 の 養

殖 施 設 0

室 田 ‥海 藻 の 養 殖 施 設 0

C n ‥聞 こ え ない 0

C : 聞 こ え ませ ん○

渡 辺 ‥海 藻 の養 殖 施 設 0

渡 辺 ‥どれ だ つ け 0

川 島 : うん′とね え , 餌 を ま くロ ボ ツ

トの 右 側 q

渡 辺 ‥ど こに あ つ たの , これ ? ど こ

に あつ た つ け○

渡辺 ‥海 藻 の 養 殖 施 設 0

牧 原 : (矢 野 の 教 科 書 49 ペ ー ジ を 開
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32 '40 "

32 '45 ーー

32 '5 1ーー

32 '54 "

33 '02 "

33 '0 3ーー

3 3ー0 7ー.

3 31 1 "

3 3'12 "

3 37 8 ーー

3 3'4 1 叩

3 3'4 8 "

3 3'4 9 'ー

33ー53 "

33'54 "

33▼59 "

30 04 ▼▼

34 '06 "

34 '07 ーI

34 1 0 'ー

3ヰー11"

34 ー12 "

34 ー13 "

34 '15 "

34 '18 "

34 1 9 ーー

34 '20 'ー

34 '22 "

0 20 "

34 '25 ーI

34 7 9 "

34 ー3 1 -I

3 4'3 6 "

3 0 3 9 ーー

3 4'4 2 ▼ー

3 4'4 3 ーー

3 4'5 0 "

< 場

3 5'0 9 "

3 5'2 7 "

3 5 '30 "

35 '35 ー■

3 5 ー�"4 1"

ほ ら , 質 問 が あ つ た よ 0 岡 本 さ ん , 質 問

が あ りま す よ ,

書 い て あ つ た ? ど う ?

う ん , そ う○ 教 科 書 で は ワ カ メ な ん だ け

ど , き つ と こ れ は ワ カ メ だ け じ や な い ん

じ や な い か と い う考 え で 書 い た の か な

あ 0 ど う な の か な あ ○

井 原 さ ん ど う な ん で す か ? ◆… ‥し て る け

ど 0

井 原 さ ん , も つ と 前 つ け て ○ は い 0 五 班

に は も う な い ? こ れ 以 上 O

教 科 書 に は 載 つ て な い ん だ け ど わ か ん な

い の が あ る ○

ど れ ?

あ ー , こ れ か あ 0

は い , じ や あ , こ れ ど う し よ う , こ れ こ

れ な に ?

海 底 に 光 を 送 る ?

教 科 書 載 つ て る か な ?

あ , 出 て き ま し た 0

教 科 書 に も 同 じ の が 載 つ て る ん だ け ど ,

教 科 書 に も名 前 が 載 つ て な い ○

う ん 0 な ん だ ろ う こ れ 0 ね , こ れ こ れ こ

れ ○

カ メ ラ み た い な も の ?

カ メ ラ ? 海 底 の カ メ ラ ?

な に が あ つ た ?

(チ ャ イ ム が 鳴 る )

こ れ ?

な ん だ ろ う ね え こ れ 0 こ れ も わ か ん な

い 0 (黒 板 の ワ ー ク シ ー トに 書 き 込 む )

面 ⑤ = >

じ や あ , 鉛 筆 を 置 い て , 全 員 体 を こ ち ら

へ 向 け て く だ さ い 0

じ や あ , わ か ら な い も の に 対 し て は お い

と く こ と に して ○

芹 薄 く ん , 体 こ つ ち に 向 け て ○

竹 下 く ん , 体 こ ち ら へ 向 け て ○ 体 ご と 0

原 田 さ ん ○ そ こ で 席 が 替 わ つ た こ と で お

し や べ り が 進 ん で , 勉 強 の ほ う に 集 中 で

き な い ん な ら , 席 巻 わ る の や め て ○ 野 口

海 底 に 光 を 送 る 0

ど 土 に 書 い て あ る ? ど こ に

書 い て あ る の ?

4 9 0 書 い て あ つ た O 書 い て

あ つ た 0

で も さ あ , ワ カ メ の 養 殖 施

設 つ て 書 い て あ る ○

あ , も う 一 個 先 生 , 書 い て

な い の 発 見 し た よ ○

え つ と ね え ,

(黒 板 へ 出 て 指 す ) こ れ 0

き , 矢 野 に 示 す )

C ‥書 い て な い よ○

岡 本 : え ー と , 教 科 書 の 4 9ペ ー ジ O

渡 辺 : 海 藻 じ や ん 0

寺 内 ‥教 科 書 に は 載 つ て な い ん だ け

ど ○

寺 内 : (当 該 の 箇 所 を 示 す )

寺 内 : 違 う よ 0 (園 田 の と こ ろ へ 教

科 書 を 持 つ て 示 し に 来 る )

寺 内 : 教 科 書 載 つ て る じ や ん 0

C ‥名 前 が 載 つて な い 0

C : そ う○

大 友 : (資 料 を 指 す ) こ れ ?

C : カ メ ラ ‥‥‥0

藤 村 : め , 海 底 カ メ ラ 0
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35 '57 ーI

36 '0 1"

36 '03 "

36 1 0 "

36 '1 1"

30 0 2 "

30 0 3 'ー

36 '15 "

36 '2 1叩

36 7 3 "

36 '25 "

36 '30 "

36 '35 "

36 '37 "

36 '38 "

36 '39 "

36 '40 "

36 '45 "

36 '48 "

36 '49 "

3 6'50 "

3 6ー52 "

3 6'53 "

3 6'54 "

3 6'57 "

3 7'0 9"

3 7ー10"

3 7 12 "

3 71 4 "

3 7'15"

3 7'16"

3 77 0 "

3 7 38 "

37 '44 "

37 '4 9 'ー

3T 56 "

38 ー00 "

38 ー02 "

38 '05 "

38 '06 "

38 '09 "

38 1 2 "

38 '14 "

38 7 5 "

38 '32 "

38 '33 ーー

38 '38 "

さ ん か ら よ け い な こ と し ち や うか ら 0

は い , 人 工 漁 礁 は な ん の た め に こ れ し て

あ る の 0

集 め る た め 0 集 め る た め ○

も う - 回 聞 く よ 0 人 工 漁 礁 つ て な あ に ?

す み か 0

す み か を こ こ で 作 つ と い て や れ ば , 負

は ? こ こ で ?

安 心 し て 暮 ら し て い け る だ ろ う0

と い う の も ○ す む 場 所 0

そ れ か ら , 餌 を ま く ロ ボ ッ ト は な ん の た

め に あ ん の ?

餌 が な い と ,

い け な い か ら0

な ん で だ と 思 う ?

早 く 育 つ た め 0

あ あ , 餌 や る と 早 く 育 つ か ら○､ノ

他 に は ?

大 き く 育 て る た め ○

じ や あ , こ こ の 沖 合 養 殖 場 あ る い は 海 中

養 殖 施 設 つ て あ つ て , こ こ で も さ あ , 餌

や つ て る ん じ や な い の ? こ こ で も 餌 や つ

て る ん じ や な い の ?

こ こ , こ こ ○ 餌 や つ て ん じ や な い の ?

何 が+?

あ あ , そ う か そ う か ○ な る ほ ど これ と こ

れ の 違 い は , 魚 の 種 類 と か ○

な ん か , こ つ ■ち は 目 的 が あ つ て 狙 い が あ

る ん だ O

野 口 さん と 原 田 さ ん ○

ど ち ら も 餌 や つ て る け ど , 片 方 が 桂 が ,

獲 じ や な い や 綱 が な し , こ つ ち は 網 が あ

る ○

つ て こ と は ?

恐 ろ しい や つ か ○

さ あ , こ こ は 海 藻 の 養 殖 施 設 ○ い か だ せ

て つ る し た の 0/

さ あ , さ つ き ね え , 栽 培 漁 琴 セ ン タ ー の

役 目 さも 育 て る の ? こ こ で 0

小 さ い 魚 は 育 て る の ?

そ の 小 さ い 育 つ た 魚 は ど うす る の ? 育 つ

魚 を 集 め る ○

食 べ さ せ る ○

小 さ い 魚 は ○

魚 の す み か を つ け て , 育 て

さ せ る ○

ど こ ?

そ こ は な ん か 特 別 な や つ じ

や な い の ?

特 別 な 魚 と か 0

な ん か 0 な ん て い うん だ ろ

う ? な ん か 生 ま れ て か ら で

つ か い の は 特 別 に そ こ で 育

て て い る と か ○

そ れ か , 恐 ろ し い や つ 0

サ メ な ん か ∴ … 0

ピ ラ ニ ア は , ア マ ゾ ン 川 だ

よ 0

C : 魚 の ,

片 山 ‥安 心 ○

C : 魚 が 増 え る ○

C : い け な い ..… ■O

C :

牧 原 : 早 く 育 つ た め 0

芹 滞 : 大 き く 育 つ ○

藤 村 : サ メ が い た り○

藤 村 ‥ピ ラ ニ ア が あ る よ ○ 先 生 0
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た 魚 , ど うす る ん だ ろ う ○

海 や 川 に 放 し て ○

あ る い は , こ うい うふ うに す る と0

な の に じ や あ , ■ど う し て そ ん な 栽 培 漁 業

セ ン タ ー に こ ん な 電 波 塔 が あ る の ?

な ん の た め に ?

… … の 電 波 ?

こ れ が , ビ ビ ビ ビ ピ ッ て こ こ へ き て ‥… ◆

じ や な い か ?

今 み ん な が 想 像 し て た 栽 培 漁 業 セ ン タ ー

つ て い う の は こ こ だ け の 仕 事 だ と 息 つ て

た け ど ね O と こ ろ が 全 部 の 仕 事 を集 中 管

理 と い つ て 見 守 つ て い る の が こ こ な ん で

す ○ だ か ら , こ れ は カ メ ラ だ か な ん だ か

わ か ん な い け ど , こ れ は 海 中 の 様 子 を 探

つ て る 機 械 じ や な い か な つ て ○

だ ろ う つ て い うの が …

動 か な い で す 0

漁 礁 の 様 子 と か O

あ る い は ,

餌 ま き ロ ボ ッ ト に 電 波 を 送 つ て , あ る -

定 の 時 間 に な つ た ら , あ る い は 今 日 は 少

し 餌 は 多 く ま い て も い い よ つ て い う の

を 0

矢 野 く ん は 何 ?

そ う す る と , こ の セ ン タ † の 仕 事 は , こ

こ の 全 体 的 な 様 子 を 管 理 す る 仕 事 も , こ

の セ ン タ ー の 仕 事 だ か ら, そ う い つ た 意

味 で の 人 工 衛 星 の や り と り も あ る か も 知

れ な い 0

そ れ か ら プ リ ン トの ほ う に は 魚 群 探 知 機

が 載 つ て ま せ ん よ ね 0

魚 群 探 知 機 で わ か つ た こ と を セ ン タ ー の

ほ う に 電 波 で 送 つ て き て 人 が 見 え る か も

知 れ な い , つ て い う よ う な こ と も で き て

く る ○

ブ イ ロ ボ ッ トあ る ね え O

海 の 上 を ブ イ ロ ボ ッ トに も な ん か く つ つ

い て い る か も 知 れ な い ○ ブ イ だ か ら そ の

海 に 行 く ん じ や な く て ○

人 工 衛 星 の 電 波 を と る 0

た ぶ ん そ こ に 電 気 を 送 り込

む ○

じ や あ , 海 中 カ メ ラ 0

水 中 カ メ ラ 0

ど うい う状 況 か 見 る ん じ や

な い ?

[片 山 に ] 見 て ん じ や ね え

の だ つ て ○

え つ と ね え , な ん か 変 な こ

と が 起 こ つ て な い か , 死 ん

で い た り と か さ あ , な ん か

だ い た い , な ん か 変 な こ と

起 き て な い だ ろ う か つ て ○

大 友 : 海 に 放 し て ●… ‥0

C : … ●†■0

片 山 ‥動 か な い ん だ つ て O

藤 村 : わ か つ た 0

藤 村 ‥わ か つ た 先 生 ○

藤 村 : こ の カ } Jラ さ あ 人 工 漁 礁 あ る ■

じ や ん , そ こ に 魚 が 入 つ て 安

心 し て 暮 ら し て い る か , 育 つ

て い る か 見 て る ん じ や ね え

の ○ 教 科 書 で も ち よ う ど そ つ

ち 向 い て る し ○

片 山 ‥動 か な い ん だ よ , こ れ 0

藤 村 ‥ ウ ィ ー ン ウ ィ ー ン つ て ○
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場 に 浮 い て い る 状態 なん だ け どね ○ 全 部

電 波 とのや り と りは , 中心 地 は , この セ

ンタ ー の仕 事 で す 0 漁 業 組 合 の と ころ か

な ? 漁 業 セ ン タ ー , 漁 業 組 合 ○

そ うか じや あ , こ の プ リン トで は漁 業組

合 つて 書 い て あ る の か な ?

こ こ , 漁 業 協 同 組 合 が書 い て あ るの か

( ワー ク シー ト書 き込 み , 板 書 す る )0 そ

うす る と全 部 納 得 が い く よ■うに な るね ○

うん , 漁 業 協 同組 合 0

あ あ , な る ほ ど○

灯 台 ○

ね え , 船 が 並 ん で る の に海 に見 えた ?

こ のプ リン トの 0

(時 計 を見 て ) [片 山 に ] あ あ , そ うだ よ 0

鳴 つた よ○

勉 強 に集 中 して い た か ら気 が つ か なか つ

た O

た い した もん だ よ 0

鳴 つ た よ 0

うん○

す ご い なー 0 勉 強 に集 中 して た か ら , チ

ヤ イ ムが 鳴 つ たの に気 づ か な か つ た○

じや あ , 今 日は こ こま で に して ,

この 次 の社 会 の 時 間 は漁 業 に つ い て の新

聞 作 りの ほ う , ま と めて 新 聞 作 りをや り

ま す か ら○

じや あ , 出 してお き ま し よ う0

じや あ , それ 集 め て 0 班 ご と に集 め て く

だ さいこ

終 わ ります O

え つ , うそ 0 鳴 つ た の ?

藤 村 : あ の ね え , 漁 業 協 同組 合 の 絵

が あ る と ころ の は じ つ こ にね

ズー… ●‥○

藤 村 ‥協 同組 合 つ て ‥… ◆上 の ほ うに

ない 0

C ‥漁 業 組 合 ?

藤 村 : あの さ あ , 何 だ つ け○ 栽 培 漁

業 セ ン ター の 上 の ほ うに 山 み

たい の が あつ て ね え , そ の さ ■

ー , 近 く に船 が 並 ん で る か

ら, 教 科 書 で も船 並 ん で る し

藤村 : あ とね え , 変 な ね え ∴ こ れ な

ん てい うんだ ろ う , 展 望 台 み

た い な の○

C ‥展 望 台 ?

藤村 : 展 望 台 つ てい うか , な ん て い

うんだ ろ う0 な ん だ か わ か ん

な い○

藤 村 : 灯 台○

藤 村 ‥教科 書 の と■こ に もあ つ て 0

藤 村 : だ つ て , こ こ にパ ー ツ と並 ん

で ○

片 山 : 先 生 0 (時 計 を指す )

藤 村 : あ , 船 じや な い , 海 じ や ない

片 山 ‥先 生○

片 山 : い つ の 閤 に 鳴 つ た ?

原 田 : も う鳴 つ た よ0

C : 鳴 つ たの ?

C ‥気 づ か なか つた ○

大友 : (カ ー ドを 差 し出す ) 先 生 ○ 出

すの ?
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